


建学の理念
○建学の精神
　「諸学の基礎は哲学にあり」　「独立自活」　「知徳兼全」
○東洋大学の教育理念
【自分の哲学を持つ】
　多様な価値観を学習し理解するとともに、自己の哲学（人生観・世界観）を持つ人間を育成する。
【本質に迫って深く考える】
　先入観や偏見にとらわれず、物事の本質に迫る仕方で、論理的・体系的に深く考える人間を育成する。
【主体的に社会の課題に取り組む】
　社会の課題に自主的・主体的に取組み、よき人間関係を築いていける人間を育成する。
○東洋大学の心
【他者のために自己を磨く】
　自分を磨くのは、人々のためにはたらくことができるようになるためであり、そのことを自覚して
学業に励むのが東洋大学の心である。
【活動の中で奮闘する】
　現実社会における活動の中にどこまでも前進してやまないのが、東洋大学の心である。

　東洋大学は、明治20（1887）年、哲学者・井上円了が創設した「私立哲学館」によってその歴史が
始まりました。円了は幕末の安政5（1858）年、越後国長岡藩西組浦村（現在の新潟県長岡市浦）のお
寺の長男として生まれ、明治14年、設立間もない東京大学文学部哲学科にただひとりの1年生として入
学しました。勉学を通して「洋の東西を問わず、真理は哲学にあり」と確信します。当時のわが国は
欧米文化至上主義の時代で、円了は西洋化に踊らされる日本を憂えていたと思われます。ここでいう
哲学とは、「万物の原理を探り、その原理を定める学問」であり、それは観念的演繹的な哲学ではなく、
事実と実証に基づく哲学であるという点が強調されました。
　円了は創立前に「哲学はあらゆる事物の原理を定める学問であります。政治、法律はもとより科学
や芸術まで、その根底には哲学がなくてはなりません」と述べています。この考えから明治20年「私
立哲学館」という哲学専修の私立学校を創立しました。これが現在の東洋大学の前身にあたります。
　円了が教育で目指した哲学は、いわゆる「哲学者」の養成ではなく、思想や精神を錬磨する術（すべ）
であり、他に応用する能力も身につけなければならないものであると説いています。
　哲学という言葉が初めて使われた明治時代から、哲学の欠如が問われている現在までの125年以上に
わたり、東洋大学も激動の歴史を歩みながら、創立者井上円了の教育理念を継承してきました。
　哲学館創立以降に、円了は「余資なく、優暇なき者」のために「社会教育」と「開かれた大学」を目指して活
動を開始しました。その一つに、学校開設の翌年から『哲学館講義録』を発行して、通学できない者に
も勉学の機会を与えました。これは当時としては画期的なことであり、この精神は現在の通信教育部
に受け継がれています。
　さらに、円了は30代から生涯続けることになる全国巡講を始めています。統計の残っている明治39
年から大正7年までの13年間で、全国60市、2198町村において5291回の講演を行い、社会教育に力を入
れました。明治の日本に新しい教育の扉を開こうとした円了の情熱がうかがえます。この心を引き継
いで現在の東洋大学では「開かれた大学」を目指し、講師派遣事業や公開講座など、地域のみならず
全国の人々に生涯学習の場を提供しています。
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生命科学部の教育上の目的

１．人材の養成に関する目的

　生命科学は，生命現象を遺伝子・分子レベルから細胞レベル，さらに個体レベルで

も明らかにし，地球社会に貢献することを目的とする学問領域です。この生命科学を

教育研究することにより，生命の総合的理解の上に立って，地球社会の発展に貢献す

る創造的思考能力，かつ倫理観を合わせもった人材を育成します。

２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

　生命科学における「生命」「環境」「食」を３大テーマとし，「生命科学科」「応用生

物科学科」「食環境科学科（2012年度入学生まで）」の３学科で各々特徴ある教育に取

り組みます。特に，本学部の特色として極限環境微生物分野，植物分野，食分野の教

育に力点をおくとともに，ヒトを含めた動物分野における教育も行います。これによ

り，学生に生命科学の学問領域全般を体系的に修得させ，実社会での問題を解決する

能力，新しい分野を切り拓いていく能力などを身につけさせることを教育目標として

います。

生命科学部の教育方針（ポリシー）

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

　極限環境に生育する生物からヒトにいたるまでの生命現象に関する基礎知識と生命

現象を解析する基礎的技術を修得した上で，専門的な知識を獲得すること。その上

で，創造的思考能力を磨くことにより，「生命」「環境」「食」の各分野における先端

科学や高度な技術開発に挑戦していくことができること。さらに，高い倫理性と幅広

い視野，豊かな人間性と自立心を備え，地球社会の発展に貢献するという強い意志を

有すること。

 生 命 科 学 部 長
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る創造的思考能力，かつ倫理観を併せ持った人材を育成します。

２　学生に修得させるべき能力等の教育目標

　生命科学における「生命」「環境」「食」を３大テーマとし，「生命科学科」「応用生

物科学科」の２学科で各々特徴ある教育に取り組みます。特に，本学部の特色として

極限環境微生物分野，植物分野，食分野の教育に力点を置くとともに，ヒトを含めた

動物分野における教育も行います。これにより，学生に生命科学の学問領域全般を体

系的に修得させ，実社会での問題を解決する能力，新しい分野を切り拓いていく能力

などを身につけさせることを教育目標としています。

１　人材の養成に関する目的
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　生໋科学における「生໋」「ڥ؀」を̎大ςʔϚとしɼ「生໋科学科」「応用生物科

学科」の̎学科で֤々ಛ௃ある教育に取り組みます。ಛにɼ本学部のಛ৭としてݶۃ

分໺についڥඍ生物分໺ɼ২物分໺ɼ動物分໺の教育に力点をஔくとともにɼ؀ڥ؀

ての教育もਪ進しています。これによりɼ学生に生໋科学の学問ྖ域全ൠを体系的に

修ಘさせɼ実社会での問題を解ܾする能力ɼ新しい分໺を੾り୓いていく能力などを

身につけさせることを教育目ඪとしています。

̍ɽڥ؀ݶۃに生育する生物からώτにいたるまでの生໋現৅に関する基礎知ࣝと生

໋現৅を解ੳする基礎的ٕ術を修ಘした上でɼ専໳的な知ࣝを֫ಘすること。

̎ɽ創଄的思考能力を磨くことによりɼ「生໋」「ڥ؀」の֤分໺における先୺科学や

。౓なٕ術開発に௅ઓしていくことができることߴ
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するという強いҙࢤを༗すること。
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１　学　　期

２　セメスター制

３　単位制

（１）単位制とは

（２）単位数の計算方法

４　修業年限と在学年数

５　学士の学位授与

　１年を次の学期に分けます。

　　春学期　４月１日から９月30日まで

　　秋学期　10月１日から翌年の３月31日まで

　セメスター制は，上記のように１年を２つの学

期（セメスター）に分け，４年間で８つのセメス

ターを段階的に積み上げて卒業するシステムで

す。半年単位で授業が完結することによって，授

業効果を高め，学生が集中して学ぶことができ，

学生の理解度を把握しやすくなるメリットがあり

ます。

　授業科目の履修には単位制が採用されています。単位制とは，授業科目にそれぞ

れ定められた単位があり，一定の基準（科目の単位数に見合う授業時間）に沿って， 

その授業科目を履修し，試験に合格することによってその授業科目の単位が認定さ

れる制度です。

　従って，学科教育課程表に基づく卒業要件を満たした場合に卒業として認定し，

学士の学位が与えられます。

　単位数の計算方法は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもっ

て構成することを標準として，次の基準により定められています。授業時間１時限

（90分）は，２時間の授業として計算されます。

　修業年限は４年です。

　在学年数は，通算して８年が限度となります。この場合において，休学年数は在

学年数に算入しません。

　卒業要件（卒業に必要な単位数）を満たし，修業年限を経過した者には，学士（生

命科学）の学位が授与されます。

第１節　学修にあたって

１
学
年

第1セメスター
第2セメスター

２
学
年

第3セメスター
第4セメスター

３
学
年

第5セメスター
第6セメスター

４
学
年

第7セメスター
第8セメスター

卒　業

セメスター制の仕組み

種　　　別 １　単　位　の　計　算　方　法

講　　　　　　義 15時間の授業をもって１単位とする。

演　　　　　　習 30時間の授業をもって１単位とする。

実習・実験・実技 30時間の実習・実験・実技をもって１単位とする。

－ 8 －

※ただし，授業開始日や終了日，履修登録期間は年度によって異なるので，学生生

活ハンドブックやToyoNet-Gで確認してください。

　セメスター制は，上記のように１年を２つの学

期（セメスター）に分け，４年間で８つのセメス

ターを段階的に積み上げて卒業するシステムで

す。半年単位で授業が完結することによって，授

業効果を高め，学生が集中して学ぶことができ，

学生の理解度を把握しやすくなるメリットがあり

ます。

３　単位制

（１）単位制とは

（２）単位数の計算方法

４　修業年限と在学年数

　授業科目の履修には単位制が採用されています。単位制とは，授業科目にそれぞ

れ定められた単位があり，一定の基準（科目の単位数に見合う授業時間）に沿って， 

その授業科目を履修し，試験に合格することによってその授業科目の単位が認定さ

れる制度です。

　従って，学科教育課程表に基づく卒業要件を満たした場合に卒業として認定し，

学士の学位が与えられます。

　単位数の計算方法は，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもっ

て構成することを標準として，次の基準により定められています。授業時間１時限

（90分）は，２時間の授業として計算されます。

種　　　別 １　単　位　の　計　算　方　法 

講　　　　　　義 15時間の授業をもって１単位とする。 

演　　　　　　習 30時間の授業をもって１単位とする。 

実習・実験・実技 30時間の実習・実験・実技をもって１単位とする。

　修業年限は４年です。

　在学年数は，通算して８年が限度となります。この場合において，休学年数は在

学年数に算入しません。

１
学
年

第1セメスター
第2セメスター

２
学
年

第3セメスター
第4セメスター

３
学
年

第5セメスター
第6セメスター

４
学
年

第7セメスター
第8セメスター

卒　業

セメスター制の仕組み２　セメスター制

－ 8 －

２　セメスタ制 　ηϝελ੍はɼ上هのように̍年を̎つの学期

（ηϝελ）に分けɼ̐年間で̔つのηϝελを

ஈ֊的にੵみ上͛てଔ業するγεςϜです。൒年

୯Ґでत業が݁׬することによってɼत業ޮՌを

めɼ学生がू中して学Ϳことができɼ学生の理ߴ

解౓を೺ѲしやすくなるϝϦοτがあります。

ηϝελ੍の仕組み

ୈ̍ηϝελ
ୈ̎ηϝελ
ୈ̏ηϝελ
ୈ̐ηϝελ
ୈ̑ηϝελ
ୈ̒ηϝελ
ୈ̓ηϝελ
ୈ̔ηϝελ
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１
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年

第1セメスター
第2セメスター

２
学
年

第3セメスター
第4セメスター

３
学
年

第5セメスター
第6セメスター

４
学
年

第7セメスター
第8セメスター

卒　業

セメスター制の仕組み２　セメスター制
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１　授業の期間

２　授業の時間帯

　本学で行われるत業には、̍年間をय़学期・ळ学期の̎学期（ηϝελ）に分ׂ

し、15ि間୯Ґでत業を行うηϝελत業と、֤ηϝελを̎分ׂし、̔ि間୯Ґ

でत業を行うΫΥʔλʔत業があります。また、Նق・य़ٳق暇期間に、ू中講義

や実習౳のत業が行なわれる場߹があります。これをηογϣϯत業といいます。

˞学ଇ上の学期日ఔと実ࡍの学年ྐྵ（त業ΧϨϯμʔ）はҟなることがあります。

　学੶ҟ動౳の取りѻいは、学ଇ上の学期日ఔ（य़ɿ݄̐̍日ʙ݄̕30日、ळɿ10

݄̍日ʙ݄̏31日）で取りѻいます。

˞学年 （ྐྵत業ΧϨϯμʔ）のৄࡉは、年౓͝とに発行される『学生生活ϋϯυϒο

Ϋ』の「年౓行事༧定」で確ೝしてください。

˞֤年౓のत業時間ׂ・開講ܗଶ・ཤ修ొ録期間౳は『त業時間ׂද』（݄̐初०

に഑෍）にて、お知らせします。また、௥Ճのप知事߲がある場߹、5PZP/FU�(

やࣔܝ൘でਵ時お知らせします。

第２節　授　　業

１　授業の開講時限・

　　時間帯

２　休　　講

３　補講・集中講義

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，次の表のとおりです。

　

時　限 時　　間　　帯

１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10

　　授業科目によっては，２時限または，３時限続きの科目もあります。

　　（授業時間割表で確認してください。）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板、ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は教学課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

（１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

（２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

（１）授業が休講となったとき。

（２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。

－ 9 －

　卒業要件（卒業に必要な単位数）を満たし，修業年限を経過した者には，学士（生

命科学）の学位が授与されます。

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，１時限（１コマ）90分とし，各時限の区切りは次の表のとおりです。

時　限 時　　間　　帯
１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10
６ 18：20　～　19：50

　 　一部の実験・実習科目および補講等については上記の時限，時間帯と異なる場

合があります。

　（詳細は授業時間割表およびToyoNet-G・掲示で確認してください）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板，ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は板倉事務課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

 （１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

 （２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

 （１）授業が休講となったとき。

 （２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。

　５　学士の学位授与

第２節　授　　業

　１　授業の開講時限・

　　　時間帯

　２　休　　講

　３　補講・集中講義

－ 9 －

第２節　授　　業

１　授業の開講時限・

　　時間帯

２　休　　講

３　補講・集中講義

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，次の表のとおりです。

　

時　限 時　　間　　帯

１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10

　　授業科目によっては，２時限または，３時限続きの科目もあります。

　　（授業時間割表で確認してください。）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板、ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は教学課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

（１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

（２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

（１）授業が休講となったとき。

（２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。

－ 9 －

　卒業要件（卒業に必要な単位数）を満たし，修業年限を経過した者には，学士（生

命科学）の学位が授与されます。

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，１時限（１コマ）90分とし，各時限の区切りは次の表のとおりです。

時　限 時　　間　　帯
１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10
６ 18：20　～　19：50

　 　一部の実験・実習科目および補講等については上記の時限，時間帯と異なる場

合があります。

　（詳細は授業時間割表およびToyoNet-G・掲示で確認してください）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板，ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は板倉事務課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

 （１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

 （２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

 （１）授業が休講となったとき。

 （２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。

　５　学士の学位授与

第２節　授　　業

　１　授業の開講時限・

　　　時間帯

　２　休　　講

　３　補講・集中講義
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第２節　授　　業

１　授業の開講時限・

　　時間帯

２　休　　講

３　補講・集中講義

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，次の表のとおりです。

　

時　限 時　　間　　帯

１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10

　　授業科目によっては，２時限または，３時限続きの科目もあります。

　　（授業時間割表で確認してください。）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板、ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は教学課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

（１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

（２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

（１）授業が休講となったとき。

（２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。
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　卒業要件（卒業に必要な単位数）を満たし，修業年限を経過した者には，学士（生

命科学）の学位が授与されます。

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，１時限（１コマ）90分とし，各時限の区切りは次の表のとおりです。

時　限 時　　間　　帯
１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10
６ 18：20　～　19：50

　 　一部の実験・実習科目および補講等については上記の時限，時間帯と異なる場

合があります。

　（詳細は授業時間割表およびToyoNet-G・掲示で確認してください）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板，ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は板倉事務課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

 （１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

 （２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

 （１）授業が休講となったとき。

 （２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。

　５　学士の学位授与

第２節　授　　業

　１　授業の開講時限・

　　　時間帯

　２　休　　講

　３　補講・集中講義
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第３節　Web履修登録について

　詳細については『学務システム ToyoNet-G利用ガイドブック』内のＰ12～Ｐ18を参照してください。

１　履修登録の流れ

　　※春学期の開始時（４月）
と秋学期の開始時（９月
下旬）の年２回行います。

履修関係書類配布：新入生　就学手続時
　　　　　　　　　在校生　進級手続時

・『授業時間割表』『履修要覧』『時間割作成用紙』の配布

ガイダンス：スケジュールは別紙を参照

・新入生は新入生ガイダンスで Web 履修登録の説明があります。
　（２～４年生は特別なガイダンスは行わないので，『学務システム 

ToyoNet-G利用ガイドブック』内のＰ12～Ｐ18を参照すること）

時間割作成用紙記入

・『授業時間割表』，『履修要覧』，前学期「成績表」をもとに今学期履修す
る授業を決め，時間割作成用紙に必要事項を記入する

履修登録確認表【保管用】の出力

・各自の履修科目を証明する書類となるので成績発表時まで大切に保管し
てください

履　修　登　録　完　了

Web 履修登録

・時間割作成用紙をもとに履修登
録（自宅等の学外からも可）

・期間内なら登録を何度でも変更
可能（事前登録された科目を除
く）

窓口申請科目の登録

・開放領域（他学部他学科）や
各種単位認定科目については，
ToyoNet-Gの「各種資料」から
該当する申請書をプリントアウ
トし，申請書を作成しWeb履
修登録を済ませ，履修登録確認
表と共に教学課窓口に提出して
ください

※すべて履修登録期間内に行うこと

－ 10 －

オリエンテーション：スケジュールは別紙を参照

・新入生は新入生オリエンテーションで Web 履修登録の説明があります。
　 （２～４年生は特別なオリエンテーションは行わないので，『学務シス

テムToyoNet-G利用ガイドブック』を参照すること）

・『授業時間割表』，『履修要覧』（新入生のみ），『時間割作成用紙』の配布

●重要●

ToyoNet-Gから該当する申請書
をプリントアウトし，申請書を
作成してWeb履修登録を済ま
せたうえで，履修登録確認表と
共に板倉事務課窓口に提出して
ください

※すべて履修登録期間内に行うこと

　詳細については『学務システム ToyoNet-G利用ガイドブック』を参照してください。
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第２節　授　　業

１　授業の開講時限・

　　時間帯

２　休　　講

３　補講・集中講義

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，次の表のとおりです。

　

時　限 時　　間　　帯

１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10

　　授業科目によっては，２時限または，３時限続きの科目もあります。

　　（授業時間割表で確認してください。）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板、ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は教学課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

（１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

（２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

（１）授業が休講となったとき。

（２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。
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　卒業要件（卒業に必要な単位数）を満たし，修業年限を経過した者には，学士（生

命科学）の学位が授与されます。

　授業科目は，春学期・秋学期のいずれかに開講されますが，科目によっては，

春・秋の両学期に開講されます。

　授業時間は，１時限（１コマ）90分とし，各時限の区切りは次の表のとおりです。

時　限 時　　間　　帯
１ ９：30　～　11：00
２ 11：10　～　12：40

昼休み 12：40　～　13：20
３ 13：20　～　14：50
４ 15：00　～　16：30
５ 16：40　～　18：10
６ 18：20　～　19：50

　 　一部の実験・実習科目および補講等については上記の時限，時間帯と異なる場

合があります。

　（詳細は授業時間割表およびToyoNet-G・掲示で確認してください）

　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板，ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は板倉事務課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

 （１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

 （２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

 （１）授業が休講となったとき。

 （２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　なお，補講は原則として各学期の補講期間に行いますが，補講期間以外に実施す

ることもあります。

　５　学士の学位授与

第２節　授　　業

　１　授業の開講時限・

　　　時間帯

　２　休　　講

　３　補講・集中講義
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２　登録時の注意事項

１　試験の種類

２　定期試験（学期末試験）

３　平常試験

４　試験の注意事項

（１）定期試験の受験資格

（２）定期試験の注意事項

（１）履修登録にあたっては，履修要覧及び授業時間割表を熟読のうえ，時間割作

成用紙に必要事項を記入してください。

（２）学科教育課程表に示された配当学年に従って履修登録してください。

（３）原則として，履修登録期間以降の追加・訂正・削除は一切認めません。

　　　（ただし，履修取消についてはこの限りでない。Ｐ13，14「ＧＰＡ制度」参

照）

（４）授業時間割及び講義内容等に変更があった場合は，中央掲示板に掲示します

ので確認してください。

（５）履修登録確認表は必ず出力して，履修内容を確認し保管してください。

　履修した科目の単位を修得するためには，その授業科目の授業に３分の２以上出

席し，所定の試験に合格しなければなりません。

　この成績評価を行うための試験は，筆記（レポートを含む）または口頭により行

います。

　（１）定期試験（学期末試験）

　（２）平常試験

　定期試験は，各学期末に行います。例年，春学期は７月下旬～８月上旬，秋学期

は１月下旬～２月上旬に実施しており，定期試験時間割（ToyoNet-Gで各自の時間

割を確認してください）に従って実施します。

　試験の日，時限，場所（教室），方法等は，次により発表します。

試験の種類 発表の方法 発表の時期 確　認　方　法

定期試験 ToyoNet-G 試験開始の約１週間前
ToyoNet-Gの「 学 生 メ
ニュー」＞「定期試験」
＞「試験時間割表照会」

　※発表内容に変更が生じたときは，その内容をToyoNet-Gでお知らせします。

　平常試験は，担当教員の判断において定期試験期間以前に随時行うものです。

　次のいずれかに該当するときは，試験を受験することができません。

　（１）履修登録をしていないとき。

　（２）受験に際して有効な学生証を携帯していないとき。

　（３）休学及び停学中のとき。

　（４）試験開始後20分を経過したとき。

　受験にあたっては，次のことに注意してください。

（１） 試験時間は60分間とする。試験開始後20分以上遅刻した場合は受験資格を失

第４節　試　　験

－ 11 －

　定期試験は，各学期末に行います。例年，春学期は７月下旬，秋学期は１月下旬

～２月上旬に実施予定で，定期試験時間割（ToyoNet-Gで各自の時間割を確認して

ください）に従って実施します。

－ 11 －

３　シラバスについて

４　科目の記号と番号
　　（科目ナンバリング）

　γϥόε（講義ཁ߲）にはɼत業の಺༰（֓ཁ）や౸ୡ目ඪなどɼ科目のཤ修を

通͡て身につけることのできる知ࣝɼ能力ɼまた֤回のत業の進め方や಺༰ɼ成੷

ධ価方法・基४ɼ使用ςΩετや༧習・෮習の指ࣔなどがɼ༧め学生にࣔされてい

ます。

　ཤ修する科目をܾめるにあたってɼγϥόεをख़ಡすることはもͪΖんɼ࣍回の

त業の४උ学習や෮習のࡍのৼりฦりに用いるなどɼγϥόεを活用することに

よって学習ޮՌをߴめるよう౒めてください。

　γϥόεは「5PZP/FU�(」にて公開しています。

　֤त業科目にはɼه߸と൪߸が෇いています（教育課ఔදをࢀর）。

。と൪߸のҙຯは以Լのとおりです߸ه　
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◆◆（8）科目の記号と番号（科目ナンバリング）◆◆
学問分野記号 科目番号（学修段階＋通し番号）

ＪＬＴ 1 04

科目の学問領
域を示します。

科目の学修段
階・ 難 易 度 を
示します。

科目の並び順
な ど、 管 理 上
の番号です。

各授業科目には、記号と番号が付いています（各学科教育課程表を参照）。
　記号と番号の意味は以下のとおりです。

学問分野記号
教育課程表上の各科目に付されている学問分野記号は次のとおりです。

ENG 語学（英語） ＡＡＡ ああああ ＡＡＡ ああああ
GER 語学（ドイツ語） ＢＢＢ いいいい ＢＢＢ いいいい
FRA 語学（フランス語） ＣＣＣ うううう ＣＣＣ うううう
CHI 語学（中国語） ＤＤＤ ええええ ＤＤＤ ええええ
KOR 語学（韓国語） ＥＥＥ おおおお ＥＥＥ おおおお
THA 語学（タイ語） ＦＦＦ かかかか ＦＦＦ かかかか
SPA 語学（スペイン語） ＧＧＧ きききき ＧＧＧ きききき
JPN 語学（日本語） ＨＨＨ くくくく ＨＨＨ くくくく
PHT 哲学・思想　 ＪＪＪ けけけけ ＪＪＪ けけけけ
作成中 学問の基礎 ＫＫＫ ここここ ＫＫＫ ここここ
作成中 国際人の形成 ＬＬＬ ささささ ＬＬＬ ささささ
作成中 キャリア・市民形成 ＭＭＭ しししし ＭＭＭ しししし
SUS 留学支援科目　 ＮＮＮ すすすす ＮＮＮ すすすす
ITS 総合・学際　 ＯＯＯ せせせせ ＯＯＯ せせせせ
SEM ゼミナール／基礎演習 ＰＰＰ そそそそ ＰＰＰ そそそそ
THE 卒業論文／卒業制作 ＱＱＱ たたたた ＱＱＱ たたたた
TYS 自校教育科目　 ＲＲＲ ちちちち ＲＲＲ ちちちち
CIV キャリア / インターンシップ / ボランティア系科目 ＳＳＳ つつつつ ＳＳＳ つつつつ

科目番号（学修段階＋通し番号）
100 番台 主に大学１年生を対象とした授業（１年次レベル）
200 番台 主に大学２年生を対象とした授業（２年次レベル）
300 番台 主に大学３年生を対象とした授業（３年次レベル）
400 番台 主に大学４年生を対象とした授業（４年次レベル）
500 番台 大学院レベル
※ 上記の科目番号は授業の難易度を示すものとして付されています。教育課程表に記載されている

配当学年（履修可能年次）と異なる場合があります。

○参 教育課程表
 　p. ○○

学
修
に
あ
た
っ
て

ҹ࡮

17ɼ18
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学問分野記号
　教育課ఔද上の֤科目に෇されている学問分໺ه߸は࣍のとおりです。

科目番号（学修段階＋通し番号）

100൪୆ 主に大学̍年生をର৅としたत業（̍年࣍Ϩϕϧ）

200൪୆ 主に大学̎年生をର৅としたत業（̎年࣍Ϩϕϧ）

300൪୆ 主に大学̏年生をର৅としたत業（̏年࣍Ϩϕϧ）

400൪୆ 主に大学̐年生をର৅としたत業（̐年࣍Ϩϕϧ）

500൪୆ 大学ӃϨϕϧ

˞上هの科目൪߸はत業の೉қ౓をࣔすものとして෇されています。教育課ఔදに

。とҟなる場߹があります（࣍ཤ修Մ能年）されている഑当学年ࡌه

"-( 代਺学
"-4 ਫݍ生໋科学
".$ 応用分ࡉࢠ๔生物学
"/$ 分ੳ化学
"1" 動物生理・行動
"1# 応用生物化学
"1. 応用ඍ生物学
"34 地域ڀݚ
#"" 解ੳ学基礎
#"# 基礎生物学
#"$ （学ە真ؚ）学ەࡉ
#". 基礎ҩ学
#$) 生物༗機化学
#&# 生体ҩ޻学・生体ࡐྉ学
#*$ 生物分ࢠ化学
#*0 生物物理学
#*1 生物系ༀ学
#*4 生物多様ੑ・分ྨ
#-4 生物科学
#.4 生体分ࢠ科学
#0" 界೶学ڥ
#1$ 生物物理・化学物理・ιϑτϚλʔの物理
#3$ 生体関࿈化学
#4# 基൫・社会೴科学
#4$ 基礎化学
$&# ๔生物学ࡉ
$)* （ޠ中国）学ޠ
$*7 ΩϟϦΞʗΠϯλʔϯγοϓʗϘϥϯςΟΞ系科目
$6" 文化人ྨ学・ຽଏ学
%&# 発生生物学
%&7 持続Մ能γεςϜ
&") ৯生活学
&$% ΩϟϦΞ・市ຽܗ成
&$& 生ଶ・ڥ؀

&$0 学ࡁܦ
&%1 教育心理学
&%6 教育学
&&3 ݮෛՙ௿ڥ؀・術ٕڥ؀
&&4 自વڞ生γεςϜ
&)1 Ӵ生系ༀ学・ڥ؀
&*" ධ価ڹӨڥ؀
&/( （ޠӳ）学ޠ
&43 地ٿ・資ݯγεςϜ޻学
&44 教科教育学
&7# 進化生物学
'"4 学問の基礎（基൫教育）
'." ਺学基礎・応用਺学
'04 ৯඼科学
'3" （ޠϑϥϯε）学ޠ
'44 機能物ੑ化学
'6# 機能生物化学
'6- 基礎法学
($% Ҩ఻・છ৭体動ଶ
($0 地ٿӉ஦化学
(&# ήϊϜ生物学
(-( 地質学
(1) 生理学一ൠ
)04 Ԃ芸科学
)1) Ӵ生学・公ऺӴ生学
)44 εϙʔπ科学・߁݈
)6( 人文地理学
)6* 人間情ใ学
*"4 ૯߹動物科学
*)3 国ࡍ人のܗ成
*/$ ແ機化学
*54 ૯߹・学ࡍ　
+1/ （ޠ日本）学ޠ
,03 （ޠ国ؖ）学ޠ

-). 生໋・݈߁・ҩྍ情ใ学
-*& ӳ米・ӳݍޠ文学
."5 ਺学
.&& 計ଌ޻学
.0# 分ࢠ生物学
.5& ϞσϦϯά・อ全修෮ٕ術ڥ؀
/#* φϊόΠΦαΠΤϯε
/(/ 神ܦ生理学・神ܦ科学一ൠ
03$ ༗機化学
1$& 化޻物ੑ・Ҡ動ૢ࡞・୯Ґૢ࡞
1)5 哲学・思想　
1): 物理学
1.# ২物分ࢠ・生理科学
1/4 ২物ӫ養学・౔৕学
10- 政治学
114 ২物อޢ科学
16- 公法学
14: 心理学
4&& 学޻学・ҡ持؅理޻学・地਒޻଄ߏ
4&. θϛφʔϧʗ基礎演習
4&1 ࿭੕物理学ٿ体地ݻ
4(# Ҩ఻育छ科学
4(4 γεςϜήϊϜ科学
4)4 科学社会学・科学ٕ術史
40$ 社会学
41" （ޠεϖΠϯ）学ޠ
45# ଄生物化学ߏ
451 ૚Ґ・ݹ生物学
454 統計科学
5)* 情ใ学基礎理論
5)& ଔ業論文ʗଔ業੍࡞
5:4 自校教育科目　
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２　登録時の注意事項

１　試験の種類

２　定期試験（学期末試験）

３　平常試験

４　試験の注意事項

（１）定期試験の受験資格

（２）定期試験の注意事項

（１）履修登録にあたっては，履修要覧及び授業時間割表を熟読のうえ，時間割作

成用紙に必要事項を記入してください。

（２）学科教育課程表に示された配当学年に従って履修登録してください。

（３）原則として，履修登録期間以降の追加・訂正・削除は一切認めません。

　　　（ただし，履修取消についてはこの限りでない。Ｐ13，14「ＧＰＡ制度」参

照）

（４）授業時間割及び講義内容等に変更があった場合は，中央掲示板に掲示します

ので確認してください。

（５）履修登録確認表は必ず出力して，履修内容を確認し保管してください。

　履修した科目の単位を修得するためには，その授業科目の授業に３分の２以上出

席し，所定の試験に合格しなければなりません。

　この成績評価を行うための試験は，筆記（レポートを含む）または口頭により行

います。

　（１）定期試験（学期末試験）

　（２）平常試験

　定期試験は，各学期末に行います。例年，春学期は７月下旬～８月上旬，秋学期

は１月下旬～２月上旬に実施しており，定期試験時間割（ToyoNet-Gで各自の時間

割を確認してください）に従って実施します。

　試験の日，時限，場所（教室），方法等は，次により発表します。

試験の種類 発表の方法 発表の時期 確　認　方　法

定期試験 ToyoNet-G 試験開始の約１週間前
ToyoNet-Gの「 学 生 メ
ニュー」＞「定期試験」
＞「試験時間割表照会」

　※発表内容に変更が生じたときは，その内容をToyoNet-Gでお知らせします。

　平常試験は，担当教員の判断において定期試験期間以前に随時行うものです。

　次のいずれかに該当するときは，試験を受験することができません。

　（１）履修登録をしていないとき。

　（２）受験に際して有効な学生証を携帯していないとき。

　（３）休学及び停学中のとき。

　（４）試験開始後20分を経過したとき。

　受験にあたっては，次のことに注意してください。

（１） 試験時間は60分間とする。試験開始後20分以上遅刻した場合は受験資格を失

第４節　試　　験

－ 11 －

　定期試験は，各学期末に行います。例年，春学期は７月下旬，秋学期は１月下旬

～２月上旬に実施予定で，定期試験時間割（ToyoNet-Gで各自の時間割を確認して

ください）に従って実施します。

－ 11 －

̍ɽཤ修ొ録確ೝදにࡌهされていない科目を受ݧしてもແޮです。

̎ɽ学期末ݧࢼɼฏৗݧࢼともに通ৗत業実ࢪ時間ଳでݧࢼが行われます。

̏ɽݧࢼ会場はฏৗत業時とҟなる場߹があるのでɼ5PZP/FU�(の情ใを確ೝして

ください。

̐ɽ̍科目でݧࢼ会場が̎Χॴ以上になる場߹ɼ学੶൪߸でݧࢼ会場を指定するの

でɼඞず指定されたݧࢼ会場で受ݧしてください。

̑ɽݧࢼにࡍしてはɼすべて؂ಜ者の指ࣔにैってください。

̒ɽ学期末ݧࢼではɼ学生証がないと受ݧできないのでඞずܞଳしɼݧࢼ会場では

められる場߹がٻでもݧࢼ上の指ࣔされた場ॴに提ࣔしてください。（ฏৗص

ありますのでɼ学生はඞずܞଳすること。）

̓ɽݧࢼ会場に持ͪࠐみできるものはɼචه用۩・時計機能だけの時計・持ͪࠐみ

（１）学期຤ݧࢼのडࢿݧ
֨

（２）ฏৗɾ学期຤্ݧࢼ
の஫ҙ事߲

学期末ݧࢼ

　学期末ݧࢼはɼ֤学期の࠷ऴि（ݧࢼ・ิ講調੔期間）に行います。ྫ年ɼय़学

期は݄̓Լ०ʙ݄̔上०ɼळ学期は݄̍Լ०ʙ݄̎上०に実ࢪ༧定でɼ学期末ݧࢼ

時間ׂ（5PZP/FU�(で֤自の時間ׂを確ೝしてください）にैって実ࢪします。

２　学期຤ݧࢼ

学期末ݧࢼ
5PZP/FU�(の「 学 生 ϝ
χϡʔ」̓ 「学期末ݧࢼ」
ʼ「ݧࢼ時間ׂදর会」

　ฏৗݧࢼはɼ֤त業科目の୲当教һがฏৗのत業時間಺で行うςετ౳を指しま

す。

ϨB➨1❶B➨�⠇ヨ㦂ࠊ➨�⠇ᡂ⦼ホ౯.indd   1 2017/03/03   9:1�:��

ʵ 14 ʵ



がڐՄされたもののみです。ܞଳి࿩ɼεϚʔτϑΥϯ౳の通信機能が෇いた

機ثはص上にஔけません。ݧࢼの๦͛にならないようిݯをඞず੾ってɼかば

んにしまってください。なおɼ上هの機ثɼԻָϓϨʔϠʔを時計代わりに使

用することはできません。

̔ɽචه用۩（ϘʔϧϖϯɼԖචɼফしΰϜ）をඞず持ࢀしてください。ିग़は一

੾行いません。

̕ɽݧࢼ中のҿ৯はࢭېします。

10ɽ౴Ҋ用ࢴのɼ学部・学科・学年・学੶൪߸・໊ࢯཝにはඞずࠇのϖϯまたはϘʔ

ϧϖϯでه入してください（ただしɼΠϯΫがফしΰϜ౳でফせないものにݶ

る）。

11ɽ学੶൪߸ཝは学生証にࡌهされている学੶൪߸の10έλすべてをه入してくだ

さい。学੶൪߸ɼ໊ࢯのない౴Ҋ用ࢴはແޮです。

12ɽ学期末ݧࢼはݧࢼ開始後20分までに入ࣨしないと受ݧ資֨をࣦいます。またୀ

ग़は開始後30分をܦաしɼ؂ಜ者の指ࣔがあった後にのみڐՄします。్中ୀ

ࣨした場߹ɼ࠶入場はೝめません。

13ɽఱࡂɼපؾɼその他やむをಘない理༝によってɼݧࢼを受ݧできなかった場߹

は଎やかに証明ॻまたは਍அॻ（ίϐʔՄ）౳をఴえて୲当教һにಧけग़てɼ

۩体的な指ࣔを受けてください。

14ɽෆ正行ҝを行った場߹はɼ学ଇ（ୈ57৚）に基づきॲ分されます。ෆ正行ҝに

ついてのنఔとॲ分಺༰は̥15ɼ̥16をࢀরしてください。ฏৗݧࢼでもෆ正

行ҝがあった場߹にはɼॲ分されます。୲当教һの指ࣔ・説明をよく確ೝして

ください。

15ɽަ通機関のӡ行やఱީのཚれ౳にཹҙしɼݧࢼ会場΁は時間に余༟をもって入

場してください。

ฏৗɾ学期຤ݧࢼに͓͚Δෆਖ਼ߦҝ
　ෆਖ਼ߦҝʢຊ学のنଇʹ൓͢Δߦҝɼ·ͨ͸学ੜのຊ෼ʹ൓͢ΔߦҝʣΛฏৗɾ

学ظ຤ͨͬߦ͍͓ͯʹݧࢼ৔߹͸ɼ学ଇୈ��৚ʹଇΓॲ෼͞Ε·͢ɻ

̍ɽॲ分のछྨ
　　ॲ分はɼᩅ੹ɼఀ学ຢはແ期ఀ学とする。
̎ɽॲ分とそのର৅となるෆ正行ҝ
（̍）ᩅ੹のର৅となる行ҝ
　Ξ　持ͪࠐみがೝめられているもののିआ。
　Π　他人の౴Ҋの೷き見ɼ౴Ҋをނҙに他人に見せຢはそれを見る行ҝ。
　΢　؂ݧࢼಜ者ຢは؂ಜิॿ者からの஫ҙをແࢹした行ҝ。
　Τ　その他Ξから΢に४ずる行ҝ。
（̎）ఀ学̍ϱ݄のର৅となる行ҝ
　Ξ　解౴用ࢴをަ׵する行ҝ。
　Π　ڐՄされていないものの持ࠐみ。
　΢　ॻࠐみをڐՄされていない持ڐࠐՄ教ࡐɼص上ɼखঠ౳΁ॻࠐみをし

ての受ݧɼຢはɼこれにྨࣅする行ҝ。
　Τ　؂ݧࢼಜ者ຢは؂ಜิॿ者からの஫ҙにରする๫言。
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（３）不正行為の処分

（４）レポート

う。

 また開始後30分を過ぎないと退室できない。途中退室した場合再入場は認め

られない。

（２）受験の際，学生証は写真を表にして机の上に置いておくこと。万一，学生証

を忘れたときは，事前に教学課窓口で「仮学生証」の交付を受けること。

（３）試験場は，試験時間割表で指定されているので，確認のうえ受験すること。

（４）試験場では，すべて監督者の指示に従うこと。

（５）答案用紙には黒のペンまたはボールペンで学部・学科・学年・学籍番号・氏

名を必ず記入すること。なお，学籍番号・氏名のない答案は無効となる。

（６）試験室への持込が許可されている物の学生間の貸し借りは不正行為とみな

す。

（７）試験場には，携帯電話・スマートフォン・ＰＨＳ・電子機器（電子図書・ポ

ケットコンピュータ等）の持ち込みを禁止する。

（８）授業時を含め，ジュース等の飲食物の教室への持ち込みは禁止する。

（９） 試験に際し，許可されて使用できる六法全書は，次の指定されたものに限る。

　　　　岩波書店「六法全書」・「基本六法」・「コンパクト六法」

　　　　有斐閣「六法全書」・「小六法」・「ポケット六法」

　　　　法曹界「司法試験用六法」

　　　　三省堂「新六法」・「デイリー六法」

（10）天災・病気・その他やむを得ないと認められる理由によって春学期試験また

は秋学期試験を受けられなかった場合は，すみやかに診断書（コピー可）ま

たは証明書等を添えて担当教員に届け出ること。

　試験場において，試験監督の指示に従わないなどの不正な行為があったときは，

退室を命じ，学則（第57条）に基づき処分されます。

　各授業科目の担当教員からレポート提出の指示があったときは，下記の注意事項

を厳守して，提出日に必ず提出してください。

　レポート作成上の注意事項

（１）レポート作成にあたっては，担当教員の指示に従うこと。

（２） レポートの用紙サイズについて，特に指示があった場合は，これに従うこと。

（３）レポートには，次の項目を必ず記載すること。

　　　科目名，教員名，題目，学籍番号，氏名

（４）レポートの左側上部をホッチキスで止めること。

（５）レポート提出について

　　　・担当教員の指示を受け，直接担当教員に提出すること。

　　　・教学課窓口では，特別指示のない限り，レポート郵送先・教員の連絡先の

照会に応じることはできません。

－ 12 －
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－ 12 －

（３）Ϩϙʔτ

　Φ　その他ΞからΤに४ずる行ҝ。
（̏）ແ期ఀ学のର৅となる行ҝ
　Ξ　ସえۄ受ݧ。
　Π　在学中における࠶౓のෆ正行ҝ。
　΢　؂ݧࢼಜ者ຢは؂ಜิॿ者からの஫ҙにରする๫力行ҝ。
　Τ　その他ɼۃめてѱ質な行ҝ。
̏ɽॲ分に൐うાஔ
ʢ̍ʣॲ෼のछผʹ͔͔ΘΒͣɼෆਖ਼ߦҝの͋ͬͨݧࢼՊ໨の୯Ґ͸ɼ౰֘

೥౓ʢ学ظʣʹ͓͍ͯೝఆ͠ͳ͍ɻ·ͨɼ上هʮ̎ɽʢ̎ʣʯٴͼʮ̎ɽ
ʢ̏ʣʯのఀ学のର৅とͳΔߦҝʹ͍ͭͯ͸ɼ౰֘೥౓ʢ学ظʣのݧࢼ
Պ໨の୯ҐΛೝఆ͠ͳ͍ɻݧࢼΕΔશͯの͞ࢪ࣮͍͓ͯʹؒظ

（̎）ఀ学期間は当֘学部教त会でॲ分に関するҙ見をܾ定した日からࢉى
することを原ଇとする。

（̏）ܾ定したॲ分಺༰についてはɼෆ正行ҝ者がॴଐする学部の学部長
がɼ本人ٴͼอ証人と໘઀のうえɼ通ୡする。

（̐）ఀ学期間中はɼෆ正行ҝ者にରしてそのॴଐ学部が教育的指ಋを行
う。

（̑）「ᩅ੹のର৅となる行ҝΞٴͼΠ」ɼ「ఀ学̍ϱ݄のର৅となる行ҝ
Ξ」ɼ「ແ期ఀ学のର৅となる行ҝΞ」のෆ正行ҝはɼその当事者全て
が上ه（̍）ʙ（̐）のાஔのର৅となる。

̐ɽෆ෰ਃ立て
　　ෆ正行ҝの指ఠを受けた学生はɼෆ෰ਃ立てをすることができる。
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１　੒੷のධՁ

２　̜̥̖制౓

ʤ̜̥̖のࢉ出ํ๏ʥ

　成੷のදࣔは࣍の通りです。

【東洋大学成੷ධ価基४】

߹　൱ 成੷දࣔ 点　਺ 基　　　　　　४

߹　֨

̨ 100ʙ90 ౸ୡ目ඪをॆ分にୡ成しɼۃめて優लな成Ռを
ऩめている。

̖ 89ʙ80 ౸ୡ目ඪをॆ分にୡ成している。

̗ 79ʙ70 ౸ୡ目ඪをୡ成している。

̘ 69ʙ60 ౸ୡ目ඪを࠷௿ݶୡ成している。

ෆ߹֨

̙ 59ʙ40 ౸ୡ目ඪをୡ成していない߲目があるがɼ学修
行動をվめることによりୡ成するՄ能ੑがある。

̚ 39以Լ ౸ୡ目ඪの߲目の全てまたは΄とんどをୡ成し
ていない。

ˎ ධ価ର৅֎ ग़੮・ݧࢼ・Ϩϙʔτ提ग़౳のධ価ཁ݅を欠֨。

˞「ධ価ର৅֎」とはɼत業期間を通͡ग़੮ෆྑɼまたはෆ受ݧ・Ϩϙʔτະ提ग़

のため成੷ධ価の൑அができないものを指します。

˞上දの΄かにɼཹ学先大学での学修成Ռなどを୯Ґೝ定する場߹ɼ「̩」を߹֨

のධ価として使用する場߹があります。

　୯Ґや成੷ධ価ɼ୯Ґの質自体をอ証していくことを目的として̜̥̖（(SBEF�

1PJOU�"WFSBHF）੍౓をಋ入しています。　

　̜̥̖とはɼत業科目͝との成੷にରしてɼ4�3ʙ0�0のάϨʔυ・ϙΠϯτを෇

与しɼこの̍୯Ґあたりのฏۉをࢉग़したものでɼ学生の学習౸ୡ౓をはかる指ඪ

としてɼ国಺֎の大学で޿く使われています。

˞ର৅とする科目はɼଔ業ཁ݅の科目としɼଔ業ཁ݅以֎の資֨科目・自༝科目は

ର৅となりません。

˞ର৅とするධ価はɼ「̨ɼ̖ɼ̗ɼ̘ɼ̙ɼ̚ɼˎ」としɼೝ定のධ価「̩」は

ର৅となりません。

。新の成੷が൓өされます࠷ཤ修でධ価を受けた成੷についてはɼ࠶˞

˞̜̥̖は計݁ࢉՌのখ਺点ୈ̏Ґをޒࣺ࢛入しɼখ਺点ୈ̎Ґまでをදࣔしま

す。

̜̥̖ʹ

（̨の修ಘ୯Ґ਺ʷ4�3）ʴ（̖の修ಘ୯Ґ਺ʷ4�0）ʴ（̗の修ಘ୯Ґ਺ʷ3�0）ʴ（̘の修ಘ୯Ґ਺ʷ2�0）ʴ�
（̙の修ಘ୯Ґ਺ʷ1�0）ʴ（̚の修ಘ୯Ґ਺ʷ0�0）ʴ（ˎの修ಘ୯Ґ਺ʷ0�0）

૯ཤ修ొ録୯Ґ਺

１　学業成績評価

２　成績評価の方法と評価

基準

３ ＧＰＡ制度

 （2013年度以降入学生）

　成績は，100点満点の60点以上を合格（単位取得）とし，59点以下は，不合格と

なります。

　成績評価の表示は，次のとおりです。

点　数 100～90 89～80 79～70 69～60 59～40 39点
以下

評　価
対象外

成績評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＊
合　　否 合　　　　　格 不　　合　　格

＊評価対象外とは，学期を通じて出席不良，または不受験・レポート未提出のため

成績評価の判断が出来ないもの。

　成績の評価は，定期試験（学期末試験）･平常試験･レポート等により評価されます。

　成績評価基準は，各科目で定める評価方法を基に，原則として以下のガイドライ

ン（東洋大学成績評価基準）に則って行います。

　各科目の個別的な評価基準については，ToyoNet-Gの「シラバス・教員プロ

フィール」で確認してください。

　東洋大学成績評価基準

成績表示 評価点範囲 基　　　　　　　　準

Ｓ 100～90 到達目標を充分に達成し，極めて優秀な成果を収めて
いる。

Ａ 89～80 到達目標を充分に達成している。

Ｂ 79～70 到達目標を達成している。

Ｃ 69～60 到達目標を最低限達成している。

Ｄ 59～40 到達目標を達成していない項目がある。

Ｅ 39以下 到達目標の項目の全てまたはほとんどを達成していない。

＊ 評価対象外 出席・試験・レポート提出等の評価要件を欠格

　2013年度入学生より，ＧＰＡ（Grade Point Average）制度を導入します。

　ＧＰＡとは，授業科目ごとの成績に対して，4.0～0.0のグレード・ポイントを付

与し，この１単位あたりの平均を算出したもので，学生の学習到達度をはかる指標

として，国内外の大学で広く用いられています。

【ＧＰＡの算出方法】

ＧＰＡ＝

（Ｓの修得単位数×4.0）＋（Ａの修得単位数×3.0）＋（Ｂの修得単位数×2.0）＋（Ｃの修得単位数×1.0）＋
（Ｄの修得単位数×0.0）＋（Ｅの修得単位数×0.0）＋（＊の修得単位数×0.0）

総履修登録単位数

　　※　対象とする科目は，卒業要件の科目とし，卒業要件以外の資格科目・自由

科目は対象となりません。

　　※　対象とする評価は，「Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，＊」とし，「認定」の評価

「Ｔ」は対象となりません。

第５節　成績評価

－ 13 －

　2013年度入学生より，ＧＰＡ（Grade Point Average）制度を導入しています。

　ＧＰＡとは，授業科目ごとの成績に対して，4.0～0.0のグレード・ポイントを付

与し，この１単位あたりの平均を算出したもので，学生の学習到達度をはかる指標

として，国内外の大学で広く用いられています。

【ＧＰＡの算出方法】

ＧＰＡ＝

（Ｓの修得単位数×4.0）＋（Ａの修得単位数×3.0）＋（Ｂの修得単位数×2.0）＋（Ｃの修得単位数×1.0）＋
（Ｄの修得単位数×0.0）＋（Ｅの修得単位数×0.0）＋（＊の修得単位数×0.0）

総履修登録単位数

　　※　 対象とする科目は，卒業要件の科目とし，卒業要件以外の資格科目・自由

科目は対象となりません。

　３   ＧＰＡ制度

※ 上表の他に，留学や他大学での学修成果などを単位認定するため「T（Transfer

の略）」を合格の評価として使用します。

－ 13 －
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４　成績の発表

５　成績に関する問い合わ

せ（成績調査）

６　学修指導

　　※　再履修で評価を受けた成績については，最新の成績が反映されます。

　　※　ＧＰＡは計算結果の小数点第３位を四捨五入し，小数点第２位までを表示

します。

　ＧＰＡは，「成績表」に直近と累積の値が記載され，海外留学の際の学力指標や

学内奨学金の採用基準となる他，成績優秀者の表彰や，学内の学習指導に利用され

ることがあります。

（履修取消について）

　履修科目の取り消しを希望する場合は，定められた期間に教学課窓口で手続きし

てください。なお，履修科目の追加・変更はできません。

　春学期については９月下旬，秋学期については３月下旬にToyoNet-Gで発表しま

す。

　成績発表後，次の①～④に該当する科目については，成績調査受付期間に

ToyoNet-Gで成績調査申請を行い，成績評価の確認をすることができます。成績調

査申請した科目の評価については定められた回答確認期間に各自で必ず確認してく

ださい。なお，電話での問い合わせや手続きはできません。

①履修登録をしたが，成績評価の記載がない科目

②履修登録をしていなかったが，成績評価が記載されている科目

③履修登録し，授業へ出席・受験したにもかかわらず，成績表に＊印が表示されて

いる場合（事故単位という）

④履修登録し，シラバスにある成績評価基準を満たしているが，成績評価が間違っ

ていると思われる十分な理由がある場合に，科目担当教員に成績評価に間違いが

ないか，確認を求めたい科目

　※④の場合については成績の再考を求めるものではないので，十分に注意するこ

と。

　学修指導として，専任教員から，本人への指導および保証人への連絡を行う場合

があります。
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ださい。なお，電話での問い合わせや手続きはできません。

① 履修登録をしたが，成績評価の記載がない科目

② 履修登録をしていなかったが，成績評価が記載されている科目
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があります。
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生命科学部卒業再試験実施に関わる内規（抜粋）
（目的）
第１条　この内規は，不受験者および単位不足者の取り扱いに関する規程

第２条に基づき，生命科学部学生の単位不足者に対する卒業再試
験に関して必要な事項を定める。

（受験資格）
第２条　４年次生で，卒業を希望する者であり，卒業に必要な単位数に６

単位以内の不足があり，かつ３科目以内である者とする。
（対象科目）
第３条　卒業再試験の対象となる科目は，次のすべてに該当する科目とす

る。
（１）原則として卒業当該学期に履修登録を行っている科目であること
（２）単位充足者発表時の評価で「D」の評価を得た科目であること
（対象除外科目）
第４条　次の科目は，卒業再試験対象科目から除外する。
（１）演習，実習，実験，実技，ゼミナール関係科目
（２）卒業研究，卒業論文
（３）不正行為等により無効となった科目
（４）通常の評価において「E」「＊（評価不能）」と判定された科目
（５）科目の性質上，担当教員と学部長が協議して卒業再試験にふさわし

くないと判断した科目。ただし，その科目にあっては学生の履修登
録以前に卒業再試験を実施しないことを学生に対して明示するもの
とする。

（再試験手続）
第５条　再試験は，卒業当該学期で発表される単位充足者発表時に，定め

られた時間内に面接を受けた上で所定の手続きを行うものとする。
（１）再試験手続きを行わなかった場合は，自動的に受験する権利は消滅

する。
（２）受験しようとする者は，卒業再試験対象科目であり，かつ卒業再試

験を行う科目の中から，卒業に不足する単位数分の科目数のみ受験
することができる。

（３）他学部開講科目を受験する場合は，当該学部の卒業再試験の規定に
従うものとする。

（４）代理人での手続きは認めない。
（再試験受験料）
第６条　再試験受験料は次の通りとする。
　　　　１科目5,000円
（再試験の評価）
第７条　卒業再試験の成績評価は次の通りとする。
（１）成績評価基準は，それぞれの科目において定期試験で実施した基準

と同等とする。
（２）再試験の結果，合格した者の成績評価の上限は「C」評価とする。

７　卒業再試験について 　生命科学部の４年次第８セメスター以上（卒業当該学期のみ）において，卒業単

位が不足する学生が対象となります。

　再試験の受験資格，再試験の対象としない科目などについては，「生命科学部卒

業再試験実施に関わる内規」に基づき実施されます。

－ 15 －－ 15 －

４　成績の発表

５　成績に関する問い合わ

せ（成績調査）

６　学修指導

　　※　再履修で評価を受けた成績については，最新の成績が反映されます。

　　※　ＧＰＡは計算結果の小数点第３位を四捨五入し，小数点第２位までを表示

します。

　ＧＰＡは，「成績表」に直近と累積の値が記載され，海外留学の際の学力指標や

学内奨学金の採用基準となる他，成績優秀者の表彰や，学内の学習指導に利用され

ることがあります。

（履修取消について）

　履修科目の取り消しを希望する場合は，定められた期間に教学課窓口で手続きし

てください。なお，履修科目の追加・変更はできません。

　春学期については９月下旬，秋学期については３月下旬にToyoNet-Gで発表しま

す。

　成績発表後，次の①～④に該当する科目については，成績調査受付期間に

ToyoNet-Gで成績調査申請を行い，成績評価の確認をすることができます。成績調

査申請した科目の評価については定められた回答確認期間に各自で必ず確認してく

ださい。なお，電話での問い合わせや手続きはできません。

①履修登録をしたが，成績評価の記載がない科目

②履修登録をしていなかったが，成績評価が記載されている科目

③履修登録し，授業へ出席・受験したにもかかわらず，成績表に＊印が表示されて

いる場合（事故単位という）

④履修登録し，シラバスにある成績評価基準を満たしているが，成績評価が間違っ

ていると思われる十分な理由がある場合に，科目担当教員に成績評価に間違いが

ないか，確認を求めたい科目

　※④の場合については成績の再考を求めるものではないので，十分に注意するこ

と。

　学修指導として，専任教員から，本人への指導および保証人への連絡を行う場合

があります。

－ 14 －

　４　成績の発表

　５　成績に関する問い合わ

　　　せ（成績調査）

　６　学修指導

　　※　 対象とする評価は，「Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，＊」とし，「認定」の評価

「Ｔ」は対象となりません。

　　※　再履修で評価を受けた成績については，最新の成績が反映されます。

　　※　 ＧＰＡは計算結果の小数点第３位を四捨五入し，小数点第２位までを表示

します。

　ＧＰＡは，「成績表」に直近と累積の値が記載され，海外留学の際の学力指標や

学内奨学金の採用基準となる他，成績優秀者の表彰や，学内の学習指導に利用され

ることがあります。

（履修取消について）

　履修科目の取り消しを希望する場合は，定められた期間に板倉事務課窓口で手続

きしてください。なお，履修科目の追加・変更はできません。 

　春学期については９月中旬～下旬，秋学期については３月中旬～下旬にToyoNet-G

で発表します。 

　成績発表後，次の①～④に該当する科目については，成績調査受付期間に

ToyoNet-Gで成績調査申請を行い，成績評価の確認をすることができます。成績調

査申請した科目の評価については定められた回答確認期間に各自で必ず確認してく

ださい。なお，電話での問い合わせや手続きはできません。

① 履修登録をしたが，成績評価の記載がない科目

② 履修登録をしていなかったが，成績評価が記載されている科目

③ 履修登録し，授業へ出席・受験したにもかかわらず，成績表に＊印が表示されて

いる場合（事故単位という）

④ 履修登録し，シラバスにある成績評価基準を満たしているが，成績評価が間違っ

ていると思われる十分な理由がある場合に，科目担当教員に成績評価に間違いが

ないか，確認を求めたい科目

　※ ④の場合については成績の再考を求めるものではないので，十分に注意するこ

と。

　学修指導として，専任教員から，本人への指導および保証人への連絡を行う場合

があります。

－ 14 －

６
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第２章　生命科学科

履修方法と学科教育課程表

－ 17 －



－ 18 －



－ 18 －

生命科学科の教育上の目的

１．人材の養成に関する目的

　極限環境に生息する微生物から人間がもつ高度な脳に至るまで，生命現象には未解

明の部分が多く残されています。バイオサイエンスの進歩は，“いのち” の謎を解き

明かすだけでなく，豊かな人類社会の形成や地球環境の保全に貢献する技術を提供で

きることから，新たな産業の創成にも欠かせないものとなっています。生命科学科で

は，「先端サイエンスの幅広い知識と技術を修得し，地球社会の諸問題に対応でき，

かつ広い分野で活躍できる人材を育成する」ことを目的にしています。

　具体的には，将来の生命科学を探求する研究者・技術者，高度な生命科学の知識・

技術や思考を生かせる職業に国内外で携わる人材，および，次代を担う生徒達の教育

に携わる教員を育成します。

２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

１）生命現象を分子レベル，細胞レベル，個体レベル，さらには地球環境レベルで理

解し，説明できる幅広い知識を修得する。

２）“いのち” の不思議に迫るための生命科学のさまざまな技術を修得する。

３）生命科学の未知の領域に挑戦する論理的かつ独創的な考え方ができる。

４）地球生物社会全体と “いのち” に対する深い生命倫理観を醸成させる。

５）国際的に活躍できるよう，異文化に対する理解や語学力を培う。

 生 命 科 学 科 主 任

－ 19 －

生命科学科の教育研究上の目的

生 命 科 学 科 長

技術や思考を生かせる職業に国内外で携わる人材，及び，次代を担う生徒達の教育に

携わる教員を育成します。

　　解する幅広い知識を修得する。

２）“いのち” の不思議に迫るための生命科学の様々な技術を修得する。

１　人材の養成に関する目的

２　学生に修得させるべき能力等の教育目標
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ΞυϛογϣϯɾϙϦγʔʢೖ学ऀड͚ೖΕのํ਑ʣ
　生໋科学科ではɼ生໋科学の知ࣝやٕ術ɼ思考を活かして国಺֎で活༂できる人ࡐɼ生໋科学の発లにد
与するڀݚ者やٕ術者を育成することを目的としています。そこでɼ以Լのような能力を༗している学生を
受け入れます。
　（̍）科学全ൠɼಛに生໋科学にڵຯを持ͪɼߴ౳学校でཤ修した科目について教科ॻϨϕϧの知ࣝを༗

している。
　（̎）自分の考えをまとめɼ他者にରしてわかりやすく説明することができる。
　（̏）自ら設定した目ඪをୡ成するための強いҙࢤを༗している。
　（̐）生物・݈ڥ؀・߁などに関する問題に関心を持ͪɼ解ܾに޲けた活動ɼڀݚをとおして社会にݙߩ

したいと考えている。
。的に新しい分໺を開୓したいというҙཉと創଄力を༗しているۃੵ（̑）　

ΧϦΩϡϥϜɾϙϦγʔʢ教育՝ఔฤ੒ɾ࣮ࢪのํ਑ʣ
　生໋科学科では学科の͛ܝる教育目ඪをୡ成するためɼԼهの方਑にैい課ఔදをฤ成し系統的なཤ修を
ଅします。
　（̍）̍年࣍ではɼ࠷新の生໋科学を学Ϳ前提となる基礎的な生物学を修ಘするために「生物学ᶗおよͼ

ᶘ」ɼ「基礎分ࢠ生物学」などの科目をඞ修科目として഑ஔする。またɼ生໋現৅を理解しڀݚする
上でඞཁな化学知ࣝを修ಘするためにɼ「基礎化学」ɼ「生໋実ݧ化学」などの科目をඞ修科目とし
て഑ஔする。

　（̎）生物学の基൫となる科目を修ಘした後ɼ̎年࣍にかけて動物ɼ২物ɼඍ生物の֤生物܈がもつಛ௃
的な生໋現৅にରする深い知ࣝをৢ成するために生໋科学基礎科目܈を഑ஔする。またɼこれらの
専໳分໺を深く理解するためにඞཁな基礎科学知ࣝの修ಘを目的として「༗機化学」や「Ҩ఻޻ࢠ
学」などの基礎科学科目܈を開講する。

　（̏）̏ 年࣍以降はɼそれまでの基礎的な知ࣝを活用して生໋科学に関する先୺ڀݚの情ใや知ࣝの修ಘɼ
学生の進࿏ܾ定のࢧԉを目的としてɼより専໳ੑのߴい生໋科学科目܈を഑ஔする。

　（̐）生໋科学の様々な実ݧख法ɼ論理的な思考・ද現を身につけることを目的として「化学実ݧ」ɼ「生
物学実ݧ」ɼ「生໋科学実ݧᶗɼᶘおよͼᶙ」ɼ「ଔ業ڀݚ」をॱ࣍഑ஔしɼ他の科目܈で修ಘした知
ࣝを活用して主体的にڀݚ活動に取り組む能力を養う。

　（̑）෯޿いࢹ໺を身につけるためɼ基൫教養科目を഑ஔするとともにɼྙ理観を養うために「生໋ྙ理」
や「生໋哲学」などの科目を഑ஔする。またɼ生໋科学の分໺で国ࡍ的に活༂できる人ࡐ育成のた
めにɼ̏年࣍まで్੾れなくӳޠ科目܈を഑ஔして継続的な学修をଅす。

　（̒）̏年࣍までに「生໋科学θϛφʔϧᶗおよͼᶘ」ɼ「ΩϟϦΞσβΠϯ」などを഑ஔしɼ社会でඞཁ
とされるϓϨθϯςʔγϣϯ力やίϛϡχέʔγϣϯ力を養うとともにɼ学生自身のকདྷのΩϟϦ
ΞσβΠϯをଅす。

σΟϓϩϚɾϙϦγʔʢ学Ґत༩のํ਑ʣ
　本学科のΧϦΩϡϥϜのن定୯Ґを修了しɼ以Լに͛ܝる能力を習ಘすることが学Ґत与のཁ݅となります。
　（̍）生໋科学に関する෯޿い知ࣝとߴい生໋ྙ理観・専໳ٕ術者ྙ理観を身につけている。
　（̎）生໋科学の専໳的知ࣝと実ٕݧ術をۦ使してɼ創଄的なڀݚ活動を行う能力を身につけている。
　（̏）様々な課題にରして自主的・主体的に取り組みɼ論理的な思考を通して解ܾ΁のےಓを立てる事が

できる。
　（̐）ϓϨθϯςʔγϣϯ能力ɼίϛϡχέʔγϣϯ能力に優れɼ他者と࿈ڠ・ܞ調することができる。
　（̑）社会のߏ成һとしてඞཁな教養を身につけɼ社会ݙߩにରするҙࣝとそれを実ફするための能力を

උえている。

ੜ໋Պ学Պ̏ͭのϙϦγʔ
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̍ɹΧϦΩϡϥϜ্のಛ௃

̎ɹબ୒ඞमՊ໨の֤෼໺
಺༰ͱಛ௃

　生໋科学は地ٿ上にଘ在するさま͟まな生໋現৅をɼ分ࢠɼࡉ๔ɼݸ体およͼ؀

する学問です。生໋科学科ではɼඞ修科目ɼબ୒ඞ修科目ɼબ୒科ٻϨϕϧで探ڥ

目というΧςΰϦʔに分ྨされた専໳科目を一定୯Ґ਺ཤ修します。ඞ修科目で

はɼ生໋科学を学Ϳ上でඞཁな基礎科目としてɼ基礎化学ɼ生物学ɼ生化学ɼ基礎

分ࢠ生物学などを学ͼます。またɼ基礎的な実ݧख法ɼ論理的思考およͼද現方法

を習ಘするためにɼ化学実ݧɼ生物学実ݧɼ生໋科学実ݧをஈ֊的に഑ஔしていま

す。̐年࣍では഑ଐされたࣨڀݚでଔ業ڀݚにணखすることでɼ主体的にڀݚ活動

に取り組む能力を養います。બ୒ඞ修科目ではɼ生໋科学の科目を基礎科学・動物・

২物・ඍ生物の分໺に分けɼ֤分໺を基礎から専໳まで体系的に෯޿く学ͼɼさら

に̏年࣍以降は専໳ੑのߴい科目を഑ஔしています。またɼબ୒科目ではඞ修科目

やબ୒ඞ修科目の಺༰をิ׬する生໋科学पล分໺の科目を഑ஔしています。これ

らの専໳科目をཤ修することによりɼ෯޿いࢹ໺をもって生໋現৅を探ٻすること

のできる人ࡐを目指しています。

ʲૅجՊ学ɾੜ໋Պ学Պ໨ʳ
　すべての生໋は多छ多様かつ๲大な਺の分ࢠからߏ成された分ूࢠ߹体です。生

໋のෆ思ٞを探ٻするためにはɼݸ々の分ࢠのੑ質やಇきɼさらには分ࢠಉ࢜の間

にಇく分ࢠ間૬࡞ޓ用の理解とଌ定ख法の修ಘがඞཁになります。これらをݩにɼ

όΠΦηϯαʔや௒分ࢠγεςϜやɼφϊςΫσόΠεの開発などのための応用力

を身につけます。

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

ແ機化学（̎）
物理ᶗ（̎）
物理ᶘ（̎）

༗機化学（̎）
分ੳ化学（̎）
生物༗機化学（̎）
物理化学（̎）

Ҩ఻޻ࢠ学（̎）
ήϊϜΠϯϑΥϚςΟΫε（̎）
ϝσΟΧϧόΠΦςΫϊϩδʔ（̎）
౶࠯科学（̎）
์ࣹઢ生物学（̎）

˞（　）಺は୯Ґ਺です。

ʲੜ໋Պ学ૅجɾੜ໋Պ学Պ໨ʳ
ಈ෺ɾਓؒՊ学෼໺
　動物のからだの発生աఔとその生理機能はɼෳࡶかつ៛ີに੍ޚされています。

本分໺ではɼҨ఻ࢠやλϯύΫ質にࢧえられているɼώτをؚむ動物のからだのし

くみの持つීวੑと多様ੑを探ٻします。あわせてɼࡉװ๔やɼ೴神ܦ系などに関

する専໳知ࣝを修ಘしɼ生໋ྙ理を育みつつɼᡢഓ養や࠶生ҩ学ɼ創ༀなど生໋科

学の社会΁の応用に至るࢹ点を養います。

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

発生・࠶生生物学（̎） 動物生理学（̎）
生理学（̎）

೴科学（̎）
神ܦ科学（̎）
生৩生物学（̎）
݂ӷ・໔Ӹ学֓論（̎）

˞（　）಺は୯Ґ਺です。
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২෺Պ学෼໺
　২物は大きなҠ動能力を持ͪませんがɼपғのڥ؀に応౴しɼ独立ӫ養生物とし

て私たͪの生活をࢧえています。本分໺ではɼこのϝΧχζϜを分ࢠ・Ҩ఻ࢠϨϕ

ϧで学ͼます。あわせてɼ生ੑ࢈やڥ؀଱ੑのߴい২物の開発による৯ྐ問題΁の

をめ͟してɼݙߩ問題΁の߁݈・機能成分を持つ২物の開発によるҩྍߴやɼݙߩ

ඞཁとなる知ࣝやٕ術を身につけます。

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

২物科学（̎）
২物分ࢠӫ養学（̎）

২物生化学（̎）
২物ڥ؀生理学（̎）

˞（　）಺は୯Ґ਺です。

ඍੜ෺Պ学෼໺
　地ٿ上にはߴԹɼ強ΞϧΧϦੑなどのڥ؀ݶۃを޷む生物やɼ์ࣹઢɼࢵ֎ઢɼ

化学ༀࡎなどさま͟まなڥ؀ετϨεにର応する生物がଘ在しています。本分໺で

はɼ生໋がඋえているڥ؀にద応するϝΧχζϜを学ͼます。その中でɼڥ؀อ全

やҩྍ਍அٕ術ɼさらには創ༀや৯ྉ資ݯ確อなどの分໺に໾立つ知ࣝや分ੳٕ術

を身につけます。

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

基礎ඍ生物学（̎） ඍ生物ར用学（̎）
ඍ生物生理学（̎）

（̎）ඍ生物学ڥ؀ݶۃ
真֩ඍ生物学（̎）

˞（　）಺は୯Ґ਺です。
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ੜ໋Պ学ՊɹΧϦΩϡϥϜϚοϓ

⏕≀Ꮫࠊ
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３　生命科学科卒業要件 　卒業に必要な単位数は，124単位で，次の表に掲げる所定の単位を修得しなけれ

ばなりません。

生命科学部　生命科学科

授　業　科　目　区　分 卒業要件単位数

基

　盤

　教

　育

　科

　目

共
通
教
養
科
目

哲 学 ・ 思 想

20単位

４単位

自 然・ 環 境・ 生 命 ４単位

日本と世界の文化・歴史

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ と 健 康

総 合

文化間コミュニケーション ６単位

社 会 人 基 礎 科 目

留
学
支
援
科
目

英 語 特 別 教 育 科 目

日 本 語 科 目

専

　門

　科

　目

必 修

90単位

34単位

選 択 必 修 40単位以上

選 択

合　　　　　　　　　計 124単位

－ 24 －－ 24 －

生໋科学部　生໋科学科

त　業　科　目　۠　分 ଔ業ཁ݅୯Ґ਺

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目

共
通
教
養
科
目

哲 学 ・ 思 想

24୯Ґ以上

̐୯Ґ以上

学 問 の 基 礎 ̐୯Ґ以上

国 ࡍ 人 の ܗ 成

Ω ϟ Ϧ Ξ・ 市 ຽ ܗ 成

૯ ߹ ・ 学 ࡍ

֎ 国 ޠ 系 教 育 科 目 ̒୯Ґ以上

留
学
支
援
科
目

ӳ ޠ ಛ ผ 教 育 科 目

日 本 ޠ 科 目

専
　
門
　
科
　
目

ඞ 修

90୯Ґ以上

52୯Ґ

બ ୒ ඞ 修 28୯Ґ以上

બ ୒

߹　　　　　　　　　計 124୯Ґ以上

　ଔ業にඞཁな୯Ґ਺はɼ124୯Ґ以上でɼ࣍のදに͛ܝるॴ定の୯Ґを修ಘしな

ければなりません。
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４　年次別履修単位数制限

５　卒業論文着手条件

　下記のとおり年次別に履修できる単位数が制限されています。

年　　次 年　　間
卒業に必要な単位として

認められる科目 卒業に必要な単位として
認められない科目

春学期 秋学期
１ 48 24 24

制限なし
２ 48 24 24
３ 48 24 24
４ 48 24 24

　＜卒業に必要な単位として認められる科目＞

　　　　基盤教育科目，専門科目，開放領域（他学部他学科）

　＜卒業に必要な単位として認められない科目＞

　　　　教職課程の教職に関する科目（教職概論，教育心理学等）（Ｐ99参照）

　※既に単位を修得した科目は履修できません。

　卒業研究・卒業論文に着手するのは４年次のはじめ（第７セメスター）からです。

着手するためには３年次（第６セメスター）の終了時に下記の条件を満たしていな

ければなりません。

※修得単位は，卒業に必要な科目として認められている科目のものとします。

　１．総単位数105単位以上修得している

　２．共通教養科目の哲学・思想を４単位以上修得している。

　３．共通教養科目の自然・環境・生命を４単位以上修得している。

　４．共通教養科目・文化間コミュニケーションを，必修４単位を含み６単位以上

修得している。

　５．基盤教育科目を20単位以上修得している。

　６．専門科目を70単位以上修得している。

　７．専門科目の必修科目を28単位修得している。

　８．専門科目の選択必修科目を，基礎科学および４分野すべてについてそれぞれ

４単位以上修得している。

　９．専門科目の選択必修科目を上記７，８を含め32単位以上修得している。

　以上の条件がひとつでも足りなければ，卒業研究・卒業論文に着手することがで

きず，卒業時期が延期となります。

－ 25 －

　　　　教職課程の教職に関する科目（教職概論，教育心理学等）（Ｐ58参照）

－ 25 －

74

　ଔ業ڀݚ・ଔ業論文にணखするのは̐年࣍のは͡め（ୈ̓ηϝελ）からです。

ணखするためには̏年࣍（ୈ̒ηϝελ）のऴ了時にԼهの৚݅をຬたしていなけ

ればなりません。

˞修ಘ୯Ґはɼଔ業にඞཁな科目としてೝめられている科目のものとします。

　̍）ଔ業ཁ݅となる科目で106୯Ґ以上を修ಘしていること。

　̎）基൫教育科目ɼ哲学・思想より̐୯Ґ以上ɼ学問の基礎より̐୯Ґ以上を修

ಘしていること。

　̏）基൫教育科目ɼ֎国ޠ系教育科目のඞ修科目̒୯Ґを修ಘしていること。

　̐）上̎ه）ɼ̏）をؚみ基൫教育科目で24୯Ґ以上を修ಘしていること。

　̑）専໳科目のඞ修科目38୯Ґɼબ୒ඞ修科目の基礎科学より̔୯Ґ以上ɼ生໋

科学基礎より12୯Ґ以上ɼ生໋科学より̔୯Ґ以上を修ಘしていること。

　̒）上̑ه）をؚみ専໳科目で72୯Ґ以上を修ಘしていること。

　̓）50&*$のείΞが500点以上であることɼまたは入学時とൺべて100点Ξο

ϓしていること（ただしɼそれにຬたない者はɼ学科でผに定める֤छӳޠ

学習のϙΠϯτ੍を活用することをՄとする）。

　以上の৚݅が一つでも଍りなければɼଔ業ڀݚ・ଔ業論文にணखすることができ

ずɼଔ業時期がԆ期となります。
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　制限単位数内ならば，生命科学部応用生物科学科・食環境科学部食環境科学科で

開講している一部の科目の履修を認めます（Ｐ30参照）。履修した単位は開放領域

（他学部他学科）として卒業単位に組み入れます。

　なお，履修にあたっては，開講学部・学科の指示に従ってください。

　※開放領域とは別に，学内留学プログラムで指定している他学部他学科の開講科

目を履修することもできます（詳細は教学課窓口で問い合わせてください）。

　各要件を上回って修得した単位は，卒業要件の単位として換算します。

　※124（卒業単位）－110（要件単位）＝残り14単位は基盤教育科目・専門科目・

開放領域（他学部他学科）のどの領域から修得しても換算されます。

開放領域について

卒業要件を上回って修
得した単位について

－ 27 －

　　目を履修することもできます（詳細は板倉事務課窓口で問い合わせてください）。

－ 27 －

ɹج൫教育Պ໨Ͱ͸ɼ߹ܭ��୯ҐҎ্Λमಘ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ

　哲学・思想ɼ学問の基礎ではɼそれͧれ̐୯Ґ以上を修ಘしなければなりません。

　֎国ޠ系教育科目ではɼඞ修̒୯Ґを修ಘしなければなりません。

ɹઐ໳Պ໨Ͱ͸ɼ̐೥ؒͰඞम��୯Ґɼબ୒ඞम��୯ҐΛؚΊɼ߹ܭ��୯ҐҎ
্Λमಘ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ

　ඞ修としてɼ̍年࣍̕科目19୯Ґɼ̎年̑࣍科目12୯Ґɼ̏年̏࣍科目̓୯Ґɼ

̐年̑࣍科目14୯Ґの計52୯Ґを修ಘしなければなりません。

　 「˞生໋科学θϛφʔϧᶗ」はɼ̎Ϋϥεに分けて開講します。֤自のΫϥεはɼ

त業開始前に中ԝࣔܝ൘にて発දします。

　બ୒ඞ修にはɼ基礎科学と生໋科学基礎ɼ生໋科学の۠分があります。

　基礎科学から̔୯Ґ以上ɼ生໋科学基礎から12୯Ґ以上ɼ生໋科学から̔୯Ґ以

上߹計28୯Ґ以上を修ಘしなければなりません。

̒ɹཤम্の஫ҙ

൫教育Պ໨ج

ʲج൫教育Պ໨ʳ

ʲڞ௨教ཆՊ໨ʳ

ઐ ໳ Պ ໨

ʲઐ໳Պ໨ʳ

ʲඞमʳ

ʲબ୒ඞमʳ

40

114 10

されます。

られます。
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

基
盤
教
育
科
目
（
24
単
位
以
上
）

共
通
教
養
科
目

哲学・思想
（̐୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 5:4101 井上円了と東洋大学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5101 生໋ྙ理 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5103 哲学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5102 生໋論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5104 生໋哲学 ̍ʙ̐ ̎

学問の基礎
（̐୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 #"#104 現代生物学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 &$0101 学入໳ࡁܦ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 ."5101 ਺学の世界 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 14:101 εϙʔπ社会学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 #4$101 現代化学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 )6(101 人文地理学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 '6-101 法学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 &")103 ৯と݈߁ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1):101 現代物理 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 10-101 政治学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 14:102 心理学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 $6"101 文化人ྨ学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 4)4101 科学ٕ術論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 40$102 社会学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 &7#101 生໋科学史 ̍ʙ̐ ̎

国ࡍ人のܗ成

બ୒ *)3101 ҟ文化ίϛϡχέʔγϣϯ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3102 ҟ文化と社会事情 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3118 ӳޠϏδωε実຿ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &")104 日本の৯文化 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ -*&101 欧米の文学と文化 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ 40$101 ιʔγϟϧαʔϕΠ֓論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3119 ୹期ւ֎ϑΟʔϧυϫʔΫ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3120 ւ֎文化ݚ修 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3105 ཹ学のすすめ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3104 国ࡍΩϟϦΞ֓論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3106 ւ֎ݚ修ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3107 ւ֎ݚ修ᶘ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3110 ୹期ւ֎ݚ修ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3111 ୹期ւ֎ݚ修ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3112 ୹期ւ֎ݚ修ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3113 ୹期ւ֎ݚ修ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3108 ւ֎実習ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3109 ւ֎実習ᶘ ̍ʙ̐ ̎

����೥౓ೖ学ੜ༻

ੜ໋Պ学෦ੜ໋Պ学Պɹ教育՝ఔදʢՊ໨Ұཡදʣ
˞科目۠分における（　）಺の਺ࣈはɼその۠分の࠷௿ඞཁ୯Ґ਺です。
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

基
盤
教
育
科
目
（
24
単
位
以
上
）

共
通
教
養
科
目

国ࡍ人のܗ成

બ୒ *)3114 ୹期ւ֎実習ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3115 ୹期ւ֎実習ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3116 ୹期ւ֎実習ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3117 ୹期ւ֎実習ᶚ ̍ʙ̐ ̍

ΩϟϦΞ・�
市ຽܗ成

બ୒ )44110 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44111 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44112 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44113 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44108 εϙʔπと݈߁ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ )44109 εϙʔπと݈߁ᶘ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ 16-101 日本国ݑ法 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &$%101 ςΫχΧϧϥΠςΟϯά ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &$%102 ΞΧσϛοΫϥΠςΟϯά ̍ʙ̐ ̎

બ୒ )6*101 情ใॲ理基礎 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ )6*102 情ใॲ理演習 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ "34101 論֓ܞ学࿈׭࢈ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ $*7101 ΩϟϦΞσβΠϯᶗ ̍ ̎

બ୒ $*7201 ΩϟϦΞσβΠϯᶘ ̎ ̎

૯߹・学ࡍ

બ୒ *54101 ૯߹ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *54102 ૯߹ᶘ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *54103 ૯߹ᶙ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *54104 ૯߹ᶚ ̍ʙ̐ ̎

外
国
語
系
教
育
科
目

ඞ　修
（̒୯Ґ）

ඞ修 &/(101 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶗ ̍ ̍

ඞ修 &/(103 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶘ ̍ ̍

ඞ修 &/(201 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶙ ̎ ̍

ඞ修 &/(202 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶚ ̎ ̍

ඞ修 &/(102 &OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶗ ̍ ̍

ඞ修 &/(104 &OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶘ ̍ ̍

બ　୒

બ୒ &/(301 "QQMJFE�&OHMJTIᶗ ̏ʙ̐ ̍

બ୒ &/(302 "QQMJFE�&OHMJTIᶘ ̏ʙ̐ ̍

બ୒ &/(303 50&*$�'PVOEBUJPO ̏ʙ̐ ̍

બ୒ $)*101 中国ޠᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ $)*102 中国ޠᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ ,03101 ϋϯάϧᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ ,03102 ϋϯάϧᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ '3"101 ϑϥϯεޠᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ '3"102 ϑϥϯεޠᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ 41"101 εϖΠϯޠᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ 41"102 εϖΠϯޠᶘ ̍ʙ̐ ̍
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

基
盤
教
育
科
目
（
24
単
位
以
上
）

共
通
教
養
科
目

外
国
語
系
教
育
科
目

બ　୒

બ୒ +1/101 日本ޠᶗ

֎国人ཹ学生のみ�
ཤ修Մ能

̍ ̍

બ୒ +1/201 日本ޠᶘ ̎ʙ̐ ̍

બ୒ +1/102 日本ޠと日本社会 ̍ ̍

બ୒ +1/202 日本ޠと日本文化 ̎ʙ̐ ̍

ཹ学ࢧԉ科目
ӳޠಛผ�
教育科目

બ୒ &/(105 &OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�"�-JTUFOJOH�4QFBLJOH ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &/(106 &OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�#�3FBEJOH�8SJUJOH ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &/(107 1SF�4UVEZ�"CSPBE�$PMMFHF�4UVEZ�4LJMMT ̍ʙ̐ ̍

બ୒ &/(108 1SF�4UVEZ�"CSPBE�#BTJD�"DBEFNJD�8SJUJOH ̍ʙ̐ ̍

બ୒ &/(109 1SF�4UVEZ�"CSPBE�"DBEFNJD�&TTBZ�8SJUJOH ̍ʙ̐ ̍

બ୒ &/(110 #VTJOFTT�&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPO ̍ʙ̐ ̎

ཹ学ࢧԉ科目
（日本ޠ科目）

બ୒ +1/103 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶗ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/104 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶘ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/105 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶙ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/106 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶚ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/107 1SPKFDU�8PSL�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/108 1SPKFDU�8PSL�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/109 1SPKFDU�8PSL�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/110 1SPKFDU�8PSL�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/111 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/112 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/113 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/114 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/115 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/116 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/117 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/118 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/119 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/120 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/121 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/122 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/123 +BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�"� ̍ʙ̐ ̎

બ୒ +1/124 +BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�#� ̍ʙ̐ ̎

બ୒ +1/125 *OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�"� ̍ʙ̐ ̎

બ୒ +1/126 *OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�#� ̍ʙ̐ ̎
専
門
科
目（
90
単
位
以
上
）

ඞ修科目
（52୯Ґ）

ඞ修 #4$102 基礎化学 ̍ ̎

ඞ修 1.#102 生物学ᶗ ̍ ̎

ඞ修 .0#101 基礎分ࢠ生物学 ̍ ̎

ඞ修 '6#101 生化学ᶗ ̍ ̎

ඞ修 1.#103 生物学ᶘ ̍ ̎

⽯
⾇

⽰
⽱
⾇

⽲
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

専
門
科
目
（
90
単
位
以
上
）

ඞ修科目
（52୯Ґ）

ඞ修 4&.101 生໋科学θϛφʔϧᶗ ̍ ̎

ඞ修 #*$101 生໋実ݧ化学 ̍ ̎

ඞ修 03$102 基礎༗機化学 ̍ ̎

ඞ修 #4$103 化学実ݧ ̍ ̏

ඞ修 '6#202 生化学ᶘ ̎ ̎

ඞ修 $&#203 ๔機能学ࡉ ̎ ̎

ඞ修 .0#202 分ࢠҨ఻学 ̎ ̎

ඞ修 #"#201 生物学実ݧ ̎ ̏

ඞ修 #-4201 生໋科学実ݧᶗ ̎ ̏

ඞ修 4&&304 生໋科学ಛผ講義 ̏ ̎

ඞ修 4&.302 生໋科学ྠ講ᶗ ̏ ̎

ඞ修 .0#301 生໋科学実ݧᶘ ̏ ̏

ඞ修 5)&403 生໋科学ྠ講ᶘ ̐ ̎

ඞ修 5)&404 生໋科学ྠ講ᶙ ̐ ̎

ඞ修 5)&405 ଔ業ڀݚᶗ ̐ ̐

ඞ修 5)&406 ଔ業ڀݚᶘ ̐ ̐

ඞ修 5)&402 ଔ業論文 ̐ ̎

選
択
必
修

基礎科学
（̔୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 */$101 ແ機化学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 #-4101 生物統計学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 1):102 物理ᶗ ̍ ̎

બ୒ඞ修 1):103 物理ᶘ ̍ ̎

બ୒ඞ修 03$202 ༗機化学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 "/$201 分ੳ化学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 &43201 地ڥ؀ٿ学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 03$201 生物༗機化学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 #1$201 物理化学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 &&3202 物؅理֓論ݥة ̎ ̎

બ୒ඞ修 ".$301 Ҩ఻޻ࢠ学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 (&#302 ήϊϜΠϯϑΥϚςΟΫε ̏ ̎

બ୒ඞ修 4&&305 ϥΠϑαΠΤϯεӳޠ ̏ ̎

生໋科学基礎
（12୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 %&#102 発生・࠶生生物学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 #"#102 基礎ඍ生物学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 "1"201 動物生理学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 (1)201 生理学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 1.#101 ২物科学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 1.#203 ২物分ࢠӫ養学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 "1.205 ඍ生物ར用学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 "1.201 ඍ生物生理学 ̎ ̎

生໋科学（̔୯Ґ以上） બ୒ඞ修 #3$302 ϝσΟΧϧόΠΦςΫϊϩδʔ ̏ ̎
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

専
門
科
目
（
90
単
位
以
上
）

選
択
必
修

生໋科学
（̔୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 #3$301 ౶࠯科学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 #4#301 ೴科学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 /(/201 神ܦ科学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 1.#301 ২物生化学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 1.#302 ২物ڥ؀生理学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 "1.303 ඍ生物学ڥ؀ݶۃ ̏ ̎

બ୒ඞ修 "1.305 真֩ඍ生物学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 %&#301 生৩生物学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 *"4301 ݂ӷ・໔Ӹ学֓論 ̏ ̎

બ୒ඞ修 #*0301 ์ࣹઢ生物学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 4&.301 生໋科学θϛφʔϧᶘ ̏ ̎

બ　　୒

બ୒ 1):104 物理実ݧ ̍ ̏

બ୒ "-(101 ඍ分ੵ分学 ̍ ̎

બ୒ #""101 解ੳ学 ̍ ̎

બ୒ 4&1101 地学ᶗ ̍ ̎

બ୒ 4&&101 ٕ術ྙ理 ̍ ̎

બ୒ "-4101 学֎実習 ̍ ̎

બ୒ '."101 基礎਺学 ̍ ̎

બ୒ &$&102 生ଶ学 ̍ ̎

બ୒ #*4101 生物資ݯ科学 ̍ ̎

બ୒ #".101 人体のߏ଄と機能 ̍ ̎

બ୒ "-(201 ઢܗ਺学 ̎ ̎

બ୒ 4&1201 地学ᶘ ̎ ̎

બ୒ (-(201 地学֓論（実ݧをؚむ） ̎ ̎

બ୒ #&#203 ҩ用޻学֓論 ̎ ̎

બ୒ #*1201 ༀ物生体࡞用学 ̎ ̎

બ୒ $&#201 学޻๔ࡉ ̎ ̎

બ୒ &&3201 ਫॲ理޻学 ̎ ̎

બ୒ '04201 ϑʔυΤϯδχΞϦϯά ̎ ̎

બ୒ '04202 ৯඼化学 ̎ ̎

બ୒ )1)201 公ऺӴ生学 ̎ ̎

બ୒ 40$201 公֐๷ࢭ૯論 ̎ ̎

બ୒ #".301 組৫�ප理学֓論 ̏ ̎

બ୒ "/$302 機ث分ੳᶗ ̏ ̎

બ୒ "/$303 機ث分ੳᶘ ̏ ̎

બ୒ 4&.303 演習ࣨڀݚ ̏ ̐

બ୒ $*7301 実຿ݚ修 ̏ ̎

બ୒ (1)301 පଶ生理学 ̏ ̎

બ୒ *54301 知的࢈ࡒॴ༗ݖ法 ̏ ̎
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

専
門
科
目

（
90
単
位
以
上
）

બ　　୒
બ୒ '04303 )"$$1論 ̏ ̎

બ୒ '04307 ৯඼安全学 ̏ ̎

教 ৬ 科 目

&%6103 教৬֓論 ̍ ̎

&%6104 教育学֓論 ̍ ̎

&%6101 教育の੍౓とܦӦ ̍ ̎

&%1201 教育心理学 ̎ ̎

&%6102 教育課ఔ論 ̍ ̎

&44303 理科指ಋ法ᶘ̖ ̏ ̎

&44304 理科指ಋ法ᶘ̗ ̏ ̎

&44301 理科指ಋ法ᶗ̖ ̏ ̎

&44302 理科指ಋ法ᶗ̗ ̏ ̎

&%6204 ಓ徳教育論 ̎ ̎

&%6203 ಛผ活動の理論と方法 ̎ ̎

&%6201 教育方法論（情ใ機ٴثͼ教ࡐの活用をؚむ） ̎ ̎

&%6202 生ె指ಋ論（進࿏指ಋ論をؚむ） ̎ ̎

&%1202 教育૬ஊ ̎ ̎

&%6401 教৬実ફ演習 ̐ ̎

&44401 教育実習ᶗ（事前・事後指ಋをؚむ） ̐ ̑

&44402 教育実習ᶘ（事前・事後指ಋをؚむ） ̐ ̏

ʵ 36 ʵ





2013年度以降入学生用

生命科学部生命科学科　教育課程表

１ ２ ３ ４
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

基

　
　
　盤

　
　
　教

　
　
　育

　
　
　科

　
　
　目

　
　
　
　
　（20）

共

　
　通

　
　教

　
　養

　
　科

　
　目

哲学・思想 
（４）

井上円了と東洋大学 ２ 生命倫理 ２ 哲学入門 ２

生命論 ２ 生命哲学 ２ スポーツ哲学 ２

自然・
環境・
生命　 
（４）

ライフサイエンス基礎Ⅰ １

ライフサイエンス基礎Ⅱ １

ライフサエインス基礎Ⅲ １

現代生物学 ２ 科学技術論 ２ 生命科学史 ２

現代化学 ２ 情報処理基礎 ２ 数学の世界 ２

現代物理 ２ 情報処理演習 ２

日本と世界の
文化・歴史

異文化コミュニケーション ２ 文化人類学入門 ２ 中国語で学ぶ「中国食文化」 ２

欧米の文学と文化 ２

現代・社会

経済学入門 ２ 日本国憲法 ２ 心理学 ２ 産官学連携概論 ２

人文地理学入門 ２ 社会学入門 ２ 異文化と社会事情 ２ スポーツ社会学 ２

政治学入門 ２ 法学入門 ２ ソーシャルサーベイ概論 ２

スポーツ
と健康

スポーツと健康Ⅰ ２ スポーツの理論と実際Ⅲ（陸上） １

スポーツと健康Ⅱ ２ スポーツの理論と実際Ⅳ（水泳） １

スポーツの理論と実際ⅠＡ（テニス） １ スポーツの理論と実際Ⅴ（武道） １

スポーツの理論と実際ⅠＢ（バレーボール） １ スポーツの理論と実際Ⅵ（器械運動） １

スポーツの理論と実際ⅡＡ（サッカー） １

スポーツの理論と実際ⅡＢ（バスケットボール） １

総　　合 総合Ⅰ ２ 総合Ⅱ ２ レポート記述法 ２

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　（６）

必修 
（４）

英語Ⅰ １

英語Ⅱ １

英語コミュニケーションⅠ １

英語コミュニケーションⅡ １

選択
必修 

（２）

TOEIC演習 １＊１

英語スピーチ＆プレゼンテーション １＊１

イングリッシュ・プラクティス １＊１

英語上級Ⅰ １

英語上級Ⅱ １

中国語Ⅰ １ ハングルⅠ １ フランス語Ⅰ １ スペイン語Ⅰ １

中国語Ⅱ １ ハングルⅡ １ フランス語Ⅱ １ スペイン語Ⅱ １

社会人基礎科目 キャリアデザインⅠ ２ キャリアデザインⅡ ２

留
学
支
援
科
目

英
語
特
別

教
育
科
目

Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ ２

Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ ２

日
本
語
科
目

Integrated Japanese Ⅰ ５ Japanese Reading and Composition Ⅰ ２ Kanji Literacy Ⅰ １

Integrated Japanese Ⅱ ５ Japanese Reading and Composition Ⅱ ２ Kanji Literacy Ⅱ １

Project Work Ⅰ １ Japanese Listening Comprehension Ⅰ １ Japanese Culture Ⅰ １

Project Work Ⅱ １ Japanese Listening Comprehension Ⅱ １ Japanese Culture Ⅱ １

－ 28 －

ライフサイエンス基礎Ⅲ

2015年度入学生用

English for Academic Purposes A Listening/Speaking ２ 　

English for Academic Purposes B Reading/Writing ２　
Pre-Study Abroad College Study Skills 1 ＊ 1　 Pre-Study Abroad Basic Academic Writing 1 ＊ 1　

Pre-Study Abroad Academic Essay Writing 1 ＊ 1　

－ 28 －

1 2 3 4
त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ

基
　
　
　
盤
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目
　
　
　
　
　
（24）

共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

哲学・思想�
（̐）

井上円了と東洋大学 ̎ 生໋ྙ理 ̎ 哲学入໳ ̎ 生໋哲学 ̎
生໋論 ̎

学問の基礎�
（̐）

現代生物学 ̎ 学入໳ࡁܦ ̎ ਺学の世界 ̎ εϙʔπ社会学 ̎
現代化学 ̎ 人文地理学入໳ ̎ 法学入໳ ̎ ৯と݈߁ ̎
現代物理 ̎ 政治学入໳ ̎ 心理学 ̎ 文化人ྨ学入໳ ̎
科学ٕ術論 ̎ 社会学入໳ ̎ 生໋科学史 ̎

国ࡍ人の
成ܗ

ҟ文化ίϛϡχέʔγϣϯ ̎ ҟ文化と社会事情 ̎ ӳޠϏδωε実຿ ̎ 日本の৯文化 ̎
欧米の文学と文化 ̎ ιʔγϟϧαʔϕΠ֓論 ̎
୹期ւ֎ϑΟʔϧυϫʔΫ ̍ ւ֎文化ݚ修 ̎ ཹ学のすすめ ̎ 国ࡍΩϟϦΞ֓論 ̎
ւ֎ݚ修ᶗ ̎ ւ֎ݚ修ᶘ ̎ ւ֎実習ᶗ ̎ ւ֎実習ᶘ ̎
୹期ւ֎ݚ修ᶗ ̍ ୹期ւ֎ݚ修ᶘ ̍ ୹期ւ֎ݚ修ᶙ ̍ ୹期ւ֎ݚ修ᶚ ̍
୹期ւ֎実習ᶗ ̍ ୹期ւ֎実習ᶘ ̍ ୹期ւ֎実習ᶙ ̍ ୹期ւ֎実習ᶚ ̍

ΩϟϦΞ・�
市ຽܗ成

εϙʔπ݈߁科学実ٕᶗ ̍ εϙʔπ݈߁科学実ٕᶘ ̍ εϙʔπ݈߁科学実ٕᶙ ̍ εϙʔπ݈߁科学実ٕᶚ ̍
εϙʔπと݈߁ᶗ ̎ εϙʔπと݈߁ᶘ ̎
日本国ݑ法 ̎ ςΫχΧϧϥΠςΟϯά ̎ ΞΧσϛοΫϥΠςΟϯά ̎
情ใॲ理基礎 ̎ 情ใॲ理演習 ̎ 論֓ܞ学࿈׭࢈ ̎
ΩϟϦΞσβΠϯᶗ ̎ ΩϟϦΞσβΠϯᶘ ̎

૯߹・学ࡍ ૯߹ᶗ ̎ ૯߹ᶘ ̎ ૯߹ᶙ ̎ ૯߹ᶚ ̎

外
国
語
系
教
育
科
目

ඞ修�
（̒）

*OUFHSBM�&OHMJTIᶗ ̍ *OUFHSBM�&OHMJTIᶙ ̍
*OUFHSBM�&OHMJTIᶘ ̍ *OUFHSBM�&OHMJTIᶚ ̍
&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶗ ̍
&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶘ ̍

બ୒

˔日本ޠᶗ ̍ "QQMJFE�&OHMJTIᶗ ̍
˔日本ޠと日本社会 ̍ "QQMJFE�&OHMJTIᶘ� ̍

50&*$�'PVOEBUJPO ̍ˎ̍
˔日本ޠᶘ ̍
˔日本ޠと日本文化 ̍

中国ޠᶗ ̍ ϋϯάϧᶗ ̍ ϑϥϯεޠᶗ ̍ εϖΠϯޠᶗ ̍
中国ޠᶘ ̍ ϋϯάϧᶘ ̍ ϑϥϯεޠᶘ ̍ εϖΠϯޠᶘ ̍

留
学
支
援
科
目

英
語
特
別

教
育
科
目

&OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�"�-JTUFOJOH�4QFBLJOH ̎ &OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�#�3FBEJOH�8SJUJOH ̎
1SF�4UVEZ�"CSPBE�$PMMFHF�4UVEZ�4LJMMT� ̍ˎ̍ 1SF�4UVEZ�"CSPBE�#BTJD�"DBEFNJD�8SJUJOH ̍ˎ̍
1SF�4UVEZ�"CSPBE�"DBEFNJD�&TTBZ�8SJUJOH� ̍ˎ̍ #VTJOFTT�&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPO ̎ˎ̎

日
本
語
科
目

（日本文化科目・ޠ定校ฒͼに*4&1Ճໍ大学౳からのཹ学生にରする日本ڠ）
*OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶗ ̐ *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶘ ̐ *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶙ ̐ *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶚ ̐
+BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶗ ̍ +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶘ ̍
+BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶙ ̍ +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶚ ̍
+BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶗ ̍ +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶘ ̍
+BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶙ ̍ +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶚ ̍
,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶗ ̍ ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶘ ̍ ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶙ ̍ ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶚ ̍
1SPKFDU�8PSL�ᶗ ̍ 1SPKFDU�8PSL�ᶘ ̍ 1SPKFDU�8PSL�ᶙ ̍ 1SPKFDU�8PSL�ᶚ ̍
+BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�" ̎ +BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�# ̎
*OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�" ̎ *OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�# ̎

˞˔が෇いている科目は֎国人ཹ学生のみཤ修Մ能です。

����
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2013年度以降入学生用

生命科学部生命科学科　教育課程表

１ ２ ３ ４
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

基

　
　
　盤

　
　
　教

　
　
　育

　
　
　科

　
　
　目

　
　
　
　
　（20）

共

　
　通

　
　教

　
　養

　
　科

　
　目

哲学・思想 
（４）

井上円了と東洋大学 ２ 生命倫理 ２ 哲学入門 ２

生命論 ２ 生命哲学 ２ スポーツ哲学 ２

自然・
環境・
生命　 
（４）

ライフサイエンス基礎Ⅰ １

ライフサイエンス基礎Ⅱ １

ライフサエインス基礎Ⅲ １

現代生物学 ２ 科学技術論 ２ 生命科学史 ２

現代化学 ２ 情報処理基礎 ２ 数学の世界 ２

現代物理 ２ 情報処理演習 ２

日本と世界の
文化・歴史

異文化コミュニケーション ２ 文化人類学入門 ２ 中国語で学ぶ「中国食文化」 ２

欧米の文学と文化 ２

現代・社会

経済学入門 ２ 日本国憲法 ２ 心理学 ２ 産官学連携概論 ２

人文地理学入門 ２ 社会学入門 ２ 異文化と社会事情 ２ スポーツ社会学 ２

政治学入門 ２ 法学入門 ２ ソーシャルサーベイ概論 ２

スポーツ
と健康

スポーツと健康Ⅰ ２ スポーツの理論と実際Ⅲ（陸上） １

スポーツと健康Ⅱ ２ スポーツの理論と実際Ⅳ（水泳） １

スポーツの理論と実際ⅠＡ（テニス） １ スポーツの理論と実際Ⅴ（武道） １

スポーツの理論と実際ⅠＢ（バレーボール） １ スポーツの理論と実際Ⅵ（器械運動） １

スポーツの理論と実際ⅡＡ（サッカー） １

スポーツの理論と実際ⅡＢ（バスケットボール） １

総　　合 総合Ⅰ ２ 総合Ⅱ ２ レポート記述法 ２

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　（６）

必修 
（４）

英語Ⅰ １

英語Ⅱ １

英語コミュニケーションⅠ １

英語コミュニケーションⅡ １

選択
必修 

（２）

TOEIC演習 １＊１

英語スピーチ＆プレゼンテーション １＊１

イングリッシュ・プラクティス １＊１

英語上級Ⅰ １

英語上級Ⅱ １

中国語Ⅰ １ ハングルⅠ １ フランス語Ⅰ １ スペイン語Ⅰ １

中国語Ⅱ １ ハングルⅡ １ フランス語Ⅱ １ スペイン語Ⅱ １

社会人基礎科目 キャリアデザインⅠ ２ キャリアデザインⅡ ２

留
学
支
援
科
目

英
語
特
別

教
育
科
目

Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ ２

Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ ２

日
本
語
科
目

Integrated Japanese Ⅰ ５ Japanese Reading and Composition Ⅰ ２ Kanji Literacy Ⅰ １

Integrated Japanese Ⅱ ５ Japanese Reading and Composition Ⅱ ２ Kanji Literacy Ⅱ １

Project Work Ⅰ １ Japanese Listening Comprehension Ⅰ １ Japanese Culture Ⅰ １

Project Work Ⅱ １ Japanese Listening Comprehension Ⅱ １ Japanese Culture Ⅱ １

－ 28 －

ライフサイエンス基礎Ⅲ

2015年度入学生用

English for Academic Purposes A Listening/Speaking ２ 　

English for Academic Purposes B Reading/Writing ２　
Pre-Study Abroad College Study Skills 1 ＊ 1　 Pre-Study Abroad Basic Academic Writing 1 ＊ 1　

Pre-Study Abroad Academic Essay Writing 1 ＊ 1　

－ 28 －

1 2 3 4
त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目
　
　
（90）

ඞ　修�
（52）

基礎化学 ̎ 生化学ᶘ ̎ 生໋科学ಛผ講義 ̎ 生໋科学ྠ講ᶘ ̎ˎ̎
生物学ᶗ ̎ ๔機能学ࡉ ̎ 生໋科学ྠ講ᶗ ̎ 生໋科学ྠ講ᶙ ̎ˎ̎
基礎分ࢠ生物学 ̎ 分ࢠҨ఻学 ̎ 生໋科学実ݧᶘ ̏ ଔ業ڀݚᶗ ̐ˎ̐
生化学ᶗ ̎ 生物学実ݧ ̏ ଔ業ڀݚᶘ ̐ˎ̐
生物学ᶘ ̎ 生໋科学実ݧᶗ ̏ ଔ業論文 ̎ˎ̎
生໋科学θϛφʔϧᶗ ̎
生໋実ݧ化学 ̎
基礎༗機化学 ̎
化学実ݧ ̏

選
　
　
　
択
　
　
　
必
　
　
　
修

基
礎
科
学
（̔）

ແ機化学 ̎ ༗機化学 ̎ Ҩ఻޻ࢠ学 ̎
生物統計学 ̎ 分ੳ化学 ̎ ήϊϜΠϯϑΥϚςΟΫε ̎
物理ᶗ ̎ 生物༗機化学 ̎ ϥΠϑαΠΤϯεӳޠ ̎
物理ᶘ ̎ 地ڥ؀ٿ学 ̎

物理化学 ̎
物؅理֓論ݥة ̎

生໋科学
基礎�
（12）

発生・࠶生生物学 ̎ 動物生理学 ̎
基礎ඍ生物学 ̎ 生理学 ̎

২物科学 ̎
২物分ࢠӫ養学 ̎
ඍ生物ར用学 ̎
ඍ生物生理学 ̎

生໋科学
（̔）

ϝσΟΧϧόΠΦςΫϊϩδʔ ̎
౶࠯科学 ̎
೴科学 ̎
神ܦ科学 ̎
২物生化学 ̎
২物ڥ؀生理学 ̎
ඍ生物学ڥ؀ݶۃ ̎
真֩ඍ生物学 ̎
生৩生物学 ̎
݂ӷ・໔Ӹ学֓論 ̎
์ࣹઢ生物学 ̎
生໋科学θϛφʔϧᶘ ̎

選
　
　
　
　
　
択

物理実ݧ ̏ ઢܗ਺学 ̎ 組৫�ප理学֓論 ̎
ඍ分ੵ分学 ̎ 地学ᶘ ̎ 機ث分ੳᶗ ̎
解ੳ学 ̎ 地学֓論（実ݧをؚむ） ̎ 機ث分ੳᶘ ̎
地学ᶗ ̎ ҩ用޻学֓論 ̎ 演習ࣨڀݚ ̐
ٕ術ྙ理 ̎ ༀ物生体࡞用学 ̎ 実຿ݚ修 ̎
学֎実習 ̎ 学޻๔ࡉ ̎ පଶ生理学 ̎
基礎਺学 ̎ ਫॲ理޻学 ̎ 知的࢈ࡒॴ༗ݖ法 ̎
生ଶ学 ̎ ϑʔυΤϯδχΞϦϯά ̎ )"$$1論 ̎
生物資ݯ科学 ̎ ৯඼化学 ̎ ৯඼安全学 ̎
人体のߏ଄と機能 ̎ 公ऺӴ生学 ̎

公֐๷ࢭ૯論 ̎

˞ˎҹはय़学期ŋळ学期ともに開講している科目です。
˞開講学期はมߋとなる場߹があります。
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生໋科学科の開์ྖ域
（他学部他学科）

ʜʜ生໋科学部応用生物科学科・৯ڥ؀科学部৯ڥ؀科学科の専໳科目（実ݧ・
演習・ଔ業論文をআく）で生໋科学科の学生がཤ修Մ能な科目

ɹ����೥౓Ҏ߱ೖ学ੜ༻

１ ２ ３ ４
त 業 科 目 त 業 科 目 त 業 科 目 त 業 科 目

生໋科学部　応用生物科学科　　専 ໳ 科 目
動物όΠΦςΫϊϩδʔ

২物生理学 ২物代ँ化学 ২物Ҩ఻育छ学
২物όΠΦςΫϊϩδʔ

ඍ生物学ڥ؀ ߬ૉ޻学
生ଶಟੑ学
߳হ඼化学
ഇਫॲ理γεςϜ学

৯ڥ؀科学部　৯ڥ؀科学科　　専 ໳ 科 目
৯඼ྲྀ通ࡁܦ論
৯඼物ੑ論
৯඼඼質؅理学
ඒຯしさの科学
ຯとχΦΠの科学

৯඼ఴՃ物֓論
εύΠεの科学
ϚʔέςΟϯά入໳
ιϜϦΤ講座

˞開์ྖ域（他学部他学科）についてはɼཤ修ొ録期間಺に以Լのखॱでਃ੥を行ってください。
ᾜ）ਃ੥ॻのμ΢ϯϩʔυ
　　5PZP/FU�(�からμ΢ϯϩʔυできます。
ᾝ）ਃ੥ॻの࡞成
ᾞ）ਃ੥ॻ・ཤ修ొ録確ೝදの提ग़
　　ਃ੥ॻはཤ修ొ録確ೝදとڞに履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください（ซせてɼ学生本人が8FC上でొ

録するඞཁがあります）。
ᾟ）ཤ修ొ録の確ೝ
　　൘૔事຿課が指定する期間にɼਃ੥した科目がొ録されているかඞず確ೝしてください。ਃ੥がڐՄされなかった場߹
はཤ修ొ録の修正がՄ能です。
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第３章　応用生物科学科

履修方法と学科教育課程表

－ 31 －
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Ԡ༻ੜ෺Պ学Պのڭҭ上の໨త

̍ɽ人ࡐの養成に関する目的

　応用生物科学科はɼ学部の教育理念である「生໋の૯߹的理解の上に立ってɼ地ٿ

社会の発లにݙߩする創଄的思考能力ɼかつߴいྙ理観を߹わせもった人ࡐを育成す

る」にԊってɼ生物が持っている優れた機能を活用してɼڥ؀ɼ݈߁ɼ資ݯɼ৯ྐな

どの社会の諸問題を解ܾしɼ人ྨの持続的発లを目指す国ࡍ的な人ࡐの育成を目的と

しています。またɼ地域࢈業にも目を޲けɼ地域社会の活ੑ化にもݙߩできる人ࡐ育

成を目指しています。

̎ɽ学生に修ಘさせるべき能力౳の教育目ඪ

̍）社会人としての一ൠ教養を身につける。

̎）生໋科学とその応用に関する෯޿い専໳知ࣝを修ಘする。

̏）専໳知ࣝを社会にؐݩするための実ફ的能力ɼٕ術を修ಘする。

。できる知ࣝと行動力を身につけるݙߩ業界の活ੑ化に࢈（̐

̑）国ࡍ的に活༂できるように、ίϛϡχέʔγϣϯ能力やޠ学力をഓう。

̒）物事を多໘的かつ論理的に考࡯し、その಺༰を的確に情ใ発信できる能力を身に

つける。

̏ɽその他の教育ڀݚ上の目的

　Կ事にもح޷心を持ͪɼνϟϨϯδ精神Ԣ੝でɼかつ٬観的なࢹ໺と൑அ力をもと

にした問題解ܾにੵۃ的な行動力を持つ人ࡐ育成を目指すとともにɼ人にも生き物に

も優しい心のᔻ養をਤっています。

応用生物科学科長
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応用生物科学科３つのポリシー

アドミッション・ポリシー
応用生物科学科は，“未来を拓くバイオ”をスローガンに，生物の持っているさまざまな働きを利用して，環境，
健康，資源，食糧などの社会問題の解決に貢献できる行動力のある人材の育成を目指しています。このため，
次のような学生を受け入れたいと考えています。

（知識・理解）
（1） 高等学校で履修する理科（化学・生物），外国語，数学などについて，高等学校卒業相当の知識を有し

ている。
（思考・判断・技能・表現）
（2） 自分が学習した内容を的確に表現し，伝えることができる。

（関心・意欲）
（3） 環境，健康，資源，食糧などの諸問題に関心を持ち，これら問題の解決のため社会に貢献する意欲がある。

（態度）
（4） 対話などにより他者との相互理解に努め，自ら学び行動する態度を有する。

カリキュラム・ポリシー
応用生物科学科では，「生物が持っている優れた機能を活用」する能力を有する国際人，ベンチャー的行動
力を有する人材を育てるという学科の教育目標の実現を目指して，以下のような教育を実施しています。

（1） 本学の建学の精神”諸学の基礎は哲学にあり”を涵養するために基盤教育科目を配置し，グローバル人財
を育成するとともに，キャリア支援に力を入れています。

（2） 生命科学に関する基礎知識を学修する科目群を1年次の必修科目に配置するほか，自身の方向性・将来
性を模索するための手がかりとして「応用生物科学序論」を開講しています。

（3） ２年次以降，バイオテクノロジーに関する基礎技術や専門知識を身につけるための必修科目および選
択必修科目を開講しています。さらに，バイオテクノロジーに関する専門知識を系統的に学ぶことが
できるよう，「細胞利用コース」，「微生物利用コース」，「環境科学コース」の３つのコースを設定し，
各コースの専門分野についてより深く学修します。

（4） ４年次では，1年次から3年次までに学んだことを基にして，卒業研究の実施や，卒業論文の執筆を通じ，
生物の機能を活用できる専門家を育成します。

ディプロマ・ポリシー
応用生物科学科の学位授与の要件は次のとおりです。

（態度）
（1） 東洋大学の建学の理念である「独立自活」，「知徳兼全」を理解し，実行できる。

（知識・理解）
（2） 生命科学とその応用に関する幅広い専門知識を有する。
（3） 専門知識を社会に還元するための実践的能力を有する。

（思考・判断）
（4） 生命科学の知識や技術を活かし，環境，健康，資源，食糧などの人類社会の諸問題を解決するための

課題探求能力および問題解決能力を有する。
（関心・意欲）
（5） 人類社会の諸問題に関心をもち，これら問題の解決のため生命科学の知識や技術を活かす意欲がある。

（技能・表現）
（6） 物事を多面的かつ論理的に考察し，その内容を的確に情報発信し，他者とのコミュニケーションを通

じて，より良い社会の構築に貢献する能力を有する。

－ 34 －ʵ 44 ʵ



応用生物科学科３つのポリシー

アドミッション・ポリシー
応用生物科学科は，“未来を拓くバイオ”をスローガンに，生物の持っているさまざまな働きを利用して，環境，
健康，資源，食糧などの社会問題の解決に貢献できる行動力のある人材の育成を目指しています。このため，
次のような学生を受け入れたいと考えています。

（知識・理解）
（1） 高等学校で履修する理科（化学・生物），外国語，数学などについて，高等学校卒業相当の知識を有し

ている。
（思考・判断・技能・表現）
（2） 自分が学習した内容を的確に表現し，伝えることができる。

（関心・意欲）
（3） 環境，健康，資源，食糧などの諸問題に関心を持ち，これら問題の解決のため社会に貢献する意欲がある。

（態度）
（4） 対話などにより他者との相互理解に努め，自ら学び行動する態度を有する。

カリキュラム・ポリシー
応用生物科学科では，「生物が持っている優れた機能を活用」する能力を有する国際人，ベンチャー的行動
力を有する人材を育てるという学科の教育目標の実現を目指して，以下のような教育を実施しています。

（1） 本学の建学の精神”諸学の基礎は哲学にあり”を涵養するために基盤教育科目を配置し，グローバル人財
を育成するとともに，キャリア支援に力を入れています。

（2） 生命科学に関する基礎知識を学修する科目群を1年次の必修科目に配置するほか，自身の方向性・将来
性を模索するための手がかりとして「応用生物科学序論」を開講しています。

（3） ２年次以降，バイオテクノロジーに関する基礎技術や専門知識を身につけるための必修科目および選
択必修科目を開講しています。さらに，バイオテクノロジーに関する専門知識を系統的に学ぶことが
できるよう，「細胞利用コース」，「微生物利用コース」，「環境科学コース」の３つのコースを設定し，
各コースの専門分野についてより深く学修します。

（4） ４年次では，1年次から3年次までに学んだことを基にして，卒業研究の実施や，卒業論文の執筆を通じ，
生物の機能を活用できる専門家を育成します。

ディプロマ・ポリシー
応用生物科学科の学位授与の要件は次のとおりです。

（態度）
（1） 東洋大学の建学の理念である「独立自活」，「知徳兼全」を理解し，実行できる。

（知識・理解）
（2） 生命科学とその応用に関する幅広い専門知識を有する。
（3） 専門知識を社会に還元するための実践的能力を有する。

（思考・判断）
（4） 生命科学の知識や技術を活かし，環境，健康，資源，食糧などの人類社会の諸問題を解決するための

課題探求能力および問題解決能力を有する。
（関心・意欲）
（5） 人類社会の諸問題に関心をもち，これら問題の解決のため生命科学の知識や技術を活かす意欲がある。

（技能・表現）
（6） 物事を多面的かつ論理的に考察し，その内容を的確に情報発信し，他者とのコミュニケーションを通

じて，より良い社会の構築に貢献する能力を有する。

－ 34 －

̍ɹΧϦΩϡϥϜ্のಛ௃

̎ɹίʔε಺༰ͱಛ௃

　応用生物科学科ではɼඞ修ɼબ୒ඞ修ɼબ୒という̏つのΧςΰϦʔに分ྨされ

た専໳科目を一定୯Ґ਺修ಘします。ඞ修科目ではɼ専໳科目を学修する上でඞཁ

な基礎科目ɼ基礎生物学ɼ基礎化学ɼ生化学ɼ分ࢠ生物学などを学ͼɼࣨڀݚに഑

ଐされた後はଔ業ڀݚにணखします。બ୒ඞ修科目ではɼ̏年࣍य़学期まで֤ηϝ

ελに学生実習を഑ஔしɼ生໋科学に関する基礎的な実ݧ実習を行います。またɼ

学生がڵຯを持ったόΠΦςΫϊϩδʔ分໺について専໳的かつ系統的に修ಘする

ことができるようにɼ専໳ڞ通科目にՃえてɼ動物をର৅とする「応用動物ίʔ

ε」ɼ২物をର৅とする「২物資ݯར用ίʔε」ɼඍ生物をର৅とする「ඍ生物ར用

ίʔε」ɼ地ڥ؀ٿのҡ持・修෮をର৅とする「生໋ڥ؀ίʔε」の̐つのίʔε

を設けています。બ୒科目ではɼඞ修科目ɼબ୒ඞ修科目の಺༰をิ׬する科目を

഑ஔしています。̍年࣍にはɼඞ修科目を中心に生໋科学に関する基礎的な知ࣝを

෯޿く学ͼます。̍年࣍ळ学期からίʔεをબ୒しɼকདྷの目ඪに޲かって基礎か

ら応用までஈ֊的に学修します。ίʔεは̏年࣍からมߋすることもՄ能でɼཤ修

ঢ়گに応͡たϑϨΩγϒϧな学修体੍を取っています。

ʲԠ༻ಈ෺ίʔεʳ
　世界人ޱのര発的な૿Ճやɼಛに先進国で見られる௒ྸߴ社会΁のҠ行などに൐

いɼ݈߁・ҩྍ問題がこれまで以上に大きな஫目をूめています。「応用動物ίʔ

ε」ではɼ動物ݸ体や動物ࡉ๔の生理やߏ଄などに関する基礎知ࣝを修ಘしɼさら

にそれらを応用するόΠΦςΫϊϩδʔٕ術を修ಘすることによってɼ創ༀɼ࠶生

ҩྍɼ༧๷・݈߁ҩྍなど多くのϥΠϑΠϊϕʔγϣϯ分໺にର応できる思考力ɼ

応用力とߴいྙ理観をৢ成します。

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

動物生理学（̎） （̎）๔生物学ࡉ
（̎）学޻๔ࡉ

පଶ生理学（̎）
動物όΠΦςΫϊϩδʔ（̎）

˞（　）಺はɼ୯Ґ਺です。

ʲ২෺ݯࢿར༻ίʔεʳ
　৯ྐ問題ɼഁڥ؀յなどの社会問題にରしɼզ々が持続Մ能な社会をߏ築するた

めにはɼ২物の༗ޮ活用がඞཁです。本ίʔεではɼ২物生理学ɼ২物代ँ化学ɼ

২物機能ར用学ɼ২物Ҩ఻育छ学ɼ২物όΠΦςΫϊϩδʔの̑科目を഑ஔしɼ২

物の優れた機能に関する基礎知ࣝを学ͼɼそれを応用するόΠΦςΫϊϩδʔٕ術

を修ಘします。これによりɼڥ؀ετϨε଱ੑ২物や多ऩྔ࡞物の開発といった೶

業・Ԃ芸分໺で活༂できる人ࡐ育成を目的としています。

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

২物生理学（̎） ২物代ँ化学（̎）
২物機能ར用学（̎）

২物Ҩ఻育छ学（̎）
২物όΠΦςΫϊϩδʔ（̎）

˞（　）಺はɼ୯Ґ਺です。
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ʲඍੜ෺ར༻ίʔεʳ
　ඍ生物は৯඼やҩༀ඼の生࢈などの分໺でར用されɼ࠶生Մ能資ݯɼ݈߁৯඼ɼ

分໺などにおいてもඍ生物のજ在的機能のར用が期଴されています。「ඍ生物ڥ؀

ར用ίʔε」はɼඍ生物のಛ௃やར用に関するඍ生物学ɼඍ生物ར用学ɼڥ؀ඍ生

物学ɼ߬ૉ޻学にՃえɼڥ؀ݶۃに生ଉするඍ生物の機能や応用に関するڥ؀ݶۃ

ඍ生物学を学Ϳことによりɼඍ生物に関する෯޿い知ࣝを身につけɼ৯඼ɼҩྍɼ

。の育成を目的としていますࡐなどの分໺に活かせる人ݯɼ資߁݈

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

ඍ生物学（̎） ඍ生物ར用学（̎）
（̎）ඍ生物学ڥ؀

（̎）ඍ生物学ڥ؀ݶۃ
߬ૉ޻学（̎）

˞（　）಺はɼ୯Ґ਺です。

ʲੜ໋ڥ؀ίʔεʳ
　人ҝվมによるڥ؀ม化はɼ自વڥ؀が持つ回෮࡞用の଎౓を大きく௒えてɼ世

界֤地でڥ؀問題やώτ݈߁問題が発生しています。「生໋ڥ؀ίʔε」ではɼ؀

を専໳に学ͼまڹӨ߁ড়化ٕ術およͼώτ݈ڥɼ؀ڹ生ଶ系Өڥ計ଌٕ術ɼ؀ڥ

す。またྙڥ؀理学ɼ生ଶಟੑ学ɼڥ؀分ࢠ生物学ɼ生໋ڥ؀科学およͼ生ଶ੍ޚ

学というඞ修科目を通͡てɼ地ڥ؀ٿおよͼώτ݈߁のҡ持のためにඞཁな先୺的

な学問ڀݚを௥ٻします。

ୈ̍学年 ୈ̎学年 ୈ̏学年

（̎）理学ྙڥ؀ 生໋ڥ؀科学（̎）
（̎）生物学ࢠ分ڥ؀

生ଶಟੑ学（̎）
生ଶ੍ޚ学（̎）

˞（　）಺はɼ୯Ґ਺です。
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３　応用生物科学科卒業要件 　卒業に必要な単位数は，124単位で，次の表に掲げる所定の単位を修得しなけれ

ばなりません。

生命科学部　応用生物科学科

授　業　科　目　区　分 卒業要件単位数

基

　盤

　教

　育

　科

　目

共
通
教
養
科
目

哲 学 ・ 思 想

20単位

４単位

自 然・ 環 境・ 生 命 ４単位

日本と世界の文化・歴史

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ と 健 康

総 合

文化間コミュニケーション ６単位

社 会 人 基 礎 科 目

留
学
支
援
科
目

英 語 特 別 教 育 科 目

日 本 語 科 目

専

　門

　科

　目

必 修

90単位

36単位

選 択 必 修 22単位以上

選 択

合　　　　　　　　　計 124単位

－ 56 －－ 38 －

生໋科学部　応用生物科学科

त　業　科　目　۠　分 ଔ業ཁ݅୯Ґ਺

基
　
盤
　
教
　
育
　
科
　
目

共
通
教
養
科
目

哲 学 ・ 思 想

24୯Ґ以上

̐୯Ґ以上

学 問 の 基 礎 ̐୯Ґ以上

国 ࡍ 人 の ܗ 成

Ω ϟ Ϧ Ξ・ 市 ຽ ܗ 成

૯ ߹ ・ 学 ࡍ

֎ 国 ޠ 系 教 育 科 目 ̒୯Ґ以上

留
学
支
援
科
目

ӳ ޠ ಛ ผ 教 育 科 目

日 本 ޠ 科 目

専
　
門
　
科
　
目

ඞ 修

90୯Ґ以上

36୯Ґ

બ ୒ ඞ 修 40୯Ґ以上

બ ୒

߹　　　　　　　　　計 124୯Ґ以上

　ଔ業にඞཁな୯Ґ਺はɼ124୯Ґ以上でɼ࣍のදに͛ܝるॴ定の୯Ґを修ಘしな

ければなりません。
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４　年次別履修単位数制限

５　卒業論文着手条件

　下記のとおり年次別に履修できる単位数が制限されています。

年　　次 年　　間
卒業に必要な単位として

認められる科目 卒業に必要な単位として
認められない科目

春学期 秋学期
１ 48 24 24

制限なし
２ 48 24 24
３ 48 24 24
４ 48 24 24

　＜卒業に必要な単位として認められる科目＞

　　　　基盤教育科目，専門科目，開放領域（他学部他学科）

　＜卒業に必要な単位として認められない科目＞

　　　　教職課程の教職に関する科目（教職概論，教育心理学等）（Ｐ99参照）

　※既に単位を修得した科目は履修できません。

　卒業研究・卒業論文に着手するのは４年次のはじめ（第７セメスター）からです。

着手するためには３年次（第６セメスター）までに，下記条件を満たさなければな

りません。

※修得単位は，卒業に必要な科目として認められている科目のものとします。

　１．総修得単位数110単位以上修得している。

　２．共通教養科目の哲学・思想を４単位以上修得している。

　３．共通教養科目の自然・環境・生命を４単位以上修得している。

　４．共通教養科目・文化間コミュニケーションを，必修４単位を含み６単位以上

修得している。

　５．基盤教育科目を20単位以上修得している。

　６．専門科目の必修科目を26単位修得している。

　７．専門科目の選択必修科目を，基礎科学16単位，各自のコース６単位を含み22

単位修得している。

　８．専門科目の選択科目，各要件単位を上回って修得した科目を42単位以上修得

している。

　以上の条件がひとつでも足りなければ，卒業研究・卒業論文に着手することがで

きず，卒業時期が延期となります。

－ 57 －

　　　　教職課程の教職に関する科目（教職概論，教育心理学等）（Ｐ58参照）

－ 39 －

̑ɹଔۀ࿦จணख৚݅ 　ଔ業ڀݚ・ଔ業論文にணखするのは̐年࣍のは͡め（ୈ̓ηϝελ）からです。

ணखするためには̏年࣍（ୈ̒ηϝελ）のऴ了時にԼهの৚݅をຬたしていなけ

ればなりません。

˞修ಘ୯Ґはɼଔ業にඞཁな科目としてೝめられている科目のものとします。

　̍）ଔ業ཁ݅となる科目で110୯Ґ以上修ಘすること。

　̎）基൫教育科目の哲学・思想より̐୯Ґ以上ɼ学問の基礎より̐୯Ґ以上ɼ֎

国ޠ系教育科目のඞ修科目̒୯Ґを修ಘしɼかつ基൫教育科目で24୯Ґ以上

を修ಘすること。

　̏）専໳科目のୈ̒ηϝελまでのඞ修科目22୯Ґを全て修ಘすること。

　̐）専໳科目のબ୒ඞ修科目ɼ学生実習を15୯Ґ以上ɼ基礎科目15୯Ґ以上ɼ֤

自がબ୒したίʔεඞ修科目̔୯Ґ以上を修ಘしɼબ୒ඞ修科目で38୯Ґ以

上修ಘすること。

　̑）専໳科目で74୯Ґ以上修ಘすること。

74
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　制限単位数内ならば，生命科学部生命科学科・食環境科学部食環境科学科で開講

している一部の科目の履修を認めます（Ｐ62参照）。履修した単位は開放領域（他

学部他学科）として卒業単位に組み入れます。

　なお，履修にあたっては，開講学部・学科の指示に従ってください。

　※開放領域とは別に，学内留学プログラムで指定している他学部他学科の開講科

目を履修することもできます（詳細は教学課窓口で問い合わせてください）。

　各要件を上回って修得した単位は，卒業要件の単位として換算します。

　※124（卒業単位）－110（要件単位）＝残り14単位は基盤教育科目・専門科目・

開放領域（他学部他学科）のどの領域から修得しても換算されます。

開放領域について

卒業要件を上回って修
得した単位について

－ 59 －

　制限単位数内ならば，生命科学部生命科学科・食環境科学部食環境科学科で開講

している一部の科目の履修を認めます（Ｐ44参照）。履修した単位は開放領域（他

学部他学科）として卒業単位に組み入れます。

　なお，履修にあたっては，開講学部・学科の指示に従ってください。

－ 41 －

ɹج൫教育Պ໨Ͱ͸ɼ߹ܭ��୯ҐҎ্Λमಘ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ
　哲学・思想ɼ学問の基礎ではɼそれͧれ̐୯Ґ以上を修ಘしなければなりません。

　֎国ޠ系教育科目ではɼඞ修̒୯Ґを修ಘしなければなりません。

ɹઐ໳Պ໨Ͱ͸ɼ̐೥ؒͰඞम��୯Ґɼબ୒ඞम��୯ҐΛؚΊɼ߹ܭ��୯ҐҎ
্Λमಘ͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ
　ඞ修ではɼ̍年̑࣍科目10୯Ґɼ̎年̐࣍科目̔୯Ґɼ̏年̎࣍科目̐୯Ґɼ̐

年̑࣍科目14୯Ґの計36୯Ґを修ಘしなければなりません。

　બ୒ඞ修にはɼ学生実習ɼ専໳ڞ通と̐つのίʔεඞ修（応用動物ɼ২物資ݯར

用ɼඍ生物ར用ɼ生໋ڥ؀）があります。学生実習で15୯Ґ以上ɼ専໳ڞ通で15୯

Ґ以上ɼ応用動物ɼ২物資ݯར用ɼඍ生物ར用ɼ生໋ڥ؀の̐つのίʔεの中から

̍ίʔεをબ୒して10୯Ґを修ಘしなければなりません。ίʔεબ୒のر๬調ࠪは

̍年࣍ୈ̍ηϝελ開講の応用生物科学ং論で行いɼ̍年࣍ळ学期からίʔε分け

されます。

　なお、ίʔεมߋについてはɼ̏年࣍ୈ̑ηϝελ初めに̍回のみೝめます。ม

にมޱ期間ऴ了までに൘૔事຿課૭ݧࢼୈ̐ηϝελ࣍๬する場߹はɼ̎年رをߋ
。ಧを提ग़してԼさいߋ

　˞学生実習ɼ専໳ڞ通ɼおよͼ自分のબ୒したίʔεでଔ業ཁ݅の基४を上回っ

て修ಘした୯Ґはɼબ୒科目のଔ業୯Ґとしてࢉ׵します。

　　なおɼબ୒しなかったίʔεの୯Ґもɼબ୒のଔ業୯Ґとしてࢉ׵されます。

̒ɹཤम্の஫ҙ

൫教育Պ໨ج

ʲج൫教育Պ໨ʳ
ʲڞ௨教ཆՊ໨ʳ

ઐ ໳ Պ ໨

ʲઐ໳Պ໨ʳ

ʲඞमʳ

ʲબ୒ඞमʳ

60

114 10

されます。

られます。
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

基
盤
教
育
科
目
（
24
単
位
以
上
）

共
通
教
養
科
目

哲学・思想
（̐୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 5:4101 井上円了と東洋大学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5101 生໋ྙ理 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5103 哲学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5102 生໋論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1)5104 生໋哲学 ̍ʙ̐ ̎

学問の基礎
（̐୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 #"#104 現代生物学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 &$0101 学入໳ࡁܦ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 ."5101 ਺学の世界 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 14:101 εϙʔπ社会学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 #4$101 現代化学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 )6(101 人文地理学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 '6-101 法学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 &")103 ৯と݈߁ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 1):101 現代物理 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 10-101 政治学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 14:102 心理学 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 $6"101 文化人ྨ学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 4)4101 科学ٕ術論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 40$102 社会学入໳ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ඞ修 &7#101 生໋科学史 ̍ʙ̐ ̎

国ࡍ人のܗ成

બ୒ *)3101 ҟ文化ίϛϡχέʔγϣϯ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3102 ҟ文化と社会事情 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3118 ӳޠϏδωε実຿ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &")104 日本の৯文化 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ -*&101 欧米の文学と文化 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ 40$101 ιʔγϟϧαʔϕΠ֓論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3119 ୹期ւ֎ϑΟʔϧυϫʔΫ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3120 ւ֎文化ݚ修 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3105 ཹ学のすすめ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3104 国ࡍΩϟϦΞ֓論 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3106 ւ֎ݚ修ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3107 ւ֎ݚ修ᶘ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3110 ୹期ւ֎ݚ修ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3111 ୹期ւ֎ݚ修ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3112 ୹期ւ֎ݚ修ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3113 ୹期ւ֎ݚ修ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3108 ւ֎実習ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *)3109 ւ֎実習ᶘ ̍ʙ̐ ̎

����೥౓ೖ学ੜ༻

ੜ໋Պ学෦Ԡ༻ੜ෺Պ学Պɹ教育՝ఔදʢՊ໨Ұཡදʣ
˞科目۠分における（　）಺の਺ࣈはɼその۠分の࠷௿ඞཁ୯Ґ਺です。
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

基
盤
教
育
科
目
（
24
単
位
以
上
）

共
通
教
養
科
目

国ࡍ人のܗ成

બ୒ *)3114 ୹期ւ֎実習ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3115 ୹期ւ֎実習ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3116 ୹期ւ֎実習ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ *)3117 ୹期ւ֎実習ᶚ ̍ʙ̐ ̍

ΩϟϦΞ・�
市ຽܗ成

બ୒ )44110 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44111 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44112 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44113 εϙʔπ݈߁科学実ٕᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ )44108 εϙʔπと݈߁ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ )44109 εϙʔπと݈߁ᶘ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ 16-101 日本国ݑ法 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &$%101 ςΫχΧϧϥΠςΟϯά ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &$%102 ΞΧσϛοΫϥΠςΟϯά ̍ʙ̐ ̎

બ୒ )6*101 情ใॲ理基礎 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ )6*102 情ใॲ理演習 ̍ʙ̐ ̎

બ୒ "34101 論֓ܞ学࿈׭࢈ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ $*7101 ΩϟϦΞσβΠϯᶗ ̍ ̎

બ୒ $*7201 ΩϟϦΞσβΠϯᶘ ̎ ̎

૯߹・学ࡍ

બ୒ *54101 ૯߹ᶗ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *54102 ૯߹ᶘ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *54103 ૯߹ᶙ ̍ʙ̐ ̎

બ୒ *54104 ૯߹ᶚ ̍ʙ̐ ̎

外
国
語
系
教
育
科
目

ඞ　修
（̒୯Ґ）

ඞ修 &/(101 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶗ ̍ ̍

ඞ修 &/(103 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶘ ̍ ̍

ඞ修 &/(201 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶙ ̎ ̍

ඞ修 &/(202 *OUFHSBM�&OHMJTI�ᶚ ̎ ̍

ඞ修 &/(102 &OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶗ ̍ ̍

ඞ修 &/(104 &OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶘ ̍ ̍

બ　୒

બ୒ &/(301 "QQMJFE�&OHMJTIᶗ ̏ʙ̐ ̍

બ୒ &/(302 "QQMJFE�&OHMJTIᶘ ̏ʙ̐ ̍

બ୒ &/(303 50&*$�'PVOEBUJPO ̏ʙ̐ ̍

બ୒ $)*101 中国ޠᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ $)*102 中国ޠᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ ,03101 ϋϯάϧᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ ,03102 ϋϯάϧᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ '3"101 ϑϥϯεޠᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ '3"102 ϑϥϯεޠᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ 41"101 εϖΠϯޠᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ 41"102 εϖΠϯޠᶘ ̍ʙ̐ ̍
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

基
盤
教
育
科
目
（
24
単
位
以
上
）

共
通
教
養
科
目

外
国
語
系
教
育
科
目

બ　୒

બ୒ +1/127 日本ޠᶗ

֎国人ཹ学生のみ�
ཤ修Մ能

̍ ̍

બ୒ +1/201 日本ޠᶘ ̎ʙ̐ ̍

બ୒ +1/128 日本ޠと日本社会 ̍ ̍

બ୒ +1/202 日本ޠと日本文化 ̎ʙ̐ ̍

ཹ学ࢧԉ科目
ӳޠಛผ�
教育科目

બ୒ &/(105 &OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�"�-JTUFOJOH�4QFBLJOH ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &/(106 &OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�#�3FBEJOH�8SJUJOH ̍ʙ̐ ̎

બ୒ &/(107 1SF�4UVEZ�"CSPBE�$PMMFHF�4UVEZ�4LJMMT ̍ʙ̐ ̍

બ୒ &/(108 1SF�4UVEZ�"CSPBE�#BTJD�"DBEFNJD�8SJUJOH ̍ʙ̐ ̍

બ୒ &/(109 1SF�4UVEZ�"CSPBE�"DBEFNJD�&TTBZ�8SJUJOH ̍ʙ̐ ̍

બ୒ &/(110 #VTJOFTT�&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPO ̍ʙ̐ ̎

બ୒ +1/103 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶗ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/104 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶘ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/105 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶙ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/106 *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶚ ̍ʙ̐ ̐

બ୒ +1/107 1SPKFDU�8PSL�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/108 1SPKFDU�8PSL�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/109 1SPKFDU�8PSL�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/110 1SPKFDU�8PSL�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/111 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/112 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/113 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/114 +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/115 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/116 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/117 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/118 +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/119 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶗ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/120 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶘ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/121 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶙ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/122 ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶚ ̍ʙ̐ ̍

બ୒ +1/123 +BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�"� ̍ʙ̐ ̎

બ୒ +1/124 +BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�#� ̍ʙ̐ ̎

બ୒ +1/125 *OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�"� ̍ʙ̐ ̎

બ୒ +1/126 *OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�#� ̍ʙ̐ ̎
専
門
科
目（
90
単
位
以
上
）

ඞ修科目
（36୯Ґ）

ඞ修 #"#101 基礎生物学 ̍ ̎

ඞ修 #4$102 基礎化学 ̍ ̎

ඞ修 "/$101 分ੳ化学 ̍ ̎

ඞ修 03$101 ༗機化学 ̍ ̎

ඞ修 #-4101 応用生物科学ং論 ̍ ̎

⽯
⾇

⽰
⽱
⾇

⽲
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

専
門
科
目
（
90
単
位
以
上
）

ඞ修科目
（36୯Ґ）

ඞ修 45#201 生化学ᶗ ̎ ̎

ඞ修 '6#201 生化学ᶘ ̎ ̎

ඞ修 .0#204 分ࢠ生物学* ̎ ̎

ඞ修 .0#205 分ࢠ生物学** ̎ ̎

ඞ修 #-4302 応用生物科学ಛผ講義 ̏ ̎

ඞ修 5)&301 応用生物科学ྠ講ᶗ ̏ ̎

ඞ修 5)&404 応用生物科学ྠ講ᶘ ̐ ̎

ඞ修 5)&405 応用生物科学ྠ講ᶙ ̐ ̎

ඞ修 5)&406 ଔ業ڀݚ* ̐ ̐

ඞ修 5)&407 ଔ業ڀݚ** ̐ ̐

ඞ修 5)&402 ଔ業論文 ̐ ̎

選
択
必
修
（
40
単
位
以
上
）

学生実習
（15୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 #4$103 化学実ݧ ̍ ̏

બ୒ඞ修 1):102 物理実ݧ ̍ ̏

બ୒ඞ修 #3$101 όΠΦςΫϊϩδʔ実ݧ ̍ ̏

બ୒ඞ修 #"#201 生物学実ݧ ̎ ̏

બ୒ඞ修 '6#202 生化学実ݧ ̎ ̏

બ୒ඞ修 .0#302 分ࢠ生物学実ݧ ̏ ̏

専໳ڞ通
（15୯Ґ以上）

બ୒ඞ修 '."101 基礎਺学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 #-4102 生物統計学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 &$&102 生ଶ学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 #*4101 生物資ݯ科学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 */$101 ແ機化学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 4&&101 ٕ術ྙ理 ̍ ̎

બ୒ඞ修 #*1201 ༀ物生体࡞用学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 &$0201 地域࢈業論 ̎ ̎

બ୒ඞ修 &&3202 修෮学ڥ؀ ̎ ̎

બ୒ඞ修 &*"201 科学߁݈ڥ؀ ̎ ̎

બ୒ඞ修 "1.205 ඍ生物学体ݧ実習 ̎ ̍

બ୒ඞ修 4&.201 ໺֎ϑΟʔϧυ実習 ̎ ̍

બ୒ඞ修 4&.301 演習ࣨڀݚ ̏ ̐

બ୒ඞ修 "/$302 機ث分ੳ ̏ ̎

બ୒ඞ修 ".$302 先୺Ҩ఻޻ࢠ学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 %&7301 όΠΦΤωϧΪʔ ̏ ̎

બ୒ඞ修 *54301 知的࢈ࡒॴ༗ݖ法 ̏ ̎

બ୒ඞ修 $*7301 実຿ݚ修 ̏ ̎

બ୒ඞ修 4&&303 ϥΠϑαΠΤϯεӳޠ ̏ ̎
コ
ー
ス
必
修（
10
単
位
以
上
）

応用動物�
ίʔε

બ୒ඞ修 "1"101 動物生理学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 $&#202 ๔生物学ࡉ ̎ ̎

બ୒ඞ修 $&#201 学޻๔ࡉ ̎ ̎
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

専
門
科
目
（
90
単
位
以
上
）

選
択
必
修
（
40
単
位
以
上
）

コ
ー
ス
必
修
（
10
単
位
以
上
）

応用動物�
ίʔε

બ୒ඞ修 (1)301 පଶ生理学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 4(#303 動物όΠΦςΫϊϩδʔ ̏ ̎

২物資ݯར用�
ίʔε

બ୒ඞ修 1.#201 ২物生理学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 1/4201 ২物代ँ化学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 )04201 ২物機能ར用学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 ($%301 ২物Ҩ఻育छ学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 4(#302 ২物όΠΦςΫϊϩδʔ ̏ ̎

ඍ生物ར用�
ίʔε

બ୒ඞ修 "1.103 ඍ生物学 ̍ ̎

બ୒ඞ修 "1.203 ඍ生物学ڥ؀ ̎ ̎

બ୒ඞ修 "1.202 ඍ生物ར用学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 "1.301 ඍ生物学ڥ؀ݶۃ ̏ ̎

બ୒ඞ修 #3$303 ߬ૉ޻学 ̏ ̎

生໋ڥ؀�
ίʔε

બ୒ඞ修 1)5106 理学ྙڥ؀ ̍ ̎

બ୒ඞ修 &$&201 生໋ڥ؀科学 ̎ ̎

બ୒ඞ修 .5&201 生物学ࢠ分ڥ؀ ̎ ̎

બ୒ඞ修 &)1301 生ଶಟੑ学 ̏ ̎

બ୒ඞ修 &&4301 生ଶ੍ޚ学 ̏ ̎

બ　　୒

બ୒ 1):103 物理ᶗ ̍ ̎

બ୒ 1):104 物理ᶘ ̍ ̎

બ୒ 4&1101 地学ᶗ ̍ ̎

બ୒ "-(101 ඍ分ੵ分学 ̍ ̎

બ୒ #""101 解ੳ学 ̍ ̎

બ୒ #".101 人体のߏ଄と機能 ̍ ̎

બ୒ %&#102 発生・࠶生生物学 ̍ ̎

બ୒ #"#103 基礎生物学演習 ̍ ̍

બ୒ #4$104 基礎化学演習 ̍ ̍

બ୒ 4&1201 地学ᶘ ̎ ̎

બ୒ (-(201 地学֓論（実ݧをؚむ） ̎ ̎

બ୒ 451201 生物学ݹ ̎ ̎

બ୒ 454101 ਺理統計学 ̎ ̎

બ୒ "-(201 ઢܗ਺学 ̎ ̎

બ୒ &&3201 ਫॲ理޻学 ̎ ̎

બ୒ 40$201 公֐๷ࢭ૯論 ̎ ̎

બ୒ &&3203 物؅理֓論ݥة ̎ ̎

બ୒ 1.#203 ২物科学 ̎ ̎

બ୒ 1.#204 ২物分ࢠӫ養学 ̎ ̎

બ୒ &43201 地ڥ؀ٿ学 ̎ ̎

બ୒ #1$201 物理化学 ̎ ̎

બ୒ "1.201 ඍ生物生理学 ̎ ̎
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ଔ業
ཁ݅ ۠　　分 ඞ修ʗબ୒ 科目�

φϯόϦϯά 科　　　目　　　໊ ഑当学年 ୯Ґ਺

専
門
科
目
（
90
単
位
以
上
）

બ　　୒

બ୒ '04202 ৯඼化学 ̎ ̎

બ୒ )1)201 公ऺӴ生学 ̎ ̎

બ୒ '44301 ߳হ඼化学 ̏ ̎

બ୒ &&3301 安全・ة機؅理学 ̏ ̎

બ୒ &&3303 ഇਫॲ理γεςϜ学 ̏ ̎

બ୒ &$&302 ΞετϩόΠΦϩδʔ ̏ ̎

બ୒ '04307 ৯඼安全学 ̏ ̎

બ୒ '04303 )"$$1論 ̏ ̎

બ୒ #4#301 ೴科学 ̏ ̎

બ୒ /(/301 神ܦ科学 ̏ ̎

બ୒ %&#301 生৩生物学 ̏ ̎

બ୒ #3$301 ౶࠯科学 ̏ ̎

બ୒ #*0301 ์ࣹઢ生物学 ̏ ̎

બ୒ #3$302 ϝσΟΧϧόΠΦςΫϊϩδʔ ̏ ̎

教 ৬ 科 目

&%6103 教৬֓論 ̍ ̎

&%6104 教育学֓論 ̍ ̎

&%6101 教育の੍౓とܦӦ ̍ ̎

&%1201 教育心理学 ̎ ̎

&%6102 教育課ఔ論 ̍ ̎

&44303 理科指ಋ法ᶘ̖ ̏ ̎

&44304 理科指ಋ法ᶘ̗ ̏ ̎

&44301 理科指ಋ法ᶗ̖ ̏ ̎

&44302 理科指ಋ法ᶗ̗ ̏ ̎

&%6204 ಓ徳教育論 ̎ ̎

&%6203 ಛผ活動の理論と方法 ̎ ̎

&%6201 教育方法論（情ใ機ٴثͼ教ࡐの活用をؚむ） ̎ ̎

&%6202 生ె指ಋ論（進࿏指ಋ論をؚむ） ̎ ̎

&%1202 教育૬ஊ ̎ ̎

&%6401 教৬実ફ演習 ̐ ̎

&44401 教育実習ᶗ（事前・事後指ಋをؚむ） ̐ ̑

&44402 教育実習ᶘ（事前・事後指ಋをؚむ） ̐ ̏
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2013年度以降入学生用

生命科学部応用生物科学科　教育課程表

１ ２ ３ ４
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

基

　
　
　盤

　
　
　教

　
　
　育

　
　
　科

　
　
　目

　
　
　
　
　（20）

共

　
　通

　
　教

　
　養

　
　科

　
　目

哲学・思想 
（４）

井上円了と東洋大学 ２ 生命倫理 ２ 哲学入門 ２

生命論 ２ 生命哲学 ２ スポーツ哲学 ２

自然・
環境・
生命　 
（４）

ライフサイエンス基礎Ⅰ １

ライフサイエンス基礎Ⅱ １

ライフサエインス基礎Ⅲ １

現代生物学 ２ 科学技術論 ２ 生命科学史 ２

現代化学 ２ 情報処理基礎 ２ 数学の世界 ２

現代物理 ２ 情報処理演習 ２

日本と世界の
文化・歴史

異文化コミュニケーション ２ 文化人類学入門 ２ 中国語で学ぶ「中国食文化」 ２

欧米の文学と文化 ２

現代・社会

経済学入門 ２ 日本国憲法 ２ 心理学 ２ 産官学連携概論 ２

人文地理学入門 ２ 社会学入門 ２ 異文化と社会事情 ２ スポーツ社会学 ２

政治学入門 ２ 法学入門 ２ ソーシャルサーベイ概論 ２

スポーツ
と健康

スポーツと健康Ⅰ ２ スポーツの理論と実際Ⅲ（陸上） １

スポーツと健康Ⅱ ２ スポーツの理論と実際Ⅳ（水泳） １

スポーツの理論と実際ⅠＡ（テニス） １ スポーツの理論と実際Ⅴ（武道） １

スポーツの理論と実際ⅠＢ（バレーボール） １ スポーツの理論と実際Ⅵ（器械運動） １

スポーツの理論と実際ⅡＡ（サッカー） １

スポーツの理論と実際ⅡＢ（バスケットボール） １

総　　合 総合Ⅰ ２ 総合Ⅱ ２ レポート記述法 ２

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　（６）

必修 
（４）

英語Ⅰ １

英語Ⅱ １

英語コミュニケーションⅠ １

英語コミュニケーションⅡ １

選択
必修 

（２）

TOEIC演習 １＊１

英語スピーチ＆プレゼンテーション １＊１

イングリッシュ・プラクティス １＊１

英語上級Ⅰ １

英語上級Ⅱ １

中国語Ⅰ １ ハングルⅠ １ フランス語Ⅰ １ スペイン語Ⅰ １

中国語Ⅱ １ ハングルⅡ １ フランス語Ⅱ １ スペイン語Ⅱ １

社会人基礎科目 キャリアデザインⅠ ２ キャリアデザインⅡ ２

留
学
支
援
科
目

英
語
特
別

教
育
科
目

Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ ２

Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ ２

日
本
語
科
目

Integrated Japanese Ⅰ ５ Japanese Reading and Composition Ⅰ ２ Kanji Literacy Ⅰ １

Integrated Japanese Ⅱ ５ Japanese Reading and Composition Ⅱ ２ Kanji Literacy Ⅱ １

Project Work Ⅰ １ Japanese Listening Comprehension Ⅰ １ Japanese Culture Ⅰ １

Project Work Ⅱ １ Japanese Listening Comprehension Ⅱ １ Japanese Culture Ⅱ １

－ 60 －

ライフサイエンス基礎Ⅲ

2015年度入学生用

English for Academic Purposes A Listening/Speaking ２ 　

English for Academic Purposes B Reading/Writing ２　
Pre-Study Abroad College Study Skills 1 ＊ 1　 Pre-Study Abroad Basic Academic Writing 1 ＊ 1　

Pre-Study Abroad Academic Essay Writing 1 ＊ 1　

－ 42 －

1 2 3 4
त業科目 य़�ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ

基
　
　
　
盤
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目
　
　
　
　
　
(24)

共
　
　
通
　
　
教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

哲学・思想�
（̐）

井上円了と東洋大学 ̎ 生໋ྙ理 ̎ 哲学入໳ ̎ 生໋哲学 ̎
生໋論 ̎

学問の基礎�
（̐）

現代生物学 ̎ 学入໳ࡁܦ ̎ ਺学の世界 ̎ εϙʔπ社会学 ̎
現代化学 ̎ 人文地理学入໳ ̎ 法学入໳ ̎ ৯と݈߁ ̎
現代物理 ̎ 政治学入໳ ̎ 心理学 ̎ 文化人ྨ学入໳ ̎
科学ٕ術論 ̎ 社会学入໳ ̎ 生໋科学史 ̎

国ࡍ人の
成ܗ

ҟ文化ίϛϡχέʔγϣϯ ̎ ҟ文化と社会事情 ̎ ӳޠϏδωε実຿ ̎ 日本の৯文化 ̎
欧米の文学と文化 ̎ ιʔγϟϧαʔϕΠ֓論 ̎
୹期ւ֎ϑΟʔϧυϫʔΫ ̍ ւ֎文化ݚ修 ̎ ཹ学のすすめ ̎ 国ࡍΩϟϦΞ֓論 ̎
ւ֎ݚ修ᶗ ̎ ւ֎ݚ修ᶘ ̎ ւ֎実習ᶗ ̎ ւ֎実習ᶘ ̎
୹期ւ֎ݚ修ᶗ ̍ ୹期ւ֎ݚ修ᶘ ̍ ୹期ւ֎ݚ修ᶙ ̍ ୹期ւ֎ݚ修ᶚ ̍
୹期ւ֎実習ᶗ ̍ ୹期ւ֎実習ᶘ ̍ ୹期ւ֎実習ᶙ ̍ ୹期ւ֎実習ᶚ ̍

ΩϟϦΞ・�
市ຽܗ成

εϙʔπ݈߁科学実ٕᶗ ̍ εϙʔπ݈߁科学実ٕᶘ ̍ εϙʔπ݈߁科学実ٕᶙ ̍ εϙʔπ݈߁科学実ٕᶚ ̍
εϙʔπと݈߁ᶗ ̎ εϙʔπと݈߁ᶘ ̎
日本国ݑ法 ̎ ςΫχΧϧϥΠςΟϯά ̎ ΞΧσϛοΫϥΠςΟϯά ̎
情ใॲ理基礎 ̎ 情ใॲ理演習 ̎ 論֓ܞ学࿈׭࢈ ̎
ΩϟϦΞσβΠϯᶗ ̎ ΩϟϦΞσβΠϯᶘ ̎

૯߹・学ࡍ ૯߹ᶗ ̎ ૯߹ᶘ ̎ ૯߹ᶙ ̎ ૯߹ᶚ ̎

外
国
語
系
教
育
科
目

ඞ修�
（̒）

*OUFHSBM�&OHMJTIᶗ ̍ *OUFHSBM�&OHMJTIᶙ ̍
*OUFHSBM�&OHMJTIᶘ ̍ *OUFHSBM�&OHMJTIᶚ ̍
&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶗ ̍
&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶘ ̍

બ୒

˔日本ޠᶗ ̍ "QQMJFE�&OHMJTIᶗ ̍
˔日本ޠと日本社会 ̍ "QQMJFE�&OHMJTIᶘ� ̍

50&*$�'PVOEBUJPO ̍ˎ̍
˔日本ޠᶘ ̍
˔日本ޠと日本文化 ̍

中国ޠᶗ ̍ ϋϯάϧᶗ ̍ ϑϥϯεޠᶗ ̍ εϖΠϯޠᶗ ̍
中国ޠᶘ ̍ ϋϯάϧᶘ ̍ ϑϥϯεޠᶘ ̍ εϖΠϯޠᶘ ̍

留
学
支
援
科
目

英
語
特
別�

教
育
科
目

&OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�"��-JTUFOJOH�4QFBLJOH ̎ &OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT�#�3FBEJOH�8SJUJOH ̎
1SF�4UVEZ�"CSPBE�$PMMFHF�4UVEZ�4LJMMT� ̍ˎ̍ 1SF�4UVEZ�"CSPBE�#BTJD�"DBEFNJD�8SJUJOH� ̍ˎ̍
1SF�4UVEZ�"CSPBE�"DBEFNJD�&TTBZ�8SJUJOH� ̍ˎ̍ #VTJOFTT�&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPO ̎ˎ̎

日
本
語
科
目

（日本文化科目・ޠ定校ฒͼに*4&1Ճໍ大学౳からのཹ学生にରする日本ڠ）
*OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶗ ̐ *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶘ ̐ *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶙ � *OUFHSBUFE�+BQBOFTF�ᶚ ̐
+BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶗ ̍ +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶘ ̍
+BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶙ ̍ +BQBOFTF�3FBEJOH�BOE�$PNQPTJUJPO�ᶚ ̍
+BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶗ ̍ +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶘ ̍
+BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶙ ̍ +BQBOFTF�-JTUFOJOH�$PNQSFIFOTJPO�ᶚ ̍
,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶗ ̍ ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶘ ̍ ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶙ � ,BOKJ�-JUFSBDZ�ᶚ ̍
1SPKFDU�8PSL�ᶗ ̍ 1SPKFDU�8PSL�ᶘ ̍ 1SPKFDU�8PSL�ᶙ � 1SPKFDU�8PSL�ᶚ ̍
+BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�" ̎ +BQBOFTF�$VMUVSF�BOE�4PDJFUZ�# ̎
*OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�" ̎ *OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOPMPHZ�# ̎

˞˔が෇いている科目は֎国人ཹ学生のみཤ修Մ能です。

����
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2013年度以降入学生用

生命科学部応用生物科学科　教育課程表

１ ２ ３ ４
授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋 授業科目 春 秋

基

　
　
　盤

　
　
　教

　
　
　育

　
　
　科

　
　
　目

　
　
　
　
　（20）

共

　
　通

　
　教

　
　養

　
　科

　
　目

哲学・思想 
（４）

井上円了と東洋大学 ２ 生命倫理 ２ 哲学入門 ２

生命論 ２ 生命哲学 ２ スポーツ哲学 ２

自然・
環境・
生命　 
（４）

ライフサイエンス基礎Ⅰ １

ライフサイエンス基礎Ⅱ １

ライフサエインス基礎Ⅲ １

現代生物学 ２ 科学技術論 ２ 生命科学史 ２

現代化学 ２ 情報処理基礎 ２ 数学の世界 ２

現代物理 ２ 情報処理演習 ２

日本と世界の
文化・歴史

異文化コミュニケーション ２ 文化人類学入門 ２ 中国語で学ぶ「中国食文化」 ２

欧米の文学と文化 ２

現代・社会

経済学入門 ２ 日本国憲法 ２ 心理学 ２ 産官学連携概論 ２

人文地理学入門 ２ 社会学入門 ２ 異文化と社会事情 ２ スポーツ社会学 ２

政治学入門 ２ 法学入門 ２ ソーシャルサーベイ概論 ２

スポーツ
と健康

スポーツと健康Ⅰ ２ スポーツの理論と実際Ⅲ（陸上） １

スポーツと健康Ⅱ ２ スポーツの理論と実際Ⅳ（水泳） １

スポーツの理論と実際ⅠＡ（テニス） １ スポーツの理論と実際Ⅴ（武道） １

スポーツの理論と実際ⅠＢ（バレーボール） １ スポーツの理論と実際Ⅵ（器械運動） １

スポーツの理論と実際ⅡＡ（サッカー） １

スポーツの理論と実際ⅡＢ（バスケットボール） １

総　　合 総合Ⅰ ２ 総合Ⅱ ２ レポート記述法 ２

文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　（６）

必修 
（４）

英語Ⅰ １

英語Ⅱ １

英語コミュニケーションⅠ １

英語コミュニケーションⅡ １

選択
必修 

（２）

TOEIC演習 １＊１

英語スピーチ＆プレゼンテーション １＊１

イングリッシュ・プラクティス １＊１

英語上級Ⅰ １

英語上級Ⅱ １

中国語Ⅰ １ ハングルⅠ １ フランス語Ⅰ １ スペイン語Ⅰ １

中国語Ⅱ １ ハングルⅡ １ フランス語Ⅱ １ スペイン語Ⅱ １

社会人基礎科目 キャリアデザインⅠ ２ キャリアデザインⅡ ２

留
学
支
援
科
目

英
語
特
別

教
育
科
目

Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ ２

Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ ２

日
本
語
科
目

Integrated Japanese Ⅰ ５ Japanese Reading and Composition Ⅰ ２ Kanji Literacy Ⅰ １

Integrated Japanese Ⅱ ５ Japanese Reading and Composition Ⅱ ２ Kanji Literacy Ⅱ １

Project Work Ⅰ １ Japanese Listening Comprehension Ⅰ １ Japanese Culture Ⅰ １

Project Work Ⅱ １ Japanese Listening Comprehension Ⅱ １ Japanese Culture Ⅱ １

－ 60 －

ライフサイエンス基礎Ⅲ

2015年度入学生用

English for Academic Purposes A Listening/Speaking ２ 　

English for Academic Purposes B Reading/Writing ２　
Pre-Study Abroad College Study Skills 1 ＊ 1　 Pre-Study Abroad Basic Academic Writing 1 ＊ 1　

Pre-Study Abroad Academic Essay Writing 1 ＊ 1　

－ 42 －

1 2 3 4
त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ त業科目 य़ ळ

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目
　
　
（90）

ඞ　修�
（36）

基礎生物学 ̎ 生化学ᶗ ̎ 応用生物科学ಛผ講義 ̎ 応用生物科学ྠ講ᶘ ̎ˎ̎
基礎化学 ̎ 生化学ᶘ ̎ 応用生物科学ྠ講ᶗ ̎ 応用生物科学ྠ講ᶙ ̎ˎ̎
分ੳ化学 ̎ 分ࢠ生物学ᶗ ̎ ଔ業ڀݚᶗ ̐ˎ̐
༗機化学 ̎ 分ࢠ生物学ᶘ ̎ ଔ業ڀݚᶘ ̐ˎ̐
応用生物科学ং論 ̎ ଔ業論文 ̎ˎ̎

選
　
　
　
択
　
　
　
必
　
　
　
修
　
　
（40）

学生実習�
（15）

化学実ݧ ̏ 生物学実ݧ ̏ 分ࢠ生物学実ݧ ̏
物理実ݧ ̏ 生化学実ݧ ̏
όΠΦςΫϊϩδʔ実ݧ ̏

専໳ڞ通�
（15）

基礎਺学 ̎ ༀ物生体࡞用学 ̎ 演習ࣨڀݚ ̐
生物統計学 ̎ 地域࢈業論 ̎ 機ث分ੳ ̎
生ଶ学 ̎ 修෮学ڥ؀ ̎ 先୺Ҩ఻޻ࢠ学 ̎
生物資ݯ科学 ̎ 科学߁݈ڥ؀ ̎ όΠΦΤωϧΪʔ ̎
ແ機化学 ̎ ඍ生物学体ݧ実習 ̍ 知的࢈ࡒॴ༗ݖ法 ̎
ٕ術ྙ理 ̎ ໺֎ϑΟʔϧυ実習 ̍ 実຿ݚ修 ̎

ϥΠϑαΠΤϯεӳޠ ̎

コ
　
ー
　
ス
　
必
　
修
　
（10）

応用
動物

動物生理学 ̎ ๔生物学ࡉ ̎ පଶ生理学 ̎
学޻๔ࡉ ̎ 動物όΠΦςΫϊϩδʔ ̎

২物資ݯ�
ར用

২物生理学 ̎ ২物代ँ化学 ̎ ২物Ҩ఻育छ学 ̎
২物機能ར用学 ̎ ২物όΠΦςΫϊϩδʔ ̎

ඍ生物
ར用

ඍ生物学 ̎ ඍ生物ར用学 ̎ ඍ生物学ڥ؀ݶۃ ̎
ඍ生物学ڥ؀ ̎ ߬ૉ޻学 ̎

生໋
ڥ؀

理学ྙڥ؀ ̎ 生໋ڥ؀科学 ̎ 生ଶಟੑ学 ̎
生物学ࢠ分ڥ؀ ̎ 生ଶ੍ޚ学 ̎

選
　
　
　
　
　
択

物理ᶗ ̎ 地学ᶘ ̎ ߳হ඼化学 ̎
物理ᶘ ̎ 地学֓論（実ݧをؚむ） ̎ 安全・ة機؅理学 ̎
地学ᶗ ̎ 生物学ݹ ̎ ഇਫॲ理γεςϜ学 ̎
ඍ分ੵ分学 ̎ ਺理統計学 ̎ ΞετϩόΠΦϩδʔ ̎
解ੳ学 ̎ ઢܗ਺学 ̎ ৯඼安全学 ̎
人体のߏ଄と機能 ̎ ਫॲ理޻学 ̎ )"$$1論 ̎
発生・࠶生生物学 ̎ 公֐๷ࢭ૯論 ̎ ೴科学 ̎
基礎生物学演習 ̍ 物؅理֓論ݥة ̎ 神ܦ科学 ̎
基礎化学演習 ̍ ২物科学 ̎ 生৩生物学 ̎

২物分ࢠӫ養学 ̎ ౶࠯科学 ̎
地ڥ؀ٿ学 ̎ ์ࣹઢ生物学 ̎
物理化学 ̎ ϝσΟΧϧόΠΦςΫϊϩδʔ ̎
ඍ生物生理学 ̎
৯඼化学 ̎
公ऺӴ生学 ̎

˞ˎҹはय़学期ŋळ学期ともに開講している科目です。
˞開講学期はมߋとなる場߹があります。
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応用生物科学科の開์ྖ域
（他学部他学科）

ʜʜ生໋科学部生໋科学科・৯ڥ؀科学部৯ڥ؀科学科の専໳科目（実
演習・ଔ業論文をআく）で応用生物科学科の学生がཤ修Մ能な科目・ݧ

ɹ����೥౓Ҏ߱ೖ学ੜ༻

１ ２ ３ ４
त 業 科 目 त 業 科 目 त 業 科 目 त 業 科 目

生໋科学部　生໋科学科　　専 ໳ 科 目
生物༗機化学 Ҩ఻޻ࢠ学

ήϊϜΠϯϑΥϚςΟΫε
基礎ඍ生物学 生理学

২物生化学
২物ڥ؀生理学
真֩ඍ生物学

৯ڥ؀科学部　৯ڥ؀科学科　　専 ໳ 科 目
ϑʔυίʔσΟωʔτ論 ৯඼ྲྀ通ࡁܦ論

ϑʔυΤϯδχΞϦϯά
৯඼物ੑ論
৯育論
ຯとχΦΠの科学

৯඼ఴՃ物֓論
ϚʔέςΟϯά入໳
εύΠεの科学
৯඼Ճ޻ஷଂ学
ιϜϦΤ講座

˞開์ྖ域（他学部他学科）についてはɼཤ修ొ録期間಺に以Լのखॱでਃ੥を行ってください。
ᾜ）ਃ੥ॻのμ΢ϯϩʔυ
　　5PZP/FU�(�からμ΢ϯϩʔυできます。
ᾝ）ਃ੥ॻの࡞成
ᾞ）ਃ੥ॻ・ཤ修ొ録確ೝදの提ग़
　　ਃ੥ॻはཤ修ొ録確ೝදとڞに履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください（ซせてɼ学生本人が8FC上でొ

録するඞཁがあります）。
ᾟ）ཤ修ొ録の確ೝ
　　൘૔事຿課が指定する期間にɼਃ੥した科目がొ録されているかඞず確ೝしてください。ਃ੥がڐՄされなかった場߹
はཤ修ొ録の修正がՄ能です。
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Ⅱ　生命科学部　　　　　　
　　　　　学生支援プログラム

１．英語単位認定制度

２．SCAT

３．大学院開講科目履修制度

４．成績優秀者表彰制度

５．聴講制度
　　（1）群馬県内単位互換科目
　　（2）放送大学

６．実務研修

７．学外実習（生命科学科のみ）

１．英語単位認定制度

２．LEAP

３．Toyo Global Leader（TGL）プログラム

４．学内留学プログラム　SCINE

５．大学院開講科目履修制度

６．成績優秀者表彰制度

７．聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）

８．実務研修

９．学外実習（生命科学科のみ）

４．大学院開講科目履修制度

５．成績優秀者表彰制度

６．聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）

７．実務研修

８．学外実習（生命科学科のみ）

２．LEAP（Learning English for Academic Purposes）



̍ɽର৅学ੜ

̎ɽ੍౓のझࢫ

̏ɽ୯Ґೝఆج४

̐ɽ֨ࢿのऔಘظ೔ʹ͍ͭͯ

̑ɽਃ੥࣌ఏग़ॻྨ

̒ɽਃ੥ؒظ

̓ɽ੒੷ධՁ

̔ɽ学ظΛ௒͑ͨਃ੥ʹͭ
͍ͯ

̕ɽ௥Ճਃ੥ʹ͍ͭͯ

　生໋科学部に在੶する学生

　ඞ修科目΁のग़੮が໔আされることによってۭいた時間をɼさらに上ڃのϨϕϧ

を目指したӳޠ学習にॆ当してもらうことを目的とした੍౓です。

　取ಘ資֨に応͡てɼ以Լの基४によりೝ定する。

資֨の
छྨ ӳݕ 国࿈ӳݕ 50&*$

（*1ؚむ）
50&'-
（1#5・*51）

50&'-
（J#5） ೝ定科目と୯Ґ਺

ೝ定基४ ४̍ڃ以上 以上ڃ" 990ʙ645 677ʙ520 120ʙ68 Լه科目のうͪ̐科目̐୯Ґ
ڃ̎ ڃ# 644ʙ495 519ʙ467 67ʙ51 Լه科目のうͪ̎科目̎୯Ґ

　ˎೝ定ର৅科目ɿ&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPO�ᶗ（̍୯Ґ）ɼ

　　　　　　　　　&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPO�ᶘ（̍୯Ґ）ɼ

　　　　　　　　　*OUFHSBM�&OHMJTI�ᶙ（̍୯Ґ）ɼ*OUFHSBM�&OHMJTI�ᶚ（̍୯Ґ）ɼ

　　　　　　　　　"QQMJFE�&OHMJTI�ᶗ（̍୯Ґ）ɼ"QQMJFE�&OHMJTI�ᶘ（̍୯Ґ）

　ਃ੥日より૎って̎年以಺にೝ定された資֨をର৅とします。

　̰ɽ生໋科学部・৯ڥ؀科学部　ӳޠ୯Ґೝ定ਃ੥ॻ

　̱ɽ֤ݕ定ݧࢼのείΞίϐʔɼείΞϨϙʔτɼείΞೝ定ॻɼ߹֨証ॻɼࢼ

Ռ通知など݁ݧ

　֤学期のཤ修ొ録期間中（ৄࡉはࣔܝ）

　ˎなおɼਃ੥した科目についてはཤ修ొ録を行わないでください。

　（೥ؒཤम੍ݶ୯Ґʹ͸ؚ·Ε·ͤΜ）。

　ධ価は֤学部教त会の承ೝをಘて「̩」（5SBOTGFS）とします。

　୯Ґೝ定はਃ੥学期に開講している科目がର৅です。よってɼひとつの資֨によ

る୯Ґೝ定がෳ਺学期にわたる場߹ɼ学期͝とにਃ੥を行わなければなりません。

ᶃ本੍౓により୯Ґೝ定を受けたのͪɼ新たに上ڃの資֨を取ಘ場߹にはɼ࠶౓୯

Ґೝ定をਃ੥することができます。その場߹は以前にೝ定された୯Ґをࠩし引

きɼ૿Ճ分を௥Ճでೝ定します。（つまりɼӳڃ̎ݕによって̎୯Ґをೝ定され

ている場߹ɼその後४̍ڃを取ಘしてもɼ̐୯Ґのೝ定をਃ੥することはできま

せん。その場߹は̎ڃによってೝ定を受けた̎୯Ґ分をࠩし引いた̎୯Ґがೝ定

されます。）

ᶄಉ一のೝ定基४においてೝ定する୯Ґは一౓ݶりとしɼ他の資֨を取ಘしても

௥Ճਃ੥はできません。（つまりɼӳڃ̎ݕによって̎୯Ґをೝ定された場߹ɼ

50&*$の644点を取ಘしてもɼ新たに̎୯Ґのೝ定をਃ੥することはできません。）

１．英語単位認定制度
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２．LEAP （Learning English for Academic Purposes）
　L

リ ー プ

EAPは，将来海外留学を目指す学生を主な対象とし，留学に必要な英語力を習

得することを目標とした英語プログラムです。受講するためには，ある程度の英語

力が求められます（TOEFL420点以上が目安）。履修修得した単位は，卒業単位に

認められます。

　LEAPは大きくEAPとPSAに分かれます。

　（１） EAP（English for Academic Purposes）

　　　 　リーディング／ライティング（週２コマ），リスニング／スピーキング（週

２コマ）の技能ごとに，科目の内容が分かれています。

　（２）  PSA（Pre-Study Abroad）

　　　 　すでに留学が決まっている学生あるいはTOEFLで高得点を取得している

学生（TOEFL500点以上が目安）が受講可能です。留学先での勉学や学生生

活をより実り多いものとするために必要なスキルを学ぶための留学準備コー

スです。

３．Toyo Global Leader（TGL）プログラム
　2014年，「スーパーグローバル大学創成支援　タイプB（グローバル化牽引型）」に，

本学の構想「Toyo Global Diamonds―グローバルリーダーの集うアジアのハブ大

学を目指して」が採択されました。この構想では，さまざまな改革を推し進め，多

くの学生がグローバル人材として成長していくことを支援する教育を実践していき

ます。その一環として開始されたのが，全学横断型のTGLプログラムです。

　TGLプログラムは，グローバル人材として「異文化環境における英語運用表現

能力」，「文化的な価値創造能力」，「異文化環境における課題解決能力」の３要素を

強化して頂くことを目的としています。これらの目的に沿って，「Gold」「Silver」

「Bronze」と異なる認定要件を設定し，各学生の実施状況に応じてそれぞれのラン

クで認定し，Toyo Global Leaderとしての認定書を付与します。

　

　本プログラムは2014年度入学生より対象となります。

　１． TGLプログラムのね

らい

　２．対象

－ 47 －

　5(-ϓϩάϥϜはɼ東洋大学生が国಺֎で活༂できるάϩʔόϧ人ࡒとなるた

めにɼ「ҟ文化ڥ؀におけるӳޠӡ用ද現能力」ɼ「文化的な価値創଄能力」ɼ「ҟ文

化ڥ؀における課題解ܾ能力」の̏ཁૉを強化することを目的としています。こ

れらの目的にԊってɼ「(PME」「4JMWFS」「#SPO[F」のϥϯΫ͝とにೝ定ཁ݅を定めɼ

֤ཁ݅をຬたした学生を5PZP�(MPCBM�-FBEFSとしてೝ定します。

　ԼهのとおりɼϥϯΫ͝とにೝ定ཁ݅が設定されています。

ೝ定ཁ݅ 5(-�(PME 5(-�4JMWFS 5(-�#SPO[F

（̍）ӳޠ能力（50&*$�） 730点 590点 なし

（̎）֎国ޠによるत業科目の修ಘ 40୯Ґ 20୯Ґ 10୯Ґ

（̏）ӳޠでのଔ業論文౳ࣥච ඞਢ ਪ঑ ਪ঑

（̐）ւ֎ཹ学・Πϯλʔϯγοϓ ඞਢ どͪらか
をඞਢ

ਪ঑

（̑）ւ֎ΞΫςΟϏςΟ ඞਢ ਪ঑

（̒）東洋άϩʔόϧϦʔμʔΩϟϯϓ ඞਢ（ӡӦ） ඞਢ（ࢀՃ） ඞਢ（ࢀՃ）

（̓）5PZP�(MPCBM（5(）ϙΠϯτ 30ϙΠϯτ 20ϙΠϯτ 10ϙΠϯτ

̍ɽೝఆཁ݅

２．LEAP （Learning English for Academic Purposes）
　L

リ ー プ

EAPは，将来海外留学を目指す学生を主な対象とし，留学に必要な英語力を習

得することを目標とした英語プログラムです。受講するためには，ある程度の英語

力が求められます（TOEFL420点以上が目安）。履修修得した単位は，卒業単位に

認められます。

　LEAPは大きくEAPとPSAに分かれます。

　（１） EAP（English for Academic Purposes）

　　　 　リーディング／ライティング（週２コマ），リスニング／スピーキング（週

２コマ）の技能ごとに，科目の内容が分かれています。

　（２）  PSA（Pre-Study Abroad）

　　　 　すでに留学が決まっている学生あるいはTOEFLで高得点を取得している

学生（TOEFL500点以上が目安）が受講可能です。留学先での勉学や学生生

活をより実り多いものとするために必要なスキルを学ぶための留学準備コー

スです。

３．Toyo Global Leader（TGL）プログラム
　2014年，「スーパーグローバル大学創成支援　タイプB（グローバル化牽引型）」に，

本学の構想「Toyo Global Diamonds―グローバルリーダーの集うアジアのハブ大

学を目指して」が採択されました。この構想では，さまざまな改革を推し進め，多

くの学生がグローバル人材として成長していくことを支援する教育を実践していき

ます。その一環として開始されたのが，全学横断型のTGLプログラムです。

　TGLプログラムは，グローバル人材として「異文化環境における英語運用表現

能力」，「文化的な価値創造能力」，「異文化環境における課題解決能力」の３要素を

強化して頂くことを目的としています。これらの目的に沿って，「Gold」「Silver」

「Bronze」と異なる認定要件を設定し，各学生の実施状況に応じてそれぞれのラン

クで認定し，Toyo Global Leaderとしての認定書を付与します。

　

　本プログラムは2014年度入学生より対象となります。

　１． TGLプログラムのね

らい

　２．対象

－ 47 －

　-
㈬ ㉃ ㈙

&"1はɼকདྷւ֎ཹ学を目指す学生を主なର৅としɼཹ学にඞཁなӳޠ力を習

ಘすることおよͼ50&'-のείΞΞοϓを目ඪとしたӳޠϓϩάϥϜです。त業

はӳޠで行われるためɼ಺༰を理解しɼ学修౸ୡ目ඪをୡ成するためにはɼある

ఔ౓のӳޠ力がٻめられます。（50&'-�*51400点以上が目安）。修ಘした୯Ґはɼ

ଔ業୯Ґにೝめられます。

　-&"1は大きく&"1と14"に分かれます。

　（̍）�&"1（&OHMJTI�GPS�"DBEFNJD�1VSQPTFT）

　　　　ϦʔσΟϯάʗϥΠςΟϯά（ि̎ίϚ）ɼϦεχϯάʗεϐʔΩϯά（ि

̎ίϚ）のٕ能͝とにɼ科目の಺༰が分かれています。

　（̎）�14"（1SF�4UVEZ�"CSPBE）

　　　　すでにཹ学がܾまっている学生あるいは50&'-でߴಘ点を取ಘしている

学生（50&'-�*51500点以上が目安）が受講Մ能です。ཹ学先での勉学や

学生生活をより実り多いものとするためにඞཁなεΩϧを学Ϳためのཹ学४

උίʔεです。
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̎ɽೝఆཁ݅ʹ͍ͭͯ （̍）ӳޠ能力

　　　　ӳޠ資֨ݧࢼのείΞによりೝ定します。50&*$�（公開ςετおよͼ

*1ςετ）の΄かɼ50&'-�J#5�ɼ50&'-�*51�ɼ*&-54äのείΞを

50&*$�είΞにࢉ׵します。なおɼείΞは在学中に受ݧしたものにݶり

ます。

（̎）֎国ޠによるत業科目の修ಘ

　　　　開講言ޠが֎国ޠのत業科目およͼ基൫教育のޠ学科目の修ಘ୯Ґ਺をՃ

していきます。またɼւ֎ཹ学やւ֎Πϯλʔϯγοϓ౳によりೝ定されࢉ

た科目の୯Ґ਺もՃࢉできます。

（̏）ӳޠでのଔ業論文౳ࣥච

　　　　ࣥච言ޠを問わずଔ業論文౳（指ಋ教һがೝめるもの）をࣥචした場߹ɼ

ॴ定のϑΥʔϚοτでӳ文ཁࢫを提ग़することでೝ定します。

（̐）ւ֎ཹ学・Πϯλʔϯγοϓ

　　　　ւ֎での活動が࿈続で̏ि間（現地入国からग़国までが21日間）以上のཹ

学やΠϯλʔϯγοϓをର৅とします。大学で開࠵しているϓϩάϥϜの΄

かɼ学֎機関が主࠵するϓϩάϥϜも活動಺༰౳によりର৅となります。な

おɼ୯Ґೝ定の༗ແは問いません。

（̑）ւ֎ΞΫςΟϏςΟ

　　　　上ه（̐）に֘当しないɼւ֎での活動が࿈続で̍ि間（現地入国からग़

国までが̓日間）以上のཹ学ɼݚ修ɼΠϯλʔϯγοϓɼϘϥϯςΟΞ౳の

活動をର৅とします。大学で開࠵しているϓϩάϥϜの΄かɼ学֎機関が主

するϓϩάϥϜも活動಺༰౳によりର৅となります。なおɼ୯Ґೝ定の༗࠵

ແは問いません。

（̒）東洋άϩʔόϧϦʔμʔΩϟϯϓ

　　　　本学で実ࢪする「東洋άϩʔόϧϦʔμʔΩϟϯϓ」΁のࢀՃ（またはӡ

ӦνʔϜとしてのࢀՃ）によりೝめられます。

（̓）5PZP�(MPCBM（5(）ϙΠϯτ

　　　　国಺֎の国ྲྀަࡍ活動（ւ֎ཹ学ɼΠϯλʔϯγοϓɼϘϥϯςΟΞɼ国

ՃがϙΠϯτのର৅となりࢀ学講座౳΁のޠ֎γϯϙδ΢Ϝ౳）およͼ課ࡍ

ます。ϙΠϯτは֤活動期間に応͡て෇与します。

˔˔は5PZP/FU�"$&を確ೝしてくださいࡉৄ˔˔

　5PZP/FU�"$&にϩάΠϯ˰「50:0�(-0#"-�%*".0/%4（国ྲྀަࡍ情ใ）」

ίʔε˰「東洋άϩʔόϧϦʔμʔϓϩάϥϜ」

ʲ5(-ϓϩάϥϜの࢓૊Έʳ
　一౓の取り組みでෳ਺のೝ定ཁ݅に当てはまる場߹があります。
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ʻྫʼ

　東洋άϩʔόϧϦʔμʔΩϟϯϓにࢀՃした。

ೝ定ཁ݅ ݁　　Ռ

（̒）東洋άϩʔόϧϦʔμʔΩϟϯϓ ˰　ೝ定（ࢀՃ）　

（̓）5PZP�(MPCBM（5(）ϙΠϯτ ˰　̎ϙΠϯτ෇与

ʻྫʼ

。（550点をอ༗-'&50）ߤ学で̍年間ւ֎౉ཹ׵ަ　

　ཹ学先でӳޠによる専໳科目̑科目を修ಘɼ東洋大学で̑科目ʷ̎୯Ґʹ10୯Ґ

がೝ定された。

　またɼཹ学中̍ि間のϘϥϯςΟΞ活動にै事しɼ「୹期ւ֎実習」（̍୯Ґ）が

ೝ定された。

ೝ定ཁ݅ ݁　　Ռ

（̍）ӳޠ能力 ˰　ೝ定（50&*$730点にࢉ׵）

（̎）֎国ޠによるत業科目の修ಘ ˰　11୯ҐՃࢉ　　

（̐）ւ֎ཹ学・Πϯλʔϯγοϓ ˰　ཁ݅ΫϦΞ　　

（̑）ւ֎ΞΫςΟϏςΟ ˰　ཁ݅ΫϦΞ　　

（̓）5PZP�(MPCBM（5(）ϙΠϯτ ˰　35ϙΠϯτ෇与

ʲ5(-ϓϩάϥϜ໰͍߹Θͤઌʳ
　国ࡍ部　国ࡍ࿈ܞ本部事຿課（നࢁΩϟϯύε　̔߸館̍֊）

　5&-ɿ03ʵ3945ʵ7827

　&�NBJMɿNM�UHM!UPZP�KQ
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５．大学院開講科目履修制度
　生命科学部では，生命科学研究科との６年間一貫教育を推進しており，生命科学部学生に生命科学研究科で実施し

ている学術レベルの高度な科目を勉学する機会を与えることを目的として，４年生が大学院開講科目を履修できる 

「大学院開講科目履修制度」を導入しています。

　本制度の概要は次のとおりですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

（１）本制度は，生命科学部４年生が本学大学院生命科学研究科開講科目を履修で

きる制度です。

（２）本制度により修得した単位は，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入

学時に，所定の手続きをとることにより，大学院の単位として認定されます。

（３）本制度を利用できるのは，以下の項目を満たす者とします。

 　　（ア）本学部４年次に在学中であり，卒業研究を行っていること。

 　　（イ）本学部卒業後，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入学する予定

であること。

 　　（ウ）卒業研究担当教員の推薦があること。

 　　（エ）履修を希望する大学院開講科目担当教員の履修許可を得ていること。

（４）本制度で履修できる科目は，当該年度に博士前期課程で開講されている講義

科目です。

（５）本制度により履修する科目は，本学部の自由科目として取扱います。従っ 

て，卒業単位数に含めることはできません。また，本制度により履修する科

目は，年間履修単位数に含まれます。

（６）本制度により履修できる上限単位数は，第４年次在学中に合計10単位まで

とします。

（７）本制度により修得した成績評価は，学部の成績原簿・成績表・成績証明書に

記載されます。

　履修登録期間内に「大学院開講科目履修制度」申込用紙を板倉事務課窓口に提出

してください。申込用紙は履修登録期間内にToyoNet-Gからダウンロードできます。

６．成績優秀者表彰制度
　生命科学部では優秀な成績を修めた学生を表彰する制度があります。下記の基準

を満たす各学科・各学年の上位10名程度を「成績優秀者」として選出し，翌年度４

月のオリエンテーション時（４年生のみ卒業証書授与式時）に表彰します。

（成績優秀者選出基準）

　１年次―年間（当該年度）40単位以上修得

　２年次―年間（当該年度）38単位以上修得

　３年次―通算116単位以上修得（通算GPAの上位者）

　４年次―通算124単位以上修得（通算GPAの上位者）

　１）制度の概要

　２）申込手続き

－ 50 －

４．

５．

બ୒ඞ修科目はର৅֎となります。
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１．実務研修の概要

２．ガイダンスについて

３．実務研修の履修方法

　企業等の製造所・研究室，公的試験研究機関での実習を通して，講義と実社会

との関連を理解し，大学での授業では接することのできない産業界の現状，現場

における技術体験を通して，社会における物事の考え方を習得することを目的と

します。研修期間は夏季休暇期間中となり，研修後にはレポート提出及び報告会

を行います。

　実務研修については，春学期にガイダンスを実施しますので，履修希望者は必

ず出席してください。詳細は中央掲示板に掲示しますので，各自で必ず確認して

ください。

　実務研修の単位数は２単位です。実務研修の単位は，その学期で履修できる上

限単位数に含まれます（卒業に必要な単位として認められている単位のみ）。

　履修希望者は，３年次秋学期に必ず履修登録をしてください（別途「2013授業

時間割」を参照してください）。

　概要は次の通りですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

８．実務研修

　履修希望者は，３年次秋学期に必ず履修登録をしてください（別途「授業時間割

表」を参照してください）。

　※ GPA制度を適用し，当該年度のGPA2.5以上を考慮します。

　※ 同順位の場合は「S」及び「A」評価の科目合計を優先し，同数の場合は「S」

評価の科目数を優先します。

７．聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）
　群馬県内大学単位互換協定に基づき，平成17年度から下記の大学の授業科目（各

大学が指定する科目）を特別聴講生として聴講し，本学の単位として認定する制度

が実現しました。

　この制度を利用して下記の大学における聴講を希望する学生は，板倉事務課に申

し出て必要な手続きを行ってください。なお，聴講可能な科目等に関する資料およ

び手続きに必要な書類は板倉事務課にありますので，問い合わせてください。詳細

は科目登録の時期に掲示で告知します。

　　群馬県立女子大学　　　　　　　佐波郡玉村町上之手1395－１

　　関東学園大学　　　　　　　　　太田市藤阿久町200番地

　　上武大学　　　　　　　　　　　伊勢崎市戸谷塚町634－１

　　共愛学園前橋国際大学　　　　　前橋市小屋原町1154－４

　　放送大学（群馬学習センター）　 前橋市若宮町１－13－２

　　群馬大学　　　　　　　　　　　前橋市荒牧町４－２

開講大学名および所在地
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５．大学院開講科目履修制度
　生命科学部では，生命科学研究科との６年間一貫教育を推進しており，生命科学部学生に生命科学研究科で実施し

ている学術レベルの高度な科目を勉学する機会を与えることを目的として，４年生が大学院開講科目を履修できる 

「大学院開講科目履修制度」を導入しています。

　本制度の概要は次のとおりですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

（１）本制度は，生命科学部４年生が本学大学院生命科学研究科開講科目を履修で

きる制度です。

（２）本制度により修得した単位は，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入

学時に，所定の手続きをとることにより，大学院の単位として認定されます。

（３）本制度を利用できるのは，以下の項目を満たす者とします。

 　　（ア）本学部４年次に在学中であり，卒業研究を行っていること。

 　　（イ）本学部卒業後，本学大学院生命科学研究科博士前期課程に入学する予定

であること。

 　　（ウ）卒業研究担当教員の推薦があること。

 　　（エ）履修を希望する大学院開講科目担当教員の履修許可を得ていること。

（４）本制度で履修できる科目は，当該年度に博士前期課程で開講されている講義

科目です。

（５）本制度により履修する科目は，本学部の自由科目として取扱います。従っ 

て，卒業単位数に含めることはできません。また，本制度により履修する科

目は，年間履修単位数に含まれます。

（６）本制度により履修できる上限単位数は，第４年次在学中に合計10単位まで

とします。

（７）本制度により修得した成績評価は，学部の成績原簿・成績表・成績証明書に

記載されます。

　履修登録期間内に「大学院開講科目履修制度」申込用紙を板倉事務課窓口に提出

してください。申込用紙は履修登録期間内にToyoNet-Gからダウンロードできます。

６．成績優秀者表彰制度
　生命科学部では優秀な成績を修めた学生を表彰する制度があります。下記の基準

を満たす各学科・各学年の上位10名程度を「成績優秀者」として選出し，翌年度４

月のオリエンテーション時（４年生のみ卒業証書授与式時）に表彰します。

（成績優秀者選出基準）

　１年次―年間（当該年度）40単位以上修得

　２年次―年間（当該年度）38単位以上修得

　３年次―通算116単位以上修得（通算GPAの上位者）

　４年次―通算124単位以上修得（通算GPAの上位者）

　１）制度の概要

　２）申込手続き

－ 50 －

６．

７．
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　　学外実習は大学間の単位互換制度に基づいて行われている生物を対象とした

公開臨海実習の参加により，単位を認定するものです。実習を通して本学の授

業では経験できない生態系やその中に生息する生物について学び，生命現象へ

のより広い理解と知識を得ることを目的とします。実習後，報告会で実習内容

を発表します。

　（１）学外実習については，春学期にガイダンスを実施しますので，履修希望

者は必ず出席してください。詳細は中央掲示板に掲示しますので，各自

で必ず確認してください。

　（２）学外実習について，他大学の公開臨海実習に関する実施要項等は随時中

央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，教学課窓口で申請手続き

をしてください。

　学外実習の単位数は２単位です。学外実習の単位は，その学期で履修できる上

限単位数に含まれます（卒業に必要な単位として認められている単位のみ）。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「2013授業

時間割表」を参照してください）。

　（２）学外実習は実習後の直近学期に単位が認定されます。学外実習の流れは

以下の通りです。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って教学課窓口で申込手続を行う

　　　　（ⅱ）実習に参加

　　　　（ⅲ） 実習終了後，報告会に参加するとともに，所定の「単位認定申請

書」を教学課窓口に提出

　　　　（ⅳ）終了後の直近学期で履修登録を行う

　　　　（ⅴ）成績発表で評価を確認する

　　　　　　　例：夏季休暇中に実習に参加した場合→直近の秋学期に履修登録を

行う

　学外実習の単位認定は４年間を通して１度のみとなります。

　履修登録を行わないと，単位が認定されませんので，注意してください。

１．学外実習の概要

２．ガイダンス等について

３．学外実習の履修方法

４．その他

７．学外実習（生命科学科のみ）
　概要は次の通りですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。
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９．学外実習（生命科学科のみ）

　　　　 央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，板倉事務課窓口で申請手

続きをしてください。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「授業時間

割表」を参照してください）。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って板倉事務課窓口で申込手続を行う

　　　　　　　書」を板倉事務課窓口に提出
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Ⅲ　諸　資　格

１．教職課程（教育職員免許状）

２．食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）
　　―食環境科学科入学生（2012年度入学生まで）対象―

３．危険物取扱者（甲種）

４．フードスペシャリスト
　　―食環境科学科入学生対象―

５．バイオ技術者認定試験

６．技術士（補）

１．教職課程（教育職員免許状）

２．危険物取扱者（甲種）

３．バイオ技術者認定試験（中級・上級）

４．技術士・技術士補

１．教職課程（教育職員免許状）

２．食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）

３．危険物取扱者（甲種）

４．バイオ技術者認定試験（中級・上級）

５．技術士・技術士補

６．公害防止管理者試験（国家試験）

　　学外実習は大学間の単位互換制度に基づいて行われている生物を対象とした

公開臨海実習の参加により，単位を認定するものです。実習を通して本学の授

業では経験できない生態系やその中に生息する生物について学び，生命現象へ

のより広い理解と知識を得ることを目的とします。実習後，報告会で実習内容

を発表します。

　（１）学外実習については，春学期にガイダンスを実施しますので，履修希望

者は必ず出席してください。詳細は中央掲示板に掲示しますので，各自

で必ず確認してください。

　（２）学外実習について，他大学の公開臨海実習に関する実施要項等は随時中

央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，教学課窓口で申請手続き

をしてください。

　学外実習の単位数は２単位です。学外実習の単位は，その学期で履修できる上

限単位数に含まれます（卒業に必要な単位として認められている単位のみ）。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「2013授業

時間割表」を参照してください）。

　（２）学外実習は実習後の直近学期に単位が認定されます。学外実習の流れは

以下の通りです。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って教学課窓口で申込手続を行う

　　　　（ⅱ）実習に参加

　　　　（ⅲ） 実習終了後，報告会に参加するとともに，所定の「単位認定申請

書」を教学課窓口に提出

　　　　（ⅳ）終了後の直近学期で履修登録を行う

　　　　（ⅴ）成績発表で評価を確認する

　　　　　　　例：夏季休暇中に実習に参加した場合→直近の秋学期に履修登録を

行う

　学外実習の単位認定は４年間を通して１度のみとなります。

　履修登録を行わないと，単位が認定されませんので，注意してください。

１．学外実習の概要

２．ガイダンス等について

３．学外実習の履修方法

４．その他

７．学外実習（生命科学科のみ）
　概要は次の通りですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。
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９．学外実習（生命科学科のみ）

　　　　 央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，板倉事務課窓口で申請手

続きをしてください。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「授業時間

割表」を参照してください）。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って板倉事務課窓口で申込手続を行う

　　　　　　　書」を板倉事務課窓口に提出
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１．教職課程（教育職員免許状）

教職課程を学ぶにあたって

　本学の学祖井上円了は哲学館の創設にあたり「諸学の基礎は哲学にあり」の理念の下，「先入観や偏見にとらわれ

ず，物事の本質に迫る仕方で，論理的・体系的に深く考える人間」「社会の課題に自主的・主体的に取組み，よき人

間関係を築いていける人間」の育成をめざした。そして特に「教育家と宗教家」の養成に力を入れた。このように本

学は創設以来，教員養成を重視し，この分野の伝統と実績を有する大学であり，多くの卒業生が教員として全国の学

校で活躍している。

　これから教職課程を履修し，教員免許状を取得して教員になろうと志す学生にはまずこのことをしっかりと自覚し

てほしい。

　言うまでもなく，教員になるためには教員免許状の取得が必要である。免許状の取得に関する諸事項は教育職員免

許法に定められており，本学もこれに基づいて教職課程教育を実施している。

　教職課程に属する科目の多くは，各学科の卒業に必要な科目とは別に履修し単位を修得しなければならない。従っ

て，教職課程を履修する学生は，他の学生よりも多くの科目を履修しなければならず，学修に費やす時間もそれだけ

多くなる。１年次からの計画的な履修と学修が求められる。その詳細については，教職課程ガイダンスに参加して説

明を聞くとともに，この「履修要覧」を熟読してほしい。

　教員になるためには，担当する教科に関する知識を豊富に持つことが必要となることは言うまでもない。しかしそ

れだけでは教員として十分とは言えない。教員は成長・発達の途上にある児童・生徒を指導し，ともに学ぶ存在であ

る。教員の言動は，時として，子どもの将来を大きく左右することもある。その意味で教員というのは恐ろしい職業

である。しかし同時に，教員は子どもの成長を直接目にし，それを助け，ともに喜び合えるやりがいのある職業でも

ある。

　ある教育学者が次のようなことを問うている。「あなた（教員）は何の権利があって他人の子どもを教育するなど

という大それたことができるのか」。

　この問に答えることは簡単ではない。しかし「他人の子ども」を教育するという「大それた事」を職業とすること

を，子どもから，保護者から，そして社会から，許されるだけの準備を大学生活のなかでしておくことが，最低限の

義務である。

　教員をめざす学生には，大学の授業で学ぶことはもちろん，サークル活動，ボランティア活動，趣味，アルバイト

など，さまざまな経験をしながら，自分自身を成長させることを期待したい。豊かな人間性を持った信頼に足る教員

をめざしてほしい。

１）教育職員免許状について

　大学卒業後，中学校・高等学校の教員になるためには教育職員免許状を取得しなければなりません。

　生命科学部で取得できる教育職員免許状は次の表のとおりです。

免許状の種類
（教科）

学科

中学校教諭１種免許状
（教科）

高等学校教諭１種免許状
（教科）

生　命　科　学　科
応 用 生 物 科 学 科
食 環 境 科 学 科
（2012年度入学生まで）

理　　　科 理　　　科
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生 命 科 学 科
応 用 生 物 科 学 科

　この問に答えることは簡単ではない。しかし「他人の子ども」を教育するという「大それた事」を職業とすること

を，子どもから，保護者から，そして社会から，許されるだけの準備を大学生活のなかでしておくことが，教員をめ

ざす学生の最低限の義務である。

－ 54 －
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２）教育職員免許状の取得条件について

　教育職員免許状を取得するためには，下の表にあるような基礎資格として「学士の学位を有すること」（卒業に必

要な単位を修得すること）が要求されます。したがって，教育職員免許状取得のための単位は取得できたものの卒業

ができなかったということにならないよう，４年間の履修計画を立ててください。本学では「教育職員免許法」に基

づいて，教育職員免許状取得に必要な単位が修得できるよう科目を開設しています。

○近年，教員採用試験等で中学校教諭・高等学校教諭両方の教育職員免許状を取得（見込）していることが採用試験

受験の条件，または有利になる傾向があります。したがって，できる限り中学校教諭・高等学校教諭両方の教育職

員免許状を取得してください。

○教育職員免許状を取得するために必要な科目は，４年間で履修かつ修得できるよう配置されているため，４年間の

履修計画を入念に立て，１年次より必要な科目を確実に履修かつ修得してください。

○２年次ないし３年次から４年次終了（卒業）までに教育職員免許状を取得することは難しいので注意してください。

　基礎資格と免許法における最低修得単位数

免許状の種類 基礎資格

免許法における最低修得単位数

免許法施行規
則第66条の６
に定める科目

教職に関する
科目

教科に関する
科目

教科または
教職に関する

科目
その他

中 学 校 教 諭
１ 種 免 許 状

学士の学位を
有すること

８ 31 20 ８ 介護等体験
（詳細はＰ108・109）

高等学校教諭
１ 種 免 許 状 ８ 23 20 16

〈注 意〉

上記の免許法における最低修得単位数と，本学における最低修得単位数は異なります。

本学の学生は，本学における最低修得単位数を履修かつ修得しなければなりません。Ｐ98～Ｐ105の本学にお

ける「免許法施行規則第66条の６に定める科目」「教職に関する科目」「教科に関する科目」一覧表で確認し

てください。

３）教員免許状更新制について

　教員免許状取得後10年ごとに更新講習を受け修了認定されることにより，有効期間が更新される教員免許更新制が

平成21年に施行されましたが，文部科学省では，教員の資質向上のための教員免許制度の抜本的な見直し（教員養成

課程の充実や専門免許状制度の導入の検討を含む。）に着手し，その過程において現行制度の効果等を検証すること

となりました。新たな教員免許制度の内容及び移行方針を具体化する中で，現在の教員免許更新制の在り方について

結論を得ることが示されています。日頃から教育関連のニュースによく目を通しておくとともに，教職課程の履修に

際しては，自分自身の教職に対する意思を再確認してください。
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２）教育職員免許状の取得条件について

　教育職員免許状を取得するためには，下の表にあるような基礎資格として「学士の学位を有すること」（卒業に必

要な単位を修得すること）が要求されます。従って，教育職員免許状取得のための単位は取得できたものの卒業がで

きなかったということにならないよう，4年間の履修計画を立ててください。本学では「教育職員免許法」に基づいて，

教育職員免許状取得に必要な単位が修得できるよう科目を開設しています。

○ 近年，教員採用試験等で中学校教諭・高等学校教諭両方の教育職員免許状を取得（見込）していることが採用試験

受験の条件，または有利になる傾向があります。従って，できる限り中学校教諭・高等学校教諭両方の教育職員免

許状を取得してください。

○ 教育職員免許状を取得するために必要な科目は，４年間で履修かつ修得できるよう配置されているため，４年間の

履修計画を入念に立て，１年次より必要な科目を確実に履修かつ修得してください。

○２年次ないし３年次から４年次終了（卒業）までに教育職員免許状を取得することは難しいので注意してください。

教科又は
教職に関する

科目

介護等体験
（詳細はＰ63・64）

上記の免許法における最低修得単位数と，本学における最低修得単位数は異なります。

本学の学生は，本学における最低修得単位数を履修かつ修得しなければなりません。Ｐ57～Ｐ60の本学にお

ける「免許法施行規則第66条の６に定める科目」「教職に関する科目」「教科に関する科目」一覧表で確認し

てください。
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１．教職課程（教育職員免許状）

教職課程を学ぶにあたって

　本学の学祖井上円了は哲学館の創設にあたり「諸学の基礎は哲学にあり」の理念の下，「先入観や偏見にとらわれ

ず，物事の本質に迫る仕方で，論理的・体系的に深く考える人間」「社会の課題に自主的・主体的に取組み，よき人

間関係を築いていける人間」の育成をめざした。そして特に「教育家と宗教家」の養成に力を入れた。このように本

学は創設以来，教員養成を重視し，この分野の伝統と実績を有する大学であり，多くの卒業生が教員として全国の学

校で活躍している。

　これから教職課程を履修し，教員免許状を取得して教員になろうと志す学生にはまずこのことをしっかりと自覚し

てほしい。

　言うまでもなく，教員になるためには教員免許状の取得が必要である。免許状の取得に関する諸事項は教育職員免

許法に定められており，本学もこれに基づいて教職課程教育を実施している。

　教職課程に属する科目の多くは，各学科の卒業に必要な科目とは別に履修し単位を修得しなければならない。従っ

て，教職課程を履修する学生は，他の学生よりも多くの科目を履修しなければならず，学修に費やす時間もそれだけ

多くなる。１年次からの計画的な履修と学修が求められる。その詳細については，教職課程ガイダンスに参加して説

明を聞くとともに，この「履修要覧」を熟読してほしい。

　教員になるためには，担当する教科に関する知識を豊富に持つことが必要となることは言うまでもない。しかしそ

れだけでは教員として十分とは言えない。教員は成長・発達の途上にある児童・生徒を指導し，ともに学ぶ存在であ

る。教員の言動は，時として，子どもの将来を大きく左右することもある。その意味で教員というのは恐ろしい職業

である。しかし同時に，教員は子どもの成長を直接目にし，それを助け，ともに喜び合えるやりがいのある職業でも

ある。

　ある教育学者が次のようなことを問うている。「あなた（教員）は何の権利があって他人の子どもを教育するなど

という大それたことができるのか」。

　この問に答えることは簡単ではない。しかし「他人の子ども」を教育するという「大それた事」を職業とすること

を，子どもから，保護者から，そして社会から，許されるだけの準備を大学生活のなかでしておくことが，最低限の

義務である。

　教員をめざす学生には，大学の授業で学ぶことはもちろん，サークル活動，ボランティア活動，趣味，アルバイト

など，さまざまな経験をしながら，自分自身を成長させることを期待したい。豊かな人間性を持った信頼に足る教員

をめざしてほしい。

１）教育職員免許状について

　大学卒業後，中学校・高等学校の教員になるためには教育職員免許状を取得しなければなりません。

　生命科学部で取得できる教育職員免許状は次の表のとおりです。

免許状の種類
（教科）

学科

中学校教諭１種免許状
（教科）

高等学校教諭１種免許状
（教科）

生　命　科　学　科
応 用 生 物 科 学 科
食 環 境 科 学 科
（2012年度入学生まで）

理　　　科 理　　　科
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生 命 科 学 科
応 用 生 物 科 学 科

　この問に答えることは簡単ではない。しかし「他人の子ども」を教育するという「大それた事」を職業とすること

を，子どもから，保護者から，そして社会から，許されるだけの準備を大学生活のなかでしておくことが，教員をめ

ざす学生の最低限の義務である。

－ 54 －

79・80

73 76

ʵ 71 ʵ



４）教職課程登録料について

　本学では，通学課程の学部学生及び大学院生が教職課程の履修を希望する場合，教職課程登録料が必要となります。

所定の期日までに指定された方法で納入してください。

　なお，登録料の区分，徴収対象，徴収額および有効期間は以下の通りとなります。

教職課程
登録料

区分 徴収対象 徴収額 有効期間

在籍生
登録料

東洋大学教職課程の履修を希望
する通学課程の学部生及び大学
院生

30,000円

・学部生は，納入時から卒業年度
の3月31日（秋学期卒業生を含
む。ただし，春学期卒業生は9
月30日）まで。

・大学院生は，納入時から修了年
度の3月31日（秋学期修了生を
含む。ただし，春学期修了生は
9月30日）まで。

卒業生等
登録料

東洋大学の卒業生及び大学院修
了生（ただし，退学者及び除籍
者を含む。）で，教職支援室の利
用等（教職に関するセミナー等
への参加を含む。）を希望する者

5,000円
（ただし，秋学期から
の場合は当該年度のみ
2,500円とする。）

納入年度の3月31日まで。

※再入学した学生のうち，在籍時に教職課程登録料を納入している場合は，再度の納入は必要ありません。

５）教職の履修登録について

　教育職員免許状の取得のためには，卒業単位の充足のほかに，下記の必要科目をそれぞれ必ず履修し，単位を修得

する必要があります。

　　（１）免許法施行規則第66条の６に定める科目（〈表１〉参照）

　　（２）教職に関する科目（〈表２〉参照）

　　（３）教科に関する科目（〈表３〉参照）

　　（４）教科または教職に関する科目（〈表２〉〈表３〉参照）
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　〈表１〉「免許法施行規則第66条の６に定める科目」一覧表

　　下表のとおり，「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」のそれぞれの分野で 

２単位ずつ修得しなければなりません。

免許法施行規則第66条の６
に定める科目区分 必要単位数 本学での開講科目

日本国憲法 ２ 日本国憲法

体育 ２

スポーツの理論と実際ⅠＡ（テニス）

スポーツの理論と実際ⅡＡ（サッカー）

スポーツの理論と実際ⅠＢ（バレーボール）

スポーツの理論と実際ⅡＢ（バスケットボール）

スポーツの理論と実際Ⅲ（陸上）

スポーツの理論と実際Ⅳ（水泳）

スポーツの理論と実際Ⅴ（武道）

スポーツの理論と実際Ⅵ（器械運動）

外国語コミュニケーション ２
英語Ⅰ

英語Ⅱ

情報機器の操作 ２
情報処理基礎

情報処理演習
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４）教職課程登録料について

　本学では，通学課程の学部学生及び大学院生が教職課程の履修を希望する場合，教職課程登録料が必要となります。

所定の期日までに指定された方法で納入してください。

　なお，登録料の区分，徴収対象，徴収額および有効期間は以下の通りとなります。

教職課程
登録料

区分 徴収対象 徴収額 有効期間

在籍生
登録料

東洋大学教職課程の履修を希望
する通学課程の学部生及び大学
院生

30,000円

・学部生は，納入時から卒業年度
の3月31日（秋学期卒業生を含
む。ただし，春学期卒業生は9
月30日）まで。

・大学院生は，納入時から修了年
度の3月31日（秋学期修了生を
含む。ただし，春学期修了生は
9月30日）まで。

卒業生等
登録料

東洋大学の卒業生及び大学院修
了生（ただし，退学者及び除籍
者を含む。）で，教職支援室の利
用等（教職に関するセミナー等
への参加を含む。）を希望する者

5,000円
（ただし，秋学期から
の場合は当該年度のみ
2,500円とする。）

納入年度の3月31日まで。

※再入学した学生のうち，在籍時に教職課程登録料を納入している場合は，再度の納入は必要ありません。

５）教職の履修登録について

　教育職員免許状の取得のためには，卒業単位の充足のほかに，下記の必要科目をそれぞれ必ず履修し，単位を修得

する必要があります。

　　（１）免許法施行規則第66条の６に定める科目（〈表１〉参照）

　　（２）教職に関する科目（〈表２〉参照）

　　（３）教科に関する科目（〈表３〉参照）

　　（４）教科または教職に関する科目（〈表２〉〈表３〉参照）
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

2
0
1
3
年
度
以
降
入
学
生
適
用
　
　
１
．
○
：
必
修
科
目
，
２
．「
最
低
修
得
単
位
数
」：
生
命
科
学
部
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
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単
位
数
，
３
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△
：
選
択
必
修

免
許
法
施
行
規
則
に

定
め
る
科
目
区
分
等

中
学
校
教
諭
１
種
（
理
科
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
理
科
）

最
低
修
得

単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目

配
当
学
年

最
低
修
得

単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目

配
当
学
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

２
○
教
職
概
論
（
２
）

１
２

○
教
職
概
論
（
２
）

１

教
育
の
基
礎
理

論
に
関
す
る
科
目

６
○
教
育
学
概
論
（
２
）

○
教
育
の
制
度
と
経
営
（
２
）

○
教
育
心
理
学
（
２
）

１ １ ２
６

○
教
育
学
概
論
（
２
）

○
教
育
の
制
度
と
経
営
（
２
）

○
教
育
心
理
学
（
２
）

１ １ ２

教
育
課
程
及
び
指

導
法
に
関
す
る
科
目

16

○
教
育
課
程
論
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ａ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ａ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ｂ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ｂ
（
２
）

○
道
徳
教
育
論
（
２
）

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
（
２
）

○
教
育
方
法
論
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）（
２
）

１ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２

12

○
教
育
課
程
論
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ａ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ａ
（
２
）

　
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ｂ
（
２
）

　
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ｂ
（
２
）

○
道
徳
教
育
論
（
２
）

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
（
２
）

○
教
育
方
法
論
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）（
２
）

１ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２

生
徒
指
導
，
教
育

相
談
及
び
進
路
指

導
等
に
関
す
る
科
目

４
○
生
徒
指
導
論
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）（
２
）

○
教
育
相
談
（
２
）

２ ２
４

○
生
徒
指
導
論
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）（
２
）

○
教
育
相
談
（
２
）

２ ２

教
職
実
践
演
習

２
○
教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
）（
２
）

４
２

○
教
職
実
践
演
習
（
２
）

４

教
育

実
習

５

○
教
育
実
習
Ⅰ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
５
）

４

３

△
教
育
実
習
Ⅰ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
５
）

△
教
育
実
習
Ⅱ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
３
）

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
。

　
た
だ
し
，
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
，
高
等
学
校
免
許
申

請
の
際
に
は
３
単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

４ ４

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』
単
位
小
計

35
29

※
（
　
）
内
は
，
単
位
数
で
す
。
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道
徳
教
育
論
（
２
）

10 27

※
（
　
）
内
は
，
単
位
数
で
す
。

※
「
道
徳
教
育
論
」
は
，
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
を
取
得
す
る
場
合
に
必
修
で
す
。
高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
取
得
希
望
者
が
「
道
徳
教
育
論
」
の
単
位
を
修
得
し
た
場
合
は
，「
教
科
又
は

教
職
に
関
す
る
科
目
」
の
単
位
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
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科
目

16

˓
教
育
課
ఔ
論
（
̎
）

˓
理
科
指
ಋ
法
ᶗ
̖
（
̎
）

˓
理
科
指
ಋ
法
ᶘ
̖
（
̎
）

˓
理
科
指
ಋ
法
ᶗ
̗
（
̎
）

˓
理
科
指
ಋ
法
ᶘ
̗
（
̎
）

˓
ಓ
徳
教
育
論
（
̎
）

˓
ಛ
ผ
活
動
の
理
論
と
方
法
（
̎
）

˓
教
育
方
法
論（
情
ใ
機
ث
ٴ
ͼ
教
ࡐ
の
活
用
を
ؚ
む
）（
̎
）

̍ ̏ ̏ ̏ ̏ ̎ ̎ ̎

10

˓
教
育
課
ఔ
論
（
̎
）

˓
理
科
指
ಋ
法
ᶗ
̖
（
̎
）

˓
理
科
指
ಋ
法
ᶘ
̖
（
̎
）

　
理
科
指
ಋ
法
ᶗ
̗
（
̎
）

　
理
科
指
ಋ
法
ᶘ
̗
（
̎
）

˓
ಛ
ผ
活
動
の
理
論
と
方
法
（
̎
）

˓
教
育
方
法
論（
情
ใ
機
ث
ٴ
ͼ
教
ࡐ
の
活
用
を
ؚ
む
）（
̎
）

̍ ̏ ̏ ̏ ̏ ̎ ̎

˓
ಓ
徳
教
育
論（
̎
）
̎

生
ె
指
ಋ
ɼ
教
育

૬
ஊ
ٴ
ͼ
進
࿏
指

ಋ
౳
に
関
す
る
科
目

̐
˓
生
ె
指
ಋ
論
（
進
࿏
指
ಋ
論
を
ؚ
む
）（
̎
）

˓
教
育
૬
ஊ
（
̎
）

̎ ̎
̐

˓
生
ె
指
ಋ
論
（
進
࿏
指
ಋ
論
を
ؚ
む
）（
̎
）

˓
教
育
૬
ஊ
（
̎
）

̎ ̎

教
৬
実
ફ
演
習

̎
˓
教
৬
実
ફ
演
習
（
中
・
ߴ
）（
̎
）

̐
̎

˓
教
৬
実
ફ
演
習
（
̎
）

̐

教
育

実
習

̑

˓
教
育
実
習
ᶗ
（
事
前
・
事
後
指
ಋ
を
ؚ
む
）（
̑
）
̐

̏

˚
教
育
実
習
ᶗ
（
事
前
・
事
後
指
ಋ
を
ؚ
む
）（
̑
）

˚
教
育
実
習
ᶘ
（
事
前
・
事
後
指
ಋ
を
ؚ
む
）（
̏
）

˞
い
ず
れ
か
̍
科
目
を
ཤ
修
す
る
こ
と
。

　
た
だ
し
ɼ
教
育
実
習
ᶗ
を
修
ಘ
し
て
も
ɼ
ߴ
౳
学

校
໔
ڐ
ਃ
੥
の
ࡍ
に
は
̏
୯
Ґ
と
し
て
ਃ
੥
す
る
。

̐ ̐

『
教
৬
に
関
す
る

科
目
』
୯
Ґ
খ
計

35
27
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����೥౓Ҏ߱ੜ໋Պ学Պೖ学ੜ༻
̍ɽ˓ɿඞ修科目ɼ̎ɽ科目୯Ґ਺は̎୯Ґ（化学実ݧɼ物理実ݧɼ生物学実ݧは̏୯Ґ）ɼ

̏ɽࣼ体は一ൠ教養的教育科目

໔ڐ法ࢪ行نଇに�
定める科目۠分 ̍年 ̎年 ̏年 ̐年

物　　理　　学

˓物理ᶗ
˓物理ᶘ

現代物理

物 理 学 実 ݧ
（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ。）

˓物理実ݧ

化　　　　　学

˓基礎化学
˓基礎༗機化学
　ແ機化学

　分ੳ化学
　物理化学

現代化学

化　学　実　ݧ
（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ。）

˓化学実ݧ

生　　物　　学

˓生物学ᶗ
　発生・࠶生生物学
　基礎分ࢠ生物学

˓分ࢠҨ఻学
　動物生理学
　২物分ࢠӫ養学

現代生物学

生 物 学 実 ݧ
（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ。）

˓生物学実ݧ

地　　　　　学
˓地学ᶗ ˓地学ᶘ

地　学　実　ݧ
（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ。）

˓地学֓論
　（実ݧをؚむ）

「教科に関する科目」�
ඞཁ୯Ґ਺ 中学̍छ・ߴ౳学校̍छ　ɿ　̎̓୯Ґ以上

໔ڐ取ಘのための�
ඞཁ୯Ґ਺の߹計
（教৬ʴ教科）

中学̍छ・ߴ౳学校̍छ　ɿ　̒̎୯Ґ以上

〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

2
0
1
3
年
度
以
降
入
学
生
適
用
　
　
１
．
○
：
必
修
科
目
，
２
．「
最
低
修
得
単
位
数
」：
生
命
科
学
部
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
，
３
．
△
：
選
択
必
修

免
許
法
施
行
規
則
に

定
め
る
科
目
区
分
等

中
学
校
教
諭
１
種
（
理
科
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
理
科
）

最
低
修
得

単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目

配
当
学
年

最
低
修
得

単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目

配
当
学
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

２
○
教
職
概
論
（
２
）

１
２

○
教
職
概
論
（
２
）

１

教
育
の
基
礎
理

論
に
関
す
る
科
目

６
○
教
育
学
概
論
（
２
）

○
教
育
の
制
度
と
経
営
（
２
）

○
教
育
心
理
学
（
２
）

１ １ ２
６

○
教
育
学
概
論
（
２
）

○
教
育
の
制
度
と
経
営
（
２
）

○
教
育
心
理
学
（
２
）

１ １ ２

教
育
課
程
及
び
指

導
法
に
関
す
る
科
目

16

○
教
育
課
程
論
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ａ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ａ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ｂ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ｂ
（
２
）

○
道
徳
教
育
論
（
２
）

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
（
２
）

○
教
育
方
法
論
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）（
２
）

１ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２

12

○
教
育
課
程
論
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ａ
（
２
）

○
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ａ
（
２
）

　
理
科
指
導
法
Ⅰ
Ｂ
（
２
）

　
理
科
指
導
法
Ⅱ
Ｂ
（
２
）

○
道
徳
教
育
論
（
２
）

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
（
２
）

○
教
育
方
法
論
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）（
２
）

１ ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２

生
徒
指
導
，
教
育

相
談
及
び
進
路
指

導
等
に
関
す
る
科
目

４
○
生
徒
指
導
論
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）（
２
）

○
教
育
相
談
（
２
）

２ ２
４

○
生
徒
指
導
論
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）（
２
）

○
教
育
相
談
（
２
）

２ ２

教
職
実
践
演
習

２
○
教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
）（
２
）

４
２

○
教
職
実
践
演
習
（
２
）

４

教
育

実
習

５

○
教
育
実
習
Ⅰ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
５
）

４

３

△
教
育
実
習
Ⅰ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
５
）

△
教
育
実
習
Ⅱ
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）（
３
）

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
。

　
た
だ
し
，
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
，
高
等
学
校
免
許
申

請
の
際
に
は
３
単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

４ ４

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』
単
位
小
計

35
29

※
（
　
）
内
は
，
単
位
数
で
す
。

－ 99 －

　
道
徳
教
育
論
（
２
）

10 27

※
（
　
）
内
は
，
単
位
数
で
す
。

※
「
道
徳
教
育
論
」
は
，
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
を
取
得
す
る
場
合
に
必
修
で
す
。
高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
取
得
希
望
者
が
「
道
徳
教
育
論
」
の
単
位
を
修
得
し
た
場
合
は
，「
教
科
又
は

教
職
に
関
す
る
科
目
」
の
単
位
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
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����೥౓Ҏ߱Ԡ༻ੜ෺Պ学Պೖ学ੜ༻
̍ɽ˓ɿඞ修科目ɼ̎ɽ科目୯Ґ਺は̎୯Ґ（化学実ݧɼ物理実ݧɼ生物学実ݧは̏୯Ґ）ɼ

̏ɽࣼ体は一ൠ教養的教育科目

໔ڐ法ࢪ行نଇに�
定める科目۠分 ̍年 ̎年 ̏年 ̐年

物　　理　　学

˓物理ᶗ
˓物理ᶘ

現代物理

物 理 学 実 ݧ
（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ）

˓物理実ݧ

化　　　　　学

˓基礎化学
　分ੳ化学
˓༗機化学
　ແ機化学

　২物代ँ化学
　物理化学

現代化学

化　学　実　ݧ
（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ）

˓化学実ݧ

生　　物　　学

˓基礎生物学
　動物生理学
　২物生理学
　ඍ生物学
　発生・࠶生ҩ科学

˓分ࢠ生物学ᶗ

現代生物学
生 物 学 実 ݧ

（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ）
˓生物学実ݧ

地　　　　　学
˓地学ᶗ ˓地学ᶘ

地　学　実　ݧ
（ίϯϐϡʔλʔ活用をؚむ）

˓地学֓論
　（実ݧをؚむ）

「教科に関する科目」�
ඞཁ୯Ґ਺ 中学̍छ・ߴ౳学校̍छ　ɿ　̎̓୯Ґ以上

໔ڐ取ಘのための�
ඞཁ୯Ґ਺の߹計
（教৬ʴ教科）

中学̍छ・ߴ౳学校̍छ　ɿ　̒̎୯Ґ以上
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５）教育実習について

　教育実習は，大学で学んだ教育理論や技術をもとに，教育実習校（中学校・高等学校）での実習を通じて，教育の

意味や学校教育の全領域について学習するものです。「教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む）」（３週間以上実習対象

者），「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む）」（２週間実習対象者）は，４年次に履修する。４月から事前指導が行わ

れ，ほとんどの学生が６月頃から実際に学校現場に赴き，中学校教諭の免許状取得の場合には３週間（学校によって

４週間の場合もある），高等学校教諭の免許状取得の場合には２週間の教育実習を行います。教育実習終了後，教育

実習事後指導として，学生の実習体験発表，実習感想文の提出，アンケート調査などによって，教育実習の成果を振

り返り，教員として必要な資質能力が培えたかどうかを確認します。教育実習は勤務という形態で行われるので，実

習期間中に就職活動をするような時間的，精神的余裕は全くありません。教職という仕事の重要性を認識し，実習期

間中は就職活動などは中止し，実習に専念してください。

　（１）　教育実習参加条件
　　　［2013年度以降入学生］

　　　教育実習にあたっては，３年次終了までに次の①～⑧の条件を満たしていなければなりません。

　　　この条件がひとつでも欠けると，教育実習に参加することはできません。

　　　　①教壇に立って授業を行うに必要な学力を有すること。

　　　　②教育実習指導教員の指導のもとに，教育実習生としてふさわしい行動のとれる人物であること。

　　　　③３年次終了の時点で卒業論文着手条件を満たしていること。

　　　　④３年次終了の時点で，以下の２つの条件をともに満たしていること。

　　　　　（ⅰ）　「教職概論」，「教育心理学」，「教育学概論」，「教育の制度と経営」，「教育課程論」，「道徳教育論」，

「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」，「特別活動の理論と方法」，「生徒指導論（進路指

導論を含む）」，「教育相談」，10科目のうち，６科目以上の単位を修得済みであること。

　　　　　（ⅱ）実習予定教科の「理科指導法ⅠＡ」，「理科指導法ⅠＢ」，「理科指導法ⅡＡ」，「理科指導法ⅡＢ」を

修得済みであること。

　　　　⑤４年次において，卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科目（単位）

を修得し終える見込みのある者。

　　　　⑥大学を含む関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。

　　　　⑦大学の行う定期健康診断を受診していること。

　　　　⑧教育実習料（含む保険料）を納入していること。

６）教育実習について

　（１）　教育実習参加条件

　　　［2013年度以降入学生］

　　　教育実習にあたっては，３年次終了までに次の①～⑨の条件を満たしていなければなりません。

　　　この条件がひとつでも欠けると，教育実習に参加することはできません。

　　　　① 教壇に立って授業を行うに必要な学力を有すること。

　　　　② 教育実習指導教員の指導のもとに，教育実習生としてふさわしい行動のとれる人物であること。

　　　　③ 本学の規則に反し，または学生の本分に反する行為を行い，処分を受けたことがない学生。

　　　　④ ３年次終了の時点で卒業論文着手条件を満たしていること。

　　　　⑤ ３年次終了の時点で，以下の２つの条件をともに満たしていること。

　　　　　（ⅰ）　「教職概論」，「教育心理学」，「教育学概論」，「教育の制度と経営」，「教育課程論」，「道徳教育論」，

「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」，「特別活動の理論と方法」，「生徒指導論（進路指

導論を含む）」，「教育相談」，10科目のうち，６科目以上の単位を修得済みであること。

　　　　　（ⅱ）実習予定教科の「理科指導法ⅠＡ」，「理科指導法ⅠＢ」，「理科指導法ⅡＡ」，「理科指導法ⅡＢ」を

修得済みであること。

　　　　⑥ ４年次において，卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科目（単位）

を修得し終える見込みのある者。

　　　　⑦ 大学を含む関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。

　　　　⑧ 大学の行う定期健康診断を受診していること。

　　　　⑨ 教育実習料（含む保険料）を納入していること。
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５）教育実習について

　教育実習は，大学で学んだ教育理論や技術をもとに，教育実習校（中学校・高等学校）での実習を通じて，教育の

意味や学校教育の全領域について学習するものです。「教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む）」（３週間以上実習対象

者），「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む）」（２週間実習対象者）は，４年次に履修する。４月から事前指導が行わ

れ，ほとんどの学生が６月頃から実際に学校現場に赴き，中学校教諭の免許状取得の場合には３週間（学校によって

４週間の場合もある），高等学校教諭の免許状取得の場合には２週間の教育実習を行います。教育実習終了後，教育

実習事後指導として，学生の実習体験発表，実習感想文の提出，アンケート調査などによって，教育実習の成果を振

り返り，教員として必要な資質能力が培えたかどうかを確認します。教育実習は勤務という形態で行われるので，実

習期間中に就職活動をするような時間的，精神的余裕は全くありません。教職という仕事の重要性を認識し，実習期

間中は就職活動などは中止し，実習に専念してください。

　（１）　教育実習参加条件
　　　［2013年度以降入学生］

　　　教育実習にあたっては，３年次終了までに次の①～⑧の条件を満たしていなければなりません。

　　　この条件がひとつでも欠けると，教育実習に参加することはできません。

　　　　①教壇に立って授業を行うに必要な学力を有すること。

　　　　②教育実習指導教員の指導のもとに，教育実習生としてふさわしい行動のとれる人物であること。

　　　　③３年次終了の時点で卒業論文着手条件を満たしていること。

　　　　④３年次終了の時点で，以下の２つの条件をともに満たしていること。

　　　　　（ⅰ）　「教職概論」，「教育心理学」，「教育学概論」，「教育の制度と経営」，「教育課程論」，「道徳教育論」，

「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」，「特別活動の理論と方法」，「生徒指導論（進路指

導論を含む）」，「教育相談」，10科目のうち，６科目以上の単位を修得済みであること。

　　　　　（ⅱ）実習予定教科の「理科指導法ⅠＡ」，「理科指導法ⅠＢ」，「理科指導法ⅡＡ」，「理科指導法ⅡＢ」を

修得済みであること。

　　　　⑤４年次において，卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科目（単位）

を修得し終える見込みのある者。

　　　　⑥大学を含む関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。

　　　　⑦大学の行う定期健康診断を受診していること。

　　　　⑧教育実習料（含む保険料）を納入していること。

６）教育実習について

　（１）　教育実習参加条件

　　　［2013年度以降入学生］

　　　教育実習にあたっては，３年次終了までに次の①～⑨の条件を満たしていなければなりません。

　　　この条件がひとつでも欠けると，教育実習に参加することはできません。

　　　　① 教壇に立って授業を行うに必要な学力を有すること。

　　　　② 教育実習指導教員の指導のもとに，教育実習生としてふさわしい行動のとれる人物であること。

　　　　③ 本学の規則に反し，または学生の本分に反する行為を行い，処分を受けたことがない学生。

　　　　④ ３年次終了の時点で卒業論文着手条件を満たしていること。

　　　　⑤ ３年次終了の時点で，以下の２つの条件をともに満たしていること。

　　　　　（ⅰ）　「教職概論」，「教育心理学」，「教育学概論」，「教育の制度と経営」，「教育課程論」，「道徳教育論」，

「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」，「特別活動の理論と方法」，「生徒指導論（進路指

導論を含む）」，「教育相談」，10科目のうち，６科目以上の単位を修得済みであること。

　　　　　（ⅱ）実習予定教科の「理科指導法ⅠＡ」，「理科指導法ⅠＢ」，「理科指導法ⅡＡ」，「理科指導法ⅡＢ」を

修得済みであること。

　　　　⑥ ４年次において，卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科目（単位）

を修得し終える見込みのある者。

　　　　⑦ 大学を含む関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。

　　　　⑧ 大学の行う定期健康診断を受診していること。

　　　　⑨ 教育実習料（含む保険料）を納入していること。
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　教育実習はɼ大学で学んだ教育理論やٕ術をもとにɼ教育実習校（中学校・ߴ౳学校）での実習を通͡てɼ教育の

ҙຯや学校教育の全ྖ域について学習するものです。「教育実習ᶗ（事前・事後指ಋをؚむ）」（̏ि間以上実習ର৅

者）ɼ「教育実習ᶘ（事前・事後指ಋをؚむ）」（̎ि間実習ର৅者）はɼ̐年࣍にཤ修します。݄̐から事前指ಋが行

われɼ΄とんどの学生が݄̒ࠒから実ࡍに学校現場にෝきɼ中学校教་の໔ڐঢ়取ಘの場߹には̏ि間（学校によっ

て̐ि間の場߹もある）ɼߴ౳学校教་の໔ڐঢ়取ಘの場߹には̎ि間の教育実習を行います。教育実習ऴ了後ɼ教

育実習事後指ಋとしてɼ学生の実習体ݧ発දɼ実習ײ想文の提ग़ɼΞϯέʔτ調ࠪなどによってɼ教育実習の成Ռを

ৼりฦりɼ教һとしてඞཁな資質能力がഓえたかどうかを確ೝします。教育実習はۈ຿というܗଶで行われるのでɼ

実習期間中にब৬活動をするような時間的ɼ精神的余༟は全くありません。教৬という仕事のॏཁੑをೝࣝしɼ実習

期間中はब৬活動などは中ࢭしɼ実習に専念してください。

であること。
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　（２）教育実習のスケジュール

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板で行いますので，
必ず確認してください。説明会を欠席したり，手続きを怠ると，実習参加ができなくなるので注意してくださ
い。また内諾を得たのちのキャンセルや，一度納入した実習料の返金は一切できません。

＜２年次＞
春季休暇前

＜３年次＞
４月上旬

（進級オリエンテーション期間中）

４月以降

９月中旬

12月

２月上旬

＜４年次＞
４月上旬

５月上旬

４月中旬

５月中旬

実習終了後
１か月以内

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

教育実習校の発表

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習料振込

教育実習参加条件充足者発表
教育実習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は教学課窓口で指示を受けること

教育実習日誌の提出

教育実習参加条件充足者発表
教育自習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は板倉事務課窓口で指示を受けること

教育実習料振込

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

教育実習日誌の提出

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習校の発表

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明
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　（２）教育実習のスケジュール

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板で行いますので，
必ず確認してください。説明会を欠席したり，手続きを怠ると，実習参加ができなくなるので注意してくださ
い。また内諾を得たのちのキャンセルや，一度納入した実習料の返金は一切できません。

＜２年次＞
春季休暇前

＜３年次＞
４月上旬

（進級オリエンテーション期間中）

４月以降

９月中旬

12月

２月上旬

＜４年次＞
４月上旬

５月上旬

４月中旬

５月中旬

実習終了後
１か月以内

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

教育実習校の発表

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習料振込

教育実習参加条件充足者発表
教育実習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は教学課窓口で指示を受けること

教育実習日誌の提出

教育実習参加条件充足者発表
教育自習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は板倉事務課窓口で指示を受けること

教育実習料振込

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

教育実習日誌の提出

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習校の発表

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明
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　（２）教育実習のスケジュール

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板で行いますので，
必ず確認してください。説明会を欠席したり，手続きを怠ると，実習参加ができなくなるので注意してくださ
い。また内諾を得たのちのキャンセルや，一度納入した実習料の返金は一切できません。

＜２年次＞
春季休暇前

＜３年次＞
４月上旬

（進級オリエンテーション期間中）

４月以降

９月中旬

12月

２月上旬

＜４年次＞
４月上旬

５月上旬

４月中旬

５月中旬

実習終了後
１か月以内

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

教育実習校の発表

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習料振込

教育実習参加条件充足者発表
教育実習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は教学課窓口で指示を受けること

教育実習日誌の提出

教育実習参加条件充足者発表
教育自習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は板倉事務課窓口で指示を受けること

教育実習料振込

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

教育実習日誌の提出

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習校の発表

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明
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６）介護等体験について

　中学校教諭の免許状取得希望者は，教職に必要な科目の修得，卒業要件の充足の他に，３年次に特別支援学校で２

日間と社会福祉施設で５日間，計７日間，高齢者や障害者に対する介護，介助，交流等の体験を行い，受入先に体験

を行った証明をいただく必要があります。

　この体験を行うには，大学を通して申し込みをしなければなりません。概要は以下の通りです。

　（１）参加条件

　　　以下の条件を１つでも満たさない場合は，介護等体験に参加できません。

　　　①介護等体験に積極的に参加する意欲があること。

　　　②全３回の説明会（２年次12月・３年次４月および５月を予定）に出席し，必要な書類を提出すること｡

　　　③実施年度の４月に大学の定期健康診断を受診し異常なしと診断され，心身ともに健康であること｡

　　　④麻疹（はしか）の抗体検査・予防接種を行い，免疫があると認められた者であること。

　　　⑤介護等体験料を所定の期日までに振り込んでいること｡

　　　⑥指定された体験日程で介護等体験に参加できること。

　　　⑦その他，必要な手続きのすべてを完了していること。

　（２）体験日程・体験先

　　　受入先の都合を考慮したうえ群馬県教育委員会および群馬県・埼玉県社会福祉協議会が希望者一人ひとりの日

程と受入先を調整・決定します。個人的な事情や要望（サークル，アルバイト，海外留学，就職活動等）による

日程・受入先の指定や変更（また，このことに関する個人交渉）・辞退は一切できないので，参加希望者はこの

点を了承し，自己の予定を調整したうえで体験に臨んでください。

　　　①日程

　　　　授業期間だけではなく，夏季・冬季休暇期間・土・日・祝祭日を含む日程で行います。

　　　②体験先

　　　　いずれも群馬県に所在する学校・施設で行います。現住所に近い場所で行えるとは限りません。なお，埼玉

県に現住所もしくは帰省先住所がある学生は，埼玉県内の社会福祉施設での実習を申し込むことができます。

　　＜特別支援学校＞

　　　視覚障害者，聴覚障害者，知的障害者，肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱者を含む）に対して，小中学校等

に準ずる教育を行うとともに，障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を

授けることを目的とする学校。在籍する児童生徒等に対する教育を行うほか，障害により教育上特別の支援を必

要とする小中学校等の児童生徒等の教育に関し，必要な助言又は援助を行います。

　　＜社会福祉施設＞

　　　・高齢者にかかわる施設

　　　・児童福祉・障害児にかかわる施設

　　　・障害者（身体，知的，精神障害者）にかかわる施設

　　　・生活保護にかかわる施設

　（３）内容

　　　・学校，施設の利用者の介護･介助（入浴･排泄等含む）
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７）介護等体験について

　　　②全３回の説明会（２年次２月・３年次６月および７月を予定）に出席し，必要な書類を提出すること｡

　　 　視覚障がい者，聴覚障がい者，知的障がい者，肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱者を含む）に対して，小中

学校等に準ずる教育を行うとともに，障がいによる学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知

識技能を授けることを目的とする学校。在籍する児童生徒等に対する教育を行うほか，障がいにより教育上特別

の支援を必要とする小中学校等の児童生徒等の教育に関し，必要な助言又は援助を行います。

　　＜社会福祉施設＞

　　　・高齢者にかかわる施設

　　　・児童福祉・障がい児にかかわる施設

　　　・障がい者（身体，知的，精神障がい者）にかかわる施設
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　（２）教育実習のスケジュール

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板で行いますので，
必ず確認してください。説明会を欠席したり，手続きを怠ると，実習参加ができなくなるので注意してくださ
い。また内諾を得たのちのキャンセルや，一度納入した実習料の返金は一切できません。

＜２年次＞
春季休暇前

＜３年次＞
４月上旬

（進級オリエンテーション期間中）

４月以降

９月中旬

12月

２月上旬

＜４年次＞
４月上旬

５月上旬

４月中旬

５月中旬

実習終了後
１か月以内

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

教育実習校の発表

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習料振込

教育実習参加条件充足者発表
教育実習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は教学課窓口で指示を受けること

教育実習日誌の提出

教育実習参加条件充足者発表
教育自習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は板倉事務課窓口で指示を受けること

教育実習料振込

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

教育実習日誌の提出

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習校の発表

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明
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　（２）教育実習のスケジュール

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板で行いますので，
必ず確認してください。説明会を欠席したり，手続きを怠ると，実習参加ができなくなるので注意してくださ
い。また内諾を得たのちのキャンセルや，一度納入した実習料の返金は一切できません。

＜２年次＞
春季休暇前

＜３年次＞
４月上旬

（進級オリエンテーション期間中）

４月以降

９月中旬

12月

２月上旬

＜４年次＞
４月上旬

５月上旬

４月中旬

５月中旬

実習終了後
１か月以内

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

教育実習校の発表

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習料振込

教育実習参加条件充足者発表
教育実習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は教学課窓口で指示を受けること

教育実習日誌の提出

教育実習参加条件充足者発表
教育自習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は板倉事務課窓口で指示を受けること

教育実習料振込

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

教育実習日誌の提出

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習校の発表

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明
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＜２年次＞
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＜３年次＞
４月上旬

（進級オリエンテーション期間中）
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２月上旬

＜４年次＞
４月上旬

５月上旬

４月中旬

５月中旬
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１か月以内
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教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

教育実習校の発表

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習料振込

教育実習参加条件充足者発表
教育実習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は教学課窓口で指示を受けること

教育実習日誌の提出

教育実習参加条件充足者発表
教育自習直前説明会　実習直前の心構え，実習上の注意事項，実習校持参書類の配布

教育実習受入内諾書の確認
教育実習希望調書の提出

訪問指導校の発表（掲示）
該当者は板倉事務課窓口で指示を受けること

教育実習料振込

教育実習承諾書確認　打ち合わせ日，実習期間，教科等最終確認

教育実習日誌の提出

次年度教育実習直前説明会の掲示

教育実習校の発表

教育実習校への内諾依頼（各自出身校等へ次年度実習の依頼に行くこと）

春季休暇中にやっておくことについて説明

教育実習事務手続説明会　次年度教育実習予定校確保（内諾）についての説明
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　　　・学校，施設の利用者との交流（話し相手），学習活動の指導･援助

　　　・学校，施設が実施する行事（学園祭･バザー･遠足，サークル活動等）の補助

　　　・学校，施設の掃除，洗濯等の作業

　　　特別支援学校事例･･･授業参観･作業学習補助･学校行事補助等（プール実習･マラソン大会等）

　　　社会福祉施設事例･･･車椅子補助･点字の勉強･送迎バスへの添乗･サークル活動の補助等

　（４）介護等体験に関するスケジュール

＜２年次＞

２月以降

介護等体験第１回説明会　体験の概要・申込前の注意事項・今後の手続の説明・参加仮登録

群馬県教育委員会へ一括申し込み

４月下旬 特別支援学校受入決定発表（掲示）

12月

＜３年次＞
４月中旬 介護等体験第２回説明会

特別支援学校での体験上の注意，申込方法の説明，申込と体験に必要な書類の配布等

６月上旬 群馬県および埼玉県社会福祉協議会へ一括申し込み

５月下旬 介護等体験第３回説明会
社会福祉施設での体験上の注意，申込み方法の説明，申込みと体験に必要な書類の配布等

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板で行いますので，

必ず確認してください。説明会を欠席したり，手続きを怠ると，体験参加ができなくなるので注意してくださ

い。また申込後のキャンセルや，一度納入した体験費用の返金は一切できません。

体験終了後
２週間以内 介護等体験日誌の提出

６月下旬

６月中旬

２月

２月下旬

７月頃

８）教職実践演習について

　４年次の秋学期に必修科目として「教職実践演習」の履修が必要です。この科目は，全学年を通じた教職に関する「学

びの軌跡の集大成」と言えるものであり，学生が身に付けた資質・能力が教員として最小限必要な資質・能力として

有機的に統合され形成されたかを確認することを目的としています。しかしこの確認は４年次秋学期になってはじめ

群馬県および埼玉県社会福祉協議会へ一括申し込み

介護等体験第 2 回説明会
 社会福祉施設での体験上の注意，申込み方法の説明，申込みと体験に必要な書類の配布等

特別支援学校での体験上の注意，申込と体験に必要な書類の配布等

社会福祉施設受入決定発表（掲示）
介護等体験第３回説明会
体験準備および体験（要項・受入連絡票を熟読の上，体験に臨むこと）
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問いつづけるというものです。

　従って，教員をめざす学生は１年次から意識的・意欲的に教職課程の学びを継続し，学修の成果と課題を記録して

おくことが求められます。本学では「教職パスポート」を用意してその一助としており，「教職パスポート」を活用

して，４年間の学修の流れを継続的・系統的に，目に見えるかたちで記録していくことが求められます。「教職パス

ポート」を管理し活用していることが「教職実践演習」の履修条件のひとつとなるので，大切に保管し活用するよう

にしてください。なお，２年次終了時点で「教職パスポート」の中間点検を行い，必要に応じて指導・助言を行いま

す。教職への適性が疑われる場合には進路の変更を促す場合もあるので，しっかりとした自覚をもって学修に取り組

んでください。

８）教育職員免許状一括申請について

　教育職員免許状に必要な単位を修得した学生は，教育免許状の取得が見込まれる年度に教育職員免許状申請の手続

きをする必要があります。通常は大学を通して教育職員免許状の申請（以下一括申請）を下記のスケジュールに従っ

て行います。

　これらの手続きを怠った場合は，卒業時に教育職員免許状が授与されなくなるので注意してください。

　教育職員免許状一括申請に関するスケジュール

＜４年次＞
10月  教育職員免許状一括申請説明会の掲示

 申請免許状の申込

 免許状記載内容の最終確認，群馬県教育委員会に提出する書類の署名・捺印
 申請料の振込

１月

１月下旬

 教育職員免許状一括申請説明会12月上旬

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板にて行いますので，

必ず確認してください。

卒業式当日  教育職員免許状授与（交付）　印鑑持参のこと

12月

９）教育職員免許状一括申請について

て行うのではなく，１年次から継続的にくり返し自らの教職への意志や適性を問いつづけるというものです。

11月
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す。教職への適性が疑われる場合には進路の変更を促す場合もあるので，しっかりとした自覚をもって学修に取り組

んでください。

８）教育職員免許状一括申請について

　教育職員免許状に必要な単位を修得した学生は，教育免許状の取得が見込まれる年度に教育職員免許状申請の手続

きをする必要があります。通常は大学を通して教育職員免許状の申請（以下一括申請）を下記のスケジュールに従っ

て行います。

　これらの手続きを怠った場合は，卒業時に教育職員免許状が授与されなくなるので注意してください。

　教育職員免許状一括申請に関するスケジュール
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10月  教育職員免許状一括申請説明会の掲示

 申請免許状の申込

 免許状記載内容の最終確認，群馬県教育委員会に提出する書類の署名・捺印
 申請料の振込

１月

１月下旬

 教育職員免許状一括申請説明会12月上旬

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板にて行いますので，

必ず確認してください。

卒業式当日  教育職員免許状授与（交付）　印鑑持参のこと
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　　　・学校，施設の利用者との交流（話し相手），学習活動の指導･援助

　　　・学校，施設が実施する行事（学園祭･バザー･遠足，サークル活動等）の補助

　　　・学校，施設の掃除，洗濯等の作業

　　　特別支援学校事例･･･授業参観･作業学習補助･学校行事補助等（プール実習･マラソン大会等）

　　　社会福祉施設事例･･･車椅子補助･点字の勉強･送迎バスへの添乗･サークル活動の補助等

　（４）介護等体験に関するスケジュール

＜２年次＞

２月以降

介護等体験第１回説明会　体験の概要・申込前の注意事項・今後の手続の説明・参加仮登録

群馬県教育委員会へ一括申し込み

４月下旬 特別支援学校受入決定発表（掲示）

12月

＜３年次＞
４月中旬 介護等体験第２回説明会

特別支援学校での体験上の注意，申込方法の説明，申込と体験に必要な書類の配布等

６月上旬 群馬県および埼玉県社会福祉協議会へ一括申し込み

５月下旬 介護等体験第３回説明会
社会福祉施設での体験上の注意，申込み方法の説明，申込みと体験に必要な書類の配布等

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板で行いますので，

必ず確認してください。説明会を欠席したり，手続きを怠ると，体験参加ができなくなるので注意してくださ

い。また申込後のキャンセルや，一度納入した体験費用の返金は一切できません。

体験終了後
２週間以内 介護等体験日誌の提出

６月下旬

６月中旬

２月

２月下旬

７月頃

８）教職実践演習について

　４年次の秋学期に必修科目として「教職実践演習」の履修が必要です。この科目は，全学年を通じた教職に関する「学

びの軌跡の集大成」と言えるものであり，学生が身に付けた資質・能力が教員として最小限必要な資質・能力として

有機的に統合され形成されたかを確認することを目的としています。しかしこの確認は４年次秋学期になってはじめ

群馬県および埼玉県社会福祉協議会へ一括申し込み

介護等体験第 2 回説明会
 社会福祉施設での体験上の注意，申込み方法の説明，申込みと体験に必要な書類の配布等

特別支援学校での体験上の注意，申込と体験に必要な書類の配布等

社会福祉施設受入決定発表（掲示）
介護等体験第３回説明会
体験準備および体験（要項・受入連絡票を熟読の上，体験に臨むこと）
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◎個人申請について

　　一括申請手続きを行わなかった場合でも，教育職員免許状に必要な単位を修得していれば，卒業後に個人で教育

職員免許状を申請すること（個人申請）が可能です。

　　個人で申請する際の申請先等は下記の通りです。

　　＜申請先＞

　　　住民票をおいている都道府県の教育委員会（通常は都道府県庁の教育職員免許状を発行する部署）

　　＜申請に必要な書類・受付時期・免許状発行日＞ 

　　　申請先によって異なるので各自で問い合わてください。

９）休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合について

　在学中に休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合は，教育実習・介護等体験等の実施時期や

教育職員免許状の取得時期が通常の学生より１～２年遅くなることがあるので，必ず事前に教学課窓口まで相談に来

てください。

10）教員採用試験について

　教育職員免許状を取得した者が教員になるためには，まずは教員採用試験に合格する必要があります。

　出願期間・受験条件・試験日程・試験方法は教育委員会・学校によって異なるので，教員採用試験の実施要綱の取

り寄せと応募は各自で行ってください。

　実施要綱が大学に届いた場合は，キャリア形成・就職支援室で閲覧できます。教員採用試験（第１次・第２次）に

合格した場合は必ず教学課窓口に届け出てください。

　（１）公立学校の教員採用

　　　公立学校の教員になるためには，まずは各都道府県または市の教育委員会が実施する採用試験に合格し，採用

候補者の名簿に登録される必要があります。名簿の中からその年度の欠員状況，教員組織の状況などを考慮して

選定され，採用が決定します。

　（２）私立学校の教員採用 

　　　各都県の私学協会等が実施する「私立学校教員適性検査」を基に採用を行う場合と公募制による採用がありま

す。

　　　「私立学校教員適性検査」は採用試験ではなく，適性検査を受けた受検者の氏名と評価等が記載された名簿を

基にして，教員の採用を行っていくものです。ただし，検査を実施する都県にある私立学校全てが「私立学校教

員適性検査」の結果を基に教員募集を行っているとは限りません。

11）教員採用に関する支援について

　専門相談員による選考試験の学習指導や選抜試験対策講座等の実施を予定しています。講座の開催・申込時期等に

ついては中央掲示版に掲示します。

－ 111 －

11）教員採用試験について

　教育職員免許状を取得した者が教員になるためには，まずは教員採用試験に合格する必要があります。

　出願期間・受験条件・試験日程・試験方法は教育委員会・学校によって異なるので，教員採用試験の実施要綱の取

り寄せと応募は各自で行ってください。

　実施要綱が大学に届いた場合は，教職支援室で閲覧できます。教員採用試験（第１次・第２次）に合格した場合は

必ず板倉事務課窓口に届け出てください。

12）教員採用に関する支援について

　専門相談員による選考試験の学習指導や教員採用試験対策講座等の実施を予定しています。講座の開催・申込時期

等については中央掲示版に掲示します。

◎個人申請について

　 　一括申請手続きを行わなかった場合でも，教育職員免許状に必要な単位を修得していれば，卒業後に個人で教育

職員免許状を申請すること（個人申請）が可能です。

　　個人で申請する際の申請先等は下記の通りです。

　　＜申請先＞

　　　住民票をおいている都道府県の教育委員会（通常は都道府県庁の教育職員免許状を発行する部署）

　　＜申請に必要な書類・受付時期・免許状発行日＞

　　　申請先によって異なるので各自で問い合わせてください。

10）休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合について

　在学中に休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合は，教育実習・介護等体験等の実施時期や

教育職員免許状の取得時期が通常の学生より１～２年遅くなることがあるので，必ず事前に板倉事務課窓口まで相談

に来てください。

－ 66 －

　教৬ࢧԉࣨの教৬ΞυόΠβʔによるબ考ݧࢼの学習指ಋやɼ教һ࠾用ݧࢼରࡦ講座౳の実ࢪを༧定しています。

講座の開࠵・ਃࠐ時期౳については中ԝࣔܝ൛（教৬関࿈）にࣔܝします。
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２．食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）
　食品衛生法第48条の規定により，食肉製品やマーガリン，添加物等，特に衛生上の考慮を必要とする食品の製造又

は加工を行う営業者は，その施設ごとに，専任の食品衛生管理者を置くことが義務づけられています。食品衛生管理

者はその製造又は加工の衛生管理を行います。

　一方，食品衛生監視員とは全国にある主な海港・空港の検疫所で，輸入食品の安全監視や指導を行います。国家公

務員Ⅱ種試験あるいは厚生労働省が行う食品衛生監視員採用試験に合格することが必要です。また，地方公務員とし

て，主に各都道府県の保健所で，飲食に起因する衛生上の危害を防止するために，食品を取り扱う営業施設等への監

視指導，立入検査及び食品等からの試験品を採取する権限を有し健康被害を防ぐために公衆衛生業務に携わることも

可能です。

　食環境科学部は，食品衛生管理者養成施設として厚生労働大臣の登録を受けているので，各学科（専攻）で指定さ

れた科目を修得することで国家資格の任用資格を得ることができます。

※　「任用資格」とは，所定の科目を修得し，卒業後に公務員として採用され，その資格に関連する職務に就業して

初めて活きる資格です。

食品衛生管理者・食品衛生監視員になるまで

＜１年～３年次＞

４月上旬
10月上旬

 履修登録期間にToyoNet-Gで資格登録（１年次以外での登録は認められません）

 各学期の成績発表期間にToyoNet-Gで単位修得状況の照会

 コースの既定単位充足者へは修了証授与

10～11月頃  食品衛生監視員：厚生労働省検疫所食品衛生監視員（専門行政職）採用試験を受験

 食品衛生管理者：関連する職務に就業することで，食品衛生管理者となれます。

卒業式当日

９月下旬
３月下旬

＜４年次＞

＜４年次～卒業後＞

 合格者は全国主要海港・空港の検疫所に配属

卒業後

－ 69 －－ 76 －

　食環境科学部は，食品衛生管理者養成施設として厚生労働大臣の登録を受けているので，各学科（専攻）で指定さ

れた科目を修得することで国家資格の任用資格を得ることができます。（P77参照）

９月中旬
３月中旬

＜１年次春学期＞

＜１年次～３年次＞

○ 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格は「食環境科学部食環境科学科フードサイエンス専攻またはスポーツ・食品機能専攻」，「食環境科学部健康栄養学科」で
所定の課程を全て履修した卒業者であること。

○ 編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
○ 転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録された学校の養成課程からでないと認めな 

い。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致しなければ，資格取得に必要な単位数と認めない。

２．食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）
　食品衛生法第48条の規定により，食肉製品やマーガリン，添加物等，特に衛生上の考慮を必要とする食品の製造又

は加工を行う営業者は，その施設ごとに，専任の食品衛生管理者を置くことが義務づけられています。食品衛生管理

者はその製造又は加工の衛生管理を行います。

　一方，食品衛生監視員とは全国にある主な海港・空港の検疫所で，輸入食品の安全監視や指導を行います。国家公

務員Ⅱ種試験あるいは厚生労働省が行う食品衛生監視員採用試験に合格することが必要です。また，地方公務員とし

て，主に各都道府県の保健所で，飲食に起因する衛生上の危害を防止するために，食品を取り扱う営業施設等への監

視指導，立入検査及び食品等からの試験品を採取する権限を有し健康被害を防ぐために公衆衛生業務に携わることも

可能です。

　食環境科学部は，食品衛生管理者養成施設として厚生労働大臣の登録を受けているので，各学科（専攻）で指定さ

れた科目を修得することで国家資格の任用資格を得ることができます。

※　「任用資格」とは，所定の科目を修得し，卒業後に公務員として採用され，その資格に関連する職務に就業して

初めて活きる資格です。

食品衛生管理者・食品衛生監視員になるまで

＜１年～３年次＞

４月上旬
10月上旬

 履修登録期間にToyoNet-Gで資格登録（１年次以外での登録は認められません）

 各学期の成績発表期間にToyoNet-Gで単位修得状況の照会

 コースの既定単位充足者へは修了証授与

10～11月頃  食品衛生監視員：厚生労働省検疫所食品衛生監視員（専門行政職）採用試験を受験

 食品衛生管理者：関連する職務に就業することで，食品衛生管理者となれます。

卒業式当日

９月下旬
３月下旬

＜４年次＞

＜４年次～卒業後＞

 合格者は全国主要海港・空港の検疫所に配属

卒業後

－ 69 －－ 76 －

　食環境科学部は，食品衛生管理者養成施設として厚生労働大臣の登録を受けているので，各学科（専攻）で指定さ

れた科目を修得することで国家資格の任用資格を得ることができます。（P77参照）

９月中旬
３月中旬

＜１年次春学期＞

＜１年次～３年次＞

○ 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格は「食環境科学部食環境科学科フードサイエンス専攻またはスポーツ・食品機能専攻」，「食環境科学部健康栄養学科」で
所定の課程を全て履修した卒業者であること。

○ 編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
○ 転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録された学校の養成課程からでないと認めな 

い。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致しなければ，資格取得に必要な単位数と認めない。

◎個人申請について

　　一括申請手続きを行わなかった場合でも，教育職員免許状に必要な単位を修得していれば，卒業後に個人で教育

職員免許状を申請すること（個人申請）が可能です。

　　個人で申請する際の申請先等は下記の通りです。

　　＜申請先＞

　　　住民票をおいている都道府県の教育委員会（通常は都道府県庁の教育職員免許状を発行する部署）

　　＜申請に必要な書類・受付時期・免許状発行日＞ 

　　　申請先によって異なるので各自で問い合わてください。

９）休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合について

　在学中に休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合は，教育実習・介護等体験等の実施時期や

教育職員免許状の取得時期が通常の学生より１～２年遅くなることがあるので，必ず事前に教学課窓口まで相談に来

てください。

10）教員採用試験について

　教育職員免許状を取得した者が教員になるためには，まずは教員採用試験に合格する必要があります。

　出願期間・受験条件・試験日程・試験方法は教育委員会・学校によって異なるので，教員採用試験の実施要綱の取

り寄せと応募は各自で行ってください。

　実施要綱が大学に届いた場合は，キャリア形成・就職支援室で閲覧できます。教員採用試験（第１次・第２次）に

合格した場合は必ず教学課窓口に届け出てください。

　（１）公立学校の教員採用

　　　公立学校の教員になるためには，まずは各都道府県または市の教育委員会が実施する採用試験に合格し，採用

候補者の名簿に登録される必要があります。名簿の中からその年度の欠員状況，教員組織の状況などを考慮して

選定され，採用が決定します。

　（２）私立学校の教員採用 

　　　各都県の私学協会等が実施する「私立学校教員適性検査」を基に採用を行う場合と公募制による採用がありま

す。

　　　「私立学校教員適性検査」は採用試験ではなく，適性検査を受けた受検者の氏名と評価等が記載された名簿を

基にして，教員の採用を行っていくものです。ただし，検査を実施する都県にある私立学校全てが「私立学校教

員適性検査」の結果を基に教員募集を行っているとは限りません。

11）教員採用に関する支援について

　専門相談員による選考試験の学習指導や選抜試験対策講座等の実施を予定しています。講座の開催・申込時期等に

ついては中央掲示版に掲示します。

－ 111 －

11）教員採用試験について

　教育職員免許状を取得した者が教員になるためには，まずは教員採用試験に合格する必要があります。

　出願期間・受験条件・試験日程・試験方法は教育委員会・学校によって異なるので，教員採用試験の実施要綱の取

り寄せと応募は各自で行ってください。

　実施要綱が大学に届いた場合は，教職支援室で閲覧できます。教員採用試験（第１次・第２次）に合格した場合は

必ず板倉事務課窓口に届け出てください。

12）教員採用に関する支援について

　専門相談員による選考試験の学習指導や教員採用試験対策講座等の実施を予定しています。講座の開催・申込時期

等については中央掲示版に掲示します。

◎個人申請について

　 　一括申請手続きを行わなかった場合でも，教育職員免許状に必要な単位を修得していれば，卒業後に個人で教育

職員免許状を申請すること（個人申請）が可能です。

　　個人で申請する際の申請先等は下記の通りです。

　　＜申請先＞

　　　住民票をおいている都道府県の教育委員会（通常は都道府県庁の教育職員免許状を発行する部署）

　　＜申請に必要な書類・受付時期・免許状発行日＞

　　　申請先によって異なるので各自で問い合わせてください。

10）休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合について

　在学中に休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合は，教育実習・介護等体験等の実施時期や

教育職員免許状の取得時期が通常の学生より１～２年遅くなることがあるので，必ず事前に板倉事務課窓口まで相談

に来てください。

－ 66 －

　生໋科学部はɼ৯඼Ӵ生؅理者養成ࢪ設としてް生࿑ಇ大ਉのొ録を受けているのでɼ֤学科で指定された科目を

修ಘすることで国Ո資֨の೚用資֨をಘることができます。（184ʙ185ࢀর）

˓৯඼Ӵ生؅理者ٴͼ৯඼Ӵ生ࢹ؂һの資֨は「生໋科学部生໋科学科」ɼ「生໋科学部応用生物科学科」でॴ定の課ఔを全てཤ修したଔ業者であること。
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ੜ໋Պ学෦ੜ໋Պ学Պ

۠　　分 基本科目໊ त業科目໊ ഑当学年 ୯Ґ਺ ཤ修方法

܈̖
　化学関係

分ੳ化学 分ੳ化学 ̎ ̎ બ୒
機ث分ੳᶗ ̏ ̎ બ୒

༗機化学 基礎化学 ̍ ̎ ඞ修
基礎༗機化学 ̍ ̎ ඞ修
化学実ݧ ̍ ̏ ඞ修
༗機化学 ̎ ̎ બ୒

ແ機化学 ແ機化学 ̍ ̎ બ୒

　܈̗
　生物化学関係

生物化学 生化学ᶗ ̍ ̎ ඞ修
生化学ᶘ ̎ ̎ ඞ修
生物༗機化学 ̎ ̎ બ୒

生理学 生理学 ̎ ̎ બ୒

　܈̘
　ඍ生物学関係

ඍ生物学 基礎ඍ生物学 ̍ ̎ ඞ修
ඍ生物ར用学 ̎ ̎ ඞ修
ඍ生物生理学 ̎ ̎ બ୒

　܈̙
　公ऺӴ生学�
関係

公ऺӴ生学 公ऺӴ生学 ̎ ̎ ඞ修
৯඼Ӵ生学 )"$$1論 ̏ ̎ બ୒
Ӵ生行政学 ৯඼安全学 ̏ ̎ ඞ修

܈̚
　その他の�
関࿈科目

応用ඍ生物学 真֩ඍ生物学 ̍ ̎ ඞ修
応用ඍ生物学 生໋科学実ݧᶗ ̎ ̏ ඞ修

生໋科学実ݧᶘ ̏ ̏ ඞ修
ӫ養化学 ২物分ࢠӫ養学 ̍ ̎ ඞ修
Ոச生理学 動物生理学 ̎ ̎ ඞ修

。についてはɼඞ修科目をすべて修ಘの上ɼ計22୯Ґ以上修ಘすること܈ʙ̙܈̖˞
。の科目をؚめてɼ૯୯Ґ਺40୯Ґ以上を修ಘすること܈̚˞
˞ฤ入学により入学した学生はɼ৯඼Ӵ生؅理者ٴͼ৯඼Ӵ生ࢹ؂һの資֨を取ಘすることはできない。
˞స入学により入学した学生が資֨を取ಘする場߹はɼ「৯඼Ӵ生؅理者ٴͼ৯඼Ӵ生ࢹ؂һのొ録養成ࢪ設」としてొ録さ
れた学校の養成課ఔからでないとೝめない。またɼొ録養成ࢪ設であってもطに取ಘした୯Ґが当学校の科目಺༰と一க
しなければɼ資֨取ಘにඞཁな୯Ґとೝめない。
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ੜ໋Պ学෦Ԡ༻ੜ෺Պ学Պ

۠　　分 基本科目໊ त業科目໊ ഑当学年 ୯Ґ਺ ཤ修方法

܈̖
　化学関係

分ੳ化学 分ੳ化学 ̍ ̎ બ୒
機ث分ੳ　 ̏ ̎ ඞ修

༗機化学 基礎化学 ̍ ̎ ඞ修
২物代ँ化学 ̎ ̎ બ୒
化学実ݧ ̍ ̏ ඞ修
༗機化学 ̍ ̎ ඞ修

ແ機化学 ແ機化学 ̍ ̎ બ୒

܈̗
　生物化学関係

生物化学 生化学ᶗ ̎ ̎ ඞ修
生化学ᶘ ̎ ̎ ඞ修
生化学実ݧ ̎ ̏ બ୒

܈̘
　ඍ生物学関係

ඍ生物学 ඍ生物学 ̍ ̎ ඞ修
ඍ生物ར用学 ̎ ̎ ඞ修
ඍ生物生理学 ̎ ̎ બ୒

܈̙
　公ऺӴ生学�
関係

公ऺӴ生学 公ऺӴ生学 ̎ ̎ ඞ修
৯඼Ӵ生学 )"$$1論 ̏ ̎ બ୒
Ӵ生行政学 ৯඼安全学 ̏ ̎ ඞ修

܈̚
　その他の�
関࿈科目

生物学ڥ؀ 生物学ࢠ分ڥ؀ ̎ ̎ ඞ修
Ոச生理学 動物生理学 ̍ ̎ ඞ修

動物όΠΦςΫϊϩδʔ ̏ ̎ બ୒
応用ඍ生物学 όΠΦςΫϊϩδʔ実ݧ ̍ ̏ ඞ修
生物༗機化学 生物学実ݧ ̎ ̏ ඞ修
߬ૉ化学 ߬ૉ޻学 ̏ ̎ બ୒
২物生理学 ২物όΠΦςΫϊϩδʔ ̏ ̎ બ୒
Ԛછ物質分ੳ学ڥ؀ 生ଶಟੑ学 ̏ ̎ બ୒

。についてはɼඞ修科目をすべて修ಘの上ɼ計22୯Ґ以上修ಘすること܈ʙ̙܈̖˞
。の科目をؚめてɼ૯୯Ґ਺40୯Ґ以上を修ಘすること܈̚˞
˞ฤ入学により入学した学生はɼ৯඼Ӵ生؅理者ٴͼ৯඼Ӵ生ࢹ؂һの資֨を取ಘすることはできない。
˞స入学により入学した学生が資֨を取ಘする場߹はɼ「৯඼Ӵ生؅理者ٴͼ৯඼Ӵ生ࢹ؂һのొ録養成ࢪ設」としてొ録さ
れた学校の養成課ఔからでないとೝめない。またɼొ録養成ࢪ設であってもطに取ಘした୯Ґが当学校の科目಺༰と一க
しなければɼ資֨取ಘにඞཁな୯Ґとೝめない。
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３．危険物取扱者（甲種）
　消防法により，危険物の貯蔵・製造・販売等取り扱う施設には危険物取扱者を置くことが義務づけられています。

危険物取扱者はその施設において保安監督を行います。危険物取扱者は国家資格であり，甲種，乙種，丙種があり，

それぞれ指定された危険物を扱うことが出来ます。

　生命科学部では，化学に関する科目（下表参照）を15単位以上修得することで甲種の受験資格が得られます。.消

防試験研究センターが行う国家資格「甲種危険物取扱者」の試験を受験することが出来ます。

　財団法人消防試験研究センター　http://www.shoubo-shiken.or.jp/

化学に関する科目対応一覧　＜生命科学科2013年度以降入学生＞

１ ２ ３ ４
授 業 科 目 春秋 授 業 科 目 春秋 授 業 科 目 春秋 授業科目 春秋

基盤教
育科目

共通教
養科目 自然・環境・生命 現代化学

生命科学史
２
２

専

　
　門

　
　科

　
　目

必 修
基礎化学
化学実験
基礎生化学

２
３

２
基礎分子生物学 ２

選

　択

　必

　修

基 礎 科 学 分析化学 ２
機器分析
物理化学
分子遺伝学

２
２
２

分子細胞生物学
核酸化学

２
２

バイオ分子科学分野 有機化学 ２ 生物有機化学 ２ 糖鎖科学 ２
生体機能制御科学分野 タンパク質科学 ２
ゲノム・環境応答科学分野 植物生理生化学 ２ 植物分子生物学 ２
極限環境生物化学分野 バイオマス ２

選 択 科 目 無機化学
応用微生物学

２
２

水処理工学
基礎化学工学
バイオマテリアル
薬物生体作用学
公衆衛生学
基礎生物化学工学
食品化学

２
２
２
２
２２

２

安全・危機管理学
環境分析化学

２
２

化学に関する科目対応一覧　＜応用生物科学科2013年度以降入学生＞

１ ２ ３ ４
授 業 科 目 春秋 授 業 科 目 春秋 授 業 科 目 春秋 授業科目 春秋

基盤教
育科目

共 通 教
養 科 目 自然・環境・生命 現代化学

生命科学史
２
２

専

　
　門

　
　科

　
　目

必 修
基礎化学
生化学Ⅰ
化学実験

２

３２
分子生物学
生化学Ⅱ

２
２

選

　択

　必

　修

基 礎 科 学 無機化学
有機化学

２
２

基礎化学工学
基礎生物物理化学
分析化学
天然物有機化学
薬物生体作用学
バイオマテリアル

２
２

２

２

２

２
機器分析 ２

細 胞 利 用 タンパク質工学 ２
微 生 物 利 用 応用微生物学 ２ 基礎生物化学工学 ２
環 境 科 学 水処理工学 ２ 環境分析化学 ２

選 択 科 目 分子遺伝学 ２

生体高分子化学
香粧品化学
核酸化学
食品衛生学
安全・危機管理学

２

２

２

２

２

2
2
2
 2
2
 2
 2

2

２．危険物取扱者（甲種）

選 択

選 択

環境科学コース
微生物利用コース
細胞利用コース

－ 67 －

Խ学ʹؔ͢ΔՊ໨ରԠҰཡɹʻੜ໋Պ学Պ����೥౓Ҏ߱ೖ学ੜʼ

１ ２ ３ ４
त 業 科 目 य़ळ त 業 科 目 य़ळ त 業 科 目 य़ळ त業科目 य़ळ

基൫教
育科目

通教ڞ
養科目 学 問 の 基 礎 現代化学

生໋科学史
̎
̎

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

ඞ 修

基礎化学
化学実ݧ
生化学ᶗ
基礎分ࢠ生物学
基礎༗機化学
生໋実ݧ化学

̎
̏

̎

̎
̎
̎

分ࢠҨ఻学
生化学ᶘ ̎

̎

選
　
択
　
必
　
修

基 礎 科 学

ແ機化学 ̎ 分ੳ化学
物理化学
༗機化学
生物༗機化学
物؅理֓論ݥة

̎

̎
̎

̎
̎

生 ໋ 科 学 ౶࠯科学
২物生化学 ̎

̎

બ ୒
ਫॲ理޻学
ༀ物生体࡞用学
৯඼化学
公֐๷ࢭ૯論

̎

̎

̎

̎

Խ学ʹؔ͢ΔՊ໨ରԠҰཡɹʻԠ༻ੜ෺Պ学Պ����೥౓Ҏ߱ೖ学ੜʼ

１ ２ ３ ４
त 業 科 目 य़ळ त 業 科 目 य़ळ त 業 科 目 य़ळ त業科目 य़ळ

基൫教
育科目

通教ڞ
養科目 学 問 の 基 礎 現代化学

生໋科学史
̎
̎

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

ඞ 修
基礎化学
分ੳ化学
༗機化学

̎
̎
̎

生化学ᶗ
生化学ᶘ
分ࢠ生物学ᶗ
分ࢠ生物学ᶘ

̎
̎
̎
̎

選
　
択
　
必
　
修

学 生 実 習 化学実ݧ ̏
専 ໳ ڞ 通 ແ機化学 ̎ ༀ物生体࡞用学 ̎ 機ث分ੳ ̎
応 用 動 物

২物代ँ化学 ̎২物資ݯར用
ඍ 生 物 ར 用
生 ໋ ؀ ڥ

બ ୒

ਫॲ理޻学
公֐๷ࢭ૯論
物؅理֓論ݥة
物理化学
৯඼化学

̎
̎

̎
̎
̎

߳হ඼化学
安全・ة機؅理学

̎
̎

３
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５．バイオ技術者認定試験
　生命科学部では，バイオ技術の進歩に対応した高い知識を持ち，バイオテクノロジーに応用出来る技術者の育成を

目指しています。バイオ技術認定試験はその客観的評価が得られる試験の一つです。

　中級バイオ技術者認定試験は，「遺伝子組換え技術，細胞融合技術，増殖能利用技術並びに生物及び生物由来材料

利用技術，そしてこれらを行うための安全管理に関する知識をもち，適切な指導者の元で実際にバイオテクノロジー

に適応しうる資質」を認定するもの，上級バイオ技術者認定試験は，「生命工学技術の中で生物利用技術を中心に，

遺伝情報利用技術，増殖能利用技術および安全管理技術，並びにそれらに関する知識を持ち，指導的立場でそれを実

際にバイオテクノロジーに応用し得る資質を高めた高度な技術者」を認定するものです。

　生命科学部では，在学している学年により受験資格が得られます。中級は２年次修了者および２年次修了見込の

者，上級は３年次修了者および３年次修了見込の者となります。

　NPO法人 日本バイオ技術教育学会　http://homepage2.nifty.com/biogakkai/

６．技術士（補）
　科学技術分野の最高峰の資格です。技術士は科学技術のコンサルタントで，技術に関する研究・開発・設計・評価

の指導や相談，製品の品質や製造工程の効率改善，プロジェクト計画の策定や管理，事故の原因調査や損害査定など

を行います。

　技術士法に基づいて行われる国家試験「技術士第二次試験」に合格し，文部科学省の登録を受け，技術士の名称が

与えられます。国はこの称号を与えることにより，その人が科学技術に関する高度な応用能力を備えていることを認

定することになります。

　一方，技術士補は国家試験「技術士第一次試験」に合格し，文部科学省の登録を受け，技術士補の名称が与えられ

ます。技術士補は，技術士を目指すものにとって最も近道な国家資格です。バイオ系に関連するものとしては，化

学，資源工学，衛生工学，生物工学，環境などの部門があります。

　公益社団法人　日本技術士会　http://www.engineer.or.jp/

－ 118 －

　科学技術分野の最高峰の資格である技術士は科学技術のコンサルタントで，技術に関する研究・開発・設計・評価

の指導や相談，製品の品質や製造工程の効率改善，プロジェクト計画の策定や管理，事故の原因調査や損害査定など

を行います。

　技術士法に基づいて行われる国家試験「技術士第二次試験」に合格し，文部科学省の登録を受け，技術士の名称が

与えられます。国はこの称号を与えることにより，その人が科学技術に関する高度な応用能力を備えていることを認

定することになります。

　一方，技術士補は国家試験「技術士第一次試験」に合格し，文部科学省の登録を受け，技術士補の名称が与えられ

ます。技術士補は，技術士を目指すものにとって最も近道な国家資格です。バイオ系に関連するものとしては，化 

学，資源工学，衛生工学，生物工学，環境などの部門があります。

　公益社団法人　日本技術士会　http://www.engineer.or.jp/

５．技術士・技術士補

４．バイオ技術者認定試験（中級・上級）

－ 68 －

５．技術士・技術士補
　「ٕ術࢜」はɼ国によって科学ٕ術に関するߴ౓な知ࣝと応用能力がೝめられたٕ術者でɼ科学ٕ術の応用໘にܞ

わるٕ術者にとって࠷もݖҖのある国Ո資֨です。「ٕ術࢜」は学術界でのത࢜߸（学Ґ）がɼ࢈業界ではٕ術࢜が

֘当するとධされています。

　ٕ術࢜法に基づいて行われる国Ոݧࢼ「ٕ術࢜ୈೋݧࢼ࣍」に߹֨しɼ文部科学লのొ録を受けɼٕ術࢜の໊শ

が与えられます。ٕ術࢜ୈೋݧࢼ࣍の受ݧ資֨としてɼ「ٕ術ิ࢜となる資֨を༗していること。」およͼ「一定৚

݅の業຿ܦ歴（科学ٕ術に関する実຿ݧܦ）を༗していること。（IUUQT���XXX�FOHJOFFS�PS�KQ�D@UPQJDT�000�000083�

IUNM）」のཁ݅をຬたすඞཁがあります。実຿ݧܦがඞཁとなるためɼ通ৗɼ学生時にはٕ術࢜の資֨はಘられませ

ん。学生時にはٕ術ิ࢜の資֨を取ಘできます。ٕ術ิ࢜になるためにはɼ国Ոݧࢼ「ٕ術࢜ୈ一ݧࢼ࣍」に߹֨しɼ

文部科学লのొ録を受けるඞཁがあります。όΠΦ系に関࿈するものとしてはɼ化学ɼ資޻ݯ学ɼӴ生޻学ɼ生物޻

学ɼڥ؀などの部໳があります。

　公ӹ社ஂ法人　日本ٕ術࢜会　IUUQ���XXX�FOHJOFFS�PS�KQ�

６．公害防止管理者試験（国家試験）
　公֐๷؅ࢭ理者はɼ৯඼޻場ɼ化学޻場ɼҩༀ඼޻場など΄とんど全ての業छの޻場でɼ公֐๷ࢭ体੍を؅理する

ために設ஔが義຿෇けられている国Ո資֨です。̍年࣍から受ݧがՄ能です。資֨として大ؾɼਫ質ɼ૽Ի・ৼ動ɼ

μΠΦΩγϯの分໺に分かれɼそれͧれの分໺で資֨を取ಘできます。৯඼޻場ɼ化学޻場ɼҩༀ඼޻場などでの੡

඼੡଄ϥΠϯでഉग़されるഇਫのড়化を؅理するにはɼਫ質分໺の公֐๷؅ࢭ理者（ਫ質関係̍ʙ̐छ）がඞཁです。

൘૔ΩϟϯύεではՆूق中講義（ਫ質関係）を開࠵しておりɼڥ؀問題や資֨に関心のある学生に޲܏とରࡦを指

ಋしています。ݧࢼは年̍回ɼ10݄に行われ社会人や学生らが受ݧします。߹֨཰は全国ฏ20ۉˋ前後でɼ生໋科学

部学生はฏ成27年౓に໊̔߹֨しました。

　一ൠ社ஂ法人　࢈業؅ڥ؀理ڠ会　IUUQ���XXX�KFNBJ�PS�KQ��4

４

CJP�FEV�PS�KQ�
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Ⅳ　学籍および納付金
（学籍異動に関する手続き）



学　　　　籍

○二重学籍の禁止

○在学年限（学期数）

○変 更 届

学　　生　　証

　本学の学生になるには，入学手続きを完了し，学生証の交付を受けなければなり

ません。

　本学に在籍しているにも拘らず，他大学及び本学の他学部・他学科に在籍（在学）

することはできません。（学則第34条）

　卒業に必要な単位を修得するために連続して在学できるセメスター（在学セメス

ター）は最長で16学期間（８年間）です。ただし，休学の学期数は在学学期数に算

入されません。

　就学手続き時に提出した学籍簿や入学手続時にWeb登録した内容について変更

が生じた場合，教学課窓口で所定の用紙に変更箇所を記入し，届け出をしなければ

なりません。特に，学籍簿は学生の身分を本学が証明する基礎となる重要な書類で

あり，永久保存され，厳重に保管されるものです。変更が生じた場合（氏名変更，

住所変更）は速やかに届け出てください。なお，住所変更についてはToyoNet-G上

でも変更できます。

　主な変更届と必要な書類は以下のとおりです。

変　更　事　項 提出時に必要な書類等

本人氏名変更（改姓・改名） 戸籍抄本

本 人 住 所 変 更
（電話番号の変更も含む）

〈外国籍の場合は登録原票記載事
項証明書〉

通 学 区 間 変 更

保 証 人 変 更
（電話番号の変更も含む） 保証人の署名・捺印

保 証 人 住 所 変 更
（電話番号の変更も含む）

保 証 人 勤 務 先 変 更

緊 急 時 連 絡 人 変 更
本 　 籍 　 地 　 変 　 更

　本学の就学手続きを完了した学生に，学生証を交付します。（学則第29条）

　学生証は，本学学生としての身分を証明するものであり，常に携帯し，次の場合

これを提示しなければなりません。

　１）本学教職員の請求があった場合

　２）定期試験を受験する場合

　３）各種証明書や学生旅客運賃割引証明書（学割）等の交付を受ける場合

　４）通学定期乗車券や学生割引乗車券を購入する際と，それを利用して乗車船し

係員の請求があった場合等

１．学籍（学籍異動に関する手続）

－ 120 －

が生じた場合，板倉事務課窓口で所定の用紙に変更箇所を記入し，届け出をしなけ

ればなりません。特に，学籍簿は学生の身分を本学が証明する基礎となる重要な書

類であり，永久保存され，厳重に保管されるものです。変更が生じた場合（氏名変更，

－ 70 －

ม　ߋ　事　߲ 提ग़時にඞཁなॻྨ౳

本人໊ࢯมߋ（վ੏・վ໊） ੶ঞ本ށ

本 人 ॅ ॴ ม ߋ
（ి࿩൪߸のมߋもؚむ）

ʪ֎国੶の場߹はొ録原ථࡌه事
߲証明ॻʫ

通 学 ۠ 間 ม ߋ

อ 証 人 ม ߋ อ証人のॺ໊・ೀҹ

อ 証 人 ॅ ॴ ม ߋ
（ి࿩൪߸のมߋもؚむ）

อ 証 人 ۈ ຿ 先 ม ߋ

ۓ ٸ 時 ࿈ བྷ 人 ม ߋ

本 ੶ 地 ม ߋ ॅຽථ（ただし本੶のࡌهのあ
るもの）ɼまたはށ੶ঞ本

　ଔ業にඞཁな୯Ґを修ಘするために࿈続して在学できるηϝελ（在学ηϝε

λ）は࠷長で16学期間（̔年間）です。ただしɼٳ学の学期਺は在学学期਺にࢉ入

されません。
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○有効期間

○有効期間の更新

○返　　還

○再 発 行

○暗証番号（パスワード）

学　籍　番　号

　学生証は，学長印，学生本人の写真，裏面シールの貼付が無いものは無効です。

　学生証は他人に貸与または譲渡することはできません。

　学生証の有効期間は１年間です。春学期入学者の場合は，４月１日から次年度の

４月15日までです。入学時に交付を受けた学生証は，４年間使用します。

　毎年学期始めの進級手続き期間内に，学生証の有効期間の更新を受けなければな

りません。

　卒業または退学・除籍等，本学に籍がなくなった場合は，学生証を本学に返還し

なければなりません。

　学生証を紛失もしくは破損・著しく汚損した場合は，直ちに本学に届け出し，以

下の手続きに従って学生証の再発行を受けなければなりません。

（再発行には，１週間かかります。） 

　※紛失した場合……教学課窓口に紛失届を提出し，再発行を受けてください。

　※破損した場合……破損した学生証を教学課窓口に持参すれば，再発行されます。

　※汚損した場合……汚損した学生証を教学課窓口に持参すれば，再発行されます。

　　※いずれの場合も再発行手数料（2,000円）が必要です。

　第三者に不正使用されないために，４桁の数字の暗証番号が登録されています。

入学手続き時に届け出た暗証番号は，自動証明書発行機で証明書を発行する際に必

要です。メモなどを取り，必ず覚えておいてください。

　入学の手続きを完了した学生には，学籍番号が与えられ学生証に記載されます。

この学籍番号は，卒業まで変わることはありません。

　学籍番号は履修登録や，試験の答案用紙提出，各種届出，証明書の申請等で必要

となりますので，正確に記憶しておいてください。

－ 121 －

　※ 紛失した場合…… 板倉事務課窓口に紛失届を提出し，再発行を受けてください。

　※ 破損した場合…… 破損した学生証を板倉事務課窓口に持参すれば，再発行され

ます。

　※ 汚損した場合…… 汚損した学生証を板倉事務課窓口に持参すれば，再発行され

ます。

　　※いずれの場合も再発行手数料（2,000円）が必要です。

　第三者に不正使用されないために，４桁の数字の暗証番号が登録されています。

入学手続き時に届け出た暗証番号は，自動証明書発行機で証明書を発行する際に必

要です。メモなどを取り，必ず覚えておいてください。

　入学の手続きを完了した学生には，学籍番号が与えられ学生証に記載されます。

この学籍番号は，卒業まで変わることはありません。

　学籍番号は履修登録や，試験の答案用紙提出，各種届出，証明書の申請等で必要

となりますので，正確に記憶しておいてください。

　○暗証番号（パスワード）

学　籍　番　号

－ 71 －

学　　　　籍

○二重学籍の禁止

○在学年限（学期数）

○変 更 届

学　　生　　証

　本学の学生になるには，入学手続きを完了し，学生証の交付を受けなければなり

ません。

　本学に在籍しているにも拘らず，他大学及び本学の他学部・他学科に在籍（在学）

することはできません。（学則第34条）

　卒業に必要な単位を修得するために連続して在学できるセメスター（在学セメス

ター）は最長で16学期間（８年間）です。ただし，休学の学期数は在学学期数に算

入されません。

　就学手続き時に提出した学籍簿や入学手続時にWeb登録した内容について変更

が生じた場合，教学課窓口で所定の用紙に変更箇所を記入し，届け出をしなければ

なりません。特に，学籍簿は学生の身分を本学が証明する基礎となる重要な書類で

あり，永久保存され，厳重に保管されるものです。変更が生じた場合（氏名変更，

住所変更）は速やかに届け出てください。なお，住所変更についてはToyoNet-G上

でも変更できます。

　主な変更届と必要な書類は以下のとおりです。

変　更　事　項 提出時に必要な書類等

本人氏名変更（改姓・改名） 戸籍抄本

本 人 住 所 変 更
（電話番号の変更も含む）

〈外国籍の場合は登録原票記載事
項証明書〉

通 学 区 間 変 更

保 証 人 変 更
（電話番号の変更も含む） 保証人の署名・捺印

保 証 人 住 所 変 更
（電話番号の変更も含む）

保 証 人 勤 務 先 変 更

緊 急 時 連 絡 人 変 更
本 　 籍 　 地 　 変 　 更

　本学の就学手続きを完了した学生に，学生証を交付します。（学則第29条）

　学生証は，本学学生としての身分を証明するものであり，常に携帯し，次の場合

これを提示しなければなりません。

　１）本学教職員の請求があった場合

　２）定期試験を受験する場合

　３）各種証明書や学生旅客運賃割引証明書（学割）等の交付を受ける場合

　４）通学定期乗車券や学生割引乗車券を購入する際と，それを利用して乗車船し

係員の請求があった場合等

１．学籍（学籍異動に関する手続）

－ 120 －

が生じた場合，板倉事務課窓口で所定の用紙に変更箇所を記入し，届け出をしなけ

ればなりません。特に，学籍簿は学生の身分を本学が証明する基礎となる重要な書

類であり，永久保存され，厳重に保管されるものです。変更が生じた場合（氏名変更，

－ 70 － ʵ 91 ʵ



進　　　　級

４　年　原　級

○納 付 金

休　　　　学

○休学期間

○手 続 き

　休学者が復学した場合などの特別な事情がない限り，原則として上級の学年に進

級できます。

　本学に学生として最低４年間修学し，所定の単位を修得しなければ卒業はできま

せん。４年次終了までに所定の単位を修得できず，卒業できないことを４年原級と

いいます。

　卒業要件単位を修得するために連続して在学できる年数（在学年数）は，通算し

て８年を限度とします。その年限までは４年生ということになります。

　４年次生で原級する場合の納付金は，当該年度正規４年次生の納付金を適用しま

す。

　病気・家庭の事情，留学等の理由で，修学することができない場合は，所属学部

の教授会の許可を得て休学することができます。（学則第35条）

　休学期間について

　　１）春学期の休学の許可を受けた日から，当該学期の９月30日までです。

　　２）秋学期の休学の許可を受けた日から，当該学期の３月31日までです。

　休学期間を終了した場合

　　１）春学期休学した場合は，10月１日付で復学しなければなりません。

　　２）秋学期休学した場合は，４月１日付で復学しなければなりません。

　休学期間の延長について

　　１）春学期休学者は，秋学期終了時までとし，さらに延長することはできません。

　　２）秋学期休学者は，春学期終了時までとし，さらに延長することはできません。

　※上記休学期間を終了した場合に復学することになりますが，復学ができない場

合は，教学課へ相談してください。

　休学を希望する場合は，許可願用紙に必要事項を記入し保証人連署の上，学生証

を添えて教学課窓口へ提出してください。

学　　科 コード
生 命 科 学 科 １９１０

応用生物科学科 １９２０
食環境科学科 １９３０

学籍番号（10桁）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

入学年度
（西暦下２桁）

番号（001～　）

４月…０
10月…１

入
学
月

↓

－ 122 －

　※ 上記休学期間を終了した場合に復学することになりますが，復学ができない場

合は，板倉事務課へ相談してください。

　休学を希望する場合は，許可願用紙に必要事項を記入し保証人連署の上，学生証

を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

学　　科 コード

生 命 科 学 科 １９１０
応用生物科学科 １９２０

－ 72 －

　පؾ・Ոఉの事情ɼཹ学౳の理༝でɼ修学することができない場߹はɼ大学のڐ

Մをಘてٳ学することができます。（学ଇୈ35৚）
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○納 付 金

休　学　復　学

○手 続 き

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　休学が許可された場合は，休学許可書を保証人宛に郵送します。

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

る場合は，教学課窓口へ相談してください。

　休学の手続き期間は，その年度の春学期６月30日，秋学期12月31日までです。

休学期間を延長する場合

　復学手続きの案内郵送後，休学を延長することになります。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

ばなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，教学課から復学手続きの案内，復学に必

要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は，案内にしたがって，指定した期間内に手続きをしなければなり

ません。

　復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第38条三）

－ 123 －

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

る場合は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 73 －

○納 付 金

休　学　復　学

○手 続 き

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　休学が許可された場合は，休学許可書を保証人宛に郵送します。

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

る場合は，教学課窓口へ相談してください。

　休学の手続き期間は，その年度の春学期６月30日，秋学期12月31日までです。

休学期間を延長する場合

　復学手続きの案内郵送後，休学を延長することになります。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

ばなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，教学課から復学手続きの案内，復学に必

要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は，案内にしたがって，指定した期間内に手続きをしなければなり

ません。

　復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第38条三）

－ 123 －

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

る場合は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 73 －

進　　　　級

４　年　原　級

○納 付 金

休　　　　学

○休学期間

○手 続 き

　休学者が復学した場合などの特別な事情がない限り，原則として上級の学年に進

級できます。

　本学に学生として最低４年間修学し，所定の単位を修得しなければ卒業はできま

せん。４年次終了までに所定の単位を修得できず，卒業できないことを４年原級と

いいます。

　卒業要件単位を修得するために連続して在学できる年数（在学年数）は，通算し

て８年を限度とします。その年限までは４年生ということになります。

　４年次生で原級する場合の納付金は，当該年度正規４年次生の納付金を適用しま

す。

　病気・家庭の事情，留学等の理由で，修学することができない場合は，所属学部

の教授会の許可を得て休学することができます。（学則第35条）

　休学期間について

　　１）春学期の休学の許可を受けた日から，当該学期の９月30日までです。

　　２）秋学期の休学の許可を受けた日から，当該学期の３月31日までです。

　休学期間を終了した場合

　　１）春学期休学した場合は，10月１日付で復学しなければなりません。

　　２）秋学期休学した場合は，４月１日付で復学しなければなりません。

　休学期間の延長について

　　１）春学期休学者は，秋学期終了時までとし，さらに延長することはできません。

　　２）秋学期休学者は，春学期終了時までとし，さらに延長することはできません。

　※上記休学期間を終了した場合に復学することになりますが，復学ができない場

合は，教学課へ相談してください。

　休学を希望する場合は，許可願用紙に必要事項を記入し保証人連署の上，学生証

を添えて教学課窓口へ提出してください。

学　　科 コード
生 命 科 学 科 １９１０

応用生物科学科 １９２０
食環境科学科 １９３０

学籍番号（10桁）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

入学年度
（西暦下２桁）

番号（001～　）

４月…０
10月…１

入
学
月

↓

－ 122 －

　※ 上記休学期間を終了した場合に復学することになりますが，復学ができない場

合は，板倉事務課へ相談してください。

　休学を希望する場合は，許可願用紙に必要事項を記入し保証人連署の上，学生証

を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

学　　科 コード

生 命 科 学 科 １９１０
応用生物科学科 １９２０

－ 72 －

（̍）ୈ̍期（य़学期）のೲ入期ݶまでにٳ学をئいग़た場߹

実習ྉはೲ入ݧ学日を݄̐̍日෇としてѻいɼೲ෇ۚのうͪत業ྉ・実ٳ　　　　

するඞཁはありません。ただしɼࢪ設ۚは൒期分の൒ֹ౳をೲ入するඞཁが

あります。

　　　　全ֹ一ׅೲ入した場߹はɼୈ̍期（य़学期）分のत業ྉ・実ݧ実習ྉおよ

ͼୈ̎期（ळ学期）分のೲ෇ۚを෷い໭しいたします。

（̎）य़学期中にٳ学する場߹

　　　ᶃय़学期の్中でٳ学する場߹ɼୈ̍期（य़学期）のೲ෇ۚは෷い໭しをい

たしません。

　　　ᶄ全ֹ一ׅೲ入した場߹はɼୈ̎期（ळ学期）分のೲ෇ۚを෷い໭しいたし

ます。

（̏）ୈ̎期（ळ学期）のೲ入期ݶまでにٳ学をئいग़た場߹

実習ྉはೲ入ݧ学日を10݄̍日෇としてѻいɼೲ෇ۚのうͪत業ྉ・実ٳ　　　　

するඞཁはありません。ただしɼࢪ設ۚは൒期分の൒ֹ౳をೲ入するඞཁが

あります。

　　　　ୈ̎期（ळ学期）分のೲ෇ۚをೲ入した場߹はɼୈ̎期（ळ学期）分のत

業ྉ・実ݧ実習ྉを෷い໭しいたします。

（̐）ळ学期中にٳ学する場߹

　　　　ळ学期の్中でٳ学する場߹ɼୈ̎期（ळ学期）のೲ෇ۚは෷い໭しをい

たしません。
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○納 付 金

○履修方法

退　　　　学

○手 続 き

○納 付 金

退 学 再 入 学

○手 続 き

（１）休学者が復学する場合の納付金は，入学年度の額が適用されます。

（２）１セメスタ（半期）休学する場合，全額一括納入・分割納入の選択が可能な

　　　納入期は，第１期（春学期）とします。

　　　第２期（秋学期）に復学する場合は，復学時に１セメスタ（半期）分の納付

金を納入することになります。

　休学期間中の履修登録科目は，全て無効となります。

※詳細な履修方法については，復学の手続き後，教学課窓口で履修指導を受けてく

ださい。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，所属学部教授会の許可を得て退学

することができます。（学則第36条） 

　退学を希望する場合は，教学課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて教学課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，教学課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

　　　　退学日を前学期の末日付として扱い，当該年度・学期の納付金を納入する

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

　　　①春学期の途中で退学する場合は，第１期（春学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しいたし

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

　　　　秋学期の途中で退学する場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　再入学が許可された場合は，春学期へは４月１日付，秋学期へは10月１日付で再

入学することができます。（学則第36条２項）

－ 124 －

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

※ 詳細な履修方法については，復学の手続き後，板倉事務課窓口で履修指導を受け

てください。

　退学を希望する場合は，板倉事務課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要

事項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，板倉事務課窓口に相談してください。

－ 74 －

○納 付 金

休　学　復　学

○手 続 き

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　休学が許可された場合は，休学許可書を保証人宛に郵送します。

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

る場合は，教学課窓口へ相談してください。

　休学の手続き期間は，その年度の春学期６月30日，秋学期12月31日までです。

休学期間を延長する場合

　復学手続きの案内郵送後，休学を延長することになります。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

ばなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，教学課から復学手続きの案内，復学に必

要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は，案内にしたがって，指定した期間内に手続きをしなければなり

ません。

　復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第38条三）

－ 123 －

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

る場合は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 73 －

　事情により本学での修学継続がࠔ೉な場߹はɼ大学のڐՄをಘてୀ学することが

できます。（学ଇୈ36৚）
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○納 付 金

○履修方法

懲戒による退学

除　　　　籍

○手 続 き

除 籍 再 入 学

○手 続 き

○納 付 金

　退学者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

　再入学する学年は，原則として退学した学年になりますが，単位修得状況によっ

て学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も原則として入学年度

のものを適用しますが，大きく変わっている場合には，再入学する学年の学科教育

課程表が適用される場合があります。

　＊なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，教学課窓口で履修

指導を行いますので，必ず受けてください。

　本学の規則に反し，又は学生の本分に反する行為があった学生は，所属学部教授

会の議を経て懲戒による退学となる場合があります。（学則第57条）

　指定された期間内に納付金を納入しない学生，在学年数を超えた学生，休学期間

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は教学課窓口で

確認してください。

　除籍は，学籍の抹消として処理され，本学の在籍者としての身分を失うことにな

ります。この場合は，速やかに学生証を本学に返還しなければなりません。

　除籍になった場合は，除籍通知書を保証人宛に郵送します。

　除籍日は，除籍事由により９月30日もしくは３月31日となります。

　除籍者より証明書の申請がある場合には，除籍等の項目を明記した在籍証明書を

教学課にて発行します。

　除籍になった学生は，所属していた学部教授会の許可を得て再入学することがで

きます。（学則第38条３項）

　除籍になった学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望

する場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　再入学が許可された場合は，春学期へは４月１日付，秋学期へは10月１日付で再

入学することができます。（学則第36条２項）

　除籍者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

－ 125 －

　＊ なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，板倉事務課窓口で

履修指導を行いますので，必ず受けてください。

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は板倉事務課窓

口で確認してください。

板倉事務課にて発行します。

する場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙

に必要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

－ 75 －

○納 付 金

○履修方法

退　　　　学

○手 続 き

○納 付 金

退 学 再 入 学

○手 続 き

（１）休学者が復学する場合の納付金は，入学年度の額が適用されます。

（２）１セメスタ（半期）休学する場合，全額一括納入・分割納入の選択が可能な

　　　納入期は，第１期（春学期）とします。

　　　第２期（秋学期）に復学する場合は，復学時に１セメスタ（半期）分の納付

金を納入することになります。

　休学期間中の履修登録科目は，全て無効となります。

※詳細な履修方法については，復学の手続き後，教学課窓口で履修指導を受けてく

ださい。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，所属学部教授会の許可を得て退学

することができます。（学則第36条） 

　退学を希望する場合は，教学課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて教学課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，教学課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

　　　　退学日を前学期の末日付として扱い，当該年度・学期の納付金を納入する

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

　　　①春学期の途中で退学する場合は，第１期（春学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しいたし

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

　　　　秋学期の途中で退学する場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　再入学が許可された場合は，春学期へは４月１日付，秋学期へは10月１日付で再

入学することができます。（学則第36条２項）

－ 124 －

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

※ 詳細な履修方法については，復学の手続き後，板倉事務課窓口で履修指導を受け

てください。

　退学を希望する場合は，板倉事務課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要

事項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，板倉事務課窓口に相談してください。

－ 74 －
○納 付 金

○履修方法

懲戒による退学

除　　　　籍

○手 続 き

除 籍 再 入 学

○手 続 き

○納 付 金

　退学者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

　再入学する学年は，原則として退学した学年になりますが，単位修得状況によっ

て学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も原則として入学年度

のものを適用しますが，大きく変わっている場合には，再入学する学年の学科教育

課程表が適用される場合があります。

　＊なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，教学課窓口で履修

指導を行いますので，必ず受けてください。

　本学の規則に反し，又は学生の本分に反する行為があった学生は，所属学部教授

会の議を経て懲戒による退学となる場合があります。（学則第57条）

　指定された期間内に納付金を納入しない学生，在学年数を超えた学生，休学期間

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は教学課窓口で

確認してください。

　除籍は，学籍の抹消として処理され，本学の在籍者としての身分を失うことにな

ります。この場合は，速やかに学生証を本学に返還しなければなりません。

　除籍になった場合は，除籍通知書を保証人宛に郵送します。

　除籍日は，除籍事由により９月30日もしくは３月31日となります。

　除籍者より証明書の申請がある場合には，除籍等の項目を明記した在籍証明書を

教学課にて発行します。

　除籍になった学生は，所属していた学部教授会の許可を得て再入学することがで

きます。（学則第38条３項）

　除籍になった学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望

する場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　再入学が許可された場合は，春学期へは４月１日付，秋学期へは10月１日付で再

入学することができます。（学則第36条２項）

　除籍者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

－ 125 －

　＊ なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，板倉事務課窓口で

履修指導を行いますので，必ず受けてください。

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は板倉事務課窓

口で確認してください。

板倉事務課にて発行します。

する場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙

に必要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

－ 75 －

○納 付 金

○履修方法

退　　　　学

○手 続 き

○納 付 金

退 学 再 入 学

○手 続 き

（１）休学者が復学する場合の納付金は，入学年度の額が適用されます。

（２）１セメスタ（半期）休学する場合，全額一括納入・分割納入の選択が可能な

　　　納入期は，第１期（春学期）とします。

　　　第２期（秋学期）に復学する場合は，復学時に１セメスタ（半期）分の納付

金を納入することになります。

　休学期間中の履修登録科目は，全て無効となります。

※詳細な履修方法については，復学の手続き後，教学課窓口で履修指導を受けてく

ださい。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，所属学部教授会の許可を得て退学

することができます。（学則第36条） 

　退学を希望する場合は，教学課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて教学課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，教学課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

　　　　退学日を前学期の末日付として扱い，当該年度・学期の納付金を納入する

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

　　　①春学期の途中で退学する場合は，第１期（春学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しいたし

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

　　　　秋学期の途中で退学する場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　再入学が許可された場合は，春学期へは４月１日付，秋学期へは10月１日付で再

入学することができます。（学則第36条２項）

－ 124 －

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

※ 詳細な履修方法については，復学の手続き後，板倉事務課窓口で履修指導を受け

てください。

　退学を希望する場合は，板倉事務課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要

事項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，板倉事務課窓口に相談してください。

－ 74 －

○納 付 金

休　学　復　学

○手 続 き

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　休学が許可された場合は，休学許可書を保証人宛に郵送します。

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

る場合は，教学課窓口へ相談してください。

　休学の手続き期間は，その年度の春学期６月30日，秋学期12月31日までです。

休学期間を延長する場合

　復学手続きの案内郵送後，休学を延長することになります。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

ばなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，教学課から復学手続きの案内，復学に必

要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は，案内にしたがって，指定した期間内に手続きをしなければなり

ません。

　復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第38条三）

－ 123 －

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

る場合は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 73 －

　আ੶になった学生はɼ大学のڐՄをಘて࠶入学することができます。（学ଇୈ38

৚߲̏）

　指定された期間಺にೲ෇ۚをೲ入しない学生ɼ在学年਺を௒えた学生ɼٳ学期間

を越えた学生ɼ新入生で指定された期間಺にཤ修ొ録をしなかった学生ɼその他本

学において修学のҙ思がないとೝめられる学生はɼ学ଇୈ38৚によりআ੶となりま

す。なおɼৄࡉは൘૔事຿課૭ޱで確ೝしてください。
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○履修方法

　 転　部・転　科

　○転部・転科試験の手続き

　○納 付 金

　
編入学・転入学

　編　入　学

　○手 続 き

　○納 付 金

　○履修方法

　再入学の学年は，原則として除籍時の学年になりますが，単位修得状況によって

は学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も原則として入学年度

のものを適用しますが，大きく変わっている場合には，再入学する学年の学科教育

課程表が適用される場合があります。

　＊なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き後，教学課窓口で履修指導

を行いますので，必ず受けてください。

　本学内で他の学部・学科への転部・転科を希望する学生に対して選考試験を実施

します。（学則第32条）

　転部・転科を希望する学生は，第１部（昼）内の他学部・他学科への転部・転科，

および第２部（夜）への転部・転科となります。

　11月下旬に配布予定の試験実施要領をもとに手続きを取り，12月下旬に実施予定

の試験を受験してください。

　合格発表は，翌年の３月下旬に行う予定です。

　＊転部・転科試験の手続きに関しては，掲示板で発表しますので，掲示板を確認

してください。

　＊詳細は，教学課窓口へ相談してください。

　納付金は転部・転科先の学年の納付金を適用します。ただし，入学金は，転部・

転科先との不足分を納入することになります。

　本学では卒業後に本学の学部・学科への編入学希望者に対して，編入学試験を実

施しています。（学則第30条）

　＊詳細は，入試課へ問い合わせてください。（入試課：03－3945－7272）

　　http://www.toyo.ac.jp/nyushi/

　編入学する場合の納付金は，編入学する年度の新入生の納付金を適用します。た

だし，本学出身者が編入学する場合，入学金は編入学する年度の新入生の額の半額

となります。

　編入学する場合は，原則として３年生となりますが，単位の修得状況によって編

入学する学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も編入学する入

学年度のものを適用となります。

　＊詳細は，編入学の手続時に教学課窓口で説明を受けてください。

－ 126 －

　＊詳細は，編入学の手続時に板倉事務課窓口で説明を受けてください。

　＊ なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き後，板倉事務課窓口で履修

指導を行いますので，必ず受けてください。

　＊詳細は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 76 －

○納 付 金

○履修方法

懲戒による退学

除　　　　籍

○手 続 き

除 籍 再 入 学

○手 続 き

○納 付 金

　退学者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

　再入学する学年は，原則として退学した学年になりますが，単位修得状況によっ

て学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も原則として入学年度

のものを適用しますが，大きく変わっている場合には，再入学する学年の学科教育

課程表が適用される場合があります。

　＊なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，教学課窓口で履修

指導を行いますので，必ず受けてください。

　本学の規則に反し，又は学生の本分に反する行為があった学生は，所属学部教授

会の議を経て懲戒による退学となる場合があります。（学則第57条）

　指定された期間内に納付金を納入しない学生，在学年数を超えた学生，休学期間

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は教学課窓口で

確認してください。

　除籍は，学籍の抹消として処理され，本学の在籍者としての身分を失うことにな

ります。この場合は，速やかに学生証を本学に返還しなければなりません。

　除籍になった場合は，除籍通知書を保証人宛に郵送します。

　除籍日は，除籍事由により９月30日もしくは３月31日となります。

　除籍者より証明書の申請がある場合には，除籍等の項目を明記した在籍証明書を

教学課にて発行します。

　除籍になった学生は，所属していた学部教授会の許可を得て再入学することがで

きます。（学則第38条３項）

　除籍になった学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望

する場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　再入学が許可された場合は，春学期へは４月１日付，秋学期へは10月１日付で再

入学することができます。（学則第36条２項）

　除籍者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

－ 125 －

　＊ なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，板倉事務課窓口で

履修指導を行いますので，必ず受けてください。

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は板倉事務課窓

口で確認してください。

板倉事務課にて発行します。

する場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙

に必要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

－ 75 －
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転　入　学

○手 続 き

○納 付 金

○履修方法

科目等履修生

許　　可　　願

　本学では，他大学等から本学の学部・学科への転入学の希望者に対して転入学試

験を実施しています。（学則第31条）

　＊詳細は，入試課へ問い合わせてください。（入試課：03－3945－7272）

　　http://www.toyo.ac.jp/nyushi/

　転入学する場合の納付金は，転入学する年度の新入生の納付金を適用します。

　転入学する場合は，原則として３年生となりますが，単位の履修状況によって転

入学する学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も転入学する入

学年度のものを適用となります。

　＊詳細は，転入学の手続時に教学課窓口で説明を受けてください。

　特定の科目について学修しようとする場合は，科目等履修生として，科目履修を

許可される場合があります。

　＊詳細は，教学課窓口で配布している「科目等履修生募集要項」を参照してくだ

さい。

　休学・退学等の手続きを取る場合には，教学課に許可願を提出しなければなりま

せん。許可願の種類は以下のとおりです。

項　　　　　目 教 学 課 備　　　　　考

休 学 許 可 願 窓口で指示 許可願用紙使用

退 学 許 可 願 〃 　　　〃

退学からの再入学許可願 〃 　　　〃

除籍からの再入学許可願 〃 　　　〃

転 部 ・ 転 科 願 〃 志願書使用

－ 127 －

　＊詳細は，転入学の手続時に板倉事務課窓口で説明を受けてください。

　＊ 詳細は，板倉事務課窓口で配布している「科目等履修生募集要項」を参照して

ください。

　休学・退学等の手続きを取る場合には，板倉事務課に許可願を提出しなければな

りません。許可願の種類は以下のとおりです。

板倉事務課

－ 77 －

○履修方法

　 転　部・転　科

　○転部・転科試験の手続き

　○納 付 金

　
編入学・転入学

　編　入　学

　○手 続 き

　○納 付 金

　○履修方法

　再入学の学年は，原則として除籍時の学年になりますが，単位修得状況によって

は学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も原則として入学年度

のものを適用しますが，大きく変わっている場合には，再入学する学年の学科教育

課程表が適用される場合があります。

　＊なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き後，教学課窓口で履修指導

を行いますので，必ず受けてください。

　本学内で他の学部・学科への転部・転科を希望する学生に対して選考試験を実施

します。（学則第32条）

　転部・転科を希望する学生は，第１部（昼）内の他学部・他学科への転部・転科，

および第２部（夜）への転部・転科となります。

　11月下旬に配布予定の試験実施要領をもとに手続きを取り，12月下旬に実施予定

の試験を受験してください。

　合格発表は，翌年の３月下旬に行う予定です。

　＊転部・転科試験の手続きに関しては，掲示板で発表しますので，掲示板を確認

してください。

　＊詳細は，教学課窓口へ相談してください。

　納付金は転部・転科先の学年の納付金を適用します。ただし，入学金は，転部・

転科先との不足分を納入することになります。

　本学では卒業後に本学の学部・学科への編入学希望者に対して，編入学試験を実

施しています。（学則第30条）

　＊詳細は，入試課へ問い合わせてください。（入試課：03－3945－7272）

　　http://www.toyo.ac.jp/nyushi/

　編入学する場合の納付金は，編入学する年度の新入生の納付金を適用します。た

だし，本学出身者が編入学する場合，入学金は編入学する年度の新入生の額の半額

となります。

　編入学する場合は，原則として３年生となりますが，単位の修得状況によって編

入学する学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も編入学する入

学年度のものを適用となります。

　＊詳細は，編入学の手続時に教学課窓口で説明を受けてください。

－ 126 －

　＊詳細は，編入学の手続時に板倉事務課窓口で説明を受けてください。

　＊ なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き後，板倉事務課窓口で履修

指導を行いますので，必ず受けてください。

　＊詳細は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 76 －
○履修方法

　 転　部・転　科

　○転部・転科試験の手続き

　○納 付 金

　
編入学・転入学

　編　入　学

　○手 続 き

　○納 付 金

　○履修方法

　再入学の学年は，原則として除籍時の学年になりますが，単位修得状況によって

は学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も原則として入学年度

のものを適用しますが，大きく変わっている場合には，再入学する学年の学科教育

課程表が適用される場合があります。

　＊なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き後，教学課窓口で履修指導

を行いますので，必ず受けてください。

　本学内で他の学部・学科への転部・転科を希望する学生に対して選考試験を実施

します。（学則第32条）

　転部・転科を希望する学生は，第１部（昼）内の他学部・他学科への転部・転科，

および第２部（夜）への転部・転科となります。

　11月下旬に配布予定の試験実施要領をもとに手続きを取り，12月下旬に実施予定

の試験を受験してください。

　合格発表は，翌年の３月下旬に行う予定です。

　＊転部・転科試験の手続きに関しては，掲示板で発表しますので，掲示板を確認

してください。

　＊詳細は，教学課窓口へ相談してください。

　納付金は転部・転科先の学年の納付金を適用します。ただし，入学金は，転部・

転科先との不足分を納入することになります。

　本学では卒業後に本学の学部・学科への編入学希望者に対して，編入学試験を実

施しています。（学則第30条）

　＊詳細は，入試課へ問い合わせてください。（入試課：03－3945－7272）

　　http://www.toyo.ac.jp/nyushi/

　編入学する場合の納付金は，編入学する年度の新入生の納付金を適用します。た

だし，本学出身者が編入学する場合，入学金は編入学する年度の新入生の額の半額

となります。

　編入学する場合は，原則として３年生となりますが，単位の修得状況によって編

入学する学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も編入学する入

学年度のものを適用となります。

　＊詳細は，編入学の手続時に教学課窓口で説明を受けてください。

－ 126 －

　＊詳細は，編入学の手続時に板倉事務課窓口で説明を受けてください。

　＊ なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き後，板倉事務課窓口で履修

指導を行いますので，必ず受けてください。

　＊詳細は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 76 －

○納 付 金

○履修方法

懲戒による退学

除　　　　籍

○手 続 き

除 籍 再 入 学

○手 続 き

○納 付 金

　退学者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

　再入学する学年は，原則として退学した学年になりますが，単位修得状況によっ

て学年を繰り下げる場合もあります。また，学科教育課程表も原則として入学年度

のものを適用しますが，大きく変わっている場合には，再入学する学年の学科教育

課程表が適用される場合があります。

　＊なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，教学課窓口で履修

指導を行いますので，必ず受けてください。

　本学の規則に反し，又は学生の本分に反する行為があった学生は，所属学部教授

会の議を経て懲戒による退学となる場合があります。（学則第57条）

　指定された期間内に納付金を納入しない学生，在学年数を超えた学生，休学期間

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は教学課窓口で

確認してください。

　除籍は，学籍の抹消として処理され，本学の在籍者としての身分を失うことにな

ります。この場合は，速やかに学生証を本学に返還しなければなりません。

　除籍になった場合は，除籍通知書を保証人宛に郵送します。

　除籍日は，除籍事由により９月30日もしくは３月31日となります。

　除籍者より証明書の申請がある場合には，除籍等の項目を明記した在籍証明書を

教学課にて発行します。

　除籍になった学生は，所属していた学部教授会の許可を得て再入学することがで

きます。（学則第38条３項）

　除籍になった学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望

する場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　再入学が許可された場合は，春学期へは４月１日付，秋学期へは10月１日付で再

入学することができます。（学則第36条２項）

　除籍者が再入学する場合の納付金は，再入学する学年次の納付金を適用します。

ただし，入学金は再入学する年度の新入生の額の半額となります。

－ 125 －

　＊ なお，詳細な履修方法については，再入学の手続き終了後，板倉事務課窓口で

履修指導を行いますので，必ず受けてください。

を越えた学生等は，学則第38条により除籍となります。なお，詳細は板倉事務課窓

口で確認してください。

板倉事務課にて発行します。

する場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙

に必要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

－ 75 －
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２．納付金に関する取扱
（１）「学費」と「その他の費用」を合わせて「納付金」と称します。「学費」は大学徴収分を指し，「その他の費用」

は預り金（受託徴収分）を指します。

（２）２年次以降は，入学金を除く納付金が毎年度必要になります。

納入期間について

納入方法について

（１）納付金は，４月期（春学期納入期間）に１年間分を入学月の納入期に全額一

括納入することが原則です。

　　　　ただし，授業料・一般施設設備資金・実験実習料については次の二期に分

けて納入することができます。

　　　※１年を二期に分け，入学月の属する期を第１期，次の期を第２期とします。

　　　　第１期（春学期）納入期間　４月１日～４月25日

　　　　第２期（秋学期）納入期間　10月１日～10月15日

　　　　（各年の曜日の関係により，納入期間が短縮される場合があります。）

（２）所定の納期までに納付金を納入しない学生は，学則第38条１項により，除籍

とします。

（３）修学の意思がない場合は，納入期間内に退学許可願を教学課窓口に提出して

ください。

（４）修学の意思がありながら学期始めに休学する場合は，納入期間内に休学許可

願を教学課窓口に提出してください。

（５）やむを得ない事情で納入期限までに納付金を納入できない場合は，納入期間

内に教学課窓口に相談してください。

（１）入学手続時（１年次）に分割納入した場合，２回目の納入に使用する振込用

紙は，９月末に郵送します。

（２）２年次以降は毎年３月末（全納用と分納１回目用）と９月末（分納２回目用）

に振込用紙を郵送します。

（３）保証人宛に送られる本学所定の当該年度の振込用紙を使用して金融機関から

振り込んでください。

（４）現金の郵送・大学窓口での取扱は受け付けいたしません。

（５）納入された納付金は超過納入が明らかな場合を除き返還いたしません。

　　　※本人または保証人の住所に変更があった場合は，教学課窓口へ住所変更届

を提出，あるいはToyoNet-G上で住所変更を行ってください。

　　　○納付金についての問い合わせ先　　　総務課　TEL：0276－82－9105

　　　○住所変更についての問い合わせ先　　教学課　TEL：0276－82－9118

－ 128 －

　　　※ 本人または保証人の住所に変更があった場合は，板倉事務課窓口へ住所変

更届を提出，あるいはToyoNet-G上で住所変更を行ってください。

　　　○納付金についての問い合わせ先　　　TEL：0276－82－9111

　　　○住所変更についての問い合わせ先　　TEL：0276－82－9118

所定の納期までに納付金を納入しない学生は，学則第38条１項により，除籍

とします。

修学の意思がない場合は，納入期間内に退学許可願を板倉事務課窓口に提出

してください。

修学の意思がありながら学期始めに休学する場合は，納入期間内に休学許可

願を板倉事務課窓口に提出してください。

やむを得ない事情で納入期限までに納付金を納入できない場合は，納入期間

内に板倉事務課窓口に相談してください。

－ 78 －

10݄̏日ʙ10݄14日

9119

　　　˞本人またはอ証人のॅॴにมߋがあった場߹はɼ5PZP/FU�(上でॅॴมߋ

を行ってください。
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各種証明書 　教学課では，下記の証明書を発行しています。

種　　　類 手数料 発 行 方 法 備　　　　考

在 学 証 明 書 100円 証明書発行機 板倉・白山・朝霞・
川越のキャンパスで
発行可能です。
※健康診断を受けた
者のみ

卒業見込証明書 100円 証明書発行機

成 績 証 明 書 100円 証明書発行機

健康診断証明書※ 100円 証明書発行機

学生証再発行 2,000円 教学課窓口

英文在学証明書 500円 教学課窓口

英文卒業見込証明書 500円 教学課窓口

英文成績証明書 1,000円 教学課窓口

その他の証明書 300円 教学課窓口

　窓口で証明書の発行を申請する場合は，次のような手順となります。

　１．証明書発行機にて「証明書発行願」を購入する。

　２．「証明書発行願」に必要事項を記入し，学生証を添えて提出する。

　　　＊なお，学生証や英文の証明書等日数がかかるものもありますので，早めに

申し込んでください。

－ 129 －

　板倉事務課では，下記の証明書を発行しています。

　　　＊発行方法が変更となった場合は，掲示でお知らせします。

板倉事務課窓口

板倉事務課窓口

板倉事務課窓口

板倉事務課窓口

板倉事務課窓口

－ 79 －

２．納付金に関する取扱
（１）「学費」と「その他の費用」を合わせて「納付金」と称します。「学費」は大学徴収分を指し，「その他の費用」

は預り金（受託徴収分）を指します。

（２）２年次以降は，入学金を除く納付金が毎年度必要になります。

納入期間について

納入方法について

（１）納付金は，４月期（春学期納入期間）に１年間分を入学月の納入期に全額一

括納入することが原則です。

　　　　ただし，授業料・一般施設設備資金・実験実習料については次の二期に分

けて納入することができます。

　　　※１年を二期に分け，入学月の属する期を第１期，次の期を第２期とします。

　　　　第１期（春学期）納入期間　４月１日～４月25日

　　　　第２期（秋学期）納入期間　10月１日～10月15日

　　　　（各年の曜日の関係により，納入期間が短縮される場合があります。）

（２）所定の納期までに納付金を納入しない学生は，学則第38条１項により，除籍

とします。

（３）修学の意思がない場合は，納入期間内に退学許可願を教学課窓口に提出して

ください。

（４）修学の意思がありながら学期始めに休学する場合は，納入期間内に休学許可

願を教学課窓口に提出してください。

（５）やむを得ない事情で納入期限までに納付金を納入できない場合は，納入期間

内に教学課窓口に相談してください。

（１）入学手続時（１年次）に分割納入した場合，２回目の納入に使用する振込用

紙は，９月末に郵送します。

（２）２年次以降は毎年３月末（全納用と分納１回目用）と９月末（分納２回目用）

に振込用紙を郵送します。

（３）保証人宛に送られる本学所定の当該年度の振込用紙を使用して金融機関から

振り込んでください。

（４）現金の郵送・大学窓口での取扱は受け付けいたしません。

（５）納入された納付金は超過納入が明らかな場合を除き返還いたしません。

　　　※本人または保証人の住所に変更があった場合は，教学課窓口へ住所変更届

を提出，あるいはToyoNet-G上で住所変更を行ってください。

　　　○納付金についての問い合わせ先　　　総務課　TEL：0276－82－9105

　　　○住所変更についての問い合わせ先　　教学課　TEL：0276－82－9118

－ 128 －

　　　※ 本人または保証人の住所に変更があった場合は，板倉事務課窓口へ住所変

更届を提出，あるいはToyoNet-G上で住所変更を行ってください。

　　　○納付金についての問い合わせ先　　　TEL：0276－82－9111

　　　○住所変更についての問い合わせ先　　TEL：0276－82－9118

所定の納期までに納付金を納入しない学生は，学則第38条１項により，除籍

とします。

修学の意思がない場合は，納入期間内に退学許可願を板倉事務課窓口に提出

してください。

修学の意思がありながら学期始めに休学する場合は，納入期間内に休学許可

願を板倉事務課窓口に提出してください。

やむを得ない事情で納入期限までに納付金を納入できない場合は，納入期間

内に板倉事務課窓口に相談してください。

－ 78 － ʵ 99 ʵ





Ⅴ　そ　の　他

１． 海外留学制度
　（1）交換留学制度と認定留学制度
　（2）語学セミナー
　（3）協定校語学留学

２．板倉キャンパスの情報環境について

１．海外留学制度
　（1）交換留学・認定留学・協定校語学留学制度
　（2）語学セミナー

２．板倉キャンパスの情報環境について

１．海外留学・派遣プログラム

２．板倉キャンパスの情報環境について

３．学則（学籍に関する事項の抜枠）

４．東洋大学生命科学部規程



１．海外留学・派遣プログラム

ɹւ֎ཹ学ɾ೿ݣϓϩάϥϜの֓要

　本学にはɼٳ学することなくࢀՃできる国ࡍ教育ηϯλʔのཹ学・派遣ϓϩάϥϜとしてɼ「ަཹ׵学」「ೝ定ཹ学」

�JWFSTJUZ%」「国࿈ϢʔεϘϥϯςΟΞ」「ւ֎Πϯλʔϯγοϓ・ϘϥϯςΟΞ」「学ηϛφʔޠ୹期」「学ཹ学ޠ定校ڠ」

7PZBHF」があります。

　ϓϩάϥϜの֓ཁは以Լのとおりです。

ϓϩάϥϜ໊ ᶃަཹ׵学 ᶄೝ定ཹ学 ᶅڠ定校�
学ཹ学ޠ

ᶆ୹期ޠ学
ηϛφʔ

ᶇւ֎Πϯλʔϯγοϓ・�
ϘϥϯςΟΞ

ᶈ国࿈Ϣʔε�
ϘϥϯςΟΞ

ᶉ%JWFSTJUZ��
7PZBHF

ཹ学ܗଶ 学部ཹ学 学ཹ学ޠ ʵ ʵ ʵ

期　　間 ̍学期�
または̍年

̏または�
̒ϲ݄ ̐ʙ̒ि間 ̎ʙ̒ि間 ໿̑ϲ݄ ୹期間

ग़発時期 ୈᶗ期ɿ̎ʙ݄̏
ୈᶘ期ɿ̔ʙ݄̕

ཹ学先大学により�
ҟなる

य़学期ɿ̎ʙ݄̑
ळ学期ɿ̔ʙ݄̕

Նقおよͼ�
य़ٳق暇中 ̕ʙ10݄ Նقおよͼ�

य़ٳق暇中

学৚݅ޠ あり なし あり なし

୯　　Ґ ୯Ґೝ定ਃ੥Մ ཤ修ొ録ର৅ ୯Ґೝ定ਃ੥Մ ཤ修ొ録ର৅

東洋大学ཹ学�
঑学 （ܕ෇څۚ） あり なし

東洋大学ւ֎ཹ学�
ଅ進঑学 （ܕ෇څۚ） άϩʔόϧϦʔμʔܕ ΞΫςΟϒܕ νϟϨϯδܕ ΞΫςΟϒܕ なし

ϓϩάϥϜの಺༰౳はมߋになる場߹があります。

˕̍年ʜཹ学先機関によって学期੍౓や学期の日ఔがҟなるためɼτʔλϧで̍年間のཹ学期間を指す言葉として使

用しています。

˕学部ཹ学ʜ現地で正ن課ఔの科目をཤ修ٴͼ修ಘすることを目的とするཹ学

学をू中的に学Ϳཹ学ޠ学学校でޠ学ཹ学ʜւ֎の大学෇ଐのޠ˕

˕୯Ґೝ定ਃ੥Մʜཹ学先大学౳で修ಘした୯Ґに関しɼ本学開講科目の୯Ґとしてೝ定をਃ੥できます。

˕ཤ修ొ録ର৅ʜ֘当する本学開講科目においてཤ修ొ録ができます。

ɹ֤छཹ学ɾ೿ݣϓϩάϥϜのৄࡉ

ɹᶃަཹ׵学

ɹᶄೝఆཹ学

　本学が学生ަڠ׵定をక݁しているڠ定校あるいはւ֎学生ަ׵ίϯιʔγΞϜ

（*4&1・6."1౳）にՃໍする大学΁ɼ̍学期間または̍年間ཹ学するϓϩάϥϜ

です。東洋大学をٳ学することなくཹ学できます。原ଇɼཹ学先大学のत業ྉは໔

আとなりɼཹ学期間に応͡て঑学ۚがڅࢧされます。ཹ学先の大学では正ن課ఔの

科目をཤ修ٴͼ修ಘすることを目的とします。

　本学ڠ定校の他ɼ学Ґत与ݖのある大学΁̍学期間または̍年間ཹ学するϓϩά

ϥϜです。国や地域は問いません。東洋大学をٳ学することなくཹ学できます。ཹ

学先のत業ྉは自己ෛ୲となりますがɼೝ定ཹ学として承ೝされるとཹ学期間に応

͡て঑学ۚがڅࢧされます。ཹ学先の大学では正ن課ఔの科目をཤ修ٴͼ修ಘする

ϬB1.ᾏእ␃Ꮫ࣭ᅜ㝿஺ὶ࣒ࣛࢢࣟࣉ.indd   1 2017/02/21   13:33:09
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ɹᶅڠఆޠߍ学ཹ学

ɹᶆ୹ޠظ学ηϛφʔ

ɹᶇւ֎Πϯλʔϯγοϓɾ
ϘϥϯςΟΞ

ɹᶈࠃ࿈ϢʔεϘϥϯςΟΞ

ɹᶉ%JWFSTJUZ�7PZBHF

঑学ۚܕ෇څ

ことを目的とします。

　大学΁のग़ئ・入学ख続きは原ଇ֤自で行うためɼཹ学に先立って自らे分な情

ใをऩूしɼ໖ີな計画を立てることがॏཁです。

　本学のւ֎ڠ定校෇ଐのޠ学学校΁ɼ̏ϲ݄または̒ϲ݄の間ཹ学するϓϩάϥ

Ϝです。ޠ学力の޲上を目的としɼޠ学を学ͼながら様々なΞΫςΟϏςΟやϗʔ

ϜεςΠ౳を通͡てҟ文化体ݧをします。ཹ学先のत業ྉは自己ෛ୲となります

がɼ৚݅をຬたした場߹঑学ۚがڅࢧされます。またɼ東洋大学をٳ学することな

くཹ学できます。

　Նقおよͼय़ٳق暇をར用した̐ʙ̒ि間の୹期ޠ学ݚ修ϓϩάϥϜです。ޠ学

上とҟ文化理解を目޲学力のޠ修ɼΞΫςΟϏςΟɼϗʔϜεςΠ౳を通したɼݚ

的としています。

　世界のا業でάϩʔόϧにಇくためのӳޠ力・ҟ文化理解力・社会人Ϛφʔなど

の社会人基礎力を育成しɼ世界にӋばたく学生を育てることを目的としたϓϩάϥ

Ϝです。Նقおよͼय़ٳق暇をར用しɼ̎ʙ̒ि間ݚ修を行います。ޠ学能力の޲

上にՃえɼ֤国のࡁܦঢ়گや文化෩習のҧいを lಇくz という社会生活を通͡て体

。成に生かすことができますܗ後の学生生活とΩϟϦΞࠓしɼݧ

　国࿈ϘϥϯςΟΞ計画（6/7）のίʔσΟωʔτのԼɼ開発్上国の国࿈事຿

ॴや政෎機関でϢʔεϘϥϯςΟΞとしてɼ໿̑ϲ݄間ಇく長期Πϯλʔϯγοϓ

です。現地国࿈ελοϑとڞに޿ใ活動やϑΟʔϧυϫʔΫ౳の業຿にܞわりなが

らɼߴ౓なΩϟϦΞҙࣝやϦʔμʔγοϓを養うϓϩάϥϜです。

　一ൠ社ஂ法人άϩʔόϧ教育ਪ進ϓϩδΣΫτ（(J'5）が行うɼՆقおよͼय़

でίϛϡχޠ修です。ւ֎で現地学生౳と֎国ݚ֎暇をར用した୹期間のւٳق

έʔγϣϯを取りながらڞ創・ڠಇすることでɼޠ学力のみならずɼ「多様ੑద応

力」を育みます。

　ʓ֤ϓϩάϥϜのৄࡉはϗʔϜϖʔδより͝確ೝください。

　　　50:0�(-0#"-�%*".0/%4「ւ֎ཹ学・ݚ修」

　　　IUUQ���XXX�UPZP�BD�KQ�TJUF�UHE�86268�IUNM

　東洋大学ではɼւ֎でのཹ学ɼΠϯλʔϯγοϓɼϘϥϯςΟΞ౳΁のࢧԉを目

的としɼ東洋大学独自のڅ෇ܕ঑学ۚを設けています。

　ʵ東洋大学ཹ学঑学ۚ

　ʵ東洋大学ւ֎ཹ学ଅ進঑学ۚ

。教育ηϯλʔϗʔϜϖʔδで確ೝしてくださいࡍは国ࡉৄ

IUUQ���XXX�UPZP�BD�KQ�TJUF�JFT�JOUFSOBUJPOBM�TDIPMBSTIJQT�IUNM
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１．海外留学・派遣プログラム

ɹւ֎ཹ学ɾ೿ݣϓϩάϥϜの֓要

　本学にはɼٳ学することなくࢀՃできる国ࡍ教育ηϯλʔのཹ学・派遣ϓϩάϥϜとしてɼ「ަཹ׵学」「ೝ定ཹ学」

�JWFSTJUZ%」「国࿈ϢʔεϘϥϯςΟΞ」「ւ֎Πϯλʔϯγοϓ・ϘϥϯςΟΞ」「学ηϛφʔޠ୹期」「学ཹ学ޠ定校ڠ」

7PZBHF」があります。

　ϓϩάϥϜの֓ཁは以Լのとおりです。

ϓϩάϥϜ໊ ᶃަཹ׵学 ᶄೝ定ཹ学 ᶅڠ定校�
学ཹ学ޠ

ᶆ୹期ޠ学
ηϛφʔ

ᶇւ֎Πϯλʔϯγοϓ・�
ϘϥϯςΟΞ

ᶈ国࿈Ϣʔε�
ϘϥϯςΟΞ

ᶉ%JWFSTJUZ��
7PZBHF

ཹ学ܗଶ 学部ཹ学 学ཹ学ޠ ʵ ʵ ʵ

期　　間 ̍学期�
または̍年

̏または�
̒ϲ݄ ̐ʙ̒ि間 ̎ʙ̒ि間 ໿̑ϲ݄ ୹期間

ग़発時期 ୈᶗ期ɿ̎ʙ݄̏
ୈᶘ期ɿ̔ʙ݄̕

ཹ学先大学により�
ҟなる

य़学期ɿ̎ʙ݄̑
ळ学期ɿ̔ʙ݄̕

Նقおよͼ�
य़ٳق暇中 ̕ʙ10݄ Նقおよͼ�

य़ٳق暇中

学৚݅ޠ あり なし あり なし

୯　　Ґ ୯Ґೝ定ਃ੥Մ ཤ修ొ録ର৅ ୯Ґೝ定ਃ੥Մ ཤ修ొ録ର৅

東洋大学ཹ学�
঑学 （ܕ෇څۚ） あり なし

東洋大学ւ֎ཹ学�
ଅ進঑学 （ܕ෇څۚ） άϩʔόϧϦʔμʔܕ ΞΫςΟϒܕ νϟϨϯδܕ ΞΫςΟϒܕ なし

ϓϩάϥϜの಺༰౳はมߋになる場߹があります。

˕̍年ʜཹ学先機関によって学期੍౓や学期の日ఔがҟなるためɼτʔλϧで̍年間のཹ学期間を指す言葉として使

用しています。

˕学部ཹ学ʜ現地で正ن課ఔの科目をཤ修ٴͼ修ಘすることを目的とするཹ学

学をू中的に学Ϳཹ学ޠ学学校でޠ学ཹ学ʜւ֎の大学෇ଐのޠ˕

˕୯Ґೝ定ਃ੥Մʜཹ学先大学౳で修ಘした୯Ґに関しɼ本学開講科目の୯Ґとしてೝ定をਃ੥できます。

˕ཤ修ొ録ର৅ʜ֘当する本学開講科目においてཤ修ొ録ができます。

ɹ֤छཹ学ɾ೿ݣϓϩάϥϜのৄࡉ

ɹᶃަཹ׵学

ɹᶄೝఆཹ学

　本学が学生ަڠ׵定をక݁しているڠ定校あるいはւ֎学生ަ׵ίϯιʔγΞϜ

（*4&1・6."1౳）にՃໍする大学΁ɼ̍学期間または̍年間ཹ学するϓϩάϥϜ

です。東洋大学をٳ学することなくཹ学できます。原ଇɼཹ学先大学のत業ྉは໔

আとなりɼཹ学期間に応͡て঑学ۚがڅࢧされます。ཹ学先の大学では正ن課ఔの

科目をཤ修ٴͼ修ಘすることを目的とします。

　本学ڠ定校の他ɼ学Ґत与ݖのある大学΁̍学期間または̍年間ཹ学するϓϩά

ϥϜです。国や地域は問いません。東洋大学をٳ学することなくཹ学できます。ཹ

学先のत業ྉは自己ෛ୲となりますがɼೝ定ཹ学として承ೝされるとཹ学期間に応

͡て঑学ۚがڅࢧされます。ཹ学先の大学では正ن課ఔの科目をཤ修ٴͼ修ಘする
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ʂ൘૔事຿課での事前૬ஊについてʂ
（国ؼ）する学生はɼཹ学ऴ了ئ学ཹ学にग़ޠ定校ڠ学ɼೝ定ཹ学およͼཹ׵ަ　
後に࠷୹でଔ業およͼ諸資֨取ಘをՄ能にするためɼෆ明な点がある場߹はඞずཹ
学ग़ئ前に൘૔事຿課૭ޱで૬ஊしてください。またɼؼ国後のཤ修ख続きについ
て஫ҙすべき点（継続ཤ修およͼ学年進行に関わる科目ɼؼ国後のत業科目のཤ修・
成੷（ଔ業ཁ݅ɼ資֨取ಘཁ݅౳））がありますのでɼཹ学ܾ定後にもඞずすみやか
に൘૔事຿課૭ޱで૬ஊしてください。

˕ւ֎ཹ学ɾ೿ݣϓϩグラϜについての問い߹Θͤઌ
　　　国ࡍ部ʤ国ࡍ教育ηϯλʔʥ（നࢁΩϟϯύἑ߸館̍֊）
　　　ί　03ʵ3945ʵ8593　&NBJMɿNMJQP!UPZP�KQ
˕学੶ɾ履修ɾ୯Ґೝఆにؔ͢Δ問い߹Θͤઌ
　　　板倉事務部板倉事務課
　　　ί　0276ʵ82ʵ9111
　　　受෇時間　݄ʙۚ　9ɿ20ʙ13ɿ30ɼ14ɿ00ʙ18ɿ30
　　　　　　　　౔　　　9ɿ20ʙ12ɿ50
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ToyoNet-G（とよねっと

じー）

ToyoNet（とよねっと）

ToyoNet-Ace（とよねっと

えーす）

学内での利用

・ＰＣ教室

　２号館２階

　　2208教室・2209教室

　携帯電話やモバイル機器の発展が目覚ましい高度情報化時代のキャンパスライ

フにおいて，授業での利用から友人への連絡まであらゆる場面でインターネット

をはじめとしたパソコンでのネットワークの利用は欠かせません。本学では情報

環境として電子メールを中心とした「ToyoNet（とよねっと）」と，電子シラバス

「ToyoNet-G（とよねっとじー）」であり，授業における教員との連絡の役割をする

「ToyoNet-Ace（とよねっとえーす）」が提供されています。

＊全学生にToyoNetの電子メールアドレスが無償で配布されています。

　Web上での履修登録やシラバス閲覧，時間割確認，休講情報の閲覧などができ

ます。

　ToyoNetについての詳しい説明は

URL　http://www.toyonet.toyo.ac.jp/で見ることができます。

　　※自宅でToyoNetを利用するためには，各自で商用プロバイダ等に加入する必

要があります。

　教育研究支援システムです。授業の内容やレポート提出などのお知らせが載って

います。実際に利用するには，パソコンや携帯端末から以下の学部共通アドレスに

アクセスしてください。

URL　http://www.ace.toyo.ac.jp/

　PC教室，図書館，キャリア形成・就職資料室にあるパソコンは，目的に応じて

利用できます。また，自己所有のノートパソコンも学内の「情報コンセント」また

は「無線LANアクセスポイント」に接続すれば，ネットワークの利用ができます。

　PC教室は教育研究を目的にWindowsパソコンが設置されています。2209教室は

授業用として60台のデスクトップパソコン，2208教室は授業・個人利用用として60

台のデスクトップパソコンが用意されています。

　個人利用としては，授業以外の時間でのレポート・卒論作成，電子メール利用な

どに開放しています。詳細はPC教室前の掲示板を確認してください（ただし，原

則として大学開講日（試験期間含む）月～金曜日の９：30～18：30，土曜日の９：

30～12：30とします）。

２．板倉キャンパスの情報環境について

　（１）ネットワーク利用について

　（２）パソコン・ネットワークの利用場所について

－ 92 －－ 89 －

　PC教室は教育研究を目的にWindowsパソコンが設置されています。2209教室・

2208教室共に授業・個人利用用として60台のデスクトップパソコンが用意されてい

ます。

ʂ൘૔事຿課での事前૬ஊについてʂ
（国ؼ）する学生はɼཹ学ऴ了ئ学ཹ学にग़ޠ定校ڠ学ɼೝ定ཹ学およͼཹ׵ަ　
後に࠷୹でଔ業およͼ諸資֨取ಘをՄ能にするためɼෆ明な点がある場߹はඞずཹ
学ग़ئ前に൘૔事຿課૭ޱで૬ஊしてください。またɼؼ国後のཤ修ख続きについ
て஫ҙすべき点（継続ཤ修およͼ学年進行に関わる科目ɼؼ国後のत業科目のཤ修・
成੷（ଔ業ཁ݅ɼ資֨取ಘཁ݅౳））がありますのでɼཹ学ܾ定後にもඞずすみやか
に൘૔事຿課૭ޱで૬ஊしてください。

˕ւ֎ཹ学ɾ೿ݣϓϩグラϜについての問い߹Θͤઌ
　　　国ࡍ部ʤ国ࡍ教育ηϯλʔʥ（നࢁΩϟϯύἑ߸館̍֊）
　　　ί　03ʵ3945ʵ8593　&NBJMɿNMJQP!UPZP�KQ
˕学੶ɾ履修ɾ୯Ґೝఆにؔ͢Δ問い߹Θͤઌ
　　　板倉事務部板倉事務課
　　　ί　0276ʵ82ʵ9111
　　　受෇時間　݄ʙۚ　9ɿ20ʙ13ɿ30ɼ14ɿ00ʙ18ɿ30
　　　　　　　　౔　　　9ɿ20ʙ12ɿ50
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・2207教室

　２号館２階

・情報コンセント

・無線ＬＡＮ

学外での利用

　学生ブースには60台のWindowsデスクトップパソコンを備えています。また，

ビデオやDVD，CD，書画カメラなどの視聴覚機器を使用して，多角的な語学授業

を行うマルチメディア教室です。

　オンラインでのTOEIC学習用ソフト “Alc Net Academy2” も稼動しています。

　机上や教室の壁に設置されている情報コンセントに，ノートパソコンを学内

LANに直接つないでネットワークを利用できますが，LANケーブルが必要になり

ます（利用者の自己負担になります）。

　利用方法や利用場所については，掲示やホームページでお知らせします。

　無線LAN機能付きのパソコンで，板倉キャンパス内では「いつでもどこでも」

インターネットにアクセスすることができます。

　各自でインターネットに接続する環境を用意すれば，国内外を問わずToyoNetの

電子メールを利用できます。教員・学生間の連絡などに活発に利用されています。

　PC教室の利用やToyoNetメールについての相談に対応しています。

　　板倉情報準備室

　　　受付時間　月～金：９：30～18：30

　　　　　　　　　土　：９：30～12：30

　先端科学である生命科学の学習や研究には，種々の情報を的確かつ科学的に処理

するためのいわゆる情報処理能力が必要です。そこで，在学生全員がコンピュータ

を自由に操作・活用できるようにするために，「情報処理基礎・演習」という科目

でその基本概念を理解させています。更に，インターネット上の検索エンジンや

Medline等のデータベースを利用して世界中に存在する様々な情報を研究や学習に

役立てています。

　（３）サポート窓口

　（４）パソコン・ネットワーク利用

－ 93 －－ 90 －

　Windowsパソコンが28台設置されています。PC教室（2208・2209）での個人利

用と同じ目的・方法で利用可能です。開放時間は，月～金曜日の８：45～19：00，

土曜日の８：45～16：00ですが，図書館の開館スケジュールに準じますので，詳し

くは図書館の掲示を確認してください。

　机上や教室の壁に設置されている情報コンセントに，ノートパソコンを学内

LANに直接つないでネットワークを利用できますが，LANケーブルが必要になり

ます（利用者の自己負担になります）。

　利用方法や利用場所については，掲示やホームページでお知らせします。

　無線LAN機能付きのパソコンで，板倉キャンパス内では「いつでもどこでも」

インターネットにアクセスすることができます。

　各自でインターネットに接続する環境を用意すれば，国内外を問わずToyoNetの

電子メールを利用できます。教員・学生間の連絡などに活発に利用されています。

（３）サポート窓口

　PC教室の利用やToyoNetメールについての相談に対応しています。

　　板倉情報準備室

　　　受付時間　月～金：９：30～18：30

　　　　　　　　　土　：９：30～12：30

（４）パソコン・ネットワーク利用

　先端科学である生命科学の学習や研究には，種々の情報を的確かつ科学的に処理

するためのいわゆる情報処理能力が必要です。そこで，在学生全員がコンピュータ

を自由に操作・活用できるようにするために，「情報処理基礎・演習」という科目

でその基本概念を理解させています。更に，インターネット上の検索エンジンや

Medline等のデータベースを利用して世界中に存在する様々な情報を研究や学習に

役立てています。

・図書館

　コンピュータ・コモンズ

・情報コンセント

・無線ＬＡＮ

学外での利用

　8JOEPXTύιίϯが28୆設ஔされています。1$教ࣨ（2208・2209）でのݸ人ར

用とಉ͡目的・方法でར用Մ能です。開์時間はɼ݄ʙ༵ۚ日の̔ɿ45ʙ19ɿ00ɼ

౔༵日の̔ɿ45ʙ16ɿ00です。その他にିग़用ϊʔτ1$もあります。ৄしくはਤ

ॻ館で確ೝしてください。

9ɿ30ʙ18ɿ30

9ɿ30ʙ12ɿ30
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ɹɹୈ̏ষɹम学౳
　　　ୈ̍અ　मۀ೥ݶ

（在学年ݶ）

ୈ��৚　ଔ業にඞཁな୯Ґを修ಘするために在学できる年਺（以Լ「在学年਺」という。）はɼ通ࢉして̔年をݶ౓

とする。この場߹においてɼٳ学年਺は在学年਺にࢉ入しない。

আ߇入学ຢはฤ入学までの通ৗの在学の年਺を࠶入学ຢはฤ入学をした者の在学年਺はɼ前߲の在学年਺から࠶　̎

した年਺とする。

ɹɹୈ̐ষɹೖ学ɼୀ学ɼٳ学ɼআ੶౳
　　　ୈ̍અ　ೖֶɼཹֶ౳

（入学の時期）

ୈ��৚　入学期はɼ学期の初日から30日以಺とする。

（入学資֨）

ୈ��৚　学部ୈ̍年࣍に入学できる者はɼ࣍の֤߸のいずれかに֘当する者とする。

౳学校をଔ業した者ߴ（̍）

（̎）通ৗの課ఔによる12年の学校教育を修了した者（通ৗの課ఔ以֎の課ఔによりこれに૬当する学校教育を修了

した者をؚむ。）

（̏）֎国において学校教育における12年の課ఔを修了した者ɼຢはこれに४ずる者で文部科学大ਉの指定したもの

（̐）文部科学大ਉがߴ౳学校の課ఔとಉ౳の課ఔを༗するものとしてೝ定した在֎教育ࢪ設の当֘課ఔを修了した者

（̑）文部科学大ਉが指定した者

（̒）大学入学資֨ݕ定（ฏ成17年݄̍31日نఔഇࢭ）に߹֨した者

౳学校ଔ業ఔ౓ߴଇ（ฏ成17年文部科学লྩୈ̍߸）により文部科学大ਉの行うنݧࢼ౳学校ଔ業ఔ౓ೝ定ߴ（̓）

ೝ定ݧࢼに߹֨した者

（̔）その他本学においてɼݸผの入学資֨৹ࠪによりɼߴ౳学校をଔ業した者とಉ౳以上の学力があるとೝめた者

でɼ18ࡀにୡしたもの

（入学のٴئࢤͼબ考）

ୈ��৚　入学ئࢤ者はɼॴ定のॻࣜによる入学ئॻを提ग़しɼผදୈ̍に定める入学ݕ定ྉをೲ入しɼかつɼબ考

。を受けなければならないݧࢼ

（入学のख続）

ୈ��৚　入学をڐՄされた者はɼ入学ۚをೲ入しɼॴ定のॻࣜにより੤໿ॻを提ग़しなければならない。

（อ証人）

ୈ��৚　อ証人はɼ෕ɼ฼ຢはその他の成人者で独立の生計をӦむ者でなければならない。

̎　อ証人はɼ学生の在学中の一੾の事߲について੹೚をෛう。

̏　学生はɼอ証人をมߋしɼຢはその໊ࢯएしくはॅډ地にมߋがあったときはɼ଎やかにมߋಧを提ग़しなけれ

ばならない。

（学生証）

ୈ��৚　入学ख続をऴえた者にはɼ学生証をަ෇する。

（ฤ入学）

３．学則（学籍に関する事項の抜ਮ）
ฏ成29年݄̐̍日現在

ผදおよͼ࠷新の学ଇはϗʔϜϖʔδを確ೝしてください。
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・2207教室

　２号館２階

・情報コンセント

・無線ＬＡＮ

学外での利用

　学生ブースには60台のWindowsデスクトップパソコンを備えています。また，

ビデオやDVD，CD，書画カメラなどの視聴覚機器を使用して，多角的な語学授業

を行うマルチメディア教室です。

　オンラインでのTOEIC学習用ソフト “Alc Net Academy2” も稼動しています。

　机上や教室の壁に設置されている情報コンセントに，ノートパソコンを学内

LANに直接つないでネットワークを利用できますが，LANケーブルが必要になり

ます（利用者の自己負担になります）。

　利用方法や利用場所については，掲示やホームページでお知らせします。

　無線LAN機能付きのパソコンで，板倉キャンパス内では「いつでもどこでも」

インターネットにアクセスすることができます。

　各自でインターネットに接続する環境を用意すれば，国内外を問わずToyoNetの

電子メールを利用できます。教員・学生間の連絡などに活発に利用されています。

　PC教室の利用やToyoNetメールについての相談に対応しています。

　　板倉情報準備室

　　　受付時間　月～金：９：30～18：30

　　　　　　　　　土　：９：30～12：30

　先端科学である生命科学の学習や研究には，種々の情報を的確かつ科学的に処理

するためのいわゆる情報処理能力が必要です。そこで，在学生全員がコンピュータ

を自由に操作・活用できるようにするために，「情報処理基礎・演習」という科目

でその基本概念を理解させています。更に，インターネット上の検索エンジンや

Medline等のデータベースを利用して世界中に存在する様々な情報を研究や学習に

役立てています。

　（３）サポート窓口

　（４）パソコン・ネットワーク利用

－ 93 －－ 90 －

　Windowsパソコンが28台設置されています。PC教室（2208・2209）での個人利

用と同じ目的・方法で利用可能です。開放時間は，月～金曜日の８：45～19：00，

土曜日の８：45～16：00ですが，図書館の開館スケジュールに準じますので，詳し

くは図書館の掲示を確認してください。

　机上や教室の壁に設置されている情報コンセントに，ノートパソコンを学内

LANに直接つないでネットワークを利用できますが，LANケーブルが必要になり

ます（利用者の自己負担になります）。

　利用方法や利用場所については，掲示やホームページでお知らせします。

　無線LAN機能付きのパソコンで，板倉キャンパス内では「いつでもどこでも」

インターネットにアクセスすることができます。

　各自でインターネットに接続する環境を用意すれば，国内外を問わずToyoNetの

電子メールを利用できます。教員・学生間の連絡などに活発に利用されています。

（３）サポート窓口

　PC教室の利用やToyoNetメールについての相談に対応しています。

　　板倉情報準備室

　　　受付時間　月～金：９：30～18：30

　　　　　　　　　土　：９：30～12：30

（４）パソコン・ネットワーク利用

　先端科学である生命科学の学習や研究には，種々の情報を的確かつ科学的に処理

するためのいわゆる情報処理能力が必要です。そこで，在学生全員がコンピュータ

を自由に操作・活用できるようにするために，「情報処理基礎・演習」という科目

でその基本概念を理解させています。更に，インターネット上の検索エンジンや

Medline等のデータベースを利用して世界中に存在する様々な情報を研究や学習に

役立てています。

・図書館

　コンピュータ・コモンズ

・情報コンセント

・無線ＬＡＮ

学外での利用
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ୈ��৚　学長はɼ࣍の֤߸のいずれかに֘当する者が本学にฤ入学をر๬するときはɼબ考のうえɼฤ入学をڐՄ

することができる。

（̍）୹期大学をଔ業した者

（̎）大学をଔ業した者

౳専໳学校をଔ業した者ߴ（̏）

（̐）専修学校の専໳課ఔ（文部科学大ਉの定める基४をຬたすものにݶる。）を修了した者

̎　ฤ入学に関するنఔはɼผに定める。

（స入学）

ୈ��৚　学長はɼ他の大学の学生がɼその大学のڐՄをಘて本学にస入学をئいग़たときはɼબ考のうえɼస入学

をೝめることができる。

̎　స入学に関するنఔはɼผに定める。

（స部・స科）

ୈ��৚　学長はɼ学生が学部の他の部΁ɼຢは他の学部ٴͼ学科ຢは専߈΁స部ٴͼస科をئいग़たときはɼબ考

のうえɼこれをڐՄすることができる。

̎　స部・స科に関するنఔはɼผに定める。

（ཹ学）

ୈ��৚　学長はɼ学生が֎国の大学で学修することをئいग़たときはɼ教त会のҙ見をௌいてཹ学をڐՄすること

ができる。

̎　前߲のڐՄをಘてཹ学した期間はɼ在学年਺にࢉ入する。

（ೋॏ学੶のࢭې）

ୈ��৚　学生はɼ他の学部学科ຢは他の大学とซせて在学することはできない。ただしɼ本学と本学のڠ定大学の

間で実ࢪされるμϒϧ・σΟάϦʔ・ϓϩάϥϜٴͼδϣΠϯτ・σΟάϦʔ・ϓϩάϥϜ΁のࢀՃ者にはద用し

ない。

　　　ୈ̎અ　ֶٳɼୀֶɼసֶٴͼআ੶

（学ٳ）

ୈ��৚　引続き̏Χ݄以上修学できない学生がٳ学をئいग़たときはɼ学長は教त会のҙ見をௌいてɼこれをڐՄ

することができる。

りとする。ただしɼಛผの事情がある場߹はɼ学長は教त会のҙ見をௌいてɼ̎学期ݶ学はɼ࿈続する̎学期ٳ　̎

を௒える期間のٳ学をڐՄすることができる。

。して̔学期を௒えることはできないࢉ学の期間はɼ通ٳ　̏

学の理༝がফ໓した場߹においてɼ෮ٳ学期間中にٳ学の期間がຬ了した場߹ຢはٳ学した者がɼٳいによりئ　̐

学をئいग़たときはɼ学長は教त会のҙ見をௌいてɼこれをڐՄすることができる。

（ୀ学）

ୈ��৚　学生が理༝を明確にしてୀ学をئいग़たときはɼ学長は教त会のҙ見をௌいてɼこれをڐՄすることがで

きる。

。Մすることができるڐいग़たときはɼ学長は教त会のҙ見をௌいてɼこれをئ入学を࠶いによりୀ学した者がɼئ　̎

（స学）

ୈ��৚　学生がస学をئいग़たときはɼ学長は教त会のҙ見をௌいてɼこれをڐՄすることができる。

（আ੶）

ୈ��৚　࣍に͛ܝる֤߸のいずれかに֘当する者はɼॴ定のख続をܦてɼআ੶する。

Ꮫ๎.indd   2 2017/02/21   13:37:�6
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（̍）त業ྉその他の学අをॴ定の期日までにೲ入しない者

（̎）ୈ20৚にن定する在学年਺を௒えた者

（̏）ୈ35৚ୈ߲̎にن定するٳ学期間を௒えた者

（̐）新入生で指定された期ݶまでにཤ修ొ録を行わないことɼその他本学において修学のҙ思がないとೝめられる者

（̑）֎国人ཹ学生でग़入国؅理ٴͼ೉ຽೝ定法に定める「ཹ学」の在ཹ資֨の入国ࠪ証の発څがڋ൱された者

̎　学生はɼআ੶されることによりɼ学生の身分をࣦう。

̏　ୈ߲̍のن定（ୈ̎߸ٴͼୈ̏߸に͛ܝる者をআく。）によりআ੶された者がɼ࠶入学をئいग़たときはɼ学長

は教त会のҙ見をௌいてɼこれをڐՄすることができる。

ɹɹୈ̔ষɹ৆േٴͼ঑学
（௄ռ）

ୈ��৚　学長はɼ本学の学ଇその他のنఔに൓しɼຢは学生の本分に൓する行ҝがあった学生にରしɼ教त会のҙ

見をௌいてɼ行ҝのܰॏと教育上のඞཁとを考ྀしてɼᩅ੹ɼఀ学ຢはୀ学のॲ分をすることができる。

̎　ୀ学ॲ分はɼ࣍の֤߸のいずれかに֘当する者以֎にはɼこれを行うことはできない。

（̍）ੑ行ෆྑでվળの見ࠐみがないとೝめられる者

（̎）学業をଵりɼ成業の見ࠐみがないとೝめられる者

（̏）正当な理༝なくしてग़੮ৗでない者

（̐）本学のடংをཚしɼその他学生の本分に൓した者

Ꮫ๎.indd   3 2017/02/21   13:37:�6
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（झࢫ）

ୈ̍৚　このنఔはɼ東洋大学学ଇ（以Լ「学ଇ」という。）に基づきɼ生໋科学部の教育ڀݚに関しඞཁな事߲を

定める。

（教育ڀݚ上の目的）

ୈ̎৚　生໋科学部はɼ学ଇୈ̐৚の̎に基づきɼ学部ٴͼ֤学科ຢは専߈の人ࡐの養成に関する目的その他の教育

。上の目的をɼผදୈ̍のとおり定めるڀݚ

（学Ґत与ɼ教育課ఔฤ成・実ࢪฒͼに入学者の受入の方਑）

ୈ̏৚　生໋科学部はɼ学ଇୈ̐৚の̏に基づきɼ学部ٴͼ֤学科ຢは専߈の学Ґत与に関する方਑ɼ教育課ఔฤ

成・実ࢪに関する方਑ฒͼに入学者の受入に関する方਑をɼผදୈ̎のとおり定める。

（教育課ఔ）

ୈ̐৚　生໋科学部はɼ学ଇୈ39৚ୈ߲̍ୈ̍߸からୈ̑߸に基づきɼ֤学科ຢは専߈の教育課ఔにおける科目۠

分ɼत業科目の໊শɼ୯Ґ਺ɼ഑当ٴͼཤ修方法をɼผදୈ̏のとおり定める。

（ଔ業にඞཁな୯Ґ౳）

ୈ̑৚　生໋科学部はɼ学ଇୈ52৚に基づきɼ֤学科ຢは専߈のଔ業にඞཁな୯Ґ౳をɼผදୈ̐のとおり定める。

̎　生໋科学部はɼ̐年࣍のඞ修科目をཤ修するための৚݅をɼผදୈ̑のとおり定める。

（ཤ修上ݶ୯Ґ਺）

ୈ̒৚　生໋科学部はɼ学ଇୈ42৚ୈ߲̏に基づきɼ֤学科ຢは専߈のଔ業のཁ݅として学生が修ಘすべき୯Ґ਺に

ついてɼ̍学期にཤ修科目としてొ録することができる୯Ґ਺の上ݶを24୯Ґとする。

（教育৬һその他資֨）

ୈ̓৚　学ଇୈ45৚に基づきɼ生໋科学部で取ಘできる資֨はɼ࣍の֤߸に͛ܝるとおりとする。（̍）教育৬һと

なる資֨　

̎　前߲ୈ̍߸の資֨においてɼ生໋科学部で取ಘすることができる教育৬һ໔ڐঢ়のछྨٴͼ教科はɼ࣍දのとお

りとする。

学科ٴͼ専߈౳
໔ڐঢ়のछྨٴͼ教科

中学校教་̍छ໔ڐঢ় ঢ়ڐ౳学校教་̍छ໔ߴ
生໋科学科 理科 理科
応用生物科学科 理科 理科

ୈ̔৚　学ଇୈ45৚ୈ߲̎に基づきɼ生໋科学部で資֨を取ಘしようとする者はɼ࣍の֤߸に定めるॴ定のत業科目

の୯Ґを取ಘしなければならない。

（̍）教育৬һの資֨　ผද̒に͛ܝるत業科目の୯Ґを取ಘ

（̎）৯඼Ӵ生؅理者ٴͼ৯඼Ӵ生ࢹ؂һの೚用資֨　ผද̓に͛ܝるत業科目の୯Ґを取ಘ

（վ正）

ୈ̕৚　このنఔのվ正はɼ学長が生໋科学部教त会のҙ見をௌきɼ学部長会ٞでの࿈བྷ調੔をܦて行う。

ෟ　ଇ

̍　このنఔはɼฏ成29年݄̐̍日からࢪ行する。

̎　前߲のن定にかかわらずɼฏ成28年౓以前の入学生についてはɼなおै前のྫによる。

４．東洋大学生命科学部規程
ฏ成29年݄̐̍日現在

ผදおよͼ࠷新の学部نఔはϗʔϜϖʔδを確ೝしてください。
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教 員 紹 介（プロフィール）

オフィスアワーについて
　学生の質問や相談に対し，教員は日常的に時間の許す限り，いつ
でも対応するように努めていますが，学生の便宜をいっそう図るた
め，オフィスアワーを設定しています。

１.オフィスアワーとは

　正課の授業とは別に学生と教員のコミュニケーションを密接にす
る場として設けた時間帯のことです。あらかじめ設定された時間帯
に専任の教員が研究室で待機し，学生からの質問や相談を受けやす
くするための制度です。学生は，自分の所属する学科の教員だけで
なく，どの学部・学科の教員を訪ねてもかまいません。
　オフィスアワーでは，授業内容に関する質問や，単位取得につい
て，学習の進め方，履修登録のプランなどの相談のほか，レポート
指導など，学習に関することをはじめ，卒業後の進路，転部・転科，
休学などの進路に関すること，留学，就職，大学院進学のための推
薦状に関することなど，学生生活全般にわたって個人的な相談をす
ることができます。
　先生方は，学生のみなさんのさまざまな相談に応じ対処してくれ
ますが，対処しきれない事柄については，他の専門の先生や，学内
外の適切な関係者（組織）を紹介してくれるでしょう。

２.オフィスアワーの活用方法

　オフィスアワーを活用する際は，ToyoNet-G（学務システム）の
シラバス「教員プロフィール」に記載されている「オフィスアワー」
の時間帯を確認し，研究室を訪問してください。予約が必要な場合
もありますので，その場合は確認をしてから訪問してください。

　※ここに記載されている内容は2015年４月時点のものです。

－ 91 －
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教授　一石　昭彦 １号館３階第３研究室
　　　ICHIISHI. Akihiko

主な担当科目
　タンパク質科学，遺伝子工学

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学の分野は，近年急速に発展をとげています。このような可能性に満ちた新しい分野
で共に学びましょう。

オフィスアワー
　月曜日　13：20～14：50，それ以外でも在室している場合は受け付けます。

教授　伊藤　政博 １号館３階第２研究室
　　　ITO. Masahiro

主な担当科目
　極限環境微生物学，微生物生理学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　東洋大学生命科学部の研究の柱の一つである “極限環境微生物” の研究をしています。生命
科学部には，極限環境微生物を研究対象とする先生方が多数在籍しています。私の研究室は，
それらの先生方と連携して “東洋大学極限環境微生物研究会” を主催し東洋大学における極限
環境微生物研究の活性化に努めています。また，バイオナノエレクトロニクス研究センターの
所員を兼務し，「バイオとナノテクロノジーの融合」研究に取り組んでいます。

オフィスアワー
　春秋学期とも月曜日12：00～13：00

教授　金子　律子 １号館３階第13研究室
　　　KANEKO. Ritsuko

主な担当科目
　細胞学，動物生理学

学位
　医学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　自分が面白いと思ったことを，面白いと思っただけで終わりにしないで，調べる努力を惜し
まないようにして下さい。自分達の体を含めて，生物は不思議なことに満ちています。「生物
のしくみは，面白いなあ，上手く出来ているなあ」と感じたことを，少しずつ自分達で調べた
り実験したりして，面白さをもっと深めていきましょう。

オフィスアワー
　火曜日12時45分から１時15分

生命科学部生命科学科

－ 141 －

火曜日12：45～13：15

月曜日　13：20～14：50
それ以外でも在室している場合は受け付けます。

－ 92 －

教授　角谷　昌則 １号館２階第61研究室
　　　KAKUTANI. Masanori

主な担当科目
　教育学֓論ɼ教育の੍౓とܦӦɼಓ徳教育論

学位
　1I�%�（$PNQBSBUJWF�&EVDBUJPOʗൺֱ教育学）

自己紹介
　൘૔Ωϟϯύεでは਺গない文系です。教৬課ఔにある教৬専໳科目を୲当します。私のཤ
歴を見ますとɼ主たる分໺はൺֱ教育学ということでɼࠓでもւ֎の教育政ࡦや教育文化につ
いてڀݚする場߹があります。しかしۙ年は日本のಓ徳教育ڀݚに力を入れておりɼそれをൺ
ֱ教育学的なࢹ点やख法でٞ論しています。ಓ徳教育は政ࡦ的に大きな動きを見せている分໺
でもありɼ教৬課ఔで学Ϳ学生諸܅にはそうした社会の仕組みや動޲にもੵۃ的に目を޲けて
もらいたいものです。

オフィスアワー
　य़学期ɿਫ༵日̑時ݶɼळ学期ɿՐ༵日̑時ݶ

生化学ᶗɼҨ఻޻ࢠ学ɼ生໋実ݧ化学

ɼ生໋科学史

　生໋科学の分໺はɼۙ年ٸ଎に発లをと͛ています。このようなՄ能ੑにຬͪた新しい分໺
でڞに学ͼましΐう。

　Ր༵日　13ɿ20ʙ14ɿ50
　それ以֎でも在ࣨしている場߹は受け෇けます。

　東洋大学生໋科学部のڀݚのபの一つである lڥ؀ݶۃඍ生物z のڀݚをしています。生໋
科学部にはɼڥ؀ݶۃඍ生物をڀݚର৅とする先生方が多਺在੶しています。私のࣨڀݚはɼ
それらの先生方と࿈ܞして l東洋大学ڥ؀ݶۃඍ生物ڀݚ会z を主࠵し東洋大学におけるݶۃ
ηϯλʔのڀݚの活ੑ化に౒めています。またɼόΠΦφϊΤϨΫτϩχΫεڀݚඍ生物ڥ؀
ॴһを兼຿しɼ「όΠΦとφϊςΫϩϊδʔの༥߹」ڀݚに取り組んでいます。2012年からはɼ
文部科学ল・新学術ྖ域ڀݚ「ӡ動௒分ࢠϚγφϦʔが৫りなす調࿨と多様ੑ」（ฏ成24年౓
ʙฏ成28年౓）に計画൝のڀݚ代ද者としてࢀՃしています。

オフィスアワー
　݄༵日　12ɿ00ʙ13ɿ00
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教授　一石　昭彦 １号館３階第３研究室
　　　ICHIISHI. Akihiko

主な担当科目
　タンパク質科学，遺伝子工学

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学の分野は，近年急速に発展をとげています。このような可能性に満ちた新しい分野
で共に学びましょう。

オフィスアワー
　月曜日　13：20～14：50，それ以外でも在室している場合は受け付けます。

教授　伊藤　政博 １号館３階第２研究室
　　　ITO. Masahiro

主な担当科目
　極限環境微生物学，微生物生理学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　東洋大学生命科学部の研究の柱の一つである “極限環境微生物” の研究をしています。生命
科学部には，極限環境微生物を研究対象とする先生方が多数在籍しています。私の研究室は，
それらの先生方と連携して “東洋大学極限環境微生物研究会” を主催し東洋大学における極限
環境微生物研究の活性化に努めています。また，バイオナノエレクトロニクス研究センターの
所員を兼務し，「バイオとナノテクロノジーの融合」研究に取り組んでいます。

オフィスアワー
　春秋学期とも月曜日12：00～13：00

教授　金子　律子 １号館３階第13研究室
　　　KANEKO. Ritsuko

主な担当科目
　細胞学，動物生理学

学位
　医学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　自分が面白いと思ったことを，面白いと思っただけで終わりにしないで，調べる努力を惜し
まないようにして下さい。自分達の体を含めて，生物は不思議なことに満ちています。「生物
のしくみは，面白いなあ，上手く出来ているなあ」と感じたことを，少しずつ自分達で調べた
り実験したりして，面白さをもっと深めていきましょう。

オフィスアワー
　火曜日12時45分から１時15分

生命科学部生命科学科
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火曜日12：45～13：15

月曜日　13：20～14：50
それ以外でも在室している場合は受け付けます。
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教授　川口　英夫 １号館３階第24研究室
　　　KAWAGUCHI. Hideo

主な担当科目
　細胞生理学，脳科学

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　脳や神経細胞の謎に挑戦してみたいあなた，一緒に知恵を絞りましょう。個体の行動レベルか
らのアプローチ，逆に細胞レベルからのアプローチの両面を試みています。電子ペン・光・微小
電極等を用いた計測技術が基盤ですが，これはあくまで道具で，目的は『脳・神経系の謎を解き
明かす』ことにあります。粘り強く実験を重ね，『悟りにも似た新しい理解』にたどりつく醍醐味
を味わって欲しいと思っています。もちろん個々人のできることは限られていますが，『科学技術
の進歩に寄与』し，ひいては『社会に貢献する』という志を持って，一歩一歩着実に進みましょう。

オフィスアワー
　火曜日11時～12時

教授　児島　伸彦 １号館３階第11研究室
　　　KOJIMA. Nobuhiko

主な担当科目
　再生医科学，神経科学

学位
　医学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　心はどのようにして生まれ，どこにどのようなかたちで存在するのでしょうか。また，心とからだはどのような関係にあるのでしょうか。心の謎を理解するに
はどんな勉強をすれば良いのでしょうか。大学時代，そんな疑問を抱きながらヒトの心の神秘に魅せられていた私は，理学系出身であるにも関わらず生物学の授
業はそこそこに，心理学教室のゼミに参加したり，神経内科の研究室に在籍して脳内の神経伝達物質の測定実験を行ったりしていました。そして大学卒業後は主
に医学系の研究室に身を置いて神経科学の研究を行ってきました。現代科学では，心はハート（心臓）ではなくあたま（脳）のはたらきの産物であることが解っ
ていますが，そのしくみについてはまだまだ解らないことだらけです。脳の中には非常に多くの細胞が存在し，互いにつながって複雑なネットワークを作り上げ
ています。神経細胞同士のつながり部分はシナプスとよばれ情報の受け渡しの場となっていますが，電気回路と違って神経回路ではシナプスが状況に応じて新た
に付け加わったりなくなったりすることが知られています。脳のそのような柔軟なつくりに，心の秘密が隠されているのかもしれません。脳内の分子のはたらき
を詳細に調べていけばいつか心のしくみも解き明かされる日がやって来るでしょうか。脳の謎は人類の英知に残された最後の砦だと言われていますが，神経科学
に限らず生命科学には未解決の課題が山積しています。私はこれからもそのような生命の謎を一つでもひも解く努力を続けて行きたいと考えています。
　大学時代はおそらく人生で最も拘束の少ない時期だと思います。その時期に何をやるかは皆さんが自分のあたまで考えて決めることです。自分の人生を賭けて
も良いと思えるものを見つけられるように努めて見聞を広め，充実した大学生活を送ってください。

オフィスアワー
　月曜～金曜　18：10～19：30

教授　清水　文一 １号館３階第25研究室
　　　SHIMIZU. Bun-ichi

主な担当科目
　植物細胞制御学，生命科学史

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生物たちは，私たちの身近なところでさまざまな生存競争を繰り広げています。道ばたの草花も，土の中の微生物
も，それぞれが生き抜くための工夫を進化の過程で獲得してきました。とくに植物は暑くなったり，寒くなったり，
外敵が襲ってきても，その場から逃げることができないかわりに，外敵を追い払い，ストレスに対抗する防御システ
ムを持っています。植物の生産する色素や香り成分といった二次代謝産物の多くが抗菌・抗酸化活性を持っており，
防御のために植物が自ら生産・蓄積していると考えられます。私の研究グループでは，この防御の仕組みを詳しく知
ることで，病気に強い作物や，植物の持つ機能を利用する栽培法を編み出せないかと考えて研究しています。とくに，
植物の防御に関わる二次代謝産物の生合成に関わる酵素・遺伝子を手がかりにして，化学や分子生物学，生化学を道
具に研究を進めています。
　大学生活では広く学び，分子生物学，生化学，化学などという垣根を取り払った俯瞰的な目で生き物の世界を見て
ください。

オフィスアワー
　月曜日13：00－14：00
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　心はハート（心臓）ではなくあたま（脳）のはたらきの産物であることが解っていますが，そのしくみについては
まだ解らないことだらけです。脳の中には非常に多くの細胞が存在し，互いにつながって複雑なネットワークを作り
上げています。神経細胞同士のつながり部分はシナプスとよばれ情報の受け渡しの場となっていますが，電気回路
と違って神経回路ではシナプスが状況に応じて新たに付け加わったりなくなったりすることが知られています。脳の
そのような柔軟なつくりに，心の秘密が隠されているのかもしれません。脳の謎は人類の英知に残された最後の砦だ
と言われていますが，神経科学に限らず生命科学には未解決の課題が山積しています。私はこれからも皆さんと一
緒にそのような生命の謎を一つでもひも解く努力を続けて行きたいと考えています。
　大学時代は素の自分を見つめられる貴重な時だと思います。その時期に得た，ものの考え方や，価値観を共有し
あえる友人は一生の宝となりますので，自分の頭で考え，積極的に見聞を広め，充実した大学生活を過ごしてください。

月曜日13時～14時
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教授　一石　昭彦 １号館３階第３研究室
　　　ICHIISHI. Akihiko

主な担当科目
　タンパク質科学，遺伝子工学

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学の分野は，近年急速に発展をとげています。このような可能性に満ちた新しい分野
で共に学びましょう。

オフィスアワー
　月曜日　13：20～14：50，それ以外でも在室している場合は受け付けます。

教授　伊藤　政博 １号館３階第２研究室
　　　ITO. Masahiro

主な担当科目
　極限環境微生物学，微生物生理学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　東洋大学生命科学部の研究の柱の一つである “極限環境微生物” の研究をしています。生命
科学部には，極限環境微生物を研究対象とする先生方が多数在籍しています。私の研究室は，
それらの先生方と連携して “東洋大学極限環境微生物研究会” を主催し東洋大学における極限
環境微生物研究の活性化に努めています。また，バイオナノエレクトロニクス研究センターの
所員を兼務し，「バイオとナノテクロノジーの融合」研究に取り組んでいます。

オフィスアワー
　春秋学期とも月曜日12：00～13：00

教授　金子　律子 １号館３階第13研究室
　　　KANEKO. Ritsuko

主な担当科目
　細胞学，動物生理学

学位
　医学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　自分が面白いと思ったことを，面白いと思っただけで終わりにしないで，調べる努力を惜し
まないようにして下さい。自分達の体を含めて，生物は不思議なことに満ちています。「生物
のしくみは，面白いなあ，上手く出来ているなあ」と感じたことを，少しずつ自分達で調べた
り実験したりして，面白さをもっと深めていきましょう。

オフィスアワー
　火曜日12時45分から１時15分

生命科学部生命科学科
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火曜日12：45～13：15

月曜日　13：20～14：50
それ以外でも在室している場合は受け付けます。
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主な担当科目
科学ܦ生ҩ科学ɼ神࠶　

学位
　ҩ学ത࢜

自己紹介，学生へのメッセージ
　心はどのようにして生まれɼどこにどのようなかたͪでଘ在するのだΖうか。心とからだはどのような関係にあ
るのだΖうか。またɼ心のಾを理解するにはどんな勉強をすればྑいのだΖう。大学時代ɼそんなٙ問を๊きなが
らώτの心の神ൿにັせられていた私はɼ理学系の学生であったにも関わらずɼ心理学教ࣨのθϛにࢀՃしたりɼ
神ܦ಺科のࣨڀݚに在੶して神ܦ఻ୡ物質のଌ定実ݧを行ったりしていました。そして大学ଔ業後はҩ学系のڀݚ
ࣨに身をஔいて神ܦ科学のڀݚを行ってきました。現代科学ではɼ心はϋʔτ（心ଁ）ではなくあたま（೴）のは
たらきの࢈物であることが解っていますがɼそのしくみについてはまだまだ解らないことだらけです。೴の中には
ඇৗに多くのࡉ๔がଘ在しɼޓいにγφϓεでつながってෳࡶな神ܦ回࿏を࡞り上͛ています。神ܦ回࿏はిࢠ回
࿏とҧってঢ়گに応͡て新たに෇けՃわったりなくなったりすることが知られています。そのような೴のॊらかな
つくりにɼ心のൿີがӅされているのかもしれません。神ܦ科学にݶらず生໋科学にはະ解ܾの課題がੵࢁしてい
ます。私はそのような生໋のಾを一つでもひも解く౒力をこれからも続けていきたいと考えています。
学生΁のϝοηʔδɿ大学時代はおそらく人生で࠷も߆ଋのগない時期だと思います。その時期にԿをやるかは
օさんが自分自身で考えてܾめることです。౒めて見ฉを޿めɼॆ実した大学生活をૹってください。

オフィスアワー
　݄༵日　12ɿ40ʙ13ɿ20

生ҩ科学࠶・๔学ɼප理学֓論ɼ動物生理学ɼ発生ࡉ

೴科学ɼ分ੳ化学ɼ基礎化学ɼҩ用޻学֓論

神ܦ科学ɼࡉ๔機能学ɼ生理学ɼ݂ӷ・໔Ӹ学֓論

　自分が໘നいと思ったことをɼ໘നいと思っただけでऴわりにしないでɼ調べる౒力を੯し
まないようにしてԼさい。自分ୡの体をؚめてɼ生物はෆ思ٞなことにຬͪています。「生物
のしくみはɼ໘നいなあɼ上खくग़དྷているなあ」と͡ײたことをɼগしずつ自分ୡで調べた
り実ݧしたりしてɼその仕組みを解明していきましΐう。

　Ր༵日　12ɿ45ʙ13ɿ15

　೴や神ࡉܦ๔のಾに௅ઓしてみたいあなたɼ一ॹに知ܙをߜりましΐう。ώτの行動Ϩϕϧ
からのΞϓϩʔνɼٯにࡉ๔ϨϕϧからのΞϓϩʔνの྆໘をࢼみています。ిࢠϖϯ・ޫ・
ඍখిۃ౳を用いた計ଌٕ術が基൫ですがɼこれはあくまでಓ۩でɼ目的は『೴・神ܦ系のಾ
を解き明かす』ことにあります。೪り強く実ݧをॏͶɼ『ޛりにもࣅた新しい理解』にたどり
つく୉ޣຯをຯわってཉしいと思っています。もͪΖんݸ々人のできることはݶられています
がɼ『科学ٕ術の進歩にد与』しɼひいては『社会にݙߩする』というࢤを持ってɼ一歩一歩
ண実に進みましΐう。

オフィスアワー
　݄༵日　13ɿ00ʙ14ɿ00
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教授　竹井　弘之 １号館３階第23研究室
　　　TAKEI. Hiroyuki

主な担当科目
　バイオエレクトロニクス，物理Ⅰ

学位
　応用物理

自己紹介，学生へのメッセージ
　世の中では異なる文化間の連携がますます重要になっている様，学問においても異なる分野
の接点から新しい知識や技術が生まれてきています。21世紀は間違いなくバイオの世紀になっ
ていきますが，是非物理もお忘れなく。二刀流をマスターして，将来の科学技術を切り開いて
いきましょう。人類を新たな感染症の脅威から守ることや，明るい高齢化社会の実現に貢献で
きるかもしれませんよ。

オフィスアワー
　春：金曜日11：00－13：00，秋：水曜日11：00－13：00

教授　長坂　征治 １号館３階第22研究室
　　　NAGASAKA. Seiji

主な担当科目
　バイオマス，現代生物学

学位
　農学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　植物が育たない様な不良土壌で生育可能な植物の開発，また，海洋性藻類の円石藻が持つ石灰
化という特殊な二酸化炭素の固定機構を対象に研究を進めてきました。人類の旺盛な消費活動，
産業活動により地球の環境は大きく変化しつつあります。「環境」という言葉を耳にする機会が
増え，多くの人が地球環境に関心を持つようにもなりました。生命科学の分野では，生物の機能
を利用して環境を修復する，あるいは環境への負荷を減らすといった試みがなされています。し
かしながら，生命現象について我々が持つ知識はわずかであり，生物の持つ能力を最大限に生か
せてはいません。生物の中に秘められた能力を引き出して，地球を癒してみませんか。

オフィスアワー
　金曜日　13：00～15：00

教授　鳴海　一成 １号館３階第10研究室
　　　NARUMI. Issay

主な担当科目
　細胞分子生物学Ⅰ，生物物理学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生物の基本的な生命維持機構であるDNA修復の分子機構解明を通じて，ヒトの一千倍もの
放射線耐性を示す放射線抵抗性細菌が，なぜ放射線に強いのかを調べています。また，遺伝子
組換え技術とは異なる突然変異育種技術で産業微生物を改良することにも取り組んでいます。
　大学では，生命の謎を解く過程を体験し，科学的な思考能力を身につけるように心がけてく
ださい。生命科学に関する幅広い知識と視野を身につけ，「科学技術」と「現代社会」との関
わりを多面的な視点で見据えること，これは，皆さんが将来どのような職業に就こうとも必要
な事柄です。

－ 143 －

基礎微生物学，基礎分子生物学

－ 94 －

教授　川口　英夫 １号館３階第24研究室
　　　KAWAGUCHI. Hideo

主な担当科目
　細胞生理学，脳科学

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　脳や神経細胞の謎に挑戦してみたいあなた，一緒に知恵を絞りましょう。個体の行動レベルか
らのアプローチ，逆に細胞レベルからのアプローチの両面を試みています。電子ペン・光・微小
電極等を用いた計測技術が基盤ですが，これはあくまで道具で，目的は『脳・神経系の謎を解き
明かす』ことにあります。粘り強く実験を重ね，『悟りにも似た新しい理解』にたどりつく醍醐味
を味わって欲しいと思っています。もちろん個々人のできることは限られていますが，『科学技術
の進歩に寄与』し，ひいては『社会に貢献する』という志を持って，一歩一歩着実に進みましょう。

オフィスアワー
　火曜日11時～12時

教授　児島　伸彦 １号館３階第11研究室
　　　KOJIMA. Nobuhiko

主な担当科目
　再生医科学，神経科学

学位
　医学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　心はどのようにして生まれ，どこにどのようなかたちで存在するのでしょうか。また，心とからだはどのような関係にあるのでしょうか。心の謎を理解するに
はどんな勉強をすれば良いのでしょうか。大学時代，そんな疑問を抱きながらヒトの心の神秘に魅せられていた私は，理学系出身であるにも関わらず生物学の授
業はそこそこに，心理学教室のゼミに参加したり，神経内科の研究室に在籍して脳内の神経伝達物質の測定実験を行ったりしていました。そして大学卒業後は主
に医学系の研究室に身を置いて神経科学の研究を行ってきました。現代科学では，心はハート（心臓）ではなくあたま（脳）のはたらきの産物であることが解っ
ていますが，そのしくみについてはまだまだ解らないことだらけです。脳の中には非常に多くの細胞が存在し，互いにつながって複雑なネットワークを作り上げ
ています。神経細胞同士のつながり部分はシナプスとよばれ情報の受け渡しの場となっていますが，電気回路と違って神経回路ではシナプスが状況に応じて新た
に付け加わったりなくなったりすることが知られています。脳のそのような柔軟なつくりに，心の秘密が隠されているのかもしれません。脳内の分子のはたらき
を詳細に調べていけばいつか心のしくみも解き明かされる日がやって来るでしょうか。脳の謎は人類の英知に残された最後の砦だと言われていますが，神経科学
に限らず生命科学には未解決の課題が山積しています。私はこれからもそのような生命の謎を一つでもひも解く努力を続けて行きたいと考えています。
　大学時代はおそらく人生で最も拘束の少ない時期だと思います。その時期に何をやるかは皆さんが自分のあたまで考えて決めることです。自分の人生を賭けて
も良いと思えるものを見つけられるように努めて見聞を広め，充実した大学生活を送ってください。

オフィスアワー
　月曜～金曜　18：10～19：30

教授　清水　文一 １号館３階第25研究室
　　　SHIMIZU. Bun-ichi

主な担当科目
　植物細胞制御学，生命科学史

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生物たちは，私たちの身近なところでさまざまな生存競争を繰り広げています。道ばたの草花も，土の中の微生物
も，それぞれが生き抜くための工夫を進化の過程で獲得してきました。とくに植物は暑くなったり，寒くなったり，
外敵が襲ってきても，その場から逃げることができないかわりに，外敵を追い払い，ストレスに対抗する防御システ
ムを持っています。植物の生産する色素や香り成分といった二次代謝産物の多くが抗菌・抗酸化活性を持っており，
防御のために植物が自ら生産・蓄積していると考えられます。私の研究グループでは，この防御の仕組みを詳しく知
ることで，病気に強い作物や，植物の持つ機能を利用する栽培法を編み出せないかと考えて研究しています。とくに，
植物の防御に関わる二次代謝産物の生合成に関わる酵素・遺伝子を手がかりにして，化学や分子生物学，生化学を道
具に研究を進めています。
　大学生活では広く学び，分子生物学，生化学，化学などという垣根を取り払った俯瞰的な目で生き物の世界を見て
ください。

オフィスアワー
　月曜日13：00－14：00

－ 142 －

　心はハート（心臓）ではなくあたま（脳）のはたらきの産物であることが解っていますが，そのしくみについては
まだ解らないことだらけです。脳の中には非常に多くの細胞が存在し，互いにつながって複雑なネットワークを作り
上げています。神経細胞同士のつながり部分はシナプスとよばれ情報の受け渡しの場となっていますが，電気回路
と違って神経回路ではシナプスが状況に応じて新たに付け加わったりなくなったりすることが知られています。脳の
そのような柔軟なつくりに，心の秘密が隠されているのかもしれません。脳の謎は人類の英知に残された最後の砦だ
と言われていますが，神経科学に限らず生命科学には未解決の課題が山積しています。私はこれからも皆さんと一
緒にそのような生命の謎を一つでもひも解く努力を続けて行きたいと考えています。
　大学時代は素の自分を見つめられる貴重な時だと思います。その時期に得た，ものの考え方や，価値観を共有し
あえる友人は一生の宝となりますので，自分の頭で考え，積極的に見聞を広め，充実した大学生活を過ごしてください。

月曜日13時～14時

－ 93 －

生化学ᶘɼ༗機化学ɼ২物生化学ɼ機ث分ੳᶗ

ϝσΟΧϧόΠΦςΫϊϩδʔɼ物理ᶗɼ物理ᶘ

地ڥ؀ٿ学ɼ২物分ࢠӫ養学ɼ生物学ᶘɼ機ث分ੳᶘ

　生物たͪはɼ私たͪの身ۙなとこΖでさま͟まな生ଘڝ૪を܁り͛޿ています。ಓばたの૲Ֆもɼ౔の中のඍ
生物もɼそれͧれが生きൈくための޻෉を進化のաఔで֫ಘしてきました。とくに২物はॵくなったりɼפく
なったりɼ֎ఢがऻってきてもɼその場からಀ͛ることができないかわりにɼ֎ఢを௥い෷いɼετϨεにର߅
する๷ޚγεςϜを持っています。২物の生࢈する৭ૉや߳り成分といったೋ࣍代ँ࢈物の多くがࢎ߅・ە߅化
活ੑを持っておりɼ๷ޚのために২物が自ら生࢈・஝ੵしていると考えられます。私のڀݚάϧʔϓではɼこの
๷ޚの仕組みをৄしく知ることでɼපؾに強い࡞物やɼ২物の持つ機能をར用する࠿ഓ法をฤみग़せないかと考
えてڀݚしています。とくにɼ২物の๷ޚに関わるೋ࣍代ँ࢈物の生߹成に関わる߬ૉ・Ҩ఻ࢠをखがかりにし
てɼ化学や分ࢠ生物学ɼ生化学をಓ۩にڀݚを進めています。
　大学生活では޿く学ͼɼ分ࢠ生物学ɼ生化学ɼ化学などという֞根を取り෷った၆ᛌ的な目で生き物の世界を
見てください。

　݄༵日　13ɿ00ʙ14ɿ00

　世の中ではҟなる文化間の࿈ܞがますますॏཁになっている様ɼ学問においてもҟなる分໺
の઀点から新しい知ࣝやٕ術が生まれてきています。21世لは間ҧいなくόΠΦの世لになっ
ていきますがɼੋඇ物理もお๨れなく。ೋ౛ྲྀをϚελʔしてɼকདྷの科学ٕ術を੾り開いて
いきましΐう。人ྨを新たなײછ঱のڴҖからकることやɼ明るいྸߴ化社会の実現にݙߩで
きるかもしれませんよ。

　य़学期ɿ༵ۚ日　11ɿ00ʙ13ɿ00ɼळ学期ɿਫ༵日　11ɿ00ʙ13ɿ00

　২物が育たない様なෆྑ౔৕で生育Մ能な২物の開発ɼまたɼւ洋ੑ૶ྨの円ੴ૶が持つੴփ
化というಛघなೋࢎ化୸ૉのݻ定機ߏをର৅にڀݚを進めてきました。人ྨのԢ੝なফඅ活動ɼ
という言葉をࣖにする機会が「ڥ؀」。は大きくม化しつつありますڥの؀ٿ業活動により地࢈
૿えɼ多くの人が地ڥ؀ٿに関心を持つようにもなりました。生໋科学の分໺ではɼ生物の機能
をར用してڥ؀を修෮するɼあるいはڥ؀΁のෛՙをݮらすといったࢼみがなされています。し
かしながらɼ生໋現৅についてզ々が持つ知ࣝはわずかでありɼ生物の持つ能力を࠷大ݶに生か
せてはいません。生物の中にൿめられた能力を引きग़してɼ地ٿを༊してみませんか。

オフィスアワー
　༵ۚ日　13ɿ00ʙ15ɿ00

ʵ 114 ʵ



教授　平野　和弘 １号館２階第60研究室
　　　HIRANO. Kazuhiro
主な担当科目
　教育の制度と経営，教育課程論
学位
　教育学修士
自己紹介，学生へのメッセージ
　若い頃は，ことばと自己の発達についての思想研究から入って，臨床の現場なども経験して実践的な発達・教育研究を志向してたが，90年代
半ば頃から，自分自身の大学教育実践の対象である青年期の若者たちをめぐる社会と教育の状況の分析と実践的な課題の探求に向かう。
　現在は，群馬県の教師たちのライフヒストリーの聞き取り調査を通じて，教師のキャリア発達とその支援の研究に取り組む一方，高校福祉科
の教員養成に携わるようになったことを契機として福祉教育の共同研究に参加しており，教育とケアという学際的なテーマに着手しつつある。
　教職課程を担当しますが，たんに資格を付与するために，法定の科目の授業を実施して単位の認定をするという関係にとどまらず（それ自体，
責任をもってきっちりやらなければならないことはいうまでもありませんが），ますます不透明感を強めている日本の教育の未来や，教職の未来
について，心ある人たちといっしょに探求する作業に並行して取り組んでいきたいと思っています。
免許が更新制になるなど，状況が流動化しつつはありますが，教員の資格は，所定の単位を取得しさえすれば国家試験などのハードルなしに取
得できるので，とりあえず資格を取っておこうという人も少なくないようです。しかし，教師という職業をめぐる環境は，いま，急激に変化し
つつあり，あたたかみのある子どもたちとの交流を期待する素朴な教職イメージと，現実の職場のギャップがかつてなく大きくなっています。
　将来の職業に夢をもつことは，基本的には大切なことだし，必要なことですが，リアルな現実に眼をふさいだ夢は脆いものです。
　子どもたちや社会をめぐる否定的な現実から眼をそらさずに，なおかつ，そのなかに芽生えつつあるささやかな希望の芽を見逃さずに，粘り
強く育てていくような，そういう夢のもち方ができるようになってほしいと思います。

オフィスアワー
　火曜日・金曜日の３時間目を基本とします。

教授　藤村　　真 １号館３階第16研究室
　　　FUJIMURA. Makoto

主な担当科目
　核酸化学，分子遺伝学

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　農作物の病害被害は，主に真核微生物に属する植物病原菌により引き起こされます。我々
は，糸状菌の病原性と形態形成や環境応答に関わるシグナル伝達経路の研究を行っています。
また，遺伝子診断技術を農業分野に展開し，植物病原菌を検出する技術を開発しており，農作
物の安定的生産と食の安全・安心を志向して研究に取り組んでいます。

オフィスアワー
　火曜日３時限（春）：水曜日２時限（秋）

准教授　長谷川　輝明 １号館３階第15研究室
　　　　HASEGAWA. Teruaki

主な担当科目
　糖鎖生物学，有機化学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　我々人間は膨大な数の細胞から構成された「多細胞生物」です。バクテリアなどに代表される単細胞生物と
の大きな違いは，多細胞生物のなかでは個々の細胞がおのおのの役割を持ち，周りの細胞とコミュニケーショ
ンを取りながら，一つの生命体としての調和を維持している点です。この多細胞生物特有の現象に，細胞表面
の「糖鎖」が深く関与していることが明らかとなってきました。つまり，核酸やタンパク質に加えて糖鎖の機
能を解明することが，我々人間の体の仕組みを理解する上で重要なのです。しかし糖鎖は多種多様であり，構
造も複雑で存在量も少なく，個々の糖鎖の詳しい役割は未だ全く分かっていません。このように人類はもっと
も身近な存在である我々の体の仕組み自体でさえ，いまだに全く理解できていないのです。21世紀は間違いな
く生命科学の時代です。みなさんもこの刺激的な学問分野を我々と一緒に探求してみましょう。

オフィスアワー
　毎週金曜日10：00－12：00

した

教授　長谷川　輝明
　　　HASEGAWA. Teruaki
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教授　平野　和弘 １号館２階第60研究室
　　　HIRANO. Kazuhiro
主な担当科目
　教育の制度と経営，教育課程論
学位
　教育学修士
自己紹介，学生へのメッセージ
　若い頃は，ことばと自己の発達についての思想研究から入って，臨床の現場なども経験して実践的な発達・教育研究を志向してたが，90年代
半ば頃から，自分自身の大学教育実践の対象である青年期の若者たちをめぐる社会と教育の状況の分析と実践的な課題の探求に向かう。
　現在は，群馬県の教師たちのライフヒストリーの聞き取り調査を通じて，教師のキャリア発達とその支援の研究に取り組む一方，高校福祉科
の教員養成に携わるようになったことを契機として福祉教育の共同研究に参加しており，教育とケアという学際的なテーマに着手しつつある。
　教職課程を担当しますが，たんに資格を付与するために，法定の科目の授業を実施して単位の認定をするという関係にとどまらず（それ自体，
責任をもってきっちりやらなければならないことはいうまでもありませんが），ますます不透明感を強めている日本の教育の未来や，教職の未来
について，心ある人たちといっしょに探求する作業に並行して取り組んでいきたいと思っています。
免許が更新制になるなど，状況が流動化しつつはありますが，教員の資格は，所定の単位を取得しさえすれば国家試験などのハードルなしに取
得できるので，とりあえず資格を取っておこうという人も少なくないようです。しかし，教師という職業をめぐる環境は，いま，急激に変化し
つつあり，あたたかみのある子どもたちとの交流を期待する素朴な教職イメージと，現実の職場のギャップがかつてなく大きくなっています。
　将来の職業に夢をもつことは，基本的には大切なことだし，必要なことですが，リアルな現実に眼をふさいだ夢は脆いものです。
　子どもたちや社会をめぐる否定的な現実から眼をそらさずに，なおかつ，そのなかに芽生えつつあるささやかな希望の芽を見逃さずに，粘り
強く育てていくような，そういう夢のもち方ができるようになってほしいと思います。

オフィスアワー
　火曜日・金曜日の３時間目を基本とします。

教授　藤村　　真 １号館３階第16研究室
　　　FUJIMURA. Makoto

主な担当科目
　核酸化学，分子遺伝学

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　農作物の病害被害は，主に真核微生物に属する植物病原菌により引き起こされます。我々
は，糸状菌の病原性と形態形成や環境応答に関わるシグナル伝達経路の研究を行っています。
また，遺伝子診断技術を農業分野に展開し，植物病原菌を検出する技術を開発しており，農作
物の安定的生産と食の安全・安心を志向して研究に取り組んでいます。

オフィスアワー
　火曜日３時限（春）：水曜日２時限（秋）

准教授　長谷川　輝明 １号館３階第15研究室
　　　　HASEGAWA. Teruaki

主な担当科目
　糖鎖生物学，有機化学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　我々人間は膨大な数の細胞から構成された「多細胞生物」です。バクテリアなどに代表される単細胞生物と
の大きな違いは，多細胞生物のなかでは個々の細胞がおのおのの役割を持ち，周りの細胞とコミュニケーショ
ンを取りながら，一つの生命体としての調和を維持している点です。この多細胞生物特有の現象に，細胞表面
の「糖鎖」が深く関与していることが明らかとなってきました。つまり，核酸やタンパク質に加えて糖鎖の機
能を解明することが，我々人間の体の仕組みを理解する上で重要なのです。しかし糖鎖は多種多様であり，構
造も複雑で存在量も少なく，個々の糖鎖の詳しい役割は未だ全く分かっていません。このように人類はもっと
も身近な存在である我々の体の仕組み自体でさえ，いまだに全く理解できていないのです。21世紀は間違いな
く生命科学の時代です。みなさんもこの刺激的な学問分野を我々と一緒に探求してみましょう。

オフィスアワー
　毎週金曜日10：00－12：00

した

教授　長谷川　輝明
　　　HASEGAWA. Teruaki

－ 95 －

教授　竹井　弘之 １号館３階第23研究室
　　　TAKEI. Hiroyuki

主な担当科目
　バイオエレクトロニクス，物理Ⅰ

学位
　応用物理

自己紹介，学生へのメッセージ
　世の中では異なる文化間の連携がますます重要になっている様，学問においても異なる分野
の接点から新しい知識や技術が生まれてきています。21世紀は間違いなくバイオの世紀になっ
ていきますが，是非物理もお忘れなく。二刀流をマスターして，将来の科学技術を切り開いて
いきましょう。人類を新たな感染症の脅威から守ることや，明るい高齢化社会の実現に貢献で
きるかもしれませんよ。

オフィスアワー
　春：金曜日11：00－13：00，秋：水曜日11：00－13：00

教授　長坂　征治 １号館３階第22研究室
　　　NAGASAKA. Seiji

主な担当科目
　バイオマス，現代生物学

学位
　農学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　植物が育たない様な不良土壌で生育可能な植物の開発，また，海洋性藻類の円石藻が持つ石灰
化という特殊な二酸化炭素の固定機構を対象に研究を進めてきました。人類の旺盛な消費活動，
産業活動により地球の環境は大きく変化しつつあります。「環境」という言葉を耳にする機会が
増え，多くの人が地球環境に関心を持つようにもなりました。生命科学の分野では，生物の機能
を利用して環境を修復する，あるいは環境への負荷を減らすといった試みがなされています。し
かしながら，生命現象について我々が持つ知識はわずかであり，生物の持つ能力を最大限に生か
せてはいません。生物の中に秘められた能力を引き出して，地球を癒してみませんか。

オフィスアワー
　金曜日　13：00～15：00

教授　鳴海　一成 １号館３階第10研究室
　　　NARUMI. Issay

主な担当科目
　細胞分子生物学Ⅰ，生物物理学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生物の基本的な生命維持機構であるDNA修復の分子機構解明を通じて，ヒトの一千倍もの
放射線耐性を示す放射線抵抗性細菌が，なぜ放射線に強いのかを調べています。また，遺伝子
組換え技術とは異なる突然変異育種技術で産業微生物を改良することにも取り組んでいます。
　大学では，生命の謎を解く過程を体験し，科学的な思考能力を身につけるように心がけてく
ださい。生命科学に関する幅広い知識と視野を身につけ，「科学技術」と「現代社会」との関
わりを多面的な視点で見据えること，これは，皆さんが将来どのような職業に就こうとも必要
な事柄です。

－ 143 －

基礎微生物学，基礎分子生物学

－ 94 －

　生物の基本的な生໋ҡ持機ߏである%/"修෮の分ࢠ機ߏ解明を通͡てɼώτの一ઍഒもの
์ࣹઢ଱ੑをࣔす์ࣹઢ఍ەࡉੑ߅がɼなͥ์ࣹઢに強いのかを調べています。またɼҨ఻ࢠ
組׵えٕ術とはҟなるಥવมҟ育छٕ術で࢈業ඍ生物をվྑすることにも取り組んでいます。
　大学ではɼ生໋のಾを解くաఔを体ݧしɼ科学的な思考能力を身につけるように心がけてく
ださい。生໋科学に関する෯޿い知ࣝとࢹ໺を身につけɼ「科学ٕ術」と「現代社会」との関
わりを多໘的なࢹ点で見ਾえることɼこれはɼօさんがকདྷどのような৬業にबこうともඞཁ
な事ฑです。

オフィスアワー
　Ր༵日　12ɿ40ʙ13ɿ20

ਫ ໦ ̏

ɼඍ生物ར用学ɼ์ࣹઢ生物学

౶࠯科学ɼ基礎༗機化学ɼ生物༗機化学ɼݥة物؅理֓論

分ࢠҨ఻学ɼ真֩ඍ生物学ɼ現代生物学

　զ々人間は๲大な਺のࡉ๔からߏ成された「多ࡉ๔生物」です。όΫςϦΞなどに代දされる୯ࡉ
๔生物との大きなҧいはɼ多ࡉ๔生物のなかではݸ々のࡉ๔がおのおのの໾ׂを持ͪɼपりのࡉ๔と
ίϛϡχέʔγϣϯを取りながらɼ一つの生໋体としての調࿨をҡ持している点です。この多ࡉ๔生
物ಛ༗の現৅にɼࡉ๔ද໘の「౶࠯」が深く関与していることが明らかとなってきました。つまりɼ
の機能を解明することがɼզ々人間の体の仕組みを理解する上でॏཁ࠯やλϯύΫ質にՃえて౶ࢎ֩
なのです。しかし౶࠯は多छ多様でありɼߏ଄もෳࡶでଘ在ྔもগなくɼݸ々の౶࠯のৄしい໾ׂは
ະだ全く分かっていません。このように人ྨはもっとも身ۙなଘ在であるզ々の体の仕組み自体でさ
えɼいまだに全く理解できていないのです。21世لは間ҧいなく生໋科学の時代です。みなさんもこ
のࢗ激的な学問分໺をզ々と一ॹに探ٻしてみましΐう。

オフィスアワー
　༵ۚ日　̕ɿ00ʙ10ɿ30

　೶࡞物のප֐ඃ֐はɼ主に真֩ඍ生物にଐする২物ප原ەにより引きىこされます。զ々
はɼࢳঢ়ەのප原ੑとܗଶܗ成やڥ؀応౴に関わるγάφϧ఻ୡܦ࿏のڀݚを行っています。
またɼҨ఻ࢠ਍அٕ術を೶業分໺にల開しɼ২物ප原ەをݕग़するٕ術を開発しておりɼ೶࡞
物の安定的生࢈と৯の安全・安心を޲ࢤしてڀݚに取り組んでいます。基礎ڀݚと応用ڀݚɼ
先進ੑと独創ੑをॏࢹした0OMZ�POFのࣨڀݚを目指しています。

オフィスアワー
　य़学期ɿਫ༵日̏時ݶɼळ学期ɿ໦༵日̏時ݶ

ʵ 115 ʵ



教授　五十嵐　博久 １号館２階第53研究室
　　　IGARASHI. Hirohisa

主な担当科目
　英語Ⅰ，欧米の文学と文化

学位
　博士（文学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　一般教養科目の英語関連の授業のコーディネートをしています。英語は今や日本のどの大学
でも教えられている科目ですが，だからこそ，板倉キャンパスの英語の授業は，ここでしか受
けられない魅力的な内容にしたいと思っています。
　「欧米の文学と文化」という授業も担当しています。英文学を学んで欧米文化の精髄に触れ
たいという人にお薦めの授業です。国際人としての教養を身につけたい人には特にお薦めで
す。英語が苦手な人ももちろん大歓迎です。

オフィスアワー
　研究室前に掲示します。

准教授　廣津　直樹 １号館３階第30研究室
　　　　HIROTSU. Naoki

主な担当科目
　ゲノム科学，バイオインフォマティクス

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　あなたやあなたの身の回りの生物を構成するエネルギーは，元をたどると全て植物が光合成
によって獲得したエネルギーです。イネやトウモロコシといった私たちにとって重要な植物
は，生命の設計図ともいわれるゲノム配列が解読されました。とはいえまだまだ分からないこ
とだらけです。たとえゲノム配列が全て分かっていても，人為的に光合成能力を高めたり，植
物の生長を完全に制御したりすることは，現在の人類の英知では不可能なのです。ゲノム情報
はものを考えたり作ったりする材料に過ぎず，それだけでは役に立ちません。ゲノム情報をう
まく利用して，植物の巧妙でダイナミックな営みの一端を覗いてみましょう。そこから植物の
ポテンシャルを引き出す糸口が見えてくるかもしれません。

オフィスアワー
　木曜日11：00－12：00

講師　江口　智子 １号館２階第50研究室
　　　EGUCHI. Tomoko

主な担当科目
　英語Ⅰ，英語Ⅱ

学位
　英文学博士（PhD English）

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいた
い」という願望がきっかけで，紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，コミュ
ニケーション手段として英語を駆使しましたが，実感したことは，継続的な訓練の大切さで
す。スポーツと同じく，地道な練習の積み重ねが英語力向上にも不可欠だと思います。学生の
皆さんには，授業の予習・復習の他，音楽や映画やラジオなど，好きなメディアを通じて，出
来るだけ楽しく英語を学んでほしいと思っています。

オフィスアワー
　水曜日３時限13：20～14：50　または予約にて

木曜日２限11：10－12：10

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいたい」という願望がきっかけで，
紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，19世紀の小説の魅力に惹かれ，この分野を中心に研究しています。
　板倉キャンパスの学生さんとは主に英語I・IIの授業でお会いします。4技能をバランス良く伸ばすような実践的な授業を心
掛けているので，積極的に参加してください。また，2014年度はAdvancedクラスで，学生の皆さんと英文学の醍醐味を共有
したいと思っています。その他，キャンパス内でEnglish Loungeも開催しています。英会話をブラッシュ･アップさせたい，
授業の質問，留学相談など，目的はともあれ是非いらしてください。お茶をしながら気軽に英語を楽しみましょう。

オフィスアワー
水曜日13：20～14：50

－ 96 －

英語講師　江口　智子
　　　　　EGUCHI. Tomoko

助教　井ノ口　繭 １号館２階第60研究室
　　　INOKUCHI, Mayu

主な担当科目
　ϥΠϑαΠΤϯεӳޠ

学位
　ത࢜（೶学）

自己紹介
　私は学部生のࠒからྨڕのਁಁѹ調અ機ߏについてڀݚしています。ྨڕのਁಁѹ調અ機
はどうߏがւにも઒にも生ଉできるのかɼそのద応機ڕとはɼわかりやすく言うとɼ「なͥߏ
なっているのか」ということです。ڱい分໺に思われるかもしれませんがɼ世界֤国でڀݚが
進められてঘもɼ多くのٙ問が残されているັ力的な分໺です。
　大学はখ学校ɼ中学校ɼߴ校とはҧいɼ自分の޷きなことを自༝に学べるڥ؀です。みなさ
んもڵຯのある分໺を見つけてɼ目一ഋ学んでԼさい。

オフィスアワー
　य़学期ɿ༵ۚ日　11ɿ00ʙ12ɿ00ɼळ学期ɿՐ༵日　11ɿ00ʙ12ɿ00

教授　五十嵐　博久 １号館２階第53研究室
　　　IGARASHI. Hirohisa

主な担当科目
　英語Ⅰ，欧米の文学と文化

学位
　博士（文学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　一般教養科目の英語関連の授業のコーディネートをしています。英語は今や日本のどの大学
でも教えられている科目ですが，だからこそ，板倉キャンパスの英語の授業は，ここでしか受
けられない魅力的な内容にしたいと思っています。
　「欧米の文学と文化」という授業も担当しています。英文学を学んで欧米文化の精髄に触れ
たいという人にお薦めの授業です。国際人としての教養を身につけたい人には特にお薦めで
す。英語が苦手な人ももちろん大歓迎です。

オフィスアワー
　研究室前に掲示します。

准教授　廣津　直樹 １号館３階第30研究室
　　　　HIROTSU. Naoki

主な担当科目
　ゲノム科学，バイオインフォマティクス

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　あなたやあなたの身の回りの生物を構成するエネルギーは，元をたどると全て植物が光合成
によって獲得したエネルギーです。イネやトウモロコシといった私たちにとって重要な植物
は，生命の設計図ともいわれるゲノム配列が解読されました。とはいえまだまだ分からないこ
とだらけです。たとえゲノム配列が全て分かっていても，人為的に光合成能力を高めたり，植
物の生長を完全に制御したりすることは，現在の人類の英知では不可能なのです。ゲノム情報
はものを考えたり作ったりする材料に過ぎず，それだけでは役に立ちません。ゲノム情報をう
まく利用して，植物の巧妙でダイナミックな営みの一端を覗いてみましょう。そこから植物の
ポテンシャルを引き出す糸口が見えてくるかもしれません。

オフィスアワー
　木曜日11：00－12：00

講師　江口　智子 １号館２階第50研究室
　　　EGUCHI. Tomoko

主な担当科目
　英語Ⅰ，英語Ⅱ

学位
　英文学博士（PhD English）

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいた
い」という願望がきっかけで，紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，コミュ
ニケーション手段として英語を駆使しましたが，実感したことは，継続的な訓練の大切さで
す。スポーツと同じく，地道な練習の積み重ねが英語力向上にも不可欠だと思います。学生の
皆さんには，授業の予習・復習の他，音楽や映画やラジオなど，好きなメディアを通じて，出
来るだけ楽しく英語を学んでほしいと思っています。

オフィスアワー
　水曜日３時限13：20～14：50　または予約にて

木曜日２限11：10－12：10

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいたい」という願望がきっかけで，
紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，19世紀の小説の魅力に惹かれ，この分野を中心に研究しています。
　板倉キャンパスの学生さんとは主に英語I・IIの授業でお会いします。4技能をバランス良く伸ばすような実践的な授業を心
掛けているので，積極的に参加してください。また，2014年度はAdvancedクラスで，学生の皆さんと英文学の醍醐味を共有
したいと思っています。その他，キャンパス内でEnglish Loungeも開催しています。英会話をブラッシュ･アップさせたい，
授業の質問，留学相談など，目的はともあれ是非いらしてください。お茶をしながら気軽に英語を楽しみましょう。

オフィスアワー
水曜日13：20～14：50

－ 96 －

英語講師　江口　智子
　　　　　EGUCHI. Tomoko

　洋画やӳ米文学が޷きでɼ「ࣈ幕ແしで洋画をָしみたい」「ӳ米文学の原࡞をಡみຯわいたい」というئ๬が
きっかけでɼឯ余ંۂをܦてこのಓに入りました。ΠΪϦεཹ学中ɼ19世لのখ説のັ力にऒかれɼこの分໺を
中心にڀݚしています。
　൘૔Ωϟϯύεの学生さんとは主に*OUFHSBM�&OHMJTIᶗ・ᶘのत業でお会いします。ӳޠがಘҙな方もۤखな方もɼ
ग़དྷるだけڵຯを持てるत業になるように޻෉しているのでɼ一ॹにがんばりましΐう。ӳޠ力を身に෇けるにはɼ
自ら学΅うとする࢟੎・౒力が大੾です。୹時間でもɼຖ日ίπίπ学習を続けることでண実な力がඋわります。学
習のखஈは教科ॻの他ɼө画ɼԻָɼςϨϏɼϥδΦɼΠϯλʔωοτなど様々です。学಺֎の֤छӳޠϓϩάϥϜ
やΠϕϯτ΁のࢀՃもおקめです。自分に߹ったやり方を見つけてੵۃ的に取り組んでください。/P�QBJO
�OP�HBJO�

オフィスアワー
　ਫ༵日̏時13　ݶɿ20ʙ14ɿ50

准教授　江口　智子
　　　　EGUCHI. Tomoko

*OUFHSBM�&OHMJTIᶗɼ*OUFHSBM�&OHMJTIᶘ

ήϊϜΠϯϑΥϚςΟΫεɼ২物科学ɼ物理化学ɼ২物ڥ؀生理学

　あなたやあなたの身の回りの生物をߏ成するΤωϧΪʔはɼݩをたどると全て২物がޫ߹成
によって֫ಘしたΤωϧΪʔです。Πωやτ΢Ϟϩίγといった私たͪにとってॏཁな২物
はɼ生໋の設計ਤともいわれるήϊϜ഑ྻが解ಡされました。とはいえまだまだ分からないこ
とだらけです。たとえήϊϜ഑ྻが全て分かっていてもɼ人ҝ的にޫ߹成能力をߴめたりɼ২
物の生長を׬全に੍ޚしたりすることはɼ現在の人ྨのӳ知ではෆՄ能なのです。ήϊϜ情ใ
はものを考えたり࡞ったりするࡐྉにա͗ずɼそれだけでは໾に立ͪません。ήϊϜ情ใをう
まくར用してɼ২物のົ޼でμΠφϛοΫなӦみの一୺を೷いてみましΐう。そこから২物の
ϙςϯγϟϧを引きग़すޱࢳが見えてくるかもしれません。

　ਫ༵日　11ɿ10ʙ12ɿ40
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講師　マイケル　ランドルフ １号館２階第49研究室
　　　MICHAEL. Randolph

主な担当科目
　異文化コミュニケーション，英語Ⅱ

学位
　BA Theatre, minor in Classics, MA Shakespeare Studies

自己紹介，学生へのメッセージ
　One language, one door, one future. Two languages, countless doors, and any future you 
can imagine！ Seize control of your life’s potential. Success comes to those who rise to the 
challenge. Finally, relax！ If you are laughing, you are learning.

講師　ショーン　ソーントン １号館２階第51研究室
　　　SEAN. Thornton

主な担当科目
　英語コミュニケーションⅠ，英語コミュニケーションⅡ

学位
　Master of Arts

自己紹介，学生へのメッセージ
　Dear people of Toyo University,
　my name is Sean Thornton and I’m looking forward to working with you whether it be as your teacher, or as your co-
worker.
　I’ve previously worked with Nottingham, New Brunswick, TIU, Teikyo, and Monotsukuri universities. Beyond that I’ve 
taught in all kinds of settings over the years such as universities, colleges, businesses, high schools, elementary schools, 
kindergartens, and language schools. Most of my teaching took place in Japan, but I’ve also taught in England and China.
　I now live in Kasukabe. In the past I’ve lived in several other places in Japan: Tochigi, Tokyo, Fukushima, Saitama, and 
Chiba. Beyond Japan I’ve also lived in England （where I was born）， Germany, India, and China. I consider both Britain and 
Japan to be my homes.
　I enjoy karaoke, and sing a wide range of songs. I’m not a big sports fan but I like to swim and I’m generally attracted to 
combat sports. If I’m watching something it’s probably comedy or a documentary. I like all kinds of animals and play with them 
even though I often get an allergic reaction if I touch them. I eat anything, but my favorites are Indian food, sushi, and kebabs.
　I look forward to getting to know you all soon.
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英語講師　ショーン　ソーントン
　　　　　SEAN. Thornton

英語講師　マイケル　ランドルフ
　　　　　MICHAEL. Randolph
講師　マイケル　ランドルフ １号館２階第49研究室
　　　MICHAEL. Randolph

主な担当科目
　異文化コミュニケーション，英語Ⅱ

学位
　BA Theatre, minor in Classics, MA Shakespeare Studies

自己紹介，学生へのメッセージ
　One language, one door, one future. Two languages, countless doors, and any future you 
can imagine！ Seize control of your life’s potential. Success comes to those who rise to the 
challenge. Finally, relax！ If you are laughing, you are learning.

講師　ショーン　ソーントン １号館２階第51研究室
　　　SEAN. Thornton

主な担当科目
　英語コミュニケーションⅠ，英語コミュニケーションⅡ

学位
　Master of Arts

自己紹介，学生へのメッセージ
　Dear people of Toyo University,
　my name is Sean Thornton and I’m looking forward to working with you whether it be as your teacher, or as your co-
worker.
　I’ve previously worked with Nottingham, New Brunswick, TIU, Teikyo, and Monotsukuri universities. Beyond that I’ve 
taught in all kinds of settings over the years such as universities, colleges, businesses, high schools, elementary schools, 
kindergartens, and language schools. Most of my teaching took place in Japan, but I’ve also taught in England and China.
　I now live in Kasukabe. In the past I’ve lived in several other places in Japan: Tochigi, Tokyo, Fukushima, Saitama, and 
Chiba. Beyond Japan I’ve also lived in England （where I was born）， Germany, India, and China. I consider both Britain and 
Japan to be my homes.
　I enjoy karaoke, and sing a wide range of songs. I’m not a big sports fan but I like to swim and I’m generally attracted to 
combat sports. If I’m watching something it’s probably comedy or a documentary. I like all kinds of animals and play with them 
even though I often get an allergic reaction if I touch them. I eat anything, but my favorites are Indian food, sushi, and kebabs.
　I look forward to getting to know you all soon.
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英語講師　ショーン　ソーントン
　　　　　SEAN. Thornton

英語講師　マイケル　ランドルフ
　　　　　MICHAEL. Randolph講師　マイケル　ランドルフ １号館２階第49研究室
　　　MICHAEL. Randolph

主な担当科目
　異文化コミュニケーション，英語Ⅱ

学位
　BA Theatre, minor in Classics, MA Shakespeare Studies

自己紹介，学生へのメッセージ
　One language, one door, one future. Two languages, countless doors, and any future you 
can imagine！ Seize control of your life’s potential. Success comes to those who rise to the 
challenge. Finally, relax！ If you are laughing, you are learning.

講師　ショーン　ソーントン １号館２階第51研究室
　　　SEAN. Thornton

主な担当科目
　英語コミュニケーションⅠ，英語コミュニケーションⅡ

学位
　Master of Arts

自己紹介，学生へのメッセージ
　Dear people of Toyo University,
　my name is Sean Thornton and I’m looking forward to working with you whether it be as your teacher, or as your co-
worker.
　I’ve previously worked with Nottingham, New Brunswick, TIU, Teikyo, and Monotsukuri universities. Beyond that I’ve 
taught in all kinds of settings over the years such as universities, colleges, businesses, high schools, elementary schools, 
kindergartens, and language schools. Most of my teaching took place in Japan, but I’ve also taught in England and China.
　I now live in Kasukabe. In the past I’ve lived in several other places in Japan: Tochigi, Tokyo, Fukushima, Saitama, and 
Chiba. Beyond Japan I’ve also lived in England （where I was born）， Germany, India, and China. I consider both Britain and 
Japan to be my homes.
　I enjoy karaoke, and sing a wide range of songs. I’m not a big sports fan but I like to swim and I’m generally attracted to 
combat sports. If I’m watching something it’s probably comedy or a documentary. I like all kinds of animals and play with them 
even though I often get an allergic reaction if I touch them. I eat anything, but my favorites are Indian food, sushi, and kebabs.
　I look forward to getting to know you all soon.
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英語講師　ショーン　ソーントン
　　　　　SEAN. Thornton

英語講師　マイケル　ランドルフ
　　　　　MICHAEL. Randolph

教授　五十嵐　博久 １号館２階第53研究室
　　　IGARASHI. Hirohisa

主な担当科目
　英語Ⅰ，欧米の文学と文化

学位
　博士（文学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　一般教養科目の英語関連の授業のコーディネートをしています。英語は今や日本のどの大学
でも教えられている科目ですが，だからこそ，板倉キャンパスの英語の授業は，ここでしか受
けられない魅力的な内容にしたいと思っています。
　「欧米の文学と文化」という授業も担当しています。英文学を学んで欧米文化の精髄に触れ
たいという人にお薦めの授業です。国際人としての教養を身につけたい人には特にお薦めで
す。英語が苦手な人ももちろん大歓迎です。

オフィスアワー
　研究室前に掲示します。

准教授　廣津　直樹 １号館３階第30研究室
　　　　HIROTSU. Naoki

主な担当科目
　ゲノム科学，バイオインフォマティクス

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　あなたやあなたの身の回りの生物を構成するエネルギーは，元をたどると全て植物が光合成
によって獲得したエネルギーです。イネやトウモロコシといった私たちにとって重要な植物
は，生命の設計図ともいわれるゲノム配列が解読されました。とはいえまだまだ分からないこ
とだらけです。たとえゲノム配列が全て分かっていても，人為的に光合成能力を高めたり，植
物の生長を完全に制御したりすることは，現在の人類の英知では不可能なのです。ゲノム情報
はものを考えたり作ったりする材料に過ぎず，それだけでは役に立ちません。ゲノム情報をう
まく利用して，植物の巧妙でダイナミックな営みの一端を覗いてみましょう。そこから植物の
ポテンシャルを引き出す糸口が見えてくるかもしれません。

オフィスアワー
　木曜日11：00－12：00

講師　江口　智子 １号館２階第50研究室
　　　EGUCHI. Tomoko

主な担当科目
　英語Ⅰ，英語Ⅱ

学位
　英文学博士（PhD English）

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいた
い」という願望がきっかけで，紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，コミュ
ニケーション手段として英語を駆使しましたが，実感したことは，継続的な訓練の大切さで
す。スポーツと同じく，地道な練習の積み重ねが英語力向上にも不可欠だと思います。学生の
皆さんには，授業の予習・復習の他，音楽や映画やラジオなど，好きなメディアを通じて，出
来るだけ楽しく英語を学んでほしいと思っています。

オフィスアワー
　水曜日３時限13：20～14：50　または予約にて

木曜日２限11：10－12：10

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいたい」という願望がきっかけで，
紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，19世紀の小説の魅力に惹かれ，この分野を中心に研究しています。
　板倉キャンパスの学生さんとは主に英語I・IIの授業でお会いします。4技能をバランス良く伸ばすような実践的な授業を心
掛けているので，積極的に参加してください。また，2014年度はAdvancedクラスで，学生の皆さんと英文学の醍醐味を共有
したいと思っています。その他，キャンパス内でEnglish Loungeも開催しています。英会話をブラッシュ･アップさせたい，
授業の質問，留学相談など，目的はともあれ是非いらしてください。お茶をしながら気軽に英語を楽しみましょう。

オフィスアワー
水曜日13：20～14：50
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英語講師　江口　智子
　　　　　EGUCHI. Tomoko

教授　五十嵐　博久 １号館２階第53研究室
　　　IGARASHI. Hirohisa

主な担当科目
　英語Ⅰ，欧米の文学と文化

学位
　博士（文学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　一般教養科目の英語関連の授業のコーディネートをしています。英語は今や日本のどの大学
でも教えられている科目ですが，だからこそ，板倉キャンパスの英語の授業は，ここでしか受
けられない魅力的な内容にしたいと思っています。
　「欧米の文学と文化」という授業も担当しています。英文学を学んで欧米文化の精髄に触れ
たいという人にお薦めの授業です。国際人としての教養を身につけたい人には特にお薦めで
す。英語が苦手な人ももちろん大歓迎です。

オフィスアワー
　研究室前に掲示します。

准教授　廣津　直樹 １号館３階第30研究室
　　　　HIROTSU. Naoki

主な担当科目
　ゲノム科学，バイオインフォマティクス

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　あなたやあなたの身の回りの生物を構成するエネルギーは，元をたどると全て植物が光合成
によって獲得したエネルギーです。イネやトウモロコシといった私たちにとって重要な植物
は，生命の設計図ともいわれるゲノム配列が解読されました。とはいえまだまだ分からないこ
とだらけです。たとえゲノム配列が全て分かっていても，人為的に光合成能力を高めたり，植
物の生長を完全に制御したりすることは，現在の人類の英知では不可能なのです。ゲノム情報
はものを考えたり作ったりする材料に過ぎず，それだけでは役に立ちません。ゲノム情報をう
まく利用して，植物の巧妙でダイナミックな営みの一端を覗いてみましょう。そこから植物の
ポテンシャルを引き出す糸口が見えてくるかもしれません。

オフィスアワー
　木曜日11：00－12：00

講師　江口　智子 １号館２階第50研究室
　　　EGUCHI. Tomoko

主な担当科目
　英語Ⅰ，英語Ⅱ

学位
　英文学博士（PhD English）

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいた
い」という願望がきっかけで，紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，コミュ
ニケーション手段として英語を駆使しましたが，実感したことは，継続的な訓練の大切さで
す。スポーツと同じく，地道な練習の積み重ねが英語力向上にも不可欠だと思います。学生の
皆さんには，授業の予習・復習の他，音楽や映画やラジオなど，好きなメディアを通じて，出
来るだけ楽しく英語を学んでほしいと思っています。

オフィスアワー
　水曜日３時限13：20～14：50　または予約にて

木曜日２限11：10－12：10

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいたい」という願望がきっかけで，
紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，19世紀の小説の魅力に惹かれ，この分野を中心に研究しています。
　板倉キャンパスの学生さんとは主に英語I・IIの授業でお会いします。4技能をバランス良く伸ばすような実践的な授業を心
掛けているので，積極的に参加してください。また，2014年度はAdvancedクラスで，学生の皆さんと英文学の醍醐味を共有
したいと思っています。その他，キャンパス内でEnglish Loungeも開催しています。英会話をブラッシュ･アップさせたい，
授業の質問，留学相談など，目的はともあれ是非いらしてください。お茶をしながら気軽に英語を楽しみましょう。

オフィスアワー
水曜日13：20～14：50
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英語講師　江口　智子
　　　　　EGUCHI. Tomoko

&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶗɼ&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶘ

英語講師　ショーン　ソーントン １号館２階第51研究室
　　　　　SEAN. Thornton

主な担当科目
　&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶗɼ&OHMJTI�$PNNVOJDBUJPOᶘ

学位
　."�"QQMJFE�-JOHVJTUJDT���1H%�$VMUVSBM�"TUSPOPNZ

自己紹介，学生へのメッセージ
　%FBS�QFPQMF�PG�5PZP�6OJWFSTJUZ

　NZ�OBNF�JT�4FBO�5IPSOUPO�BOE�*`N�MPPLJOH�GPSXBSE�UP�XPSLJOH�XJUI�ZPV�XIFUIFS�JU�CF�BT�ZPVS�UFBDIFS
�PS�BT�ZPVS�DP�XPSLFS�
　*`WF�QSFWJPVTMZ�XPSLFE�XJUI�/PUUJOHIBN
�/FX�#SVOTXJDL
�5*6
�5FJLZP
�BOE�.POPUTVLVSJ�VOJWFSTJUJFT��#FZPOE�UIBU�*`WF�UBVHIU�JO�BMM�LJOET�PG�TFUUJOHT�PWFS�UIF�
ZFBST�TVDI�BT�VOJWFSTJUJFT
�DPMMFHFT
�CVTJOFTTFT
�IJHI�TDIPPMT
�FMFNFOUBSZ�TDIPPMT
LJOEFSHBSUFOT
�BOE�MBOHVBHF�TDIPPMT��.PTU�PG�NZ�UFBDIJOH�UPPL�QMBDF�JO�+BQBO
�CVU�
*`WF�BMTP�UBVHIU�JO�&OHMBOE�BOE�$IJOB�
　*�OPX�MJWF�JO�,BTVLBCF��*O�UIF�QBTU�*`WF�MJWFE�JO�TFWFSBM�PUIFS�QMBDFT�JO�+BQBO��5PDIJHJ
�5PLZP
�'VLVTIJNB
�4BJUBNB
�BOE�$IJCB��#FZPOE�+BQBO�*`WF�BMTP�MJWFE�JO�
&OHMBOE�（XIFSF�*�XBT�CPSO）
�(FSNBOZ
�*OEJB
�BOE�$IJOB��*�DPOTJEFS�CPUI�#SJUBJO�BOE�+BQBO�UP�CF�NZ�IPNFT��
　*�FOKPZ�LBSBPLF
�BOE�TJOH�B�XJEF�SBOHF�PG�TPOHT��*`N�OPU�B�CJH�TQPSUT�GBO�CVU�*� MJLF�UP�TXJN�BOE�*`N�HFOFSBMMZ�BUUSBDUFE�UP�DPNCBU�TQPSUT��*G�*`N�XBUDIJOH�
TPNFUIJOH�JU`T�QSPCBCMZ�DPNFEZ�PS�B�EPDVNFOUBSZ��*�MJLF�BMM�LJOET�PG�BOJNBMT�BOE�QMBZ�XJUI�UIFN�FWFO�UIPVHI�*�PGUFO�HFU�BO�BMMFSHJD�SFBDUJPO�JG�*�UPVDI�UIFN��*�FBU�
BOZUIJOH
�CVU�NZ�GBWPSJUFT��BSF�*OEJBO�GPPE
�TVTIJ
�BOE�LFCBCT�
　*�MPPL�GPSXBSE�UP�HFUUJOH�UP�LOPX�ZPV�BMM�TPPO��

オフィスアワー
　'SJEBZ　11ɿ11ʙ12ɿ12

　0OF�MBOHVBHF
�POF�EPPS
�POF�GVUVSF��5XP�MBOHVBHFT
�DPVOUMFTT�EPPST
�BOE�BOZ�GVUVSF�ZPV�
DBO� JNBHJOF��4FJ[F�DPOUSPM�PG�ZPVS� MJGF`T�QPUFOUJBM��4VDDFTT�DPNFT�UP�UIPTF�XIP�SJTF�UP�UIF�
DIBMMFOHF��'JOBMMZ
�SFMBY��*G�ZPV�BSF�MBVHIJOH
�ZPV�BSF�MFBSOJOH�

オフィスアワー
　5IVSTEBZ�13ɿ20ʙ14ɿ50
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教授　柏田　祥策 １号館３階第32研究室
　　　KASHIWADA. Shosaku

主な担当科目
　エコシステム学，環境分析化学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学部３学科体制を機に2010年度より着任しました。前職は，University of South Carolina（アメリカ合衆国）で客員教授として最先端の環境化学および環境毒性
学に関して研究と教育に従事していました。それ以前は，国立環境研究所（茨城県つくば市）やDuke University（アメリカ合衆国）で研究をしていました。
　環境と化学物質に関する生命科学は，行動力が求められる野外調査や詳細な仮説に基づいた緻密な実験が求められるエキサイティングな研究分野です。私の研究領域
は，「環境を汚染している化学物質がヒトや生態系に与える影響」に関することです。私が研究を始めた頃（1980年代後半）は，藻類や海産ミジンコといった野外の水生
生物を用いた環境毒性学やダイオキシン類の環境分析を行っていました。そして内分泌攪乱化学物質（環境ホルモン物質）に関する研究を始めた頃（1990年後半）からメ
ダカを用いるようになりました。現在はメダカが野生生物の遺伝や進化に関する生態学やヒトを含めた脊椎生物の良いモデルであることが実証されつつあるので，メダカ
を用いたヒト環境研究の確立も目指しています。今は主に「ナノマテリアルの環境影響」について研究していますが，板倉キャンパスの地の利を生かした，ローカルかつ
グローバルな問題にも取り組んでいます。
　私の研究室では，野外調査から遺伝子・タンパク解析まで－例えて言えば「昨日は作業着でフィールド，今日は白衣でRNA解析」－といった研究を行っています。冒頭
にも書きましたが環境研究はエキサイティングです。野外調査，試料採集，室内実験，生物分析，化学分析など，やることは盛りだくさんです。・・・とはいえ，実際の
研究は非常に地味で根気が必要な作業の連続です。しかし予期していた（あるいはそれ以上の）研究成果が得られた時の達成感は何事にも代え難いです。これこそ自己実
現の瞬間でしょう。
　あなたも世界トップレベルの環境研究をやってみませんか？興味があれば私のオフィスまで来てください。とくに生き物が好きな方，大歓迎です。学年は問いません。

オフィスアワー
　前期・後期　月曜午前11－12時。

教授　角野　立夫 １号館３階第35研究室
　　　SUMINO. Tatsuo

主な担当科目
　環境修復学，水処理工学

学位
　農学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　地球温暖化や環境汚染など地球環境の変化が急激に生じています。将来に残す地球環境をど
う保全すべきか議論されている時代です。この変化の時代を切り開いていく中心を担うのは学
生である君たちひとりひとりです。水環境保全技術など「環境修復学」「水処理工学」などを
学ぶことにより，地球環境の生態系のあり方について考えてみませんか。

オフィスアワー
　月曜10：00－12：00
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生命科学部応用生物科学科

准教授　梅原　三貴久 １号館３階第37研究室
　　　　UMEHARA. Mikihisa

主な担当科目
　植物バイオテクノロジー，分子細胞生物学

学位
　博士（理学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　植物は食糧，環境，エネルギーなどさまざまな場面で我々の生活に貢献してくれています。
今，その植物の潜在能力を引き出し，持続的な社会を構築することが求められています。私の
研究室では，植物の形を変える植物ホルモン（生長制御物質）やヒトの健康に関わる機能性成
分など，植物が生産するケミカルに注目した研究を進めていく予定です。植物の栽培が好き，
宝探しが好き，社会貢献につながる研究がしたい，という条件に当てはまる方，是非いっしょ
に実験して議論しましょう。

オフィスアワー
　月曜日　12：30－13：30　この時間以外でも手が空いていれば対応します

植物バイオテクノロジー，植物生理学

11：10－12：10

自己紹介，学生へのメッセージ
　植物は食糧，環境，エネルギーなどさまざまな場面で我々の生活を支えています。今，その
植物の潜在能力を引き出し，持続的な社会を構築することが求められています。私の研究室で
は，植物の形を変える植物ホルモン（生長制御物質）やヒトの健康に関わる機能性成分など，
植物が生産するケミカルに注目した研究を進めています。植物の栽培が好き，宝探しが好き，
社会貢献につながる研究がしたい，という条件に当てはまる方，是非いっしょに実験して議論
しましょう。

教授　梅原　三貴久
　　　UMEHARA. Mikihisa

－ 98 －

教授　小柴　和子 １号館３階第27研究室
　　　KOSHIBA-TAKEUCHI. Kazuko

主な担当科目
　動物生理学ɼ動物όΠΦςΫϊϩδʔɼපଶ生理学

学位
　ത࢜（理学）

自己紹介
　動物の体をߏ成するݸ々の׭ثのܗがどのようにしてできるのかにڵຯをもͪɼࢶ࢛ɼ໢ບ
から始まりɼۙ࠷は心ଁにண目してڀݚを行っています。心ଁのܗは動物によって様々でɼ一見
୯७なߏ଄に見えるྨڕの心ଁ（一心๪一心ࣨ）も実はਫ中生活にదしたܗになっています。ڵ
ຯ深いことにೋ心๪ೋ心ࣨの心ଁをもつᄡೕྨも発生のաఔでྨڕのような心ଁのܗଶをとりま
す。進化発生学的なΞϓϩʔνからܗや機能の多様ੑが生͡たϝΧχζϜを明らかにしɼকདྷ的
にはώτ࣬ױの発঱原Ҽの解明につな͛ていきたいと考えています。
　自分たͪの体がどのようにできてきたのかɼ一ॹにそのಾに取り組みませんかʁ

オフィスアワー
　Ր༵日　12ɿ00ʙ13ɿ00

ɼ২物Ҩ఻育छ学

理ɼ分ੳ化学ɼ生ଶಟੑ学ྙڥ؀

　২物は৯ྐɼڥ؀ɼΤωϧΪʔなどさま͟まな場໘でզ々の生活にݙߩしてくれています。
কདྷɼ持続的な社会をߏ築するためにはɼまだ知られていない২物のજ在能力をうまく引きग़
すඞཁがあります。私のࣨڀݚではɼ২物のܗを੍ޚする২物ϗϧϞϯや人の݈߁に関わる機
能ੑ成分などɼ২物が生࢈する物質に஫目したڀݚを進めています。২物の࠿ഓが޷きɼๅ探
しが޷きɼ社会ݙߩにつながるڀݚがしたい方ɼੋඇいっしΐに実ݧしてٞ論しましΐう。

オフィスアワー
　݄༵日　12ɿ40ʙ13ɿ20　この時間以֎でもखがۭいていればର応します

　生໋科学部̏学科体੍を機に2010年౓よりண೚しました。前৬はɼ6OJWFSTJUZ�PG�4PVUI�$BSPMJOB（ΞϝϦΧ߹ऺ国）で٬һ教तとして࠷先୺のڥ؀化学およͼڥ؀
ಟੑ学に関してڀݚと教育にै事していました。それ以前はɼ国立ڀݚڥ؀ॴ（ҵ৓県つくば市）や%VLF�6OJWFSTJUZ（ΞϝϦΧ߹ऺ国）でڀݚをしていました。
域ྖڀݚ分໺です。私のڀݚめられるΤΩαΠςΟϯάなٻがݧなԾ説に基づいた៛ີな実ࡉめられる໺֎調ࠪやৄٻと化学物質に関する生໋科学はɼ行動力がڥ؀　
はɼ「ڥ؀をԚછしている化学物質がώτや生ଶ系に与えるӨڹ」に関することです。私がڀݚを始めたࠒ（1980年代後൒）はɼ૶ྨやւ࢈ϛδϯίといった໺֎のਫ
生生物を用いたڥ؀ಟੑ学やμΠΦΩγϯྨのڥ؀分ੳを行っていました。そして಺分ൻ᎟ཚ化学物質（ڥ؀ϗϧϞϯ物質）に関するڀݚを始めたࠒ（1990年後൒）か
らϝμΧを用いるようになりました。現在はϝμΧが໺生生物のҨ఻や進化に関する生ଶ学やώτをؚめた੸௣生物のྑいϞσϧであることが実証されつつあるのでɼ
ϝμΧを用いたώτڀݚڥ؀の確立も目指しています。ࠓは主に「φϊϚςϦΞϧのڥ؀Өڹ」についてڀݚしていますがɼ൘૔Ωϟϯύεの地のརを生かしたɼϩʔ
Χϧかつάϩʔόϧな問題にも取り組んでいます。
　私のࣨڀݚではɼ໺֎調ࠪからҨ఻ࢠ・λϯύΫ解ੳまでʵྫえて言えば「ࡢ日は࡞業ணでϑΟʔϧυɼࠓ日はനҥで3/"解ੳ」ʵといったڀݚを行っています。
๯಄にもॻきましたがڀݚڥ؀はΤΩαΠςΟϯάです。໺֎調ࠪɼࢼྉू࠾ɼࣨ಺実ݧɼ生物分ੳɼ化学分ੳなどɼやることは੝りだくさんです。・・・とはいえɼ
実ࡍのڀݚはඇৗに地ຯで根ؾがඞཁな࡞業の࿈続です。しかし༧期していた（あるいはそれ以上の）ڀݚ成Ռがಘられた時のୡ成ײはԿ事にも代え೉いです。これこ
そ自己実現のॠ間でしΐう。
　あなたも世界τοϓϨϕϧのڀݚڥ؀をやってみませんかʁڵຯがあれば私のΦϑΟεまでདྷてください。とくに生き物が޷きな方ɼ大ܴ׻です。学年は問いません。

オフィスアワー
　݄༵日　11ɿ00ʙ12ɿ00
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教授　高崎　　茂 １号館３階第27研究室
　　　TAKASAKI. Shigeru

主な担当科目
　バイオ情報科学，情報処理基礎

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学は未知のことがたくさん詰まっている非常に魅力的な研究分野です。近年多くの生
物のゲノムが解読されてきていますが，ゲノムには地球上に生命が誕生してからの履歴が様々
な形で刻み込まれていると考えられています。従って，ゲノムをいろいろな角度から調べてい
くことで，多種多様な生物の仕組みや神秘的な生命現象が少しずつ解明されていくものと考え
られます。このような未知の領域に多くの人達がチャレンジしてくれることを願っています。

教授　道久　則之 １号館３階第19研究室
　　　DOUKYU. Noriyuki

主な担当科目
　極限酵素学，微生物利用学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学の分野は，まだまだ未開の分野であり，それだけに世界中の誰も知らないことを自
分自身で発見したり，開発したりするチャンスが多い分野です。特に極限環境微生物の研究分
野は，このようなチャンスの多い分野です。極限環境微生物や極限環境微生物の生産する酵素
に興味のある方，ともに研究しましょう。

オフィスアワー
　月曜日12：30～１：10

教授　根建　　拓 １号館３階第31研究室
　　　NEDACHI. Taku

主な担当科目
　タンパク質工学，細胞工学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　私たちの生活は多くのストレスにさらされています。「ストレス」というとネガティブなイメージが
付きまといますが，ストレスとなりうる刺激であっても，適切な量・頻度であれば，かえって体に良
い影響を持つこともあります。
　私は現在，（1）筋細胞を使った運動やストレッチ効果，（2）神経細胞のストレス応答制御，（3）栄
養と細胞機能などの細胞レベルでの研究を通して，ストレスとうまく付き合うためにはどうしたらよ
いか？について研究を行っています。
　ストレスや動物細胞の研究に興味を持っている方，ぜひ一緒に楽しく研究しましょう！

オフィスアワー
　毎週金曜日12：00～13：00

－ 148 －

細胞生物学，細胞工学

－ 99 －

教授　高崎　　茂 １号館３階第27研究室
　　　TAKASAKI. Shigeru

主な担当科目
　バイオ情報科学，情報処理基礎

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学は未知のことがたくさん詰まっている非常に魅力的な研究分野です。近年多くの生
物のゲノムが解読されてきていますが，ゲノムには地球上に生命が誕生してからの履歴が様々
な形で刻み込まれていると考えられています。従って，ゲノムをいろいろな角度から調べてい
くことで，多種多様な生物の仕組みや神秘的な生命現象が少しずつ解明されていくものと考え
られます。このような未知の領域に多くの人達がチャレンジしてくれることを願っています。

教授　道久　則之 １号館３階第19研究室
　　　DOUKYU. Noriyuki

主な担当科目
　極限酵素学，微生物利用学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学の分野は，まだまだ未開の分野であり，それだけに世界中の誰も知らないことを自
分自身で発見したり，開発したりするチャンスが多い分野です。特に極限環境微生物の研究分
野は，このようなチャンスの多い分野です。極限環境微生物や極限環境微生物の生産する酵素
に興味のある方，ともに研究しましょう。

オフィスアワー
　月曜日12：30～１：10

教授　根建　　拓 １号館３階第31研究室
　　　NEDACHI. Taku

主な担当科目
　タンパク質工学，細胞工学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　私たちの生活は多くのストレスにさらされています。「ストレス」というとネガティブなイメージが
付きまといますが，ストレスとなりうる刺激であっても，適切な量・頻度であれば，かえって体に良
い影響を持つこともあります。
　私は現在，（1）筋細胞を使った運動やストレッチ効果，（2）神経細胞のストレス応答制御，（3）栄
養と細胞機能などの細胞レベルでの研究を通して，ストレスとうまく付き合うためにはどうしたらよ
いか？について研究を行っています。
　ストレスや動物細胞の研究に興味を持っている方，ぜひ一緒に楽しく研究しましょう！

オフィスアワー
　毎週金曜日12：00～13：00

－ 148 －

細胞生物学，細胞工学

－ 99 －

教授　角野　立夫 １号館３階第35研究室
　　　SUMINO. Tatsuo

主な担当科目
　ਫॲ理޻学ɼඍ生物ॲ理ٕ術ɼ基礎化学޻学

学位
　೶学ത࢜

自己紹介，学生へのメッセージ
　地ٿԹஆ化やڥ؀Ԛછなど地ڥ؀ٿのม化がٸ激に生͡ています。কདྷに残す地ڥ؀ٿをど
うอ全すべきかٞ論されている時代です。このม化の時代を੾り開いていく中心を୲うのは学
生である܅たͪひとりひとりです。ਫڥ؀อ全ٕ術について「ڥ؀修෮学」「ਫॲ理޻学」「ඍ
生物ॲ理ٕ術」などを学Ϳことによりɼ地ڥ؀ٿの生ଶ系のあり方について考えてみませんか。

オフィスアワー
　Ր༵日　̕ɿ30ʙ18ɿ00

教授　柏田　祥策 １号館３階第32研究室
　　　KASHIWADA. Shosaku

主な担当科目
　エコシステム学，環境分析化学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　生命科学部３学科体制を機に2010年度より着任しました。前職は，University of South Carolina（アメリカ合衆国）で客員教授として最先端の環境化学および環境毒性
学に関して研究と教育に従事していました。それ以前は，国立環境研究所（茨城県つくば市）やDuke University（アメリカ合衆国）で研究をしていました。
　環境と化学物質に関する生命科学は，行動力が求められる野外調査や詳細な仮説に基づいた緻密な実験が求められるエキサイティングな研究分野です。私の研究領域
は，「環境を汚染している化学物質がヒトや生態系に与える影響」に関することです。私が研究を始めた頃（1980年代後半）は，藻類や海産ミジンコといった野外の水生
生物を用いた環境毒性学やダイオキシン類の環境分析を行っていました。そして内分泌攪乱化学物質（環境ホルモン物質）に関する研究を始めた頃（1990年後半）からメ
ダカを用いるようになりました。現在はメダカが野生生物の遺伝や進化に関する生態学やヒトを含めた脊椎生物の良いモデルであることが実証されつつあるので，メダカ
を用いたヒト環境研究の確立も目指しています。今は主に「ナノマテリアルの環境影響」について研究していますが，板倉キャンパスの地の利を生かした，ローカルかつ
グローバルな問題にも取り組んでいます。
　私の研究室では，野外調査から遺伝子・タンパク解析まで－例えて言えば「昨日は作業着でフィールド，今日は白衣でRNA解析」－といった研究を行っています。冒頭
にも書きましたが環境研究はエキサイティングです。野外調査，試料採集，室内実験，生物分析，化学分析など，やることは盛りだくさんです。・・・とはいえ，実際の
研究は非常に地味で根気が必要な作業の連続です。しかし予期していた（あるいはそれ以上の）研究成果が得られた時の達成感は何事にも代え難いです。これこそ自己実
現の瞬間でしょう。
　あなたも世界トップレベルの環境研究をやってみませんか？興味があれば私のオフィスまで来てください。とくに生き物が好きな方，大歓迎です。学年は問いません。

オフィスアワー
　前期・後期　月曜午前11－12時。

教授　角野　立夫 １号館３階第35研究室
　　　SUMINO. Tatsuo

主な担当科目
　環境修復学，水処理工学

学位
　農学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　地球温暖化や環境汚染など地球環境の変化が急激に生じています。将来に残す地球環境をど
う保全すべきか議論されている時代です。この変化の時代を切り開いていく中心を担うのは学
生である君たちひとりひとりです。水環境保全技術など「環境修復学」「水処理工学」などを
学ぶことにより，地球環境の生態系のあり方について考えてみませんか。

オフィスアワー
　月曜10：00－12：00

－ 147 －

生命科学部応用生物科学科

准教授　梅原　三貴久 １号館３階第37研究室
　　　　UMEHARA. Mikihisa

主な担当科目
　植物バイオテクノロジー，分子細胞生物学

学位
　博士（理学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　植物は食糧，環境，エネルギーなどさまざまな場面で我々の生活に貢献してくれています。
今，その植物の潜在能力を引き出し，持続的な社会を構築することが求められています。私の
研究室では，植物の形を変える植物ホルモン（生長制御物質）やヒトの健康に関わる機能性成
分など，植物が生産するケミカルに注目した研究を進めていく予定です。植物の栽培が好き，
宝探しが好き，社会貢献につながる研究がしたい，という条件に当てはまる方，是非いっしょ
に実験して議論しましょう。

オフィスアワー
　月曜日　12：30－13：30　この時間以外でも手が空いていれば対応します

植物バイオテクノロジー，植物生理学

11：10－12：10

自己紹介，学生へのメッセージ
　植物は食糧，環境，エネルギーなどさまざまな場面で我々の生活を支えています。今，その
植物の潜在能力を引き出し，持続的な社会を構築することが求められています。私の研究室で
は，植物の形を変える植物ホルモン（生長制御物質）やヒトの健康に関わる機能性成分など，
植物が生産するケミカルに注目した研究を進めています。植物の栽培が好き，宝探しが好き，
社会貢献につながる研究がしたい，という条件に当てはまる方，是非いっしょに実験して議論
しましょう。

教授　梅原　三貴久
　　　UMEHARA. Mikihisa

－ 98 －

分ࢠ生物学ᶘɼ߬ૉ޻学ɼແ機化学

ɼ基礎生物学

　生໋科学の分໺はɼまだまだະ開の分໺でありɼそれだけに世界中の୭も知らないことを自
分自身で発見したりɼ開発したりするνϟϯεが多い分໺です。ಛにڥ؀ݶۃඍ生物のڀݚ分
໺はɼこのようなνϟϯεの多い分໺です。ڥ؀ݶۃඍ生物やڥ؀ݶۃඍ生物の生࢈する߬ૉ
にڵຯのある方ɼともにڀݚしましΐう。

　݄༵日　10ɿ00ʙ12ɿ00

　私たͪの生活は多くのετϨεにさらされています。「ετϨε」というとωΨςΟϒなΠϝʔδが
෇きまといますがɼετϨεとなりうるࢗ激であってもɼద੾なྔ・ස౓であればɼかえって体にྑい
Өڹを持つこともあります。
　私は現在ɼ（1）ࡉے๔を使ったӡ動やετϨονޮՌɼ（2）神ࡉܦ๔のετϨε応౴੍ޚɼ（3）ӫ
養とࡉ๔機能などのࡉ๔Ϩϕϧでのڀݚを通してɼετϨεとうまく෇き߹うためにはどうしたらよい
かʁについてڀݚを行っています。
　ετϨεや動物ࡉ๔のڀݚにڵຯを持っている方ɼͥひ一ॹにָしくڀݚしましΐうʂ

　༵ۚ日　12ɿ00ʙ13ɿ00
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准教授　東端　啓貴 １号館３階第７研究室
　　　　HIGASHIBATA. Hiroki

主な担当科目
　極限環境微生物学，無機化学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　自然界には，培養できない微生物が99％を占めると言われており，まだ人類が知らない性
質・機能を持った微生物が存在するはずです。「未知なる微生物の発見・その微生物の持つ新
規酵素の単離」に挑戦してみませんか？。特に，超好熱菌の酵素について研究したいと考えて
います。超好熱菌は80℃以上で生育でき，「生物進化の解明」と共に「耐熱性酵素の産業応用」
という二つの側面から注目されている微生物です。一緒に “HOT” な研究をしませんか？

オフィスアワー
　春秋学期　月曜日　９時30分～11時

准教授　三浦　　健 １号館３階第26研究室
　　　　MIURA. Takeshi

主な担当科目
　バイオマテリアル，応用微生物学

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　「微生物は，私たちの生活でどのように利用されていますか？」と質問されたとき，皆さんだったら，どのように答
えますか？
　身近なところで，食品・飲料，エネルギー，医薬品などが思い浮かぶと思います。そのような微生物は，我々が生活
している環境は，もちろんのこと，
深海・地殻内，温泉などの極限環境にも生存しています。残念なことに，これまでに発見されているのは，ほんの一握
りで皆さんが見つけ出してくれる
のを待っています。このような状況から，社会に役立つ新しい能力を持っている微生物を発見するのは，あなたです！
　自分の可能性を信じて，「必ず，発見する！」というチャレンジ心と強い忍耐力がある学生諸君，一緒にやりましょ
う！

オフィスアワー
　水曜日13：30～14：30

講師　清水　和哉 １号館３階第33研究室
　　　SHIMIZU. Kazuya

主な担当科目
　バイオエネルギー，基礎統計学（演習）

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　人生を切り拓くのは，自分次第です。夢や目標を持ちベストを尽くしましょう。
「夢が希望を，希望が勇気を，勇気が夢を実現する。」苦しい時，それは成長するチャンスで
す。あきらめたらそこで試合終了です。あきらめるのはいつでもできます。あきらめず，へこ
たれず，君たち自身の実力を本学で錬成させ，「人生」という航海をすばらしいものにしてく
ださい。

－ 150 －

春秋学期　月曜日　9：30～11：00

応用微生物学，微生物生態学

博士（工学）

オフィスアワー
　◯曜日

－ 101 －

准教授　高品　知典 １号館３階第１研究室
　　　　TAKASHINA. Tomonori

主な担当科目
　環境微生物学，古生物学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　製薬企業の研究所で10年以上にわたり，微生物・天然物由来の医薬品を探し続けてきました。
この間，常に驚かされてきたことは「微生物は計り知れない未知の力を秘めている」というこ
とです。高温，高アルカリ，高圧，高塩濃度などの極限環境に生息する『極限微生物』も，そ
ういった微生物の１つです。その中には ‘おむすび’ のような三角形で平べったい形の菌もい
ます。これから一緒に研究し，新しい可能性を持つ微生物を探してみませんか。新しい能力を
持つ微生物を創ってみませんか。

オフィスアワー
　春・秋学期授業期間中の月，火，木，金曜日　12：45－13：15

教授　山本　浩文 １号館３階第６研究室
　　　YAMAMOTO. Hirobumi

主な担当科目
　植物育種学，薬物生体作用学

学位
　薬学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　様々な植物が毒薬として使われてきたことを知ってびっくり，実はこれらの植物は医薬品と
して重要であると知って二度びっくり。植物がなぜこれらの “薬” を作るのか知りたくてこの
道に入り，植物という “生き物” の生き様を知ってまたまたびっくり。植物という玉手箱，ま
だまだ “びっくり” のネタを隠しています。「なぜ，どうして」という知的好奇心を胸に，植
物の中の宝探しを始めてみませんか？

オフィスアワー
　毎週水曜日12：30－14：30

植物機能利用学，薬物機能利用学

春学期　毎週月曜日12：30～13：30
秋学期　毎週水曜日12：30～13：30

准教授　椎崎　一宏 １号館３階第４研究室
　　　　SHIIZAKI. Kazuhiro

主な担当科目
　分子生物学，基礎化学，タンパク質科学

学位
　博士（医学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　民間企業，公立大学，公的研究所など，様々な研究機関を渡り歩いて研究を続けてきました。
学生のみなさんが環境科学を始めとした応用生物学に，多くの興味と関心を持てるよう，これ
までの経験を生かした面白い授業をしたいと思っています。

オフィスアワー
　研究室前の掲示でお知らせします。

－ 100 －

准教授　高品　知典 １号館３階第１研究室
　　　　TAKASHINA. Tomonori

主な担当科目
　環境微生物学，古生物学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　製薬企業の研究所で10年以上にわたり，微生物・天然物由来の医薬品を探し続けてきました。
この間，常に驚かされてきたことは「微生物は計り知れない未知の力を秘めている」というこ
とです。高温，高アルカリ，高圧，高塩濃度などの極限環境に生息する『極限微生物』も，そ
ういった微生物の１つです。その中には ‘おむすび’ のような三角形で平べったい形の菌もい
ます。これから一緒に研究し，新しい可能性を持つ微生物を探してみませんか。新しい能力を
持つ微生物を創ってみませんか。

オフィスアワー
　春・秋学期授業期間中の月，火，木，金曜日　12：45－13：15

教授　山本　浩文 １号館３階第６研究室
　　　YAMAMOTO. Hirobumi

主な担当科目
　植物育種学，薬物生体作用学

学位
　薬学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　様々な植物が毒薬として使われてきたことを知ってびっくり，実はこれらの植物は医薬品と
して重要であると知って二度びっくり。植物がなぜこれらの “薬” を作るのか知りたくてこの
道に入り，植物という “生き物” の生き様を知ってまたまたびっくり。植物という玉手箱，ま
だまだ “びっくり” のネタを隠しています。「なぜ，どうして」という知的好奇心を胸に，植
物の中の宝探しを始めてみませんか？

オフィスアワー
　毎週水曜日12：30－14：30

植物機能利用学，薬物機能利用学

春学期　毎週月曜日12：30～13：30
秋学期　毎週水曜日12：30～13：30

准教授　椎崎　一宏 １号館３階第４研究室
　　　　SHIIZAKI. Kazuhiro

主な担当科目
　分子生物学，基礎化学，タンパク質科学

学位
　博士（医学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　民間企業，公立大学，公的研究所など，様々な研究機関を渡り歩いて研究を続けてきました。
学生のみなさんが環境科学を始めとした応用生物学に，多くの興味と関心を持てるよう，これ
までの経験を生かした面白い授業をしたいと思っています。

オフィスアワー
　研究室前の掲示でお知らせします。

－ 100 －

教授　吉永　　淳 １号館３階第34研究室
　　　YOSHINAGA. Jun

主な担当科目
　基礎਺学ɼ生物統計学ɼ情ใॲ理基礎ɼ情ใॲ理演習

学位
　ത࢜（อ݈学）

自己紹介
　୲当科目はօさんが東洋大学で学習・ڀݚするためにඞཁな基礎的知ࣝやεΩϧを身にணけ
てもらうためのものです。私の専໳はڥ؀อ݈学でɼڥ؀科学と人間生物学を༥߹した分໺で
す。さま͟まなڥ؀ཁҼがώτの生ଘや݈߁に与えるӨڹにڵຯがあります。実地調ࠪや計ଌ
からಘられたσʔλを統計学的な方法を使って解ੳすることでɼσʔλのഎ後にӅれたཁҼを
ಥきとめɼώτ΁のѱӨڹをݮらすための方ࡦを考えたいと思っています。

オフィスアワー
　य़学期ɿՐ༵日　13ɿ00ʙ14ɿ00ɼळ学期ɿՐ༵日　12ɿ00ʙ13ɿ00

　Ր༵日　13ɿ00ʙ15ɿ00

分ࢠ生物学ᶗɼ生໋ڥ؀科学ɼ߁݈ڥ؀科学

　Ր༵日　11ɿ30ʙ13ɿ00

༗機化学ɼ২物代ँ化学ɼ২物機能ར用学ɼༀ物生体࡞用学

　様々な২物がಟༀとして使われてきたことを知ってͼっくりɼ実はこれらの২物はҩༀ඼と
してॏཁであると知ってೋ౓ͼっくり。২物がなͥこれらの lༀz を࡞るのか知りたくてこの
ಓに入りɼ২物という l生き物z の生き様を知ってまたまたͼっくり。২物というۄखശɼま
だまだ lͼっくりz のωλをӅしています。「なͥɼどうして」という知的ح޷心をڳにɼ২
物の中のๅ探しを始めてみませんかʁ

ʵ 120 ʵ



准教授　東端　啓貴 １号館３階第７研究室
　　　　HIGASHIBATA. Hiroki

主な担当科目
　極限環境微生物学，無機化学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　自然界には，培養できない微生物が99％を占めると言われており，まだ人類が知らない性
質・機能を持った微生物が存在するはずです。「未知なる微生物の発見・その微生物の持つ新
規酵素の単離」に挑戦してみませんか？。特に，超好熱菌の酵素について研究したいと考えて
います。超好熱菌は80℃以上で生育でき，「生物進化の解明」と共に「耐熱性酵素の産業応用」
という二つの側面から注目されている微生物です。一緒に “HOT” な研究をしませんか？

オフィスアワー
　春秋学期　月曜日　９時30分～11時

准教授　三浦　　健 １号館３階第26研究室
　　　　MIURA. Takeshi

主な担当科目
　バイオマテリアル，応用微生物学

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　「微生物は，私たちの生活でどのように利用されていますか？」と質問されたとき，皆さんだったら，どのように答
えますか？
　身近なところで，食品・飲料，エネルギー，医薬品などが思い浮かぶと思います。そのような微生物は，我々が生活
している環境は，もちろんのこと，
深海・地殻内，温泉などの極限環境にも生存しています。残念なことに，これまでに発見されているのは，ほんの一握
りで皆さんが見つけ出してくれる
のを待っています。このような状況から，社会に役立つ新しい能力を持っている微生物を発見するのは，あなたです！
　自分の可能性を信じて，「必ず，発見する！」というチャレンジ心と強い忍耐力がある学生諸君，一緒にやりましょ
う！

オフィスアワー
　水曜日13：30～14：30

講師　清水　和哉 １号館３階第33研究室
　　　SHIMIZU. Kazuya

主な担当科目
　バイオエネルギー，基礎統計学（演習）

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　人生を切り拓くのは，自分次第です。夢や目標を持ちベストを尽くしましょう。
「夢が希望を，希望が勇気を，勇気が夢を実現する。」苦しい時，それは成長するチャンスで
す。あきらめたらそこで試合終了です。あきらめるのはいつでもできます。あきらめず，へこ
たれず，君たち自身の実力を本学で錬成させ，「人生」という航海をすばらしいものにしてく
ださい。

－ 150 －

春秋学期　月曜日　9：30～11：00

応用微生物学，微生物生態学

博士（工学）

オフィスアワー
　◯曜日

－ 101 －

准教授　高品　知典 １号館３階第１研究室
　　　　TAKASHINA. Tomonori

主な担当科目
　環境微生物学，古生物学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　製薬企業の研究所で10年以上にわたり，微生物・天然物由来の医薬品を探し続けてきました。
この間，常に驚かされてきたことは「微生物は計り知れない未知の力を秘めている」というこ
とです。高温，高アルカリ，高圧，高塩濃度などの極限環境に生息する『極限微生物』も，そ
ういった微生物の１つです。その中には ‘おむすび’ のような三角形で平べったい形の菌もい
ます。これから一緒に研究し，新しい可能性を持つ微生物を探してみませんか。新しい能力を
持つ微生物を創ってみませんか。

オフィスアワー
　春・秋学期授業期間中の月，火，木，金曜日　12：45－13：15

教授　山本　浩文 １号館３階第６研究室
　　　YAMAMOTO. Hirobumi

主な担当科目
　植物育種学，薬物生体作用学

学位
　薬学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　様々な植物が毒薬として使われてきたことを知ってびっくり，実はこれらの植物は医薬品と
して重要であると知って二度びっくり。植物がなぜこれらの “薬” を作るのか知りたくてこの
道に入り，植物という “生き物” の生き様を知ってまたまたびっくり。植物という玉手箱，ま
だまだ “びっくり” のネタを隠しています。「なぜ，どうして」という知的好奇心を胸に，植
物の中の宝探しを始めてみませんか？

オフィスアワー
　毎週水曜日12：30－14：30

植物機能利用学，薬物機能利用学

春学期　毎週月曜日12：30～13：30
秋学期　毎週水曜日12：30～13：30

准教授　椎崎　一宏 １号館３階第４研究室
　　　　SHIIZAKI. Kazuhiro

主な担当科目
　分子生物学，基礎化学，タンパク質科学

学位
　博士（医学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　民間企業，公立大学，公的研究所など，様々な研究機関を渡り歩いて研究を続けてきました。
学生のみなさんが環境科学を始めとした応用生物学に，多くの興味と関心を持てるよう，これ
までの経験を生かした面白い授業をしたいと思っています。

オフィスアワー
　研究室前の掲示でお知らせします。

－ 100 －
准教授　東端　啓貴 １号館３階第７研究室
　　　　HIGASHIBATA. Hiroki

主な担当科目
　極限環境微生物学，無機化学

学位
　博士（工学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　自然界には，培養できない微生物が99％を占めると言われており，まだ人類が知らない性
質・機能を持った微生物が存在するはずです。「未知なる微生物の発見・その微生物の持つ新
規酵素の単離」に挑戦してみませんか？。特に，超好熱菌の酵素について研究したいと考えて
います。超好熱菌は80℃以上で生育でき，「生物進化の解明」と共に「耐熱性酵素の産業応用」
という二つの側面から注目されている微生物です。一緒に “HOT” な研究をしませんか？

オフィスアワー
　春秋学期　月曜日　９時30分～11時

准教授　三浦　　健 １号館３階第26研究室
　　　　MIURA. Takeshi

主な担当科目
　バイオマテリアル，応用微生物学

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　「微生物は，私たちの生活でどのように利用されていますか？」と質問されたとき，皆さんだったら，どのように答
えますか？
　身近なところで，食品・飲料，エネルギー，医薬品などが思い浮かぶと思います。そのような微生物は，我々が生活
している環境は，もちろんのこと，
深海・地殻内，温泉などの極限環境にも生存しています。残念なことに，これまでに発見されているのは，ほんの一握
りで皆さんが見つけ出してくれる
のを待っています。このような状況から，社会に役立つ新しい能力を持っている微生物を発見するのは，あなたです！
　自分の可能性を信じて，「必ず，発見する！」というチャレンジ心と強い忍耐力がある学生諸君，一緒にやりましょ
う！

オフィスアワー
　水曜日13：30～14：30

講師　清水　和哉 １号館３階第33研究室
　　　SHIMIZU. Kazuya

主な担当科目
　バイオエネルギー，基礎統計学（演習）

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　人生を切り拓くのは，自分次第です。夢や目標を持ちベストを尽くしましょう。
「夢が希望を，希望が勇気を，勇気が夢を実現する。」苦しい時，それは成長するチャンスで
す。あきらめたらそこで試合終了です。あきらめるのはいつでもできます。あきらめず，へこ
たれず，君たち自身の実力を本学で錬成させ，「人生」という航海をすばらしいものにしてく
ださい。

－ 150 －

春秋学期　月曜日　9：30～11：00

応用微生物学，微生物生態学

博士（工学）

オフィスアワー
　◯曜日

－ 101 －

݄ʙ༵ۚ日　12ɿ40ʙ13ɿ10

生化学ᶗɼڥ؀ඍ生物学ɼݹ生物学ɼ機ث分ੳ

生化学ᶘɼڥ؀ݶۃඍ生物学ɼ先୺Ҩ఻޻ࢠ学ɼΞετϩόΠΦϩδʔ

　੡ༀا業のڀݚॴで10年以上にわたりɼඍ生物・ఱવ物༝དྷのҩༀ඼を探し続けてきました。
この間ɼৗにڻかされてきたことは「ඍ生物は計り知れないະ知の力をൿめている」というこ
とです。ߴԹɼߴΞϧΧϦɼߴѹɼߴԘೱ౓などのڥ؀ݶۃに生ଉする『ݶۃඍ生物』もɼそ
ういったඍ生物の̍つです。その中にはʞおむすͼ` のようなܗ֯ࡾでฏべったいܗのەもい
ます。これから一ॹにڀݚしɼ新しいՄ能ੑを持つඍ生物を探してみませんか。新しい能力を
持つඍ生物を創ってみませんか。

　自વ界にはɼഓ養できないඍ生物が99ˋを઎めると言われておりɼまだ人ྨが知らないੑ
質・機能を持ったඍ生物がଘ在するはずです。「ະ知なるඍ生物の発見・そのඍ生物の持つ新
したいと考えてڀݚの߬ૉについてە熱޷ૉの୯཭」に௅ઓしてみませんかʁ。ಛにɼ௒߬ن
います。௒޷熱ەは80ˆ以上で生育できɼ「生物進化の解明」とڞに「଱熱ੑ߬ૉの࢈業応用」
というೋつのଆ໘から஫目されているඍ生物です。一ॹに l)05z なڀݚをしませんかʁ

Ր༵日　̕ɿ30ʙ11ɿ00

ඍ生物学ɼඍ生物ར用学ɼόΠΦΤωϧΪʔ

　「ඍ生物はɼ私たͪの生活でどのようにར用されていますかʁ」と質問されたときɼօさんだったらɼ
どのように౴えますかʁ
　身ۙなとこΖでɼ৯඼・ҿྉɼΤωϧΪʔɼҩༀ඼などが思いුかͿと思います。そのようなඍ生物
はɼզ々が生活しているڥ؀はɼもͪΖんのことɼ深ւ・地֪಺ɼԹઘなどのڥ؀ݶۃにも生ଘしてい
ます。残念なことにɼこれまでに発見されているのはɼ΄んの一Ѳりでօさんが見つけग़してくれるの
を଴っています。このようなঢ়گからɼ社会に໾立つ新しい能力を持っているඍ生物を発見するのはɼ
あなたですʂ
　自分のՄ能ੑを信͡てɼ「ඞずɼ発見するʂ」というνϟϨϯδ心と強い೜଱力がある学生諸܅ɼ一
ॹにやりましΐうʂ

　ਫ༵日　13ɿ30ʙ14ɿ30
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講師　伊藤　元裕 １号館２階第62研究室
　　　ITO. Motohiro

主な担当科目
　生ଶ学ɼ生物資ݯ科学ɼ生ଶ੍ޚ学

学位
　ത࢜（ਫ࢈科学）

自己紹介
　地ٿ上にແ਺にଘ在する生き物たͪはɼありとあらゆるڥ؀にద応してൟӫしています。生ଶ学
はɼ多様なڥ؀Լで฻らす生き物たͪの޼みな生き様とɼその生き様を֫ಘするにいたったաఔや
ϝΧχζϜを明らかにする学問です。自વ界における生き物の世界はɼະだಾにຬͪておりɼむし
Ζその「問い」は年々૿えつずけていると言えます。生ଶ学における「問い」はɼ実はಛผなもの
ではなくɼ૭から;と見た先に޿がる日ৗの世界に୔ࢁま͗れています。学問の基礎を体系的に学
Ϳとともに生ଶ学的なٙ問の持ͪ方を学ͼɼ身ۙにあるখさな事৅から୔ࢁの「問い」を一ॹに見
つけていきましΐう。それがɼ自વ界にଘ在する真理にたどりணく଍ֻかりになるはずです。

オフィスアワー
。でお知らせしますࣔܝ前のࣨڀݚ　
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生命科学部（助教）

助教　藤田　深里 １号館３階第34研究室
　　　FUJITA. Misato

主な担当科目
　ライフサイエンス基礎Ⅰ，ライフサイエンス基礎Ⅲ

学位
　博士（理学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　全身を巡る血管がどのようにして形作られるのかを，メダカやゼブラフィッシュを使って解
析しています。魚の飼育から，高額な機器や試薬を使った実験まで，いろいろなことが研究に
関わってきます。興味を持ったことにはなんでもチャレンジして，世界を広げていきましょ
う。

オフィスアワー
　各学期毎に掲示します

助教　岩渕　　翼 １号館２階第59研究室
　　　IWABUCHI. Tsubasa

主な担当科目
　ライフサイエンス基礎Ⅰ，ライフサイエンス基礎Ⅲ

学位
　生命科学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　現在社会は地球温暖化などの様々な環境問題に直面している一方，バイオテクノロジーの芽吹きが感じられるなど，生命科
学に対する関心はこれまでになく高まっています。環境問題は，単に生態系に限った問題ではなく，経済も政治も文化など，
私たちの生活全てに関わる問題といっても過言ではありません。バイオテクノロジーは，医薬品や幹細胞などの技術開発に
よって人々の暮らしをより豊かなものにしてくれる可能性がある一方で，遺伝子組み換え作物などは逆に人々の暮らしに悪影
響を及ぼす可能性もあります。そのため，生物や環境に関する知識や経験に対する社会の要求も，これまで以上に強くなって
きています。学生の皆さんが今後どんな道に進むにせよ，生命科学の知識や経験が活きる状況に幾度と無く遭遇するでしょう。
　私はこれまで，大学での研究だけでなく，留学や企業との共同研究，東日本大震災の復興活動などに関わってきました。こ
うした活動のように知識や意識の異なる人と協働で物事を進めるには，専門知識だけでなく様々な考えを受け入れながら最適
解を目指すコーディネート力が必要になります。そのため生物や環境に関する知識を獲得するだけでなく，獲得した知識を社
会でどう活かしていけば良いかといったことも身に付けてもらえるよう手助けをしていきたいと考えています。

オフィスアワー
　各学期毎に掲示します
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助教　萩尾　真人 １号館２階第55研究室
　　　HAGIO. Masahito

主な担当科目
　ライフサイエンス基礎Ⅰ，分析化学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　私たちはごはんを食べないと死んでしまいます。しかしごはんを食べることで私たちの体の中でどのような現象が起き，命
が続く結果につながるのかを日常では深く考えません。私は「食べる」ことと「命」の関係に子供のころから興味があり，そ
の仕組みを知りたくて大学では農学部の食品栄養学という分野に進みました。研究を行う過程で，生命のあらゆる現象を「は
かる」ことによって，その因果関係を明らかにしようとしてきました。「はかる」対象とした胆汁酸は，栄養素の一つである
脂質の吸収に必要で私たちの体内で合成されますが，その種類はひとつではなく，また腸内細菌によってその構造が変化しま
す。胆汁酸が私たちの体にどのような影響を与えるかを知るためには，胆汁酸の種類，量を正確に「はかる」必要がありまし
た。そこでLC/MSという分析機器に出会いました。この装置のおかげで，それまで分析に多くの時間を要したものが大幅に
短縮され，また多くの種類の胆汁酸を一度に「はかる」ことができるようになりました。このときのLC/MSによる胆汁酸測
定条件の探索に費やした時間と経験は私の財産です。
　分析機器は私たち人類の英知の結晶だと思います。その仕組みには人類が読み解いた基本的な化学原理が必ず用いられてい
ます。講義を通じて様々な分析機器の特徴を学び，それらを用いて「はかる」楽しさを感じてもらえれば幸いです。

ライフサイエンス基礎Ⅰ，ライフサイエンス基礎Ⅱ，ライフサイエンス基礎Ⅲ
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生命科学部（助教）

助教　藤田　深里 １号館３階第34研究室
　　　FUJITA. Misato

主な担当科目
　ライフサイエンス基礎Ⅰ，ライフサイエンス基礎Ⅲ

学位
　博士（理学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　全身を巡る血管がどのようにして形作られるのかを，メダカやゼブラフィッシュを使って解
析しています。魚の飼育から，高額な機器や試薬を使った実験まで，いろいろなことが研究に
関わってきます。興味を持ったことにはなんでもチャレンジして，世界を広げていきましょ
う。

オフィスアワー
　各学期毎に掲示します

助教　岩渕　　翼 １号館２階第59研究室
　　　IWABUCHI. Tsubasa

主な担当科目
　ライフサイエンス基礎Ⅰ，ライフサイエンス基礎Ⅲ

学位
　生命科学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　現在社会は地球温暖化などの様々な環境問題に直面している一方，バイオテクノロジーの芽吹きが感じられるなど，生命科
学に対する関心はこれまでになく高まっています。環境問題は，単に生態系に限った問題ではなく，経済も政治も文化など，
私たちの生活全てに関わる問題といっても過言ではありません。バイオテクノロジーは，医薬品や幹細胞などの技術開発に
よって人々の暮らしをより豊かなものにしてくれる可能性がある一方で，遺伝子組み換え作物などは逆に人々の暮らしに悪影
響を及ぼす可能性もあります。そのため，生物や環境に関する知識や経験に対する社会の要求も，これまで以上に強くなって
きています。学生の皆さんが今後どんな道に進むにせよ，生命科学の知識や経験が活きる状況に幾度と無く遭遇するでしょう。
　私はこれまで，大学での研究だけでなく，留学や企業との共同研究，東日本大震災の復興活動などに関わってきました。こ
うした活動のように知識や意識の異なる人と協働で物事を進めるには，専門知識だけでなく様々な考えを受け入れながら最適
解を目指すコーディネート力が必要になります。そのため生物や環境に関する知識を獲得するだけでなく，獲得した知識を社
会でどう活かしていけば良いかといったことも身に付けてもらえるよう手助けをしていきたいと考えています。

オフィスアワー
　各学期毎に掲示します
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助教　萩尾　真人 １号館２階第55研究室
　　　HAGIO. Masahito

主な担当科目
　ライフサイエンス基礎Ⅰ，分析化学

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　私たちはごはんを食べないと死んでしまいます。しかしごはんを食べることで私たちの体の中でどのような現象が起き，命
が続く結果につながるのかを日常では深く考えません。私は「食べる」ことと「命」の関係に子供のころから興味があり，そ
の仕組みを知りたくて大学では農学部の食品栄養学という分野に進みました。研究を行う過程で，生命のあらゆる現象を「は
かる」ことによって，その因果関係を明らかにしようとしてきました。「はかる」対象とした胆汁酸は，栄養素の一つである
脂質の吸収に必要で私たちの体内で合成されますが，その種類はひとつではなく，また腸内細菌によってその構造が変化しま
す。胆汁酸が私たちの体にどのような影響を与えるかを知るためには，胆汁酸の種類，量を正確に「はかる」必要がありまし
た。そこでLC/MSという分析機器に出会いました。この装置のおかげで，それまで分析に多くの時間を要したものが大幅に
短縮され，また多くの種類の胆汁酸を一度に「はかる」ことができるようになりました。このときのLC/MSによる胆汁酸測
定条件の探索に費やした時間と経験は私の財産です。
　分析機器は私たち人類の英知の結晶だと思います。その仕組みには人類が読み解いた基本的な化学原理が必ず用いられてい
ます。講義を通じて様々な分析機器の特徴を学び，それらを用いて「はかる」楽しさを感じてもらえれば幸いです。

ライフサイエンス基礎Ⅰ，ライフサイエンス基礎Ⅱ，ライフサイエンス基礎Ⅲ
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教授　五十嵐　博久 １号館２階第53研究室
　　　IGARASHI. Hirohisa

主な担当科目
　英語Ⅰ，欧米の文学と文化

学位
　博士（文学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　一般教養科目の英語関連の授業のコーディネートをしています。英語は今や日本のどの大学
でも教えられている科目ですが，だからこそ，板倉キャンパスの英語の授業は，ここでしか受
けられない魅力的な内容にしたいと思っています。
　「欧米の文学と文化」という授業も担当しています。英文学を学んで欧米文化の精髄に触れ
たいという人にお薦めの授業です。国際人としての教養を身につけたい人には特にお薦めで
す。英語が苦手な人ももちろん大歓迎です。

オフィスアワー
　研究室前に掲示します。

准教授　廣津　直樹 １号館３階第30研究室
　　　　HIROTSU. Naoki

主な担当科目
　ゲノム科学，バイオインフォマティクス

学位
　博士（農学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　あなたやあなたの身の回りの生物を構成するエネルギーは，元をたどると全て植物が光合成
によって獲得したエネルギーです。イネやトウモロコシといった私たちにとって重要な植物
は，生命の設計図ともいわれるゲノム配列が解読されました。とはいえまだまだ分からないこ
とだらけです。たとえゲノム配列が全て分かっていても，人為的に光合成能力を高めたり，植
物の生長を完全に制御したりすることは，現在の人類の英知では不可能なのです。ゲノム情報
はものを考えたり作ったりする材料に過ぎず，それだけでは役に立ちません。ゲノム情報をう
まく利用して，植物の巧妙でダイナミックな営みの一端を覗いてみましょう。そこから植物の
ポテンシャルを引き出す糸口が見えてくるかもしれません。

オフィスアワー
　木曜日11：00－12：00

講師　江口　智子 １号館２階第50研究室
　　　EGUCHI. Tomoko

主な担当科目
　英語Ⅰ，英語Ⅱ

学位
　英文学博士（PhD English）

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいた
い」という願望がきっかけで，紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，コミュ
ニケーション手段として英語を駆使しましたが，実感したことは，継続的な訓練の大切さで
す。スポーツと同じく，地道な練習の積み重ねが英語力向上にも不可欠だと思います。学生の
皆さんには，授業の予習・復習の他，音楽や映画やラジオなど，好きなメディアを通じて，出
来るだけ楽しく英語を学んでほしいと思っています。

オフィスアワー
　水曜日３時限13：20～14：50　または予約にて

木曜日２限11：10－12：10

自己紹介，学生へのメッセージ
　洋画や英米文学が好きで，「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わいたい」という願望がきっかけで，
紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中，19世紀の小説の魅力に惹かれ，この分野を中心に研究しています。
　板倉キャンパスの学生さんとは主に英語I・IIの授業でお会いします。4技能をバランス良く伸ばすような実践的な授業を心
掛けているので，積極的に参加してください。また，2014年度はAdvancedクラスで，学生の皆さんと英文学の醍醐味を共有
したいと思っています。その他，キャンパス内でEnglish Loungeも開催しています。英会話をブラッシュ･アップさせたい，
授業の質問，留学相談など，目的はともあれ是非いらしてください。お茶をしながら気軽に英語を楽しみましょう。

オフィスアワー
水曜日13：20～14：50
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英語講師　江口　智子
　　　　　EGUCHI. Tomoko

英語講師

基礎生物学演習ɼ分ੳ化学

*OUFHSBM�&OHMJTIᶗɼ*OUFHSBM�&OHMJTIᶘ

　私たͪは͝はんを৯べないとࢮんでしまいます。しかし͝はんを৯べることで私たͪの体の中でどのような現৅がىきɼ໋が続く݁Ռに
つながるのかを日ৗでは深く考えません。私は「৯べる」ことと「໋」の関係にࢠ供のこΖからڵຯがありɼその仕組みを知りたくて大学
では೶学部の৯඼ӫ養学という分໺に進みました。ڀݚを行うաఔでɼ生໋のあらゆる現৅を「はかる」ことによってɼそのҼՌ関係を明
らかにしようとしてきました。「はかる」ର৅とした୾ोࢎはɼӫ養ૉの一つであるࢷ質のٵऩにඞཁで私たͪの体಺で߹成されますがɼ
そのछྨはひとつではなくɼまた௎಺ەࡉによってそのߏ଄がม化します。୾ोࢎが私たͪの体にどのようなӨڹを与えるかを知るために
はɼ୾ोࢎのछྨɼྔを正確に「はかる」ඞཁがありました。そこで-$�.4という分ੳ機ثにग़会いました。この૷ஔのおか͛でɼそれ
まで分ੳに多くの時間をཁしたものが大෯に୹ॖされɼまた多くのछྨの୾ोࢎを一౓に「はかる」ことができるようになりました。この
ときの-$�.4による୾ोࢎଌ定৚݅の探ࡧにඅやした時間とݧܦは私の࢈ࡒです。
　分ੳ機ثは私たͪ人ྨのӳ知の݁থだと思います。その仕組みには人ྨがಡみ解いた基本的な化学原理がඞず用いられています。講義を
通͡て様々な分ੳ機ثのಛ௃を学ͼɼそれらを用いて「はかる」ָしさを͡ײてもらえれば޾いです。

オフィスアワー
　य़学期ɿՐ༵日　15ɿ00ʙ16ɿ30ɼळ学期ɿ༵ۚ日　11ɿ10ʙ12ɿ40

　生໋科学部ɼ৯ڥ؀科学部ɼ文学部（ӳ米文学科）ɼ৯ڥ؀科学ڀݚ科（大学Ӄ）のӳޠ関࿈科目ɼ基൫教育
科目ٴͼӳ米文学関係の専໳のत業を୲当しています。୲当するすべてのत業をεʔύʔάϩʔόϧ大学のत業
らしいɼϢχʔΫでັ力的な಺༰にしたいと思っています。またɼւ֎ཹ学ϓϩάϥϜやΠϯάϦογϡ・ϥ΢
ϯδの活動にもかかわっていますのでɼཹ学やӳޠ学習についてܰؾに૬ஊしてください。
も୲当します。ϧωοαϯε時代のӳ国における「৯」についてɼ当時のҩ（ڀݚଔ業）ӫ養学科のθϛ߁݈　
学や文化史的な観点から学んでみたいという人やɼγΣΠΫεϐΞを「৯」や「ҩ」をώϯτに新たなࢹ点でಡ
み解いてみたいという人をืूします。
　झຯはࣳؑډ৆ɼ௼りɼࢄ歩ɼಡॻɼΨʔσχϯάɼډञ԰め͙り。

　݄༵日　12ɿ40ʙ13ɿ20ɼਫ༵日　12ɿ40ʙ13ɿ20
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５号館（実験棟）
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